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左 よ リ マ リ オ ン ・

スペ ン サ ー ・W・

G・ ロム ニー第 二副管 長，N・ エ ル ドン ・タナー第一 副管 長，

キ ンボー ル大管 長， ゴー ドン ・B・ ヒンク レー副管 長

1982年10月2，5の 両日，ユタ州 ソル トレー

ク ・シティー，テンプルスクエアのタバナク

クルにお臼τ催された大会の説教どその模様。

ス
ペ ンサー ・W・ キンボール大管長は，

10月 に催された今大会の開会に当た

り，次のような説教 の原稿を準備された。

「兄弟姉妹の皆さん，福音をさらに多くの

国々や人々に携 えて行 く日がやって来まし

た。私たちは 自分の都合よりも， このメッ

セージを分かち合 う義務 について考えるよ

うにしなければなりません。主の召しに都

合のよいものなどめったにあ りません。犠

牲を教会 における重要 な一要素としなけれ

ばならない日が来たのです。 ……伝道期 間

が短縮された今，一層 多くの宣教師が求 め

られています。」

この召集のラッパを響かせなが ら，現代
う

における主の予言者 は，「善 を行なうのに倦

み疲 れてはならない，歩みを速めなければ

ならない」 と教会員を激励 している。

また，キンボール大管長は社会状勢にも

言及している。「危険に満ちていながらきわ

めて重要なこの時代は，広 く悪 に汚染され
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ているように思われます。 しか し，私 たち

はあらゆる混乱のただ中にあっても，内な

る平安 を得ることができます。……教会の

指導者 は，主の 目か ら見て赦されないこと

に対 して，絶えず反対の声をあげているの

です。心 と体 と環境の汚染に反対し，俗悪，
ぽうとく

盗 み，虚言，詐欺，高慢，冒濱，飲酒に反対
かんいん

し，姦淫，同性 愛，堕胎，その他神聖 な創造

の力のあらゆる乱 用に反対 し，殺人とそれ

に類するすべての行為に反対し，そしてあ

らゆる種類の退廃と罪に反対するのです。」

こうして第152回 半期総大会は，マリオ

ン ・G・ ロムニー第二副管長 と，ゴー ドン・

B・ ヒンクレー副管長の司会の下に，幕が

開かれたのである。

大会は6つ の部会に分かれ，土曜 日には

早朝の福祉部会，午前，午後の部会，夜の

神権部会が，また 日曜 日には午前 と午後に

部会が開かれた。教会幹部は十二使徒定員

会会員の リグラン ド・リチャーズ長老 を除

き全員が出席 した。 リチャーズ長老は快方

に向か っているとのことである。

今大会では教会の進展を示すふたつの大

きな出来事が発表された。 内，ひとつは十

二使徒定貝会会員のボイ ド・K・ パ ッカー

長老により発表された。彼は十二使徒定員

会の聖典出版委 員会のメンバーの任にある。

ここ数年の間に行なわれた末 日の聖典 の新

たな編集 に関 し，彼はこう述べている。「ま

た，御存 じのことと思いますが，幹部の兄

弟たちの指示 により，今後モルモン経には

『イエス ・キリス トに対するもうひとつの

証』 という副題がつ くことになりました。

主 イエス ・キリス トの使命と教えに関し

て， これほ どの量の情報が聖典か ら集めら

れたことは，世界史上例 を見ないことでし

た。」

聖 徒 の道/円83年1月 号

第二 の重大な進展は，アメリカ全土 に散

在する404の ステーキ部で衛星による中継

放送が受信できるようになったことである。

この結果，およそ25万 入の教会員が，，総大

会の模様をテレビの生放送で見ることがで

きるようになった。なお，1982年'4月 の総

大会では，約90の 衛星中継設備が使用され

ていたに過ぎなかった。

また，ア メリカの民間放送局85局 ，有線

放送局1，300局 ， ラジオ局は55局 以上が大

会の全部会またはその一部の模様を伝 えた。

カナダでは55局 以上 のテ レビ局が，「全大会

またはその一部 を放 映 した。 また，1，770

の礼 拝堂では，神権部会を英語のまま有線

回路 を利用 して生放送で放映した。有線回

路を利用した礼拝堂 の内訳は， アメ リカと

カナダが1，646， ニ ュージーラン ドとオー

ス トラリアが114， 韓 国とフ ィリピンが10

で ある。

また，大会後直ちに，スペイン語，ポル

トガル語， デンマーク語， フランス語， ド

イツ語，スウェーデ ン語， ノルウェー語，

フィンラン ド語， イタ リア語の ビデオテー

プが準備された。
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り0月2目(士)午 前の部会

主は義を求めておられる

大管長 スペ ンサー ・W・ キ ンボー ル

(秘書D・ アーサー ・ヘイコック兄弟の代読)

愛
する兄弟姉妹の皆 さん，主の教会の

総大会で再び皆さんにお目にかかる

ことができ，心か ら感謝 しています。私は

総大会 をいつ も心待ちにし，そこから力を

得ています。また，主の霊感の下 に与 えら

れる勧告 と指示をひたすら受けたい と願っ

ています。そこで話されることを注意深 く

聴いて実行するならば，私の生活 は豊かに

なり，内なる霊は生命のパンによって養わ

れるからです。

ただ今歌って下 さった素晴 らしいタバナ

クル合唱団は，総大会の霊的な雰 囲気を高

め，喜びを もたらしてくれます。 タバナク

ル合唱団は先頃，半世紀以上 にわたって放

送 している.「ミュージック ・アン ド・スポ

ークンワー ド」が
， 自由世界で最長のラジ

オ番組 になったのを記念して，記念行事 を

行 ないました。タバナクル合唱団 とオルガ

ンの奏でる麗しい メロディーを聞 くと，天

上 にも美しい音楽があるに違いないという

思いが湧いてきて，慰めを感じます。 その

ことに私は心から感謝 しています。来世に

は音楽はないと言 う人もいますが，それな

ら音楽 として通る何らかの音があるのでは

ないでしょうか。

この6カ 月間，キンボール姉妹 と私 は，

あまり活発に動き回りませんでした。皆 さん

も御存じのように，年老いてきたために私

共は多少体 が不 自由になりました。私 は今

になって，最後 まで耐え忍ぶことの本当の

意味がわかってきたように思います。 自分

の したいと思 うことが存分 にできないのは，

本当につらい ものです。しか し，それでも

まだ私はたくさんのことを行なっています。

ほ とん ど毎 日のように教会本部で幹部の兄

弟たちと集会を開 きます。 そして毎週木曜

日には神殿で，大管長会 と十二使徒評議員

会の集会に出席します。

その上，予定外の活動 も幾つか楽 しみま

した。夏には，キンボール姉妹 と一緒 にソ

ル トレークバリー ・ダンスフェスティバル

に出席し，開拓者記念 日にも出かけてロデ

オを見 ました。 また先週 の土 曜 日には，

新 しく拡張されたプロボのBYUス タ ジア

ムで，BYUと 空軍大学校のフッ トボール

試合を65，000人 の 人々 と観戦しました。

私は献身的に働いて下 さるタナー副管長，

ロムニー副管長，そしてヒンクレー副管長

に感謝 します。 これらの方々が 日々差 し伸

べて下さる愛と忠誠心を考えると，私は晩

年のモーセのことを思い出すのです。 イス

ラエルの民はアマ レク人と戦っていました。

「モーセが手を上げているとイスラエルは

勝ち，手を下げるとアマ レクが勝 った。

しか しモーセの手が重 くなったので，ア

ロンとホルが石を取って，モーセの足 もと

に置くと，彼はその上 に座 した。 そしてア

ロン 〔モーセの兄〕とホル 〔モーセの姉 ミ

リアムの夫〕が，ひ とりはこちらに，ひと

4



りはあちらにいて，モーセの手を支えたの

で，彼 の手 は 日没 まで下がらなかった。」

(出 エジブ ト17：11-12， 欽定訳よ り和訳)

しかし， モーセといえども，私が今，副

管長の兄弟たちか ら受 けているほどの助け

は得 られなかったと思 います。私 はまた，

ベンソン会長 と十二使徒定貝会の方々に，

その他 の教会幹部 の方々に， そして主のぶ

どう園で勤勉 に働 いているすべての方々に

感謝 します。ただ，愛する友の リグラン ド・

リチャーズ長老がこの場 におられないこと

を残念に思います。 リチャーズ長老は1938

年 以 来，ずっとこの席に座って こられたの

です。

私は世界中の至 る所で教会が発展 してい

ることに満足しています。今年の4月 に総

大会を開いて以来，50近 くの新 しいステー

キ部が認可または組織され ました。 また5

難購

聖徒 の道/1983年1月 号

カ所の神殿用地で鍬 入れ式が行 なわれまし

た。これらはすべて，王国の発展を表わす

重要 な指標です。私は主の教会が数字の上

だけでなく，霊的な面でも発展するように

いつも願い，祈 っています。

兄弟姉妹 の皆さん，危険に満ちていなが

らきわめて重大なこの時代 は，広 く悪 に汚

染 されているように思 われます。 しかし，

私 たちはあらゆる混乱 のただ中にあっ.ても，

内なる平安 を得ることができます。私 たち

は豊かに祝福されているので，感謝すべき

ことがたくさんあ ります。これ らのことに

ついて静かに考えると，次の主の言葉が心

に浮かんできます。「多く与えられた者か ら

は多く求められる。」(ル カ12：48)主 が私

たちに求めておられることは，主の戒 めを

忠実 に守 ることです。なぜなら，主は御 自

身の命を惜 しみなく捧げて，私たちに豊か

な祝福 を与えて下さったか らです。罪悪が
まんえん

全地 に蔓延 し，悪魔 はこの世で 自分 に残さ

れた時間を最大限に利用しているようです。

ですか ら教会の指導者は，主の目から見て

許されないことに対して，耐えず反対の声

を挙げているのです。心 と体 と環境の汚染

に反対 し，俗悪，盗み，虚言，詐欺，高慢，
ぽ う と く カロん い ん

冒漬，飲酒 に反対 し，姦淫，同性愛，堕胎，

その他神聖 な創造の力のあらゆる乱用に反

対 し，殺人とそれに類するすべての行為 に

反対し，そしてあらゆる種類の退廃と罪に

反対するのです。

末 日聖徒 として私たちは心 しなければな

りません。個人と家庭が悪魔の放つ矢や石

投げ器から飛んでくる石を防いで主の大い

なる 日に備 えるには， しっか りと鉄の棒 を

握 り締 め，大いなる信仰を表わ し，罪や欠

点を悔 い改め，地土における主の王国，す

なわち末 日聖徒イエ ス ・キ リス ト教会の業
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にいそしむことです。 ここにこそ，天父の

すべての子供たちの唯一真の幸福があるの

です。世 界中のすべての善意ある方々が，

末 日におけるこの神聖な贈いの業 に加わる

ようにお勧め します。

家族を尊重 して，幸福な家庭を築きまし

ょう。家庭と家族 についてお話するにあた

り，皆さんの愛する人々の安全 と幸福に関

して2，3勧 告をしたいと思 います。私 た
ゆうかい

ちの国では，子供の誘拐 という犯罪が増加

しています。 そのために掛け替 えのない子

供 を失 ったすべての方々に，心か らの愛 と

お悔やみの言葉 をお伝 えします。私はシオ

ンの父親 と母親の皆さんにお願いします。

どうか子供たちから目を離さないで下さい。

そして， ますます巧みになってきた悪の手

と陰謀に気をつけるように教 え，子供たち

の幸福のために祈 って下 さい。悪魔は死ん

で もいなければ，眠ってもいないのです。

救い主は幼な子を愛されました。 しば し

ば幼な子にっいて語 り，幼 な子 たちを小羊

のようにみそばに呼び寄せて，祝福をお授

けにな りました。 そして こう言われました。

「しかし，わたしを信ずるこれらの小さい

者のひとりをつまずかせる者 は，大きなひ

きうすを首にかけられて海の深みに沈めら

れる方が，その人の益になる。」(マ タイ;8：

6)

私 は，いかなる理由や 目的があろうとも，

幼 い子供を母親の手か ら引き離したすべて

の人々に，悔い改めて，私 の嘆願 に耳を傾

けるように訴えます。愛する者の涙 と願い

が彼らの心を和らげて，彼らが悲しみに沈

む家族の下へ子供 たちを返さずにはいられ

なくなるように心 から祈 ります。

兄弟姉妹の皆さん，福音をさらに多くの

国々や人々に伝 える 日は，き ょうこの日で

6

す。私たちは自分の都合 よりも，このメッ

セージを分かち合う義務 について考えるよ

うになるべきです。主か らの召しで都合の

よい ものなど滅多にありません。犠牲を教

会 における重要 な原則とすべ き日が来たの

です。私たちはさらに献身的 に働 いて，主

が望んでおられる業を行 なわなければなり

ません。伝道期問が短縮 された今，一層 多

くの宣教者が求められています。 しか し，

求められているのは，伝道 に出たいという

願望 を持 ち，家族や教会の様々な組織を通

して十分な訓練 を受 け，備 えられた宣教師

です。若い男性 は，両親から励ましを受け

て，早 くから貯金 を始 め，福音に関する勉

強 と祈 りを行 ない，セ ミナ リーやインステ

ィテユー トに出席して伝道に備 えるべきで

す。そして最 も重要な備 えは，清くふさわ

しい生活をすることです。主は昇天の直前

に，使徒 たちに次のような言葉 を残されま

した。「全世界に出て行 って，すべての造ら

れたものに福音を宣べ伝えよ。

信じてバプテスマを受ける者は救われる。

しかし，不信仰 の者は罪に定められる。」

(マ ルコ16：15-16)

私 た ちは善 を行 なうのにためらった り，
う

倦み疲れた りしてはな りません。歩みを速

めなくてはなりません。私たち自身の永遠

の宰福だけでなく， まだこの真の教会の会

員でない多くの兄弟姉妹の永遠の幸福 も私

たちの肩にかかっているからです。1842年

9月6日 ，予言者 ジョセフ ・スミスはノー

ヴrか ら教会員に手紙 を送 りました。 それ

を読むたびに私は胸の高なるのを覚えます。
い

「われらまことに偉なる大義 に向って進ま

ざらんや。進み行 きて退 くことなかれ。奮

い立てよ……進み進みて勝利に至れ。」(教

義 と聖約128：22)



さて，愛する兄弟姉妹の皆さん，世の中

には，私 たちがキ リス ト教会ではなく，つ

まり異端であって，救 い主イエス ・キ リス

トよりもジョセフ ・スミスを礼拝 している

と誤 って伝える人々がいます。何と真理か

らかけ離れていることでしょうか。 どこが

異端で しょうか。主はこう宣言されていま
すへか

す。 「わが教会は，末の世 に於 て須らく末
とな

日聖徒イエス ・キ リス ト教会と称えらるべ

し。」(教 義 と聖約115：4〉

私 たちはキ リス トに希望を抱 くものです。

主は私たちの罪のために亡 くなられました。

主 と主の福音のお陰で，私たちの罪はバプ

テスマの水の中で洗い流されます。 罪も憎

むべき行 ない もあたか も火で焼かれるよう

に，私たちの心か ら焼 き尽くされるのです。
'

そ して私たちは清 くなり，清い心を持 ち，

理解を超えた平安を得 るのです。

私 たちは，「全能の主 キリストの御 名によ

るほかには世の入に救いを与えることので

きる名も道も方 法 も一切 ない」(モ ーサヤ

3：17)こ とを信 じています。これは私た

聖徒 の道/1983年1月 号

ちの証であり，私たちはこのことを世の人

人に宣言 します。

また私たちはこのことを知っています。

そして証 し，世 の人々に宣言 します，「過去

現在未来を通 じて，救 いは身代りの購罪を
よ

なしたもう全能の主なるキ リス トの血 に由

って与えられることを信 じなかったならば，

その人は身 も霊 も救いを受けることができ

ない。」(モ ーサヤ3：18)

「私 たちはキリス トのことを話し
，キ リ

ス トのことを喜び，キ リス トのことを説教

し， キリス トのことを予言 し，また私たち

の子孫にどこに罪の赦 しを求めうかを知ら

せるために自分たちが予言 したことも書 く

のである。」(II二 一 ファイ25：26)

主 の教会が回復されてから1世 紀半，予

言者 ジョセフ ・スミスを初め，末 日の神の

予言者たちは権威 と真理 をもって明快 に語

り， この大いなる末 日のみ業の神性 と， イ

エス ・キ リス トの福音の贈罪の力について

証を述べてきました。

これらの力ある人々に加 えて，私も証 を

述べたい と思います。 イエス ・キリス トは

生ける神の御子であ り，世 の入々の罪のた

めに十字架 におかか りにな りました。 イエ

スは私 の友であ り，救 い主であ り，主なる

神であられます。私は，聖徒の皆 さんが主

の戒めを守れ ますように，主のみたまが皆

さん と共 にありますように， そして日の光

栄の王国で主 と共に永遠の受け継 ぎにあず

かれますようにと，心を尽 くして祈 ります。

この大会を始めるにあたり，主が祝福 と

承認を与 えて下さいますように。皆さんの

上に主の祝福があ りますように。私は主の

僕 として皆さんを祝福 します。 イエス ・キ

リス トのみ名によって申し上げます。アー

メン。
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羊に命を得させる

副管長 ゴー ドン ・B・ヒン ク レー

兄
弟姉妹の皆さん，ただ今有能で忠実

な秘書のD・ アーサー ・ヘイコック

兄弟 によって，キンボール大管長のメッセ

ージが読 まれました。私は皆さんを代表 し

て，キンボール大管長に感謝の意を表わし

たいと思います。

あ りがとうございます，キンボール大管

長，あなたの勧告に感謝します。特 に，永

遠の父なる神と私たちの救い主，腰 い主で

あられる御子に対する証に感謝 します。私

たちは大管長の証に私たちの証 を付け加え

たいと思います。神は生きておられます。

神は宇宙の創造主であり統治者であ り，天

の御父であられます。 イエス ・キリス トは

肉における神の独 り子であ り，ユダヤのベ

ツ レヘムで約束されたメシヤと・してお生 ま

れになりました。 イエスは奇跡の御方であ

り， この世に生きた唯一の完全な御方です。

また十字架にかけられ，全人類の罪のため

に命を捧げて下 さいました。そして，その

偉大な購いの業 を通 して全人類の贈 い主と

なられたのです。イエスは3日 目に墓から

よみがえって， 「眠っている者の初穂」(1

コ リント15：20)と な り， その後エルサ レ

ムの周辺で多くの人々の前にみ姿を現わさ

れました。 この西半球で も， 多くの人が復

活されたイエスを見，その体 に触れ，教え

を受けたことを証 しています。私たちは聖

きみたまの力によって証 を授か りました。
たぐい

その聖きみたまの力によって，これ らの類

なき偉大な真理 について証 します。 そして，

もうひとつこの証を付 け加 えたいと思いま

す。それは， この 「時満ちたる神権時代」

(教 義 と聖約112：30)は ， 聖典 に記され

ているように，真理を捜 し求めるすべての

人のために御父 と御子 の輝かしい訪れによ

って 開かれたということです。

キンボール大管長，全世 界の教会員があ

なたのために捧げる祈 りが天父のもとに届

いています。ここであ らためて美しい讃美

歌を歌いたいと思います。これは，エバン・

ステ ィーブンスがウイルフォー ド・ウッ ド

ラフ大管長の90歳 の誕生 日を祝 って書いた

ものです。

私たちはいつ も祈 ります。愛する予言者

のために，

神が慰めと励 ましをお与 えになるように。

年老いて額に刻み込まれ た深 いしわ，

しかしなお内なる光は今 も輝 いている。

(的 駕%s，no.386)

祈 りと言えば，私は全世界の教会員の方

方に感謝 します。皆 さんがすべての教会幹

部のために祈って下 さっているからです。

私たちは 自分たちに大きな，そして絶対的

な信頼が寄せ られていることを承知 してい

ます。また，私 たちはこの偉大 なみ業を押

し進めていく上 で， 自分たちが力の足りな

い者であ り，神の助 けに頼らなければなら

ない ということを知 っています。この大義

が約束された将来を目指 して進んで行 くた

L
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L

て監督は私が伝道に出る時がきたと判断

私たちは再び両親と話をしました。貯金1

1，000ド ル ありました。監督は父 に，残 り1

長 老定員会が援助 します と言いました。す

るとしばらく黙っていた父が こう言いま

た。『自分の息子のことです。それは私が

ます。』私は書類を作成し，196!年 の5月1

召 しを受けました。

日本に召された私は， 日本 人を愛 し， そ

こで素晴 らしい経験をしました。 同僚 と禾

は何人かの入にバプテスマを施 して教会1

導 きました。伝道から帰ると，再び宣伝音

で働きました。そこで働いている時に，昼

休みになると，いつ も通 りで見かける若い

女性がいました。私と同 じ地域で働いてい

るようです。 どこかで会 ったような気が し

ましたが，思い出せませんでした。その頃，

伝道中の同僚のひとりが伝道から帰ってき

ましたが，しばらくしてから，私たちは一一

緒にあちらこちらへと出かけるようになり

ました。 もちろん私は目が悪かったので，

車の運転はいつも彼の役でした。ある晩の

ことです。彼が一緒にデー トに行 こうと電

話をかけてきました。それで私はデー トの

相手を捜すために大変な苦労をしました。

私たちはパーテ ィーに行きましたが，彼が

連れてきた相手はだれだ と思いますか。 そ

うです。 日本にいたことのあるマ リリン ・

ジョーンズ姉妹です。私は 日本で彼女 に会

った時のことを思い出しました。数 カ月の

間，道で会いなが ら， どうしても思い出せ

なかったあの女性です。

このパーテ ィーの後で，私は2週 間，家

族 と一緒にカ リフ ォルニアヘ出かけました。

そして家に帰ると，例の友人が，私がパー

ティーに連れて行った女性 とデー トをして

いることを知 りました。私は彼に仕返 しを

するつもりで，マ リリンをデー トに誘いま

した。車の運転ができないことがどんなに

大変なことかおわか りでしょうか。私は妹

に車の運転を頼み，ほかに8人 の男の子 を

連れてフットボールの試合を見に行きまし

た。 これでは若い女性であればだれだって，

二度と私 とはデー トをしたくないと思うで

しょう。 しか し私は，家族がキャニオンに

チ ョークチェリーの実 を採 りに行 く時， も

う一度彼女を誘ってみました。

やがてふた りだけでデー トをする時がや

ってきました。 父が私 を乗せてマリリンの

家 に行 き， それか ら父を家まで送 り，、雪・た

りでデー トに出かけます。 そして帰 りには

私の家 に寄 り，父に運転 して もらって彼女

を家まで送 り， それか らようやく自分たち

の家にもどるのです。その次のデー トで私

は彼女 に結婚 を申し込みましたが， 断わら

れました。そこでデー トを重ねてから， さ

らに2回 ほど結婚を申し込みました。そし

て， もうひと押 しすれば何 とかなるという

確信を得たのです。私は 自分の選択 に間違

いはないと考え，頑張 り統けました。デー

10
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トを始めてか ら6カ 月後に，私たちは ヒン

クレー長老の司式の下 にソル トレーク神殿

で結婚 しました。

ヒンクレー長老，私はその当時 も彼女を

愛 していましたが，17年 後の今，その愛が

自分で も想像できなか ったほ どに強いもの

となっていることがわか ります。我が家に

は現在，5人 のかわいい子供がいます。

私は教会でたくさんの責任を果たしてき

ました。指揮者，アロン神権ア ドバイザー，

長老定員会のすべての責任，，ワー ド部書記

補，七十人会長，幹部書記，そして今は副

監督 を務 めています。

私は今 もデパー トの宣伝部で働いていま

す。13年 ほど前 に小さな家を買いましたが，

家族が 多くなったので， ずい分狭 くな りま

した。何とかしなければと思い，家 を増築

して2倍 の広さにすることにしました。 そ

して3年 少 し前 に作業に取 りかか り，今 ま

でかかりましたが，素晴 らしい出来栄えです。

ところで，驚 くようなニュースがあ りま

す。2年 前の6月 に，新 しい眼科 医から眼

の検査を受けた時，運転 免許証にはどのよ

うな条件がついていますか と尋ねられまし

た。私が免許証を持 っていないと答えると，

その医者 は， あなたの視 力ならおそらく大

丈夫ですと言いました。

私は驚いて座 り込んでしまいました。妻

が 『夫は運転免許証 を取 ることができるの

ですか』 と尋ねると，医者は 『もちろんで

す』 と言いました。翌 日，妻は私を運転手

訓練コースに登録させました。コースを終

了した私は免許証 を受け取 りに行き，そこ

で視力を調べられました。私 は医師から視

力の障害状態と，夜間は運転 しない方がよ

いという診断書を書いてもらっていました。

検査官が指 した文字を私は正 しく読みあげ

聖徒の道/1983年1月 号

ました。 その検査官は責任者 と相談 しても

どってくると，わずかな制限を加 えただけ

の免許証 を発行 しました。

ヒンクレー長老，主は身にあまる祝福 を

与えて下 さいました。人々は，私の目がそ

こまでよくなったのは本当に幸運なことだ

と言います。 しかし私は，主がそうして下

さったことを知 っています。私がこれまで

主に仕えようと努 力し，地上 に主の王国を

築 くために全力を尽 くしてきたので，祝福

して下さったのだと思います。主が私に失

望 されることもあると思 います。必ずある

と思います。 しかし，私 は全力を尽 くすよ

う努力し，主が私や家族 に下 さる祝福に、ζ・

さわ しくなりたいと思います。」

手紙の最後には感謝 と証が記されており，

その下に彼のサインがあります。 このよう

に時間をいただいてこの長い手紙を読ませ

ていただいたのは， この手紙が素朴なが ら

も雄弁に主のみ業 について語 っていると思

ったからです。

人の心 を動かさずにはおかない主からの

信頼の下で，私たちイエス ・キリス トの教

会の会員は瞭いの業に携わっています。そ

れは，助けを必要 としている入々を引き上

げ，救うという業です。 また， 自分が大き

な可能性 を持 っていることに気づかない人

人の 目を覚まさせる仕事です。私たちは自

立 し，幸福な家庭 を築き営む責任があ りま

す。父親 と母親が互いに愛 し尊敬 し合い，

子供たちが平和 と感謝の雰囲気の中で成長

できるようにするのです。

今読んだ手紙を思い返 してみて下さい。

この男性は16，7歳 の頃， 目的のないままに

押 し流され， 同年代の 多くの若者と同じよ

うに，危険な状態にあ りました。滅びに至

る広い道 を歩んでいたのです。そのことに
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って終わることも，時の流れによって効力

が失われることもないということを知 って

いました。ふたりは最善のものを求めまし

た。ですか らほかの何 をもってしても満足

できなかったと思います。 そして，主の宮

で交わ した神聖 な誓約を互いに忠実に守っ

てきました。立派なことです。

結婚 して，ふた りは5人 のかわいい子供

を授か りました。彼らは，互いに愛と感謝

と尊敬の気持 ちを示 し合う家族です。彼ら

は 自立の精神 をもって生活 してきました。

増築 した質素 なこの家では，親子が共に集

い，互いに助 言し，学び合 っています。聖

典 を読み，家族の祈 り，個人の祈 りを捧げ，

奉仕についての教えと模範が示されている

のです。それは質素な家庭，気取 らない家

族 です。裕福 ではないが，平安 と優 しさと
くん

愛にあふれています。子供たちは 「主の薫
と う

陶と訓戒」(エ ペソ6：4)の 中で成長 し，

父親は忠実に教会の責任 を果たしています。

彼は何年 もの間，与え られたあらゆる召し

に応えてきました。同様 に母親 も，女性 と

子供のための組織の中で働 いてきました。彼

らは地域社会，また国家の善良な市民であり，

隣人と仲良く暮 らしています。彼らは主 を

愛し，人生を愛し，互 いに愛し合っています。

そして，彼の視 力が回復するという奇跡

を経験 しました。 これは慈悲深い神の恵み

によるものです。 これ も福音 に不可決なも

のです。神の存在を認め，感謝することに

伴 う癒 しと回復の力です。これが主のみ業

のすべてではないのでしょうか。救い主は

こう言 われ ま した。「わたしがきたのは，

羊 に命を得させ，豊かに得させるためであ

る。」(ヨ ハネ10：10〉 この世の ものには恵

まれなぐても，この私 の友人たちは豊かな

生活をしています。彼らのような人こそ教
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会の力なのです。彼らの心 には，穏やかな

が らも微動だにしない確信があります。神

は生 きてお られる，私たちは神 に対 して責

任がある， イエスはキリス トであ り，道で

あ り，真理であり，命であられる(ヨ ハネ

14：6参 照)， この業は主 のみ業 であ り真

実である，喜びと平安 と癒 しは，教会の教

えの中で述べられているように，神の戒め

に従 って歩む時にもた らされる(教 義 と聖

約89：18参 照)と いう確信があるのです。

ジャックのふた りの監督が，彼の身に起

こったことを知 っているか どうかはわかり

ませんが， もし今の彼について知 ったら，

心 に快 い満足感を覚えるに違 いあ りません。

そのような監督が何千人もいて，再活発化

という偉大な業に 日夜務めているのです。

そして， この教会には ジャックのような人

が何万人もいて，深い関心やそれとなく示

される愛，監督や他の人々からの奉仕 のチ

ャレンジによって，心を動かされ，教会に

再び活発に集 うようになっているのです。

しか し，そのような関心を心要 とする人は

ほかに も大勢 います。

これは偉大 な贈いの業です。私 たちは皆，

もっと努力 しなければなりません。なぜな

ら，さらに素晴 らしい永遠の成果 を得 るこ

とができるからです。 これは御父のみ業で

す。天父は私 たちに， 困っている人々や弱

っている人々を捜 し出して力づけるように

命 じておられ ます。私たちがそうする時，

人々の家庭は豊かな愛で満たされ，国家は

それがどこであろうと，人々の徳 によって

強められるでしょう。 そして教会 と神の王

国は，神の定められた使命を果たすべく，

威厳と権威をもって進 み行くでしょう。こ

れ らのことをイエス ・キリス トのみ名によ

り証し，祈 ります。アーメン
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すべての人を愛しなさい

十二使徒定員会会員 デ ビッド・B・ヘイト

， の歴 史的な大会の壇上に立 ってお話

曳一 するに当たり，天の祝福 があるよう

祈 っています。

私たちはキ リス トの証人として，キリス

トに望みを託 しています。私たちの救 いは

キリス トによりもたらされます。 この地上

に神の王国を建設 したい という望みやその

ための努力は，すべてキ リス トの聖きみ名

に負っています。

ヨルダン川に近づいて来られたイエスを

指 して，「見よ，世 の罪 を取 り除 く神 の子

羊」(ヨハネ1：29)と 言 ったバプテスマの

ヨハネの言葉を，私たちも引き継いで世に

宣言します。

彼はすべての人は永遠の生命を得る祝福

にあずかることができるというキリス トの

福音の原則を教 えられ ました。 ・

キ リストの福音を広めるという神聖 な責

任を果たそうとする時，私 たちにはキリス

トの民 に約束されたすべての祝福，すなわ

ち信仰，証，忍耐，従順，慈悲，知恵，キ

リス トのみ言葉 を信じる信仰が必要です。

天父は人の心 に特別な ものを植えつけら

れました。 それは，人を天の事柄に向けさ

せる力を持 っています。福音を分かち合い，

新 しい会員 に真心からの関心を示 したいと

思っている人や，求道者の心に触れたいと

思っている宣教師には，この特別な力が働

いて助けて くれ ます。私たち一 人一人に与

えられているこの特別なものは，私たちに

大きな喜びをもたらします。それは恐れ，

周囲からの圧力，憎悪，利己主義，邪悪な

どを， また罪を も克服することができます。

この特別なものを小さなからし種のように

養い育てるならば，どんな言葉 よりも力あ

るものとな ります。大 いなる戒 めにつ いて

尋ねられた時に・救い主は次のように教え

られました。

「…… 『心をつ くし
，精神をつ くし，思

いをつくして，主なるあなたの神を愛せ よ』。

これが一番大切な，第一のいましめである。

第 二もこれと同様である，『自分 を愛する

ようにあなたの隣 り人を愛せよ』。

これらの二つのいましめに，律法全体 と

預言者とが，かかっている。」(マ タイ22：

37-40)

天 父が下さったこの特別な もの とは，愛

です。愛は私たち自身と天父，家族，隣人

との完壁な関係 について， また天父のみ業

を成し遂 げる方法について教えて くれ ます。

かつてユダヤ人の教師たちは，神を愛す

るという戒めと人を愛するという戒めを別

個に教えていました。 しか しイエスはこの

ふたつをひとつにまとめ，人を愛すること

の大切さを強調 されました。 そして御 自身

の模範を通 して，神 を愛し人を愛すること

を福音の真髄とされました。 イエスは こう

言われました。「互に愛 し合 うならば，それ

によって，あなたがたがわたしの弟子であ

ることを，すべての者が認めるであろう。」
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(ヨハ ネ13：35)

神 を愛す ることのほかに，私たちには も

っと難 しい戒めが与えられています。 それ

は，た とえ敵であっても，すべての人を愛

し， 人種 や階級，あるいは家族関係の壁を

乗 り越えなければならないという戒めです。

当たり前のことですが， 自分に親切 にして

くれる人や親しい人に親切 にするのはたや

すいことです。

しか し神が私 たちに求めておられるのは，

地上のすべての人々と真心 を通わせ，親族

のごとくに交わることではないで しょうか。

のけ者にしてよい人などひとりもいません。

また，隣り人に対する偏見，物欲，あるい

は人種差別 といったキリス トが戒めておら

れる行為か ら抜け切れず，キリス トと自分

はかけ離れた存在だと悲観する人もいるで

しょう。 しかし，愛には境界も限界もない

のです。

ある律法学者が，「先生，何をしたら永遠

の生命が受けられましょうか。(律 法には)

神 を愛せ よ， また 自分を愛するように， あ

なたの隣 り人を愛せよ， とあ ります(が)」

とイエスに尋ね ました。 それに対 してイエ

スはこのように言われました。「その通 り行

ないなさい。 そうすれば，いのちが得 られ

る。」すると，1律法学者はさらにこう尋ねま

した。「では，わた しの隣り人とはだれのこ

とですか。」(ル カ10：25-29)こ れ に続く

救 い主の次のたとえ話は，愛の本質を見事

に描いています。

「…… 『ある人がエルサ レムか らエ リコ

に下って行 く途中，強盗どもが彼を襲い，

その着物をはぎ取 り，傷 を負わせ，半殺 し

にしたまま，逃げ去 った。

するとたまたま，ひ とりの祭司がその道

を下ってきたが，この人を見ると，向こう
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側 を通 って行 った。

同様 にレビ人もこの場所 にさしかかって

きたが，彼を見ると向こう側を通って行 っ

た。

ところがあるサマ リヤ人が旅 をしてこの

人のところを通 りかか り，彼を見て気の毒

に思い，

近寄 ってきてその傷 にオリブ油 とぶ どう

酒 とを注いでほうたいをしてやり， 自分の

家畜に乗せ，宿屋 に連れて行って介抱 した。

翌 日デナ リニつを取 り出して宿屋の主人

に手渡 し，「この人を見てやって下さい。費

用がよけいにかか ったら，帰 りがけに，わ

た しが支払います」と言った。

この三人のうち， だれが強盗 に襲われた

人の隣 り人になったと思うか。』

彼が言った，『その人 に慈 悲深 い行いを

した人 です』。そこで イエスは言われた，

『あな た も行って同 じようにしなさい』。」

(ル カ10：30-37)

この3人 の決定的な違 いは，サマリヤ人

は思いやる心があ り，他の・ζ・たりは利己主

義 であったということです。 当時ユダヤ人

はサマ リヤ人をさげすんでいました。 しか

しユダヤ人であった祭司とレビ人は傷 を負

って倒れていた男の人を助けようとはしま

せんで した。 彼らこそそうすべきであった

のです。

ジ ョン ・A・ ウイッッオー長老は次のよ

うに言っています。「私たちは，愛の本質を

完全 に理解することはできないかもしれま

せん。 しか し愛 を見いだすことはできます。

愛は常 に真理の中にあります。……偽 り，

欺き，そのほかあ らゆる不道徳な行ないの

中には，愛はありません。不実の中にも愛

はありません。…… したがって，愛する人

に偽 りを言 ったり，真理 に背くような行な
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いを強いる人は，本当にその人を愛 しては

いないのです。

また，愛は 人を怒 らせ た り， 危害 を加

えたりしません。……愛が真理 なら，残忍

な行為は不実以外の何物でもあ りません。

愛 には人を積極的に行動させる力があり

ます。愛する者を助け，必要 とあらば， そ

の要求を満たそうとします。弱きを強きに

変えるのも愛です。……助けを与えようと

しない愛は，偽 り， もしくは一時的な愛 と

言えるでしょう。

愛を測るさらに大いなる尺度があります。

それは，真の愛 とは愛する者 のために自ら

を捧げられるということです。……これが

愛の究極の姿です。 キリス トは，私 たちの

ために御 自身とその生命を捧げられ，血肉

の兄弟姉妹 に対する愛を示されました。」(A%

U%4β 鰯 α銘磁わ」6ノ～顔40肱SaltLakeCity：

DeseretBookCo.，1944，p，72)

愛 の必要性を知っただけでは十分ではあ

りません。愛する思いを行動に移 して初め

て，私たちは天の祝福を受けることができ

るのです。 イエスは次のように教えられま

した。

「人がその友のために自分の命を捨てる

こと，これよりも大きな愛はない。」(ヨ ハ

ネ15113)

今 年 の初め，ワシン トンD.C.近 くのポ

トマック川に飛行機が墜落する事故があ り

ましたが，その際名前もわか らないひとり

の乗客が，見知らぬ友のために自らの生命

を捧げました。水 中に投げ出され た乗客 を

救出するためにヘ リコプ ターから救命具が
かたず

下ろされるのを見物人は固唾 を飲んで見守

っていました。その人は救命具をつかむと，

それをそばにいた人にゆず りました。ヘリ
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コプターがもどってきて，再び救命具が下

ろされた時にも，彼は自分のことはかまわ

ず，それを別の人に渡 したのです。「なぜ 自

分が助かろうとしないんだ」 と叫ぶ声が し

ました。 しか しその人は，周 りの人々を助

けた後，ゆっくりと凍 りつくポ トマ ック川

の中に消えていきました。

マハ トマ ・ガンジーは，「ひとりの人間に

よる最も崇高 な愛ある行ないは，幾百万の

憎 しみを帳消 しにするに足るものである」

と言 っています。(ハ ーマン ・ハガ ドーン，

P名oρh6'歪π 孟h6晩146"z6ss'Th6S≠o乞yげ

。4伽πS6h膨 漉%N，Y：MacMillanCo.，

1948，titlepage)

神 が私 たちを愛して下 さるのは，私たち

が愛すべき者であ り，好ましい人格や良識

やユーモアのセンスを持 っていた り，ある

いは非常 に親切だからだというわけではあ

りません。私たちがどんな者でも， また何

をした者でも，神はその愛を注いで下さい

ます。愛すべき者でなくても，神にとって

は大切な存在だか らです。

マザー ・テ レサをたたえたある大学の式

典で，半生 を世界中の貧 しい者，病 める者，

またみな しごのために捧げた彼女はこう言

っています。「清い心でお互いに愛 し合おう

ではありませんか。 ……貧しい人々はパ ン

に飢えているのではありません。愛に飢え

ているのです。」(丁 肋S読Lσ 舵 丁7め観6，

31May1982，p・4-A)

ジ ョセフ・ス ミスは，「神の愛で満ち満ち

た人は， 自らの家族の祝福 だけで満足せず，

これを全世 界に広げ，全人類 に祝福が及ぶ

ようにと考える」 と記しています。(研5一

ホo勿y(ゾ孟h6Ch銘 κh，4：227)

私 た ちはどうすれば神の愛にあずかるこ

とができるのでしょうか。救い主はこう教



えられ ました。

「もしわたしの戒めを守るならば， あな

たがたはわたしの愛のうちにおるのである。

それはわたしがわたしの父のいましめを守

ったので， その愛のうちにおるのと同じで

ある。」(ヨ ハネ15110〉

愛 は神の賜です。神の律法 に従 い，真心

か ら人々に仕えるならば，私たちは 日常生

活の中に神 の愛をは ぐくむことができます。

神の愛は，ふさわ しい生活をして世 に打

ち勝つことができるよう，限りない神聖な

力を私 たちに与えてくれます。

この偉大なみ業を推 し進めるに当たって，

救 い主はこの世的な方法を用い られません

観 、1
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でした。主はお金を持 っておられなかった

ので，お金で力を買うということもなさい

ませんし，宣伝ということも，主は一切行

なわれませんで した。 また，武力に訴える

ことは主のみむねに反していました。そし

て国民は主を自分 たちとは無縁の者と言っ

て拒んだのです。主の理想を心の内に育て

たのは，ほんのひと握 りの人々に過ぎませ

んで した。 彼らはみな貧しかったのですが，

主の もとに集 まり耳を傾け，祈 り，主の言

葉 に従った人々でした。彼らは主の教えに

従って，人々の中に出て行 き，強制ではな

く，偽らない愛 と友情にあふれた行ないと

言葉 により，新 しい理想を伝えました。それ

で主のみわざが このように広 まったのです。

主は人々の心をうるおし， そのみむねを

遂 げられました。予言者二一フ ァイの言葉

は， このことを理解する手助け となります。

「……その木は神の愛であって人の心 をあ

まねくうるおすものであるから， どんなも

のよりも好 ましい ものである……。」(1二

一ファイ11：22)

神 の 私たちに対する愛の深さは， ヨパネ

の次の 言葉 に凝縮 されています。「神はそ

のひとり子 を賜わったほどに， この世 を愛

して下さった。 それは御子 を信 じる者がひ

とりも滅びないで，永遠の命を得るためで

ある。」(ヨ ハネ3：16)

宣教 師 として，カナダのハ リファウクス

伝道部へ召されたウイルズ ・チー二一夫妻

は，北端のニューフ ァン ドランド島のキャ

ンブルックヘ行 く前に，伝道部長にこう言

われました。「行 って支部を強めて下さい。

集会が開けるような建物を探 して下さい。

そして親善 の使者 となって下さい。」

主に忠実なこの夫婦は， 多くの人々の人

生 とかかわ りを持 ちました，チー二一兄弟
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の報告は，おびただしい数の改宗者 を得 る

ことができたことに触れ5そ して彼の愛す

る同僚への賛辞 で締めくくられていました。

「多くの模範を示すことができたこと，

また私たちが このように成功を収めること

ができたのは，チー二一姉妹の助 けがあれ

ばこそなのです。彼女の伝道は愛の奉仕 そ

の ものでした。庭造 り，かん詰めの作 り方，

縫い物，キルティングなどを教え，献身的

に働きました。彼女 は妻として，母 として，

あるいは友達 として多くの優れた模範を示

したので，すべての人か ら愛されていまし

た。」

さらに彼はこう続けています。「私たちは

礼拝堂を入手するのを手伝いました。また

27人 の新会員が教会 に入り， 多くの不活発

会員が戻ってくるのを目にしました。」

この素晴 らしい夫婦は，主に対する愛と，

遠 く離れた所で見いだした隣人に対す る愛

を実践したのです。

「愛は動詞である」 という言葉がありま

す。愛は行ないに表わさなければなりませ

ん。 口先だけや，心の中にとどめておくだ

けのものではありません。私 たちが何をす

るか， どう振る舞うかによるのです。 愛は

言葉と行ないで表わす ものだからです。

主 と特 に近 かっ た愛 弟子 ヨパはこう記

しています。「わたしたちが神を愛 したので

はなく，神がわたしたちを愛 して下さって，

わたしたちの罪のためにあがないの供 え物

として，御子 をおつかわしになった。 ここ

に愛がある。

愛する者たちよ。神がこのようにわたし

たちを愛して下さったのであるから，わた

したちも互 に愛 し合うべきである。」(1ヨ

ハネ4：10-11)

主 は私たち一 人一人のために罪の負債を
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支払 って下さ り，私 たちが望むなら，主は

私たちを天父のみもとへと導いて下 さいま

す。私たちが歌うこの言葉は，私たちの気

持ちを如実に語っています。

主イエスの愛にただおどろく

恵みの深 きにわれ惑 う

罪びとのため十字架 にて

流されたる血に身はふるう

ああ，わがため主は死にた もう

くしきみわざ.

あ あ， くす しき主のみわざ

おごれるわれ を救 うために

みくらを降 りし主におどろく

かかるわれにまで愛の手 を

主はさしのべて救いたもう

つき刺されし主の手を思い

その愛と恵み忘れ得ず

みくらの前にひざまづいて

主のみめぐみをたたえまつらん

(讃 美歌76番)

神 の明らかにされたみ業と栄光，すなわ

ち 「人に不死不滅と永遠の生命をもたらす」

(モ ーセ1：39)み 業 の祝福 にあずかるこ

とができるよう，最後まで私たちすべてが

自分の務 めを十分に果たせ ますように。 そ

のためには完きに近づ くよう努 力し，福音

の律法 と儀式に従順に従うようにしなけれ

ばなりません。私たちはみな，神 を愛 し隣

人を愛する という大いなる戒めを守ること

により， 自らを強めなければな らないので

す。 これが神のみ業であり，神はすべての

、人々を愛して下さることをイエス ・キ リス

トのみ名によって証 し，お祈 りします。 ア

ーメン。
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「私の身も心も聖文を喜ぶ」

管理監督会第二副監督J・ リチャー ド・クラー ク

モ
ルモ ン経の中で，最 も美 しく霊的な

一節 に，「二一フ ァイの詩篇」と呼ば

れている箇所があ ります。それは次の感動

的な言葉で始 まっています。「……私の身も

心 も聖文 を喜ぶので，私が心にそれをよく

よく考えて私の子孫 たちの学問 と利益 とに

なるようにこれを書 き誌すのである。 ごら

ん，私は身 も心も主に関する事を喜び，……」

(II二 一フ ァイ4：15一 一16)

この 言葉は私 にとって特別な意味を持っ

ています。私は小さなモルモンの町のよき

末 日聖徒 の家庭 に生 まれ育 ちました。 そし

て主を愛し，主のみ名 を尊び，祈 りを通 じ

て主と話をするように教えられ てきました。

また，幼 い頃か ら，天父 と御子 が ジ ョセ

フ ・ス ミスに現われたことを学んできまし

た。私は子供心 にそれ を信 じ，大人になっ

た今も疑ったことはありません。

私は海軍 に入隊 して初めて， モルモンを

見たことのない人やモルモンの教 えを聞い

たことのない人に大勢 出会い，非常に驚き

ました。そして， 自分 の福音 に関する知識

がいかに限られたものであるかを痛感した

のです。教会に関してかな り難 しい質問を

されて，答えるのに四苦八苦 したこともあ

ります。部 隊の中でモルモ ンは私 ひとりで

したので，人に助言 を求めることもできま

せんでした。 その時私が持 っていた聖典 と

いえば，軍隊用の小型のモルモン経一冊で

した。 お恥ずか しいことですが， リーハイ

とその家族を文字通 り荒野 に置き忘れたこ

とも幾度 となくあ りました。

私は活発会員 として歩んできたにもかか

わらず，聖典や予 言者の教 えについて学ば

なければならないという切羽詰 まった気持

ちになったことはあ りませんでした。です

から，質問をされたり，私 自身や教会に対

してひどい嗣糞が向けられた りし七も，私

にできることと言えば家族や教師から学ん

だ個 人的な信条を述べ ることだけでした。

自分の信ずる所 を公言したか らには，その

良き模範となることで知識不足を補おうと

もしました。

海軍 を出てから私は伝道 の召しを受けま

した。 それでも福音の知識を得たいという

強い気持ちは強まりませんでした。聖典に

通 じることが良き末 日聖徒 となることであ

るという理解がまだなかったのです。 ソル

トレークの古びた伝道本部 でしばらく訓練

を受けた後，伝道地である南アフ リカに行

く船が着 くまで，同僚 と私はテキサ スで2，

3週 間ばか り伝道用のチラシを配り， 多く

の入々の前に立つこ・とにな りました。 その

時得た経験が，その後2年 間の良き指針 と

なりました。私はその短 い期間 に謙遜 にな

ることの大切 さを思い知 らされたのです。

運命のいたず らとで も言いましょうか，

ケーブ ・タウンに着 いた時 には私の人生は

大きく変わ っていだのです。予定では28日

間で航 海を終えることになっていましたが，
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赤道 を通過する頃，ボイラーに故障が生 じ

ました。 ブラジルのレシフェに寄港 しよう

としたのですが，船は暗礁に乗 り上 げ，船

体 に穴を開けてしまったのです。引き船 が

私たちを救助 してくれ ましたが，結局ケー

プ ・タウンに着くまで，84日 間を船上で過

ごさなくてはな りませんでした。私は恵ま

れて素晴 らしい同僚のロイ ・ステ ィーブン

ス長老と同じ船室で過ごすことができまし

た。彼は実に熱心な福音の研究家でした。

彼の父親は帰還宣教師で，彼のために教会

の書物を大きな箱に詰めて持 たせてくれた

のです。 この一種の監禁状態の中で，福音

の知識というまったく新 しい世 界が眼前 に

開けたのです。

この84日 間 というもの，私は勉強 し，考

え，祈 りました。標準聖典 をすみか らすみ

まで読みました。 そのほか 「基督 イエ ス」

を初め，教会の書物を数冊読 みあさりまし

た。 この船上 での勉強の結果，私はモルモ

ン経が神の言葉であり，イエ スがキ リス ト

であるという証 を主によって得 ることがで

きました。私はこの時初 めて永遠の真理 に

ついて もっと深 く知 りたいという強い欲望

に駆 られたのです。 このことに今まで気づ

かなか ったことが悔 やまれてな りませんで

した。軍役 に服している時も，まったく無

為 に日を過 ごしてしまいました。何 と貴い

宝 に今 まで気づかず にいたので しょう。 自

分 に任された時間をどのように使ったか，

責任を問われる日が必ず来ると，私は確信

しています。

私 たちは若 き予言者 ジョセフ ・スミスが

示 した模範からも多くを学ぶことができま

す。彼は祈 りをもって聖書を学び続けた結

果，天の神 に導きを求めずにはいられな く

なりました。そして，主 自らがこの世でみ

業 を行 なわれた時以来の，最 も偉大な啓示

が与えられることになったのです。彼は予

言者 として聖典をじっくり研究 し続け，つ

いに聖典 に対 する深い理解を得るに至 りま

した。

もうひとりの青年 スペンサー ・W・ キン

ボールは，14歳 の時ステーキ部大会でスー

ザ ・ゲイツ姉妹の話を聞きました。彼はそ

の時のことをこう語っています。「彼女は聖

典 を読むことに関 して，心に訴えかけるよ

うな話 をしました。彼女は話 の途 中でこう

尋ねました。『皆さんの中で聖書を通 して読

んだ方は何人いらっしゃいますか。』

私は 自分 自身を問い詰めました。『おいス

ペ ンサー ・キンボール，お前はまだ聖書を

読み通 したことがないじゃないか。 どうし

てなんだ。』私はこの聖なる書物を読 んだこ

とがないなんて私ひとりではないか と思い，

おそるおそる辺 りを見回しました。すると，

そこに集っていた1，000人 ほ どの中で，誇ら

し気に手を挙げているのはほんの5，6人

に過ぎませんで した。 その集会が終わった



後，私は 『僕 も絶対 に読 み通 してみせるぞ』

と一大奮起 して，家に飛んで帰 った もので

した。」

家 に着 くと，彼は石油ランプを片手 に階

段を上 り， 自分の屋根裏部屋に閉 じこもり

ました。「私はそこで聖書を開きアダムとイ

ヴの創世記から始めて，大洪水やアブラハ

ムに至るまで，夜になったの も気づかず読

み続けました。」(P泥s堀6窺 κ1別魔1♂Sヵ8α々 s

O砿SaltLakeCitylDeseretBookCo.，

1981，pp.92-93)

その後彼は毎晩少 しずつ読み続けました。

読んだ部分をすべて理解できたわけではあ

りませんが，彼はとにかくやり抜こうと自

分で決心 したのです。 その年の暮れ までに

彼は聖書を読み終 えました。以後聖典 を毎

日読むことは，彼の習慣 となったのです。

キンボール大管長のお話や著書などから，

大管長が聖典 に対する深い洞察力を長い時

間を費や して身に着けられたことがよくわ

かります。

私 は幼い子供 も含めあ らゆる人々が聖典

を愛 するようになると確信 しています。2，

3年 前，私は大会に出席するためにコロラ

ド・スプ リングズヘ行 った時， ブルース ・

R・ マ ッコンキー御夫妻のお子 さんである

マーク・マッコンキー兄弟を訪問し，どのよ

うにして聖典 が好きになったか尋ねたこと

がありました。彼はその時 こう答えました。

「最初 は母親から聖典 を好きになること

を教 えられました。母はアイロンかけをし

なが ら，聖典 についてよく話してくれたも

のでした。予言者について話す時の様子か

ら，母がどんなに聖典を愛 しているかが よ

くわか りました。大 きくなってからは，私

は聖典 の録音 を聞くようにな りました。私

は父のように聖典 について詳しくなりたい

と思 っていたのです。録音を聞いていると

父はよく私の部屋に入ってきて，たちまち

どこの聖句を聞いていたのか当てて しまう

のです。私 もそのようにな りたいと思 って

いました。」
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ロムニー副管長が息子 さんと一緒 にモル

モン経を読んでいた時に経験 した素晴 らし

い出来事を覚えていらっしゃる方 もあるか

と思います。、ロムニー長老はこう述べてい

ます。

「私は息子がまだ小さかった頃，息子 に

聖典 を読んであげた時のことを覚 えている。

一私たちは二一ファイ第二書の最後の3

章 を声を出して交替で読んでいた。息子 の

声は風邪 をひいたようにかすれてきたが，

最後の章まで読み終 えた。そ して読 み終え

るや， こう尋ねてきた。『パパ，パパ もモル

モン経を読んで泣くことある?』

『あるよ，時には主のみたまがモルモン

経は正しいと強く証をするんだ。 その時は

泣くよ。』

『ああ，そう。ぽくも今そのように感じ

たんだよ。』」(ConferenceReport，ApL

l949，p.41)

それからは私は寝 る前に末息子のブラン

ドンと， ジャック ・ロン ドンの本 を読むよ

うになりました。私はロムニー副管長の話

を思い出し，今まで標準聖典 を子供たちと

一緒 に読んでやらなかったので，素晴らし

い経験を逃 してしまったものだと後悔しま

した。私 は，息子が伝道 に出る前に聖典 の

中の偉大な英雄に親 しみ，彼らの模範に見

習 ってほしいと願っています。それで私と

息子は毎 日聖典 を15分 ずつ，あるいは1章

ずつ読み始めました。 どんなにか貴い経験

ができることでしょう。私はぜひ皆さんに

もこの経験 をなさるようお勧めしたいと思

います。

私たちが今持っている聖典は， 多くの犠

牲の上 に今 日存在することを忘れてはなり

ません。聖書が征服 と迫害 という烈火に耐

えてきたことを考える時，それが完全な形
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かどうか，'あるいは正 しく翻訳 されている

かどうかなどということは大 した問題では

ありません。大切なことは聖書が今 日まで

継承されてきた という奇跡なのです。主が

私たちの救 いのために聖書を守って下 さっ

たことに疑いの余地はありません。

レーバンの命が主のみむねによって取 り

去 られたのは，二一フ ァイの民の 「信仰が

なくなって亡び」ないようにするためでし

た。(1二 一フ ァイ4：13〉 子孫 のために彼

らの記録を守 り続けた二一フ ァイ人の予言

者の苦労がどれほどであ ったか考えてみて

下さい。また，印刷や翻訳の技術がなかっ

たため，あるいは政治的弾圧や文盲などの

理由で聖典 と親しむ機会 を断たれていた何

百万 という人々のことを考えてみて下さい。

私たちがこの聖なる書物が 自由に手 に入る

この時代 に住んでいることは，なんと大 き

な祝福でしょうか。1981年 だ けで，国際聖

書協会は4億4千4百 万部 にも上る聖書を

世界に配布 しました。 また1982年 の 末まで

には，モルモ ン経の全巻やその一部が57力

国語で出版されることになっています。

私たちはこれらの 多くの犠牲による恩恵

に浴 しているのです。 それなのに， この祝

福 を感謝 して受けないで良い理由があるで

しょうか。兄弟姉妹の皆 さん，私たちは聖

典 の専門家になる必要はありません。ただ

主を愛する気持ちが大切 なのです。

主は二一フ ァイの民 に姿 を現わされた時，

この聖なる記録の大切さについて次のよう

にはっきり教えられました。「……われは汝

らにこれらの聖文 を熱心に研究せ よと命ず。

・・汝らもわが言葉に心を留めてわれがす

でに汝らに告げたることを書 き記せ。・

これらのことを証する予言者 多ければ，予

言者たちの言葉を研究せ よ。 イエスは…一



二一フ ァイ人がすでに受 けた聖文をことご

とく説き明かしてか ら 『われは汝らがいま

だ持たざる別の聖文 を書くことを汝に望む』

『さらば
， 多くの聖徒よみがえりて多

くの人々に現われ， これに導 きと恵みを与

えしことを書かざるは何故か』・り・…そこで

二一ファイはまだこれを書き記 していない

ことを思い起 した。…… イエスがこのこと

も書き記 しておけと言いたもうた。……さ

てイエスは二一ファイ人が造った聖文 をこ

とごとく一つに合わせて説き明か したもう

てから，その説 き明したことを民に言 い伝

えよと弟子たちに命じた もうた。」(m二 一

ファイ23：1，4-6，11-14)

私 は ロムニー副管長が1973年 にセ ミナ リ

ー ・インスティテユー トの コーデ ィネータ

ーに与えた助言に心か ら共鳴します
。彼は

こう述べています。「私 は標準聖典から学ん

だ以外の福音 については多くを知 りません。

小川の水を飲む としたら，私は牛 の通 り道

などになっている下流の水でなく，地面か

ら湧き出ている所から直接飲みたいと思い

ます。他の人々の解釈 も確かに助け となり

ますが，福音に関する限 り主が教 えられた

ことを直接聖典か ら学、蛍べ きです。……モ

ルモン経や教義 と聖約を努めて読みましょ

う。 自分の考えを立証するためにでなく，

何が書かれているのか， またそれはどうい

う意味なのかを見いだすつ もりですべての

聖典を読んでみて下さい。そして主が どの

ような思いを胸にこの聖なる書物 を記され

たのか祈 り求めて下さい。」(Addressdeliv-

eredatCoordinator'sConvention，Semi-

nariesan(iInstitutesofReligion，13，Apr .

1973)

福音 に対する証 を得 るのに，絶 ゆまぬ努

力を怠 っている末 日聖徒があま りに多いの
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ではないか と懸念しています。そのような

人たちは，神か らの啓示 について祈 り，深

く考える人々の光 に頼っているだけではな

いで しょうか。証 は個人の努力の結果得ら

れるものです。神は私たちに救いの方法を

備えて下さいました。 けれども私たちがそ

の祝福 にあずかれるかどうかは個人の努力

にかかっているのです。

最後 に，予言者 ジョセフ ・スミスによる

1832年 の説教を引用して， このお話を終え

たいと思います。

「聖典 を調べ なさい
。書物として公にさ

れている啓示を研究し，真理が明らかにさ

れるよう御子イエス ・キ リス トの御名によ

り天父に願い求めなさい。疑わずに主の栄

光 のみを仰ぎ見てこれを行なうならば，天

父は聖 きみたまの力によって，あなたにこた

えたもうであろう。そうしてあなたは他人

によってでなく， 自分 で知 ることができる。

か くしてあなたは神の知識について人に頼

らなくてすむようになるであろう。また推

測する必要 もなくなるであろう。天父から

の指示 を受け入れる人には，天父がどのよ

うに救 って下さるかがわか るからである。

重ねて言う。聖典を調べなさい。予言者の

言葉を調べ， それらの内あなたと19世 紀の

人々にかかわりのあるものを学びなさい。」

(T6召ohガ%8sの 〆云h6P名oゆh6渉ノbs6ヵhS駕 露h，

comp.JosephFieldingSmith，Deseret

BookCo.，1938，pp.11-12)

この言葉に私の証 も付け加 えさせていた

だきたいと思 います。聖典は神のみ言葉で

す。神 について知 りたいと思 うなら，神の

言葉を学ばなければな りません。私たちが

素直な心で聖典 を読 む時に，主は自らを表

わされることを証します。 イエス ・キリス

トのみ名によって証致 します。 アーメン。
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信じる人と行なう人

十二使徒定員会会員 マ ー ク ・E・ピー ター セ ン

， こに再 び機会が与 えられて，主イエ

」 ス・キリストについて，また主が神 の

御子であられることについて証できること

を感謝 します。 まことに主は天父の愛する

独 り子であられます。

さらに主が私たちの救 い主，貝費い主であ

られることを証 します。主は天 と地 の創造

主であられます。

しかし主は私 たちの最 もかけがえのない

友で もあられます。1主は私たちのために死

なれました。これは私たちに対する深い友

情の最高の表われではないでしょうか。

そして主は死か らの復活を備 えて下さい

ました。 これは地上 に生を受けるすべての

人に無償で与えられます。

何と輝かしい贈 り物で しょう。何 と素晴

らしい友でしょう，何 と力ある御方でしよ

うか。

しかし，復活が どれほ ど素晴らしく，死

からの勝利が どれほど喜ばしいものであろ

うと，神の王国における救いは，まったく

別の事柄です。 それは主の戒めに忠実 に従

い，主のすべての儀式を受 け入れる人々に

のみ もた らされるのです。

皆さんは福音が人々を救 う過程 について

考えたことがあるで しょうか。 もちろん最

初に来るのは信仰，悔い改め， バプテスマ

です。 しかしそれだけではあ りません。さ

らに多くのことが必要 とされます。

本当の意味での救いとは，言葉 と思い と

行ないにおいて救い主のようになるという

ことです。救いへの進歩の度合いは，キ リ

ス トにどれだけ近づいたかによって測 られ

ます。 もし毎 日の生活の中でキリス トに似

た者 になっていかなければ，救 いに向かっ

て進んでいることにはなりません。

キ リス トのようになるということは， 日

日の霊的成長にかかわる問題です。種が生

長して花 にな り，小 さな子供が育って成熟

した大人になるように，私たちは毎 日霊 的

に成長 して，やがてはキ リス トのような人
そな

格 を 具 え る こ と が で き る の で す 。

あ る 詩 人 は 次 の よ う に 書 い て い ま す。

た だ の 一 飛 び で 天 に は 届 か な い

だ か ら は し ご を か け て 登 っ て 行 こ う

こ の 低 い 地 上 か ら は る か な 天 へ

一 段 一 段 そ の 頂 き を 目指 し て

(ジ ョサ イ ア ・ギ ル バ ー ト ・ホ ー ラ ン ド，

"Gra(iatim"inMαs≠6ゆ 歪666sげ1～6」 彰o%s

%zs6，ed、 ・JamesDaltonMorrison，N.Y

HarperandBrothers，1948，p.443〉

救 い 主 イ ェ ス ・キ リ ス トは ， 私 た ち が ど

の よ う に な る べ き か に つ い て 最 高 の 模 範 を

示 さ れ ま し た 。

「汝 ら は い か な る 人 物 に て あ る べ き か 」

主 は こ の 質 問 に 自 ら 答 え て お られ ま す。 「ま

こ と に 汝 ら は わ れ と 同 じ 人 物 な ら ざ る べ か

ら ず 」(皿 二 一 フ ァ イ27：27)

主 の よ う に な る こ と は 一 夜 に し て で き る

こ と で は あ り ま せ ん 。 そ れ は 生 涯 を か け た
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永遠の過程にほかなりません。私 たちは日

日主のようになるためにたゆまぬ努力をし

なければならないのです。

それではどのような方法で行なうのでし

ょうか。.主が具えてお られる特質を私たち

自身の中にはぐくむことによるのです。

福音 を勉強するだけでは不十分です。バ

プテスマを受 け，神権を授かって も，ある

いは神殿職員として奉仕 しても，それだけ

では主のようにはなれません。 もちろんど

れ も欠 くことのできないものですが，それ

だけでは不十分なのです。

何 にも増 して私たちに必要なことは，キ

リス トのような心を養 うことです。私たち

は心の奥底から変わらなければなりません。

予言者アルマは次のように教えています。

「……天下の万民は男女 を問わず，あら

ゆる国民，あらゆる血族，あ らゆる国語の

民，あ らゆる人々にいたるまでみな新 に生
あや

れざるべか らざることを怪 しむなかれ。人

はみな神によりて生れ，その堕落 したる肉

欲の有様より義しき有様に移 り，神に貝費わ

れて神の息子 または神 の娘 とならざるべか

らず。

かくて人は新なる者となる。 しからざれ

ば決して神 の王国に住 むことを得ず。……」

(モ ーサヤ27：25-26)

最 後 の部分 に注 目して下さい。 「しか ら

ざれば決 して神の王国に住むことを得ず」

これはすべての人に向けられた警告です。

もし私たちが;の ように心 を改めず，救

い主の教えに従わずにいるならば，教会の

儀式を通 して受けるはずのあらゆる祝福は

私 たちの罪のゆえに取 り消されてし率うで

しよう。

聖典 には，キ リス トのような生活をする

ための方法が明確 に記されています。 です

聖 徒の道/1983年1月 号

か ら私たちは絶 えず聖典 を読 む必要がある

のです。

例えば，こころを貧 しくするように，つ

ま り謙遜 になるように教えられています。

また柔和 になることも教えられています。

(マ タイ5：3，5参 照)利 己心や高慢，尊

大などはキ リス トの徳ではありません。

また主 を愛し，「義 に飢えかわくように」

教えられています。(マ タイ5：6参 照)こ

の意味がおわかりでしょうか。主は完全な

義の御方です。私たちは主のようにな りた

い と願 っています。 しかし，その願いは実

際に飢えかわくほ ど強いものでしょうか。

主の道を歩みたいという私たちの願望は

実際どれほど強いものでしょうか。それは

私たちの改宗の度合によって測られます。

願望!ま さにこの言葉，願望!私 たちの心

の中の義に対する願望の強さはどれほどの

ものでしょうか。

キ・リス トのようになることは，親切 にす

ることで もあります。主が不親切にされた

ことがあったでしょうか。親切や思いやり

に欠けていたら，私たちは主に似た者であ

ると言えるでしょうか。

主のようになるために私 たちが理解 しな

ければならない もうひとつの大切な律法は，

黄金律 です。人々か らして欲 しいと望むこ

とは，人々にもその通 りにしてあげるのです。

この律法に本当に従 って生活している人

が何人いるでしょうか。この律法を実践せ

ずに救われるで しょうか。 マタィによる福

音書の第25章 にその答えが記されているの

で読んで下 さい。

この律法は， 自分が して欲 しいことを人

人にすることだけを意味するのでしょうか。

私たちは他の人々か ら虐待されたいと思

うでしょうか。 もちろん思いません。 だま
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されたいと思うでしょうか。 うそをつかれ

たり， 自分のものを盗まれたいと思うでし

ょうか。では，私たちは人を欺いたり，人

の物を盗んだ りするで しょうか。いかなる

形であれ不正直は，卑 しむべき下劣な行為

です。 どうしてキ リス トの徳と言えるでし

ょうか。私たちはこの同じ口を通 して不正

直を語 ることはできません。 なぜならそれ

はキ リストに反するものだからです。

主は私たちに平和を作 り出す者になって，

怒りや不和，論争などを避けるように教え

ておられます。(マ タイ5：9参 照)私 たち

は周囲の人々と仲良く暮らすために真心か

ら努力すべ きではないでしょうか。特 に自

分の家族に対してそうすべ きではないでし

ょうか。

妻と口論 してはな りません。 また口論の

原因になるようなことを妻 にしてはなりま

せん。 さらに聖典に命 じられているように，

子供を怒らせてはなりません。(エ ペソ6：

4参 照〉もし家族の中に争いが起こったら，
しず

穏やかなク リスチャンの精神でそれを鎮め

る必要があります。

救い主のようになるには，キ リス トの真

の愛 も欠くことはできません。使徒パウロ

は愛について何 と言っているでしょうか。

「たといわたしが
，人々の言葉や御使た

ちの言葉を語って も，……たといまた，わ

たしに預言をする力があ り，あらゆる奥義

とあらゆる知識 とに通 じていても，……た

といまた，わたしが自分の全財産を人に施

して も，また， 自分のからだを焼かれるた

めに渡 しても， もし愛が なけれ ば，(家 族

と隣人に対するキリス トの愛がなければ〉

いっさいは無益である。」(1コ リント13：

1-3)

事実 パウロは，愛がないならば私 たちは
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によう

無益であって，やかましい鐘や騒がしい鏡
はち

鉢と同 じであると述べています。(1コ リン

ト13：1参 照〉

救 い主はこう言わ れ ました。、「心 の清 い

人たちはさいわいである，彼らは神を見る

であろう。」(マ タイ5：8)

心 の 清い人のほかに神を見る人が，すな

わち神のみまえに帰れる人がいるでしょう

か。汚れた人にそれができるでしょうか。

主は汚れた ものについて何と言われたで

しょうか。「……不潔なるものにたずさわる

ことなかれ。……主の器を持つ者よ，清く

あれ。J(III二 一フ ァイ20：41)こ れ は主が

語られた言葉であ り，主のみこころを表わ

しています。

これは神の戒めです。皆さんがキ リス ト

を信じるならば，不潔なものにかかわりを

持ってはなりません。

肉欲や貧欲は私たちを破滅に導きます。

性的な罪は救いにかかわる重大 な結果 をも

たらします。酒に酔うのは悪徳であ り，む

さぼるのは悪魔の業です。利己心はあらゆ

る不正をもたらします。 これらの ものは私

たちの身と霊を汚 し，道徳的に低下させま

す。 キリス トのような生活 とは真っ向から



反対するものだからです。

それでは清さについて主は何 と言われた

でしようか。

主は祈 りの中で，主 に従 う人々が義 しい

行ないにより主 と同じように清 くなること

を願って，こう言われました。「父がわれに

います如くわれ もかれらに在 りてかれ らと

一つになり
，かれらによりてわが栄光 を示

さんことを願 う。」(III二 一 ファイ19：29)

考 え てみて下さい。 もし私たちが清ければ，

私たちの義が主のみ名に栄光を加えるのです。

主はそのほか にも教えておられます。 も

し人に対 して悪い気持ちを抱いているなら，

その人と和解すべきであって，悪い気持 ち

をそのままにしておいてはいけません。

皆 さんは次の言葉 を戒めとして考えたこ

とがあるで しょうか。

「……祭壇に供え物をささげようとする

場合，兄弟が 自分に対 して何かうらみをい

だいていることを，そこで思い出したなら，

その供え物 を祭壇の前に残しておき，まず

行 ってその兄弟 と和解 し，・それから帰 って

きて，供え物をささげることにしなさい。」

(マ タイ5123-24)

この ことから考えると，もし人に対 して

悪い気持ちを抱いていたり，だれか を不公

平 に扱っているとしたら，私たちの礼拝は

神 に受け入れられるもの となるでしょうか。

時々私は思 うのですが，供 え物 を祭壇 に

残して和解を求めるということは，主の晩

餐である聖餐について言 っているのではな

いでしょうか。 もし私たちが入に対 して不
とが

正を行なっていた ら，何 の良心の筈 めも受

けずに聖 なる象徴にあずかることができる

でしょうか。

主は次のように教 えておられます。

「もしも
，あなたがたが，人々のあやま

聖徒 の道/1983年1月 号

ちをゆるすならば，あなたがたの天の父も，

あなたがたをゆるして下さるであろう。 も

し人をゆるさないならば，あなたがたの父

も， あなたがたのあやまちをゆるして下さ

らないであろう。」(マ タイ6：14-15)

罪 に汚れ た状態で，神の聖なるみもとへ

帰ることができると思 いますか。

主はさらに偽善 にっいて警告 しておられ

ます。二心 のある人や，行 ないに裏表のあ

る人は，キ リス トに似た者ではありません。

主はこう言われました。「あ なたがたは，

神 と富 と に兼 ね仕えることはできない。」

(マ タイ6：24)
さ さい

毎 日の行ないは些細なことに思えても，

いか に私たちの身と霊を形作るかおわかり

でしょうか。

主の簡潔な律法が厳 しすぎると思います

か。難しす ぎて従えませんか。 しかし，主

の律法を無視すればどういうことになるで

しょうか。

主がお持 ちの特質について主御 自身の記

述を読む と，霊的 に鼓舞されます。主は以

下の ものをあげておられます。

「神の栄光 をまごころもて仰 ぎみて
，信

仰，希望，慈悲，仁愛……徳行，知識，節

制，忍耐，兄弟の親切 ，敬慶，慈悲，謙遜，

勤勉」(r教義 と聖約4：5-6)

これ らは主イエス ・キリス トの特質です。

これ らの特質を自らの中に築くために，私

たちはどれほど熱 ら・に努めているで しょう

か。

主は私 たちに，天の父が完全であられる

ように， あなたがたも完全な者 とな りなさ

いと命 じておられます。(マ タイ5：48参 照)

い い加減な生活の中から，完全さを得 る

ことができるでしょうか。不完全な方法 に

よって完成 に到達できるでしょうか。主が
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なぜ厳 しい御方で，私たちがなぜ心 を尽く
せ い ロほ く

し，勢力を尽 くし，思を尽 くし，体力を尽

くして仕 えなければならないのか，おわか

りになると思 います。(教 義 と聖約4：2参

照)

福音 に従って生活することは， 易しいこ

とではありません。 しか し， そうしなけれ

ば祝福 を受けることはできません。何事で

あれ，完全になるのは難 しいことです。 そ

れには献身， 忍耐，持続性， 自ら捧げる犠

牲，絶えず集 中することが要求されます。

不完全は不完全なもの しか生 み出しません。

姉妹 の皆さんは調理法 に従わずにおいし

いケーキを焼けるでしょうか。兄弟の皆 さ

んは必要な方式や原理 を無視 して家や道路

を建設 した り，時計を作 ったり，人間を月

へ送 ったりすることができるでしょうか。

医学部で規定の学問を修めずに，医者に

なることができるでしょうか。工学の原則

を無視 して技師になれるで しょうか。

それでは，主が定めて下さった道に従わ

ずに，全能の神のように完全になれるでし

ょうか。

福音は，従わないのなら何の益 ももたら

しません。r

た とえ教会貝であっても，戒めを守 らな

ければ救われません。

また不承不承 に行なう人は，救われない

ばかりか，罪に定められるでしょう。主は

教義 と聖約の第58章 の中ではっきりと宣言

してお られます。(教 義 と聖約58：29参 照 〉

古代の偉大な予言者の中に， レーマ ン人

のサムエルがいます。私 はサムエルの教え

方が好きです。彼は簡潔で単刀直入な話し

方をします。遠回 しな言葉は使いませんし，

話の意味について人々を困惑させることも

ありません。
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サムエルはゼラヘムラの城壁の上か ら，

二一フ ァイ人に悔い改めを説いた時， もし

彼 らが福音 に従って生活しなければ罪に定

め られ，しか もその責任は彼ら以外の何者

にもないと率 直に語りました。

「それであるか ら記憶せ よ。……およそ

亡びる者は自分か ら亡び，悪を行 う者は 自

分で悪 を行 う。」(ヒ ラマン14：30)

さ ら にサムエルは，人には 自由意志が与

えられているので，善か悪か，生か死かを

自由に選ぶことができるが，最後には自分

の選んだことの報いを受けると述べています。

私たちは福音 にどの程度従って生活 して

いるか吟味すべきではないでしょうか。 ま

た， この現世 での生活が試 しの時であ り，

私たちが将来刈り取 りたいものが何であれ，

その苗を植える時であることを肝に命 じる

べきではないでしょうか。

今 こそ私たちがゲツセマ ネの教えに学ん

で，主 と共 に次のように言う時ではないで

しょうか。「わたしの思いではなく，みここ

ろが成るようにして下さい。」(ル カ22：42)

イエ ス ・キ リス トのみ名 によって申し上

げます。 アーメン。



10月2日(士)午 後の部会

教会役員の支持

副管長 ゴー ドン・B・ヒン クレー

」山 回の総大会から教会幹部の異動があ

則 りませんので，教会幹部な棚 こ中

央管理役員を現状のままで支持 して下さる

ように提議致 します。

この提議を支持して下さる方は挙手をも

ってその意を表わして下さい。

もし反対の方があれば，同じようにその

意を表わして下 さい。
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「走れ
，少年よ走れJ

十二使徒定員会会員 トーマ ス ・S・モ ン ソ ン

19
82年6月8日 ，火曜 日， ロンドンで

は明るく澄んだ夜明けを迎えました。

歴 史に残る一 日の夜明けです。 人々の心は

期待にあ、ζ・れ，辺 りは興奮 に満ちていまし

た。その 日，訪英中のア メリカ大統領が議

会で演説をすることになっていたのです。

そのために大勢の人々がつめかけ，どの通

りも人で一杯 になり，近 くの公園にまであ

、雪・れていました。警察官が群衆の整理 にあ

たる中，有名な ビッグベ ンか ら時を告 げる
おこそ

鐘が厳か に鳴 り響 きました。

私は妻のフランセ スと群衆のただ中に立

っていました。 とその時，議会の扉がさっ

と開くと，英国首相 とアメリカ大統領が姿

を現わ しました。両国の首脳は群衆の歓声
こた

に手を振 って応えると車 に乗 り込み，車 の

行列を従えて走り去 って行きました。群衆

がそれぞれの方向へ散っていく中を，私 た

ちは陽の当たる大通 りを後に，薄暗いが安

らぎのあるウエス トミンスター寺院へ と向

かいました。

世に名高いこの寺院に一歩星を踏み入れ

るや， そこは静寂 と敬慶の世 界で した。 こ
たいかん

こは，国王の載冠式や皇族の結婚式が行な

われ，国を治めた者がその使命を終えて安

息に就く所なのです。私たちはゆっくりと

歩を進めなが ら，有名人の墓石に刻まれた

碑銘を読んでいきました。彼 らの業績や勇

気ある行ないに思 いをはせ，世 界歴史に及

ぼした影響を考えていました。無名戦士の

墓の前に来た時，私 は足を止めました。 第

一次世界大戦の時フランスで命を落とした

戦士 のひとりでした。名 もない墓から，こ

の若き戦士の遺体は，その栄誉 を永遠 にた

たえるために， ロンドンに運ばれてきたの

です。墓石 にはこう刻まれていました。「神

とその国家のために尽くした兵士，歴代国

王 とともに眠る。すべての人，キ リス トに ・

よりて生 くべ し」

出口の方へ と進んでいくと，まだ先ほ ど

の群衆が公園に残 っているのが見えました・

その時，詩人キ ップ リングの不滅の言葉が

心 に浮かんできました。

ざわめきとかっさいは消え去 り，
かしら

王と頭は世を去れど

汝が犠牲，謙遜なる心

へ りくだ りたる心は

変わることなし，

万軍の主，われ らとともにお りたまえ

主を忘れんために，忘れんために

(讃 美歌，英文77番)

もうひとつ最後に訪れて，読んでおきた

い墓碑銘があ りました。私はボー イスカウ

ト団員として， その創始者であるべ一デン・

パウエル卿に捧げ られ た墓碑銘を見に，ア

メリカからや って来たのです。堂々とした

大理石の墓石に私は見入りました。「ロバー

ト ・べ一デン ・パウエル，1857-1941年 ，

ボーイスカウ ト創始者 全世 界の友」

この 日，ボーイスカウ トの75周 年， そし
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てその創始者の生誕125周 年 を記念するに

当たり，私は 「これまで一体何入の少年が，

べ一デン ・パウエ ル卿 によって始められた

ボーイスカウ ト活動によって祝福 を受け，

命を救われ たことだろう」と考えてみまし

た。 このウエス トミンスター寺院に眠る他

の人々と違 って，べ一デン ・パウエル卿は

栄光の荒海 を航海 したこともなければ，戦

いで大勝利を収 めたわけでも，巨万の富を

築いたわけでもありません。少年 たちの組

織を作 って，彼らが人生 というレースをど

う走 り抜き，勝利 を得 るかを教える， これ

が彼の行なったことです。

少年は大人へ と育つ

だれ も少年にどんな価値があるのか

知 らない。

待 ってみなければわからない。

だが，気高い地位 にある人 も皆，

かっては少年 であったのだ。

(ス ペ ンサー ・W・ キ ンボール大管長

が，1977年4月 の総大会で引用 「聖徒

の道」1977年10月 号 ，p.464)

これがまさしく真実であることは，有名

な ミュージカル 「キャメロット」の終わり

の部分に楽しく描かれています。 アーサー

王の円卓は人々のねたみや妃の不 貞，過去

の過ちの発覚，すなわちモー ドレッ ドの件

などによって壊されて しまいました。夢 を

奪われたアーサー王 とその下臣は，ラ ンス

ロッ トの軍 と戦う準備 を始めました。 しか

し，王のかわいがった者たちはみな姿を消

し，幻想が暗い影を投げかけ，彼を絶望へ

と追いやるのです。

そこに登場するのが若 き密航者， ウォー

リックの トムです。 トムの心は若き希望 に

あ、ζ・れ， この戦いで王を助けるためにやっ

て来た と王に告げます。 そして， 自分は騎

聖徒 の道/1983年1月 号 、

士 になりたいことを打 ち明けるのです。ア

ーサー王の質問に対して
， トムは円卓のこ

とを知 っていると答え，よく口にされた理

想を繰 り返 しました。「正義 には力を，正義

には正義を，すべての人には公平を」

アーサー王の顔 に自信がよみがえってき

ました。すべてを失ったわけではなか った

のです。 アーサー王はこの少年 にキャメロ

ッ トの理想と栄光 を告 げ，正式に騎士の爵

位 を授けます。

こうして戦場を引き上げ，イングランド

に戻っえキャメロッ トの夢 を新 たにし，成

人し.て年を重ね，備えのできた トムは，武

器 を片手 に，真理 の教 えを身 にまとい，

「走れ
，少年 よ走れ」 という王の命令に耳

を傾けるのです。 この 日まで大事 にとって

おかれた少年，守 られた理想，よみがえっ

た希望がそこにはあ りました。

このウォーリックの トムが想像 もつかな

いほ ど多くのことを， ボーイスカウ トに加

入する少年たちが習得します。「そなえよつ

ね に」 というモ ットーの下 に，「日々の善

行」を実践 します。またスカウティングで

は，技術 を高めることに努力した人に技能

章が与えられます。単に暮 らしを立てる方

法 ではなく生き方を教えるのが スカウティ

ングです。1913年 に末 日聖徒 イエス ・キリ

ス ト教会が，合衆国で最初にスカウ トの育

成団体になったということは，何と喜 ばし

いことでしょう。

私は， スペンサー ・W・ キンボール大管

長が世 界各地の教会員に語 られた次の霊感

あ・ζ・れる言葉を大切 にしています。「末 日聖

徒 イエス ・キ リスト教会は，一層積極的に

スカウティングの支援を推 し進めると共に，

少年たちがその家族や教会 と親 しむための

助 けができるように，指導者を提供 したい
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帳

と思います。 それが， スカウティングで言

われているように，少年 たちの市民として

の品位 を高め，性格と人格とを高めてくれ

るからです。……私たちは今なお，この少

年のための一大運動 を，またその中心 にあ

る 『ちかいとおきて』 をしっかりと支援し

ています。」(1977年4月 総大 会，「聖徒 の

道」1977年10月 号 ，p464)

では，スカウ トの 「ちかい」とは何で し

ょうか。

「私 は
，名誉にかけて次の三条の実行を

誓います。

一
。神(仏)と 国とに誠 を尽 し"お きて"

を守 ります。
たす

一
.い っ も ， 他 の 人 々 を 援 け ま す 。

一 .体 を 強 く し， 心 を す こ や か に， 徳 を

養 い ま す 。」(「ボ ー イ ス カ ウ トハ ン ド

ブ ッ ク 」 初 級 ， 日本 連 盟 ，p.、68)
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大戦の英雄マッカーサー元師はこれと同

じことを強調 しています。栄光に輝 く働 き

を終え，若き 日の輝きは消えて老いの影が

忍び寄る中で，彼は少年たちにこう述べ ま

した。 「夢 の 中で私は いまだ，大砲のひび

き，銃声，戦場の悲惨 なうめきを耳にす る。

しか し，私の記憶 の奥をたどるといつもウ

エス トポイン トにたどりつ く。そこで学ん

だ義務，名誉，祖 国の3つ の言葉が何度も

何度 も私の耳元でこだまする。」

プロテスタン トのハ リー ・エマソン ・フ

ォスデ ィック牧師は，言葉こそ違 いますが

同様のことを言っています。「人は金のため

に精を出す。 そして，人のためにはもっと

力を出し，何らかの目的のためにはその全

力を尽くす ものである。義務 を喜 びに変 え

て初めて，徴集兵としてではなく，愛国心

に燃えた一国民として国家のために戦うよ

うになる。義務は，喜んでカー杯行なおう

という人の手によらない限り，立派に果た

されることはない。」(レ 診物♂(?%o彪'劣%畠

Comp.EmersonRoyWest，SaltLake

CitylBookcraft，1968，p.38〉

南 軍の最高指揮官ロバー ト・E・ リー将

軍の言葉を引用しましょう。「英語の言葉で

義務ほ ど崇高な言葉はない。.すべてにおい

て 自分の義務を果たしなさい。 人はそれ以

上のことはできない。 またそれ以下のこと

をしようと思うべきで もない。」

キンボール大管長の言われたスカウ トの

おきてについて考えてみましょう。 スカウ

トのおきてを思い出すたびに，私は神のお

きてを知 り， これ を守 った御方， まさに主

イエス ・キ リストの生涯を思わず にはいら

れ ませ ん。 スカウ トの12条 のおきてには主

の福音 と相通 じるものがあ ります。

1.「 スカウ トは，誠実である。』



主 は 何 と 言 わ れ た で し ょう か 。「わ た し は ，

わ た し に さ せ る た め に お 授 け に な っ 左 わ ざ

を な し 遂 げ て … … 」(ヨ ハ ネ17：4)

2.「 ス カ ウ トは ， 忠 節 を つ くす 。」

「サ タ ン よ
， 退 け 。」(マ タ イ4：10)

3.「 ス カ ウ トは ， 人 の 力 に な る 。』

「起 き て
， あ な た の 床 を 取 り あ げ， そ し

て 歩 き な さ い 。」(ヨ ハ ネ5：8)
ゆう ぎ

4.「 ス カ ウ トは ， 友 誼 に 厚 い 。」

「あ な た が た は わ た しの 友 で あ る 。」(ヨ

ハ ネ15：14)

5.『 ス カ ウ トは ， 礼 儀 正 しい 。』

「だ か ら
， 何 事 で も 人 々 か ら し て ほ しい

と望 む こ と は ，入 々 に も そ の と お りに せ よ 。」

(マ タ イ7：12)

6.「 ス カ ウ トは ， 親 切 で あ る 。』

「『幼 な 子 ら を わ た し の 所 に 来 る ま ま に し

て お き な さ い 。』… … そ し て 彼 ら を 抱 き， 手

を そ の 上 にお い て 祝 福 さ れ た 。」(マ ル コ10：

14，16)

7.「 ス カ ウ トは ， 従 順 で あ る 。』

「わ た しが 天 か ら下 っ て き た の は ， 自分

の こ こ ろ の ま ま を 行 う た め で は な く ， わ た

し を つ か わ さ れ た か た の み こ こ ろ を行 う た

め で あ る 。」(ヨ ハ ネ6：38〉

8.「 ス カ ウ トrは， 快 活 て あ る 。J

「勇 気 を 出 し な さ い。 わ た し は す で に 世

に 勝 っ て い る 。」(ヨ ハ ネ16133)

9.「 ス カ ウ トは ， 質 素 で あ る 。』

「持 っ て い る も の を み な 売 り払 っ て
.貧

し い 人 々 に 分 け て や りな さ い 。 そ うす れ ば ，

天 に 宝 を 持 つ よ う に な ろ う。 そ し て ， わ た

し に 従 っ て き な さ い 。」(ル カ18：22)

10.「 ス カ ウ トは ， 勇 敢 で あ る 。」

「わ が 父 よ
， も し で き る こ と で し た ら ど

う か ， こ の 杯 を わ た し か ら過 ぎ 去 らせ て く

だ さ い。 しか し，わ た しの 思 い の ま ま に で は

聖徒 の道/1983年1月 号

な く， み こ こ ろ の ま ま に な さ って 下 さ い 。」

(マ タ イ26：39〉

11.「 ス カ ウ トは ， 純 潔 で あ る 。」
やわ さよ

「汝ら
，主の器をもてるものは潔くあれ。」

(教義 と聖約38：42)

12.「 ス カウ トは，つつ しみ深い。」

「天 にいますわれらの父よ，御名があが

められますように。」(マ タイ6：9)

この ような霊感 された教えが，献身的な

指導者か ら将来を担う貴い少年たちに伝え

られる時，その影響は少年たちのこの世 だ

けの生活にとどまらず，永遠 にまで及ぶこ

とでしょう。「あなたのパンを水の上に投げ

よ， 多くの 日の後，あなたはそれを得 るか

らである。」(伝道11：1〉 ボーイスカウ トも

同じです。

数年前，サクラメン ト市の近 くにある山

の中で，ボーイスカウ ト指導者のための訓

練会が行なわれました。指導者たちもボー

イスカウ トと同じようにキ ャンプをして生

活するのです。実に楽 しい経験です。指導

者 たちも自分で食事 を作 り， 食べます。指

導者で も玉子 をこがしてしまうことがあり

ます。年相応に険しい山道を歩き， ごつ ご

つした地面の上 に床 を作り，星を幾度とな

く眺めます。

こうして数 日間，不 自由な生活を強いら

れた後，彼 らはキ ャンプの終わりに加 わっ

たギ リシャ人の一流コック長の手によるも

てなしを受けたのです。みんながなれない

経験で疲れ果て，空腹 に耐え，やや意気消

沈 していた時でした。ひとりがそのギ リシ

ャ人のコック長に，なぜいつも幸せそうに

見えるのか，また毎年きまってこのボーイ

スカウ トの訓練会 に，手の込んだごちそう

をふるまってくれるのかと尋ねました。フ

ライパ ンを横に置 き，ふとった体を飾って
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L

い る 白いエプロンで手をふきながら，この

デ ィミトリウスというコ、ック長は 自分の経

験を話し始めました。

「私はギリシャの小さな村に生まれ育 ち

ました。 第二次世 界大戦が始 まるまでは，

本当に幸せな毎 日でした。ですが，戦時中

ギリシャは ドイッのナチスに占領されてし

まったのです。 自由を愛した村人たちはこ

の侵入者を快 く思わず，破壊行為 を行 ない

ました。

ある夜，村人たちは水力発電所 を破壊 し，

祝杯をあげ， それぞれ 自分の家に引き上げ

ました。

翌朝早く，村に続々 と入る トラ ックの音

で私は 目を覚 ましました。 カツカッという

兵士のくつ音が近づいたか と思うと， ドア

をたたく音がし，子供 も大 人も男はすべて

ただちに村の広場 に集 まれという命令が叫

ばれました。私はあわててズボンをはき，

ベル トを 締めると外にとんで行きました。

十数台 もの トラ ックのヘ ッ ドライ トに照ら

され，何百 もの銃口を向けられて私たちは

立たされました。 ナチスは発電所の破壊行

為に激怒して，厳重な罰を下す と宣言 しま

した。1か ら5の 番号を打ち，5番 目に当

たる者 を射殺するということでした。ひと
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りの軍曹が1，2，3，4，5と 運命を決める

数 を数 え上げ，最初のグループがつかみ出

され， 目の前で射殺されました。」

ディミトリウスさんは真剣な面持ちでこ

う続けました。「やがて私 の立っている列 の

番になりました。 自分が5番 目に当たると

わかった時にはぞっとしました。兵士が私

の前に立ったので，ぎらぎらとしたヘ ッ ド

ライ トの光がさえ切 られました。兵士は私

のベル トのバックルに 目をやり， じっと見

つめていました。 それにはボーイスカウ ト

の記章がついていたのです。 ボーイスカウ

トのちかい とおきてを暗記 した時にもらっ

た ものでした。背の高いその兵士はバ ック

ルを指さす と，右手をあげてボーイスカウ

トの敬礼を私にしたのです。 その時，彼の

言った言葉を，私は一生忘れません。 『走れ，

少年 よ走れ!』 私は死 にもの狂いで走 り，

今 こうして生きているのです。 このように

ボーイスカウ トのために奉仕するのは，少

年 たちが夢 を抱き，それをぜひ とも実現 し

てもらいたいと願 うからなのです。」

ディミトリウスさんはポケッ トに手を入

れ，そのバ ックルを取 り出して見せました。

ボーイスカウ トの記章がいまだにきらきら

輝いていました。言葉はありませんで した。

皆が涙 していました。そしてボーイスカウ

トヘの決意 を新 たにしたのです。

「大 人が少年 に与えることのできる最大

の贈 り物は，少年 と喜んで時を共 にするこ

とである」と言われています。 少年たちの

心 に橋 をかける指導者の皆さん，御両親，

そして全世 界のボーイスカウ トの皆さんに，

ボーイスカウ ト75周 年 に当たり，敬意を表

するとともに，天父の豊かな恵みがあ りま

すよう，イエス ・キ リス トのみ名によりお

祈 り致 します。 アー メン。



末目聖徒の讃美歌一音楽による礼拝

七十人第一定員会会長会 フラン ク リン ・D・ リチ ャー ズ

愛
する兄弟姉妹の皆さんと共 に， この

総大会の霊的な雰囲気が味わえるこ

とをうれしく思 います。今 また，みたまの

導きがあるように祈 っています。

聖典 を見 ると，救 い主は使徒たちに主の

晩餐である聖餐について教 えられた後，賛

美の歌 を歌 ってから，「オリブ山に出かけて

行 った」(マ タイ26：30)と あ ります。 この

聖句から，賛美の歌を歌 うことは，当時の

礼拝行事の一部であったことがわかります。

今 日でも，会衆が歌 う讃美歌や，美 しい

聖歌隊の合唱は，重要 な礼拝行事 のひ とつ

です。私たちは礼拝行事をいつ も讃美歌 と

祈 りによって始めますが，そうすることに

よって，敬凄な雰 囲気が生まれ，美しい心

の交わ りを感じることができるのです。 き

ょう私 は，礼拝の時の賛美の歌がどれほど

重要で価値あるものか という点 について強

調したいと思 います。

私たちは 「末 日聖徒讃美歌」を手 に，主に

賛美の歌 を歌い，祈 り，偉大な真理 を唱え

るのです。 これは力強 い説教と言えるで し

ょう。それ によって，私たちの霊 も精神 も

鼓舞され，高揚 されるのです。

ヒーバー ・J・ グラン ト大管長はこう語

っています。「教会で独唱する時や聖歌隊 と

して歌 う時，その歌詞は福音の真理に添っ

たもので，歌う人の心か らの賛美でなけれ

ば な ら な い 。 言 い 換 え れ ば ， 私 た ち の 歌 う

賛 美 の 歌 は ， ま さ し く 『主 へ の 祈 り』 で な

け れ ば な ら な い 。」(伽 餌o∂6吻6n!E紹 ，July

l912，PP。786-87)

スペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル 大 管 長 は ，

讃 美 歌 を歌 う こ と に 関 し て 次 の よ う に 述 べ

て い ま す 。 「こ れ ま で な さ れ た 最 も 偉 大 な

説 教 の 幾 つ か は ， 歌 に よ る 説 教 で し た 。 素

晴 ら し い 歌 が 数 多 く あ りま す 。 … … そ れ ら

を 残 ら ず 歌 お う で は あ り ま せ ん か 。」(New

ZealandAreaConferenceReport，20-22

Feb.!976，p.27)

教 会 が 設 立 さ れ て3カ 月 後 の1830年7月 ，

ひ と つ の 啓 示 が 予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミス を

通 し て ， 妻 の エ マ ・ス ミ ス に与 え ら れ ま し

た 。そ の 中 で 主 は こ う 言 わ れ ま し た 。「す べ
よろこ しか

て心の歌は，われの悦びなり。然 り，義 し

き者の歌はわれ に対する祈 りなり。彼 らの
こた

頭に祝福 を与えてその応えとなさん。」(教

義と聖約25：12)

この 啓示 により，エマ ・スミスに教会で

使う讃美歌集を作る責任が与えられました。

また印刷 の面で援助 し便宜 をはかるために，

今 日の神権時代 における偉大な讃美歌の作

詞家のひと りウイリアム ・W・ フェルプス

兄弟が任命されました。 こうして90曲 の讃

美歌が選ばれ，1835年 に初版が発行された

のです。
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薩

私たちの讃美歌に含まれている教 えや予

言，そして大いなる霊感 を説明するために，

その幾つかを引用 してみましょう。

「主は生け りと知 る」(108番)は 最初に

讃美歌に組み入れ られた90曲 のうちのひ と

つです。サ ミュエル ・メ ドレイによって作

詞 されました。

主は生け りと知る
さち

そは幸を与う

死にし主は生 きて

ぐわ水遠 に生 きたもう

愛にめぐみつつ

願い聞くために
う

また磯えたる霊を

救わんと生きたもう 、

ああ喜びの言葉

「主は生 けりと知る」

この讃美歌 について，J・ スペ ンサー ・

コンウォールは，こう解説 しています。「献

身的な末 日聖徒の会衆が歌 うこの麗しい讃

美歌を聞くことは， まことに霊のバプテス

マである。」(S勿7ぢ6sげ0%71レ 血7窺oη的 駕郷，

DeseretBgokCo.，1968，p.108)ま さ し・く

その通 りです。これは最 も広 く知 られてい

る讃美歌 のひとつであ り，これを歌 うこと

によって，救 い主 イエス ・キ リス トの賄 い

の犠牲に感謝 を示 すのです。

ウイ リアム ・W・ フェルプ スが霊感 によ

り書いた 「たたえよ，主の召 したまいし」

(144番)は ，予言者 ジョセフ ・ス ミスヘの

限 りない賛辞です。 この美しい讃美歌 は喜

びと予言的な要素を含んでいるだけでなく，

「天の恵み 〔をもたらす〕いけにえ」 ζ歌

って，基本的な教義にまで触れています。

犠牲の律法はイエス ・キリス トの福音 の重
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要な部分 であ り，信仰や愛な ど多くの徳を

は ぐくむ上で欠く，ことのできないものです。

次の行には，「目覚めよ義のたたかいに ジ

ョセフを世はまた知 る」 と歌われています

が，何 と予言的な言葉で しょう。フェルプ

ス兄弟がこの讃美歌を書いた頃，教会員は

実 に数えるほ どしかいませんでした。 それ

が今 では何百万人という人が ジョセフ ・ス

ミスが神の予言者であることを知 っていま

す。この先さらに何百万人という人々が こ

の証を受け入れるようになるで しょう。私

はこの讃美歌 を歌 うたびに，胸の高なるの

を覚 えます。

「感謝 を神 にささげん」(170番)は ， ウ

イ リアム ・ファウラー兄弟の作詞 で，1863

年 に讃美歌の仲間入りをしました。 この讃

美歌は，福音が完全なかたちで回復された

ことや，末 日にあって私 たちを導いて くれ

る予言者 のいる主の教会が設立されたこと

を，天父に感謝するものです。 この美 しい

讃美歌は世界中の末 日聖徒 に愛唱されてい

ます。

「恐れず来たれ聖徒」(23番 〉は
，1846年

4月15日 にウイリアム ・クレイトンによっ

て作 られました。1921年 出版の 「扶助協会

誌」(1～諭4So61吻 ル勉8召z1%6)に ， この讃

美歌のできたいわれが載っています。

「ブ リガム ・ヤ ング大管長はイスラエル

の民のキャンプ内に様々な不平があるのを

見て，ひどく心 を痛めていた。そこでウイ

リアム ・クレイトン長老を呼んで，こう言

った。『クレイ トン兄弟，みんなが毎晩キャ

ンプファイアーを囲んで歌えるような讃美

歌をひとつ作 ってくれ串せんか。励ましと

助けを与え，旅の苦難や試練 を忘れさせて



くれるような歌をお願 いします。』

ク レイ トン長老はキャンプ を抜け出すと，

2時 間後に 『恐れず来たれ聖徒』として知

られる讃美歌 を手にして戻ってきた。 彼自

身の証 によれば， この讃美歌は 『主の助け

と霊感によって書き表わされた』 ものであ

る。」

讃美歌 にはこう歌われています。

わが定めをなげくや いな，善 きな り
い と

たたかいを厭うなら 報いはなし

勇みて進めや 神は守 ります

やがて話されん すべては善 し

多くの痛 ましい開拓者たちの話の中に，

この讃美歌 に心 を動かされ，そこから大き

な勇気 と慰めを得たことが語られています。

アメリカ南部 の伝道部でのことです。あ

る少女が友達 と家 に帰る道々，「恐れず来た

れ聖徒」をハミングしていました。すると

友達が 「まあ，きれいな メロデ ィー，何の

歌?」 と聞いてきました。少女はその歌 に

ついて説明 し，教会の集会に連れて行 くこ

とを約束 しました。何度か集会に出席した

後，その友達は宣教師を家に招 いて家族に

福音を教えてもらうことにしました。やが

て家族全員がバプテスマを受け，毎 日楽 し

く神の王国建設のために頑張っているとい

うことです。

この素晴 らしい讃美歌は，私たちの先祖

である開拓者の偉大 なる信仰と勇気を集約

したものと言えます。 そして，今の時代に

おいて も，開拓者としての働 きを進めてい

く人には，先祖たちのような信仰と勇気を

もたらして くれ るのです。

「高きに栄えて」(140番)は
，エライザ・

R・ スノー姉妹が，1843年 に ノーヴーで作

詞 しました。これ も末 日聖徒の讃美歌 とし

て特 に優れたものです。 この詩には，私た

ちが前世において霊の父母 と共に住んでい

たことが描 かれてい ます。最後の部分 を読

んでみましょう。
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この身を横たえ 世 を去るときに

父母と高きにて われは会 えるや

仰せのみわざみな 成 しとげしとき

受 入れみそば に 住まわせたまえ

この讃美歌はまさに，回復されたイエス・

キ リス トの福 音 によって 明 らか'にされ た

永遠の生命という一大 ドラマを展開 してい

るのです。 この美 しい讃美歌を歌 う時，私

たちは永遠 の父なる神が文字通 り私たちの

御父であることをさらによく理解するよう

になるでしょう。

「主のみたまは火のごと燃え」(175番)

は， ウイリアム ・W・ フェルプスの もうひ

とつの作で， これも最初の讃美歌集の中に

組み入れられていました。 この讃美歌を歌

う時に起こる心の高揚と霊 的な力強さは，

1836年3月27日 に行なわれたカー トランド

神殿の献堂式で最 も顕著な形で表われまし

た。以来この讃美歌は，末 日聖徒の神殿の

献堂式のたびに歌われているように思 いま

す。 もちろん，ワー ド部やステーキ部 の教

会堂を献堂する際にも歌われてきました。

この讃美歌は，福音が回復 され，地上 を

おおっている幕が裂けて天使が この地にく

だることを告げています。合唱の部分は大

いなる喜びの叫びです。

天の群 とともにうたわん

ホザナ ホザナ 神とみ子

高 きみくらにさか えあれ

末 とこしえに アーメン アーメン

素晴 らしいタバナクル合唱団とモルモン

青少年合唱団は，長年 にわた り，これ らの

讃美歌 を初め とする数 多くの賛美の歌 を歌

って，末 日聖徒 だけでなく，教会外の大勢

40

の 人々にも霊感を与えてきました。

ワー ド部やステーキ部の聖歌隊 による合

唱 も，礼拝行事においてきわめて重要 な役

割 を果 た してい ます。その場 に集う何千

人という会員たちが， その歌声を聞いて大

いなる喜びと霊的 な力を受 けているのです。

ここに重ねて，礼拝 する者がひとつとな

って讃美歌 を歌うことの大切 さを強調 した

いと思います。礼拝行事 の中で歌っていな

い入を見かけますが， そのような人は美し

い霊的 な経験を逃 してしまっているのでは

ないかと思 います。

讃美歌の霊的なメッセー ジを歌う時，父

なる神 と救 い主イエス ・キ リス トに対する

私 の証 は強められます。

また，私たち末 日聖徒の讃美歌は，父な

る神 と御子 イエス ・キ リス トが予言者 ジョ

セフ ・ス ミスに現われたもうたこと，また

ジョセフ ・ス ミスは偉大 な予言者であ り，

彼を通 して完全なる福音が回復されたこと

を証 しています。

「感謝 を神 にささげん，予言者 の導 き

・」 と歌 う時 に
，愛する予言者スペ ンサ

ー ・W・ キンボール大管長への感謝 の気持

ちが一層強 まるのを感 じます。主の恵みと

助けがいつ もキンボール大管長の上にあ り

ますように。

讃美歌を歌う時には，その美しさと詩の

意味を心に留めるようにしましょう。 そう

する時 に，歌声は魂 を揺 り動かし，私たち

を聖 きみたまに近づけ，証 を強めてくれる

に違いあ りません。イエス ・キ リス トのみ

名により申し上 げます。アーメン。



信仰 生きる力

七十人第一定員会会員 レックス ・D・ ピネガ ー

き
ょう私は， 入生 のチ ャレンジに立 ち

向かう力を求めてお られる方々にお

話 したいと思います。

先 日，大学 に通 うために家 を離れている

娘か ら手紙をもらいました。心の込 もった

感謝の言葉の後に，ひ とり立ちすることの

大変さが書いてあ りました。 それでも娘 は

家庭 にあって何不 自由なく生活 し，問題が

ある時には家族の助 けと導 きを得ていまし

た。 そんな娘が家族 と離れて， 人生の難し

さを感 じ始めたのです。

娘の手紙を読んで，私は過去数カ月にわ

たる教会の大勢の人々との交わりを思い起

こしました。私 にはその人たちが次のよう

な質問 を投 げかけてくるような感 じを受け

ていました。「人生の苦難にどう立ち向かっ

たらよいでしょうか」 と。

入生 は生易 しいものではありません。入

生 自体がひとつのチャレンジです。いくつ

になって も試練 はあ り，苦難はついてまわ

ります。大人になるのも大変です。人に悪

く思われた り，拒絶されたと感 じて心 を痛

めることもしば しばです。 また，教育を受

けるために，経済的，精神的，能力的に極

限に追い込まれることもあるで しょう。伝

道に出るの も易 しいことではありません。

伝道では，霊 的 に も肉体的 に も献 身す る

ことが求められ ます。そして，結婚や育 児，

家族を養 うこと，病気や老い，死との戦 い

など，これ らに伴う問題 は人生 にあって避

けることのできないものです。それなのに，

私 たちにはこういった問題に対処する備え

があま りできていないように思います。

このような障害 は人生につきものである

ことを理解すれば， これらのチャレンジを

解決する時に， もっと前向きで勇気を持っ

て立 ち向か うことができるでしょう。

C・S・ ルイスはこう書いています。「も

しできるなら， いやなことを人生の障害物

として考えないことである。障害物 と呼ぶ

ものこそ，神が 日々与 えて下さる貴い入生

そのものだからである。」(Tκ砂S如 磁To-

86!h6κTh6L6伽sげOSL6酪 オ0

24プ孟h6プα66幡ed.WalterHooper，Londonl

Collins，1979，p.499)

ア ジアの古い物語に，城 の中で人生の苦

難を何 ひとつ味わうことなく育てられた王

子の話があ ります。その王子は病人を見た

ことも，老人や死 人を見たこともあ りませ

んで した。

大人になった王子は、 自分の統治する国

の中を見て回りたいと思いました。かごに

乗って城を出た王子は，生まれて初めて老

人を見ました。歯が欠け， しわだらけで，

腰の曲がった老人の姿を見たのです。

王子はお付きの者 に言いました。「待て，

あれは何だ?」

お付きの者が答えました。「あれは年を取

って，腰の曲がっだ老人です。今あなたは若

くてたくましい姿をしておいでですが，や
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』 、

がて年を取るとあのように腰が曲がってく

るのです。」

王子はがっかりして しまいました。老い

ることは彼にとって何 とも耐え難いことだ

ったのです。王子は城に引き返す ように命

じました。

数 日，慣れ親んだ城の中で過 ごして元気

を取 り戻 した王子は， また城の外 に出てみ

ようと思いました。一団の人々の側を通 り

過ぎようとした時，その中のひとりの男が

地に倒れ，熱を出し，けいれんを起こして

苦 しんでいるのを見ました。

「あれは何だ。」王子は尋ねました。

「病 人です。今あなたは若 くてお元気で

すが，病気になって苦 しむことがあるでし

ょう。」

王子は悲 しくな り，す ぐに城に引き揚げ

て しまいました。 ところが数 日すると，王

子はまた外に出てみたくな りました。
ひつぎ

城か らあまり行かないうちに，王子は枢

を墓 に運ぶ人々に出会いました。

「あれは何 だ
。」王子は尋ねました。

死とは何かを聞かされた王子は将来が真

っ暗にな り，安 らぎの城 にすぐに帰 ってし

まいました。 それからは二度と城の外 に出

ようとしませんで した。

王子は，人生 を悪意に満ちたわなだと思

い込んでしまったのです。なぜなら，人が

何 をしようと， どのような人であろうと関

係 なく病気や老い，死を経験しなければな

らないからです。

私たちの中にも，この話の若い王子のよ

うに感 じている人がいるのではないでしょ

うか。 人生 は残酷で，不公平であると思い，

自分の囲いの中に閉じこもって世の中に出

て行きたくないと思っているのか もしれま

せん。 しかし，そのようにすることは，人
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生が私たちに与 えてくれる成長の機会 を自

分から捨 てることになるのです。

主は，私たちにこのようなチャレンジを

成長の機会 に変 える力を与えて下さ り，使

徒ペテロが述べている，信仰が試されて金

よりもはるかに尊い もの となるということ

の意味がわかるようにして下さっています。

(1ペ テロ1：7参 照)

数年前，早朝セ ミナ リーのクラスを教え

ていた時のことです。年度末 にこれまでモ

ルモン経から学んだ福音の原則を復習して

いました。するとひとりの女の子がモルモ

ン経の中にあるアーノル ド・フライバーグ

作の絵 を開いて見せました。 それはヒラマ

ンの2千 人の若い兵士 の絵でした。(ア ルマ

53122参 照)そ れか ら彼女は真剣な面持 ち

でこう言 ったのです。「ピネガー兄弟，どう

して今 の若い兄弟たちはこのようではない

のですか。」

モルモン経 の時代の若者が，アーノル ド・

フライバークの描 いたような若者たちであ

ったのか，私 にはわか りませんが，少女の

質問からこんなことを考 えさせられました。

「この若 い兵士たちの力の源は何か」 と。

モルモン経を読 んだ ことのある人なら，

ヒラマ ンの息子たちの この話はよく知 って

いることで しょう。(ア ルマ53，56-58参

照)彼 らの父親たちは，福音に改宗した時

に，二度と武器 を取らないと主に誓約 しま

した。 ところが敵が攻めてきて，父親 たち

は戦うかそれとも死ぬかというところまで

追い込 まれ ました。 その時です。 その誓約

を立てていなかった2千 人の若者が立 ち上

が り，親と家とを守ってくれたのです。

ある予言者は2千 人の若 い兵士 たちにつ

いて次のように述べています。「かれらはみ

な青年であって筋骨たくましく活発な勇士



であったばか りでなく，いついかなる時で
ゆだ

も委ねられたことを忠実に行った。…… ま

た疑いを抱かないならば神が必ず自分 らを

救 いたもうとその母から教えを受 けていた。

まことにかれ らは神の限 りない力を得たか

のように戦った。 人がこのように不思議 な

力で戦 ったことはいまだかつて例 のないこ

とであった。かれらは レーマン人 も驚くば

かりの大きな力で攻撃 した……」(ア ルマ

53：20;56：47，56)

ヒラ マンの息子 たちにこのような強さを

与 えた ものは何で しょうか。 「不思議 な力」

「驚 くばか りの大きな力」を生み出したも

の，それは，神 に対する彼 らの信仰です。

有名なロシアの文豪 トルストイは，「信仰

は人生の力な り」 と言 っています。 トルス

トイは人生の大半を人生 の目的を理解する

ために使 いました。彼は名声，地位，財産

を手 に入れ ました。良い結婚 をし，子供に
はかり

も恵まれました。世 の秤で測ると，あらゆ

る面で成功を収めた人と言えるで しょう。

彼は人生の意義を求めて，科学や哲学，

そのほかあらゆる分野の知識をあさ りまし

た。 しかし，知識 を得，名誉を築 き， 多く

のことを成し遂 げたにもかかわらず， どれ

も永続する満足感 を与 えてはくれ ませんで

した。彼にとって人生は依然 として無意味

なものだったので しょう。絶望 のどん底に

あった トルス トイはこう自問 しています。

「われ はいか に生 きるべきか。」「神の律法

により生きる。」』これが答 えでした。

そこで トルス トイは，「論理的な知識」の

ほかに，「生けるすべての人には理論では説

明できない知識があり，それが生 きる力を

与 えている。 これがすなわち信仰 であ り，

信仰は人生の力である」 ことを認 めざるを

得 ませんで した。(κ ∂御 ∫(〕4別6オoβ6漉∂6，

聖 徒の道/1983年1月 号

Christchurch，NewZealandlTheFreeAge

Press，1901，p.40)

か っ さ い

人はこの世の快楽と喝采 を得たいと思え

ばいくらでも得ることができるものの，神

への信仰がなければ，人生はその人の理性，

感情， そして魂に対 しても重荷 となること

を， トルス トイは見いだしたのです。

時 として，他人の問題 は自分のそれより

も楽に見えるものです。 また， もう少し豊

かであったら，社会的地位があったら，人

人に認められ ていたら， 人生 はそれほどつ

らくはない， と思っている人がいるか もし

れません。ある人は，結婚 していたら，本

当に幸せだろうと感 じているかもしれませ

ん。逆に，結婚 という責任から逃れ，それ

によって人生のチ ャレンジが少しでも緩和

される と考えている人 もいるでしょう。

チャレンジは皆が皆，物質的なものではあ

りません。 しかし，対処する時の力の源は

同 じです。神への信仰 と変わ らぬ忠実さが

それです。神を信 じ，神の律法に従うこと

によって，様々なチャレンジがもたらす試

しを克服する力が得られるのです。

サウスカロライナの私のある友 人は，神

への忠実な信仰によって 多くの問題にも打

ち勝てるということを実証してくれました。

ローリー ・ポークは小人症 という病気で，

とて も小さな体の入です。生 まれた時から，

チャレンジの人生で した。学校に入る年に

なった時，彼 は他 の子供たちにおくれずに

つ いていくために，三輪車に乗って走 りま

した。脚が短 いため，一緒にゲームや運動

をすることができない彼は，将来の仕事へ

の備えに専念しました。就職するには，た

ゆまず努力を続け， 自分の能 力を行動 で示

さなければならないことを知 っていたか ら

です。ついに就職 のチ ャンス.が訪れ，彼は
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醒，

仕事を愛することによって人生 に喜びを見

いだしました。

またチャレンジがやって来ました。 ロー

リー ・ポークは体の運動機能が著 しく減退

していましたが，今度は片目の視力を失っ
ノ

てしまいました。やがて不 自由な短い脚が

きかなくなってきました。 そして，試練が

まだ足りないとでもいうかのように， もう

片方の目の網膜がはく離 し， とうとうまっ

たく見えなくなって しまったのです。

ロー リー ・ポークはこのような絶望 と暗

闇から立ち上 がる力をどこから得たのでし

ょうか。神への信仰を通 して，彼は人生の

意義 を知 ったのです。1メ ー トルにも満た

ない彼の体に， ヒラマ ンの若 い兵士 たちに

も勝るとも劣らない力があふれていました。

この力によって，彼は直面するチ ャレンジ

を克服 しただけでなく，生きる喜びを見つ

けていったのです。神の教 えに則 した生活
はらから

をし，同胞のために働 くことで，いかなる

問題も解決できる ということを，彼は知っ

ているのです。 ロー リー ・ポークはこう言

っています。「主 の助 けがあれば，問題など

何 もありません。チャレンジがあるだけで

す。」彼は現在，サウスカロライナのチャー

ルス トンステーキ部の大祭司グループ リー

ダーを務 めています。

私は自分が人生の中で味わってきた苦 し

い経験 を通 して，神への信仰は神への愛を

はぐくみ，それは必要な時に祝福 となって返

ってくることを学びました。初めて経験す

ることばか りのチャレンジに満ちた毎 日を

送っているすべての方 々， そして私の娘 に

向かって， こう言 いたいと思います。 人生

のチャレンジを恐れないで下さい。神 への

信仰を持 って忍耐強 く取 り組んで下さい。

そうする時に神は，忍耐する力だけでなく，
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日々あ困難や失望，試 し，人生の戦 いに打

ち勝つ力をもって，私たちの信仰に報いて

下さいます。神の律法 に従 った生活をしよ

うと熱心に努力するなら，世 の方法や世 の

誉れに左右 されて永遠の道を踏み外すよう

なことはなくなるでしょう。

神への信仰 を強めて，人生の戦 いに 「神

の限 りないカ……不思議なカ……驚 くばか

りの大 きな力」(アルマ56：56)で 対抗 し，

勝利を得ることができますように。そして，

心から望んでいる幸福 を人生 に見いだす こ

とができますように。 イエス ・キ リス トの

み名によってお祈 りします。 アーメン。



神に心を向ける

七十人第一定員会会員 レックス ・C・ リー ブ ・シニ ア

毎
日のニ ュー スの見出しは恐ろしい限

りで，暴力や不安 は絶えず身近 に存

在しています。 そんな世 の中にあ って も，

人々や国家が神 に心を向け，神 に従って歩

むならば，解決不可能 に思われる個人の，

あるいは国家の問題でも，.容易に解決 され

ていくことで しょう。 そう難 しいことでは

あ りません。

神はまさしく私たちの霊の父です。全人

類 の父であられます。 そして私 たちはその

子供です。神は私たちのことをよく御存じ

であり，私たちを愛して下さっています。

神 は私たちの行 ないをすべてよしとされる

わけではないかもしれ ませんが，それでも

神 はその子 らを愛 しておられます。 これは

疑う余地 のないことです。神は確かに慈愛

にあふれた御 父であ り，実在の御方です。

私たちの生きているこの美 しい世界や宇

宙の神秘 を毎 日眺めると，何とも言えぬ慰
あん ど

めと安堵 の気持 ちで一杯にな ります。ほか

に例を見ない秩序正 しい天体の動き，優美

な花や樹 々， そのほか命ある ものの中に，

私 たちは神のみ手を見ることができます。

これ らは皆， もの言わずとも神の存在を証

しています。

主のみ手を心 に思いつつ，必要な時 には

主の助けを求め，朝夕神に祈 り，主の愛を

かみしめながら主を身近に感 じる時，私た

聖徒 の道/1983年1月 号

ちの心は何 と高め られ，励 まされることで

しょう。命 と光の源に近づき，謙遜 に願い

求めることによって力を得，思 いを新たに

できるとは，何 という祝福で しょうか。
さ なか

悲劇の最中にも神はおられます。苦 しい
てんぴん

チャレンジが訪れ，命が天秤にかけられ，

また立ち直り得ないほ ど傷つき，行 く末も

暗 く，かすかな希望 しか持つことができず，

時が果てしなく長く思われる時にも，神は

おられます。「私はここにいる。心配するこ

とはない。あなたがよく耐え忍ぶなら， そ

れはあなたのためになるであろう。私を信

頼 しなさいJと いう神の励 ましの言葉が聞

こえて くるようです。

主は，私たちの父祖アブラハムに語 られ

た時，人を地上 に送る目的を告げられました。
くだ

「われら降 り行かん
。か しこに空間あれ

しか

ばなり。而 してこれらの材料をとりて， こ

れらの者の住まうべき地を造らん。

而して，これ によりて彼 らを試 し，何に

て もあれ，主なる彼らの神の命じたまわん
な いな

すべてのことを彼らが為 すや否やを見ん。」

(アブラハム3：24-25)

まさ にこの世は試しの時です。報いの時

ではあ りません。報いの時は後にやって来

ます。私 たちはこの地上 にあって試される

のです。今， その試しが行なわれているの

です。
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主は，私たちが 自分 自身心の内に何 を思

いどう感じているかを，・はっきりと認識す

るよう望んでおられます。主はこう言われ

ました。「人とな りはその心 に思うそのまま

であるからだ。」(箴 言23：7欽 定訳より

和訳)

「彼らは唇をもてわれに近づけど
， その

心はわれに遠ざかれ り。」(ジ ョセフ ・ス ミ

スの著2：19)

私 た ちの心が正 しくなければ，主はみた

まを注いでは下さいません。「彼 ら心中に悪

を求めたれば主なるわれわが 『みたま』を

取り去 りた り。」(教 義と聖約64：16)

主 は，人が願うことに応 じたもうのです。

(ア ルマ29：4参 照)
つ と め い

「汝 ら神の役務に出で立たんとする者は，
のぞ とか

終 りの 日に臨みて神の前に智なくして立た

んため，すべか らく心をつ くし……て神の

役務 をなせ。」(教 義と聖約4：2)

捧げ 物について，主はこう言われました。

「イスラエルの人々に告げて
， わた しのた

めにささげ物を携えてこさせなさい。すべ

て，心か ら喜んでする者から，わた しにさ

さげる物を受け取 りなさい。」(出 エジプ ト

2512)

捧 げ物 自体が問題なのではあ りません。

「心から喜 んでする」ことが大切 なのです。

裁きの日には，皆さんが何 をしたか， ど

こで奉仕 したか というようなことではなく，

心か ら喜んで仕えたかどうか，主を第一と

したかどうかが問題 とされることでしょう。

礼拝 も心からの ものでなければ本当の礼

拝とは言えません。

もし人々が，そして諸国民が真心から神

を仰 ぎ見るならば，戦争はなくなるでしょ
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う。神の愛を心 に満た していれば， 自分の

霊の見弟を殺そうとは思わないで しょう。

神の愛が心の内にあれば，不正直はなく

なります。神を第一に考える人は， 自分を

愛するように隣人を愛 し， 人から奪うより

も与えたいと思うことで しょう。

家摩の中で・両親の心に・また夫婦の心

に神の愛があり，神を第一 に考えるならば，

利 己心 はどこかへ消えて しまい，家庭 の不

和 はなくなるで しょう。そして，家庭の崩

壊 を招 く自己主張や欲求にとって代わって，

相手の立場を考え，相手のために 自分には

何 ができるだろうかという気持ちが湧いて

くるで しょう。

家庭 というものは，夫婦間の思い，すな

わちお互いのことについて，神 についての

思いという基盤の上 に築かれるものです。

家庭は単なる家ではありません。家はあって

も家庭 はな くなってしまうこともあるのです。

諸 国民諸国家が心か ら神 を仰 ぎ見る時，

安息 日は聖 日となります。 そして人々は神

を愛 し，神 に仕 え，神 を敬 い， ほめたたえ

たい と望むようになるで しょう。

礼拝 はまさしく心のものなのです。

　　

難 、麟欝



「しか し
， その所からあなたの神，主を

求め， もし心をつくし，精神をつ くして，

主を求 めるならば， あなたは主 に会 うであ

ろう。」(申 命4：29)

イエ スは次のような質間を受 けました。

「『先生
，律法の中で，どのいましめがいち

ばん大切 なのですか。』

イエスは言われた。『心 をつ くし，精神を

つくし，思 いをつ くして，主なるあなたの

神を愛せよ。』」(マ タイ22：36-37)

私 た ちは父なる神 とその御子イエス ・キー

リス トを敬 い，愛するようになる必要があ

ります。私 たちがそう望み求めるならば，

そのような人になれるでしょう。 ただ待 っ

ているだけでは実現 しません。私たち一 人

一人が自ら自由意志によって望 み
，祈 り求

めなければなりませ ん。 そしてそれは，心

の奥底か ら湧き上がってくる ものでなけれ

ばなりません。

主は言われました。「あなたの宝のある所

には，心もあるからである。」(マ タイ6・：21〉

教 会の素晴 らしい若い男性の皆さん，主

に心 を向け，主を第一 として下 さい。皆さ

んが主のために， 自分 自身のために， そし

て家族のため にできる最高のことは，宣教

師 となって，福音 を聞いたことのない人々

に教 えを宣べ伝えられるよう， 自らを備 え

ることです。

宣教師 として働くことは ，他の 多くの人

人に恵みをもたらすだけではなく， 自分 自

身にとって も祝福となります。皆さんは主

とその子 らに対する愛を深め， 自己を高く

評価できるようになり， 自信 と思慮分別を

増す ことができるようになるのです。・また，

主を一段 と身近 に感じ，主の聖なる力を生
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活の中でどのように使った らよいかがわか

るようになるでしょう。

そして伝道か ら戻 ってきた時には，神権

指導者 として， また義なる父親 と)て 仕え

る備 えがよくできていることでしょう。そ

れは皆さん自身と他 の人々の生活に祝福 を

もたらすために，皆 さんにできる一番素晴

らしいことです。心を主に向け，主のこと

を第一 にし，宣教師となって主 に仕 える備

えをしましょう。

教会の愛らしい若い女性 の皆 さん，主の

ことを第一に考え，主に心を向けましょう。

神は神の娘である皆さんに，大いなる信頼

をおいておられ ます。神殿結婚の準備 をし

て下 さい。その 目的のために計画を立てて

努力しましょう。それは皆さんの生活に恵

みをもたらすだけでなく， 多くの人々が皆

さんの望 みと模範によって祝福 を受 けるよ

うになるのです。主のことをまず第一に考

え，行なうようにしましょう。

父親母親の皆さん，主のことを第一 に思

い，行 なうようにして下さい。子供たちに

主 について教 え，皆さんが主のことを第一

にしているということを感じさせるように

して下さい。 また，主の愛について教え，

主の宮居 に入りたいという望みを持 ってそ

れに、雪・さわ しく生活するなら，主は大いな

る祝福を備えておいて下 さることを教えて

下さい。家族がどんなに素晴らしいものか

を感 じ取 らせて下さい。 そうすれば子供た

ちは永遠に家族でいたいと願うことでしょ

う。 もし両親が心にこの神聖な気持 ちを抱

き，子供たちが表情や言葉や行 ないにそれ

を感じ取るならば，，字の読めないうちから

神 について知 り，神とそのみ言葉を， そし
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て予言者を愛するようになるで しょう。

親である皆 さんが子供のため にできる最

良のことは，互いに愛 し合い，生活の中に

あって神 を第一 にすることです。そうすれ

ば，皆さんの家庭は強くな り.，家族を安全

に守ることができるでしょう。

独身で様々なチャレンジに直面 している

皆さん，主のことを第一 として下さい。主

は皆さんを愛 しておられます。神を仰 ぎ見

て，心 を向けるなら，皆さんが直面する試

しに立ち向かう強さ と信仰を得 ることがで

きるでしょう。 主はチャレンジを取 り除か

れはしませんが，力を与えて皆さんが重荷

を背負い，試しに立ち向かうことができる

ようにして下さいます。神は生きてましま

す。皆さんを愛 しておられます。

また，この回復された福音の祝福 を味わ

っておられない良き友人の方々，心を主に

向け，主のみ声に耳を澄まして下さい。皆

さんが主を求める時，皆さんの心 に静かに

ささやかれるで しょう。

神はこの時代に再び人に語 りかけ られ ま
いにしえ

した。天は開かれ，古の時代 と同様，神は
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予言者を通して人々に語 ってお られるので

す。神は神権の権能すなわち人が神 に代わ

ってそのみ業を行なう権能を回復され まし

た。 また御 自身の教会をも回復され，人は

再び救いの儀 式にあずかることができるよ

うになりました。

皆さんは私たちの言葉をうのみ にする必

要はありません。神は皆さんが 自分でそれ

が真実であるかどうか を知 る方法 を備 えて

おられます。

時を超越した主の福音はあなたの人生 に

真 の目的と新たな意義 をもたらし，ほかで

は得 られない豊かさと平安 を与えてくれる

ことで しょう。毎 月何千何万という人々が

主の福音を探し求め，見いだしています。

皆さん もぜひ探求し，見いだされます よう

に。 もしお望 みなら，私たちは喜んでお手

伝い致 します。

国家や個 人が直面しているすべてのチ ャ

レンジや問題に答えや解決策を得たければ，

心を神 に向け，主を第一に考え，主の戒め

を守ることです。そうすれば，厳 しくて大

変 に思われる試しで も，万事が私たちのた

めにな り，生活に多大な恵みが もたらされ

るで しょう。

神 に心 を向け，主のことを第一に考え，

行なうようにしましょう。

神は実に生きてまします。私たちの父で

あられます。神はその子らを愛 しておられ

ます。イエスはキ リス トであ り，私 たちが

心の中に， そして生活の中にあって主を身

近 に思 う時，主は私 たち のそば にいて下

さいます。 これらのことをイエス ・キリス

トのみ名により心から証致します。 アーメ

ン。



「監督たる者は責められる点がなくJ

十二使徒定員会会員L・ トム ・ペ リー

今
回の大会 は，教会の通信機関 という

点で，新 しい時代の到来を告 げてい

ます。衛星 中継の導入により，総大会の模

様が以前よりもさらに大勢の教会員の元に

届けられるようにな りました。

私 には，いつの 日か総大会で話 してみた

いと思 っていたテーマがあ ります。今 回の

大会は大勢の教会員が聴いて下さっていま

すので，そのテーマ について話すよい機会

だと思い ます。数年前，私は監督の人事異

動 に関するすべてを扱う委員会の一員に召

されました。私たちはその委員会で推薦状

を作成し，それを大管長会と十二使徒評議

員会が，神殿の中で開く集会で検討するこ

とになっていました。その仕事を進めなが

ら私は，健康 や家族，職業上の問題で解任

を求められる監督が多いことに驚きました。

その数は全体 から見れば大 した比率ではあ

りませんが，私 にすれば， どんな数字であ

っても高すぎると思いました。なぜなら，

これ らの立派な兄弟たちは，この聖 なる召

しに伴 う喜びや満足感 をもって，監督の責

任を全うすることができなかったからです。

私 はこの監督という職 に，いつ もこの上

ない称賛の目を向けてきました。そして，

私の生活において，いつ も監督は身近な存

在でした。私が生 まれて6カ 月の時，父は

ワー ド部の監督に召され ました。 それか ら

私が18歳 になるまで監督を務めました。私

は結婚 してわずか数年で，監督会の一員に

召され ました。 ぞこですぐに感 じたことは，

監督会が協力 して働 く時，その中に愛が生

まれるということです。 副監督になって3

年 ほどたった時，ある仕事 に就 く機会が訪

れま した。 それは私にとって格好の仕事 に

思 えましたが，そのために監督会から抜け

なければならないというのは とてもつらい

ことでした。引っ越 しの前夜に，パーテ ィ

ーが開かれました。皆にお別れを言うのが

つ らかったので，私たちはパーティーが終

わる前に会場から抜け出し， その晩お世話

になることになっていた友人の家に向かい

ました。やがてパーテ ィーが終わると，一

緒に働いてきた監督 ともうひとりの副監督

が訪ねてきました。・ζ・た りは一晩中起きて

いて，朝早い私たちの出発を見送ってくれ

たのです。お陰で， あいさつをせずにこっ

そ り出発することができなくなりました。

私はのどをつまらせながらふたりの兄弟 に

別れを告げて，新 しい責任の待つ地へ と出

発 しました。

それか ら数年後 に，私は再び副監督に召

されました。そこでも，ワー ド部の様々な

事柄を押 し進めるためにしばしば集会を開

く中で，愛がは ぐ菟まれていきました。1年

が過ぎた頃， ステーキ部長会が変わること
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蔭

にな り，監督と私は，その異動 を行 なう教

会幹部から面接 を受 けました。教会幹部の

方は最初にこう尋ねました。「監督 とはうま

くやっていますか。監督は優れた指導者で 一

すか。」そこで私は喜びをもって，監督 に対

する自分の愛 と感謝の気持ちを述べ，監督

がワー ド部のためにしてきたことを説明し

始めました。 と， その時私はこの面接の目

的がわかりました。教会幹部は監督 をステ

ーキ部長会 に召 そうとしている，そうすれ

ば私たちの交わりも終わ りになる……。私

は彼の大きな働 きをほめるのを急にやめる

と，少し間をおき， 笑みを浮かべてこう言

いました。「ただひとつ監督に もよくない点

があります。精神的に抑圧されると，家に

帰って奥さんに暴力を振るうのです。」する

と教会幹部は椅子 にもたれて言いました。

「何 とも奇妙ですね。彼はほんの数分前 ま

でここにいて，あなたのことを，指導力は

あるが， やは りひ とつ欠点があると言って

いましたよ。あなたは時々納屋のかげでた

ばこを吸うそうですね。」私の作戦は見やぶ

られ，結局私が新 しいステーキ部長会 に召

されたのです。

私は監督として働いたことはありません

が，私の兄弟 の内ふた りが現在この特権 に

あずかっています。ひとりは太平洋岸の北西

部で監督 を務 めています。また，合衆国北
セお い

部で監督の召しを果 たしている甥もいて，

よく連絡を取 り合っています。監督 として

召された人々の役割 を観察 し，見守 り，理

解する機会 に恵まれた私は，身も心 もこの

偉大な召 しに感嘆するばかりです。

パウロはテ トスヘの手紙の中で，監督の

職 に召される人の難しい条件を幾つかあげ
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ています。

「監督たる者は，神 に仕 える者として，

責められる点がなく，わがままでなく，軽

軽 しく怒らず， 酒を好 まず，乱暴でなく，

利をむさぽらず，かえって，旅 人を もてな

し，善 を愛し，慎み深く，正 しく，信仰深

く， 自制する者であ り，教にかなった信頼

すべき言葉を守る人でなければならない。

それは，彼が健全な教によって人をさとし，

また，反対者の誤 りを指摘することができ

るためである。」(テ トス1：7-9)

主 は啓示 により， これらの責任に加えて，

監督 を判事 に任命 しています。教義 と聖約

を開いてみましょう。
なんぴと
「何 人といえどもこの使命に立つ者は，

いにし あ ご と

古えの時代に在 りし如 くイスラエルの判事

に任命せ られ，・神のゆず りの地を神の子 ら
わか

に 分 つ な り。
しか

而 してこの人はまた正 しき人々の証詞 と

彼の副監督 らの助けとにより，神の予言者
たみ さば

らの与えたる王国の律法 を以てその民を審

くなり。」(教 義 と聖約58：17-18)

予 言 者たち も監督 の役割の重要性 につい



て勧告 しています。 ジ ョージ・アルバー ト・

スミス大管長は次のように述べています。

「教会における役職の中で
，監督の職ほ

ど人々に大 きな祝福をもたらす ものはない。

ただし，それには監督の職 を尊重 し，管理

を任された群れの本当の父親になる必要が

ある。忘れないでいただきたい。……主か

ら期待 されるだけの時間を捧げて群れの世

話 をし，主の民を教え，彼 らがみ業を行な

えるように備えさせた監督で，その働 きに

対 して100パ ー セン トの祝福 を受 けなか っ

た人は今だかってひとりもいない。 しかも

それ らの祝福は時代 を越えて永遠に彼の上

にとどまるのである。」(ConferenceReport，

Oct.1948，pp.186-87)

この場で時間を割き，監督の役割 と使命

について話 し，監督の皆さんに負担を感じ

させる気は毛頭あ りません。 その代わ りに，

大きな責任を負った監督を，私たちは どの

ようにした ら支持し助けることができるか

についてお話したいと思います。

第1に ，監督の奥 さんにお話 したい と思

います。皆さんの夫が監督 として召される

前に，皆さんが夫をどの程度助けることが

できるか，慎重 な評価がなされます。はっ

きり申し上げますが，監督 としての責任は，

夫や父親と、しての永遠の召しに次 ぐもので

す。夫が成功するために，皆さんは夫 を全

面的に支持 しなければなりません。これが

皆さんの負担になることは承知 しています。

電話をかけたり，郵便局に行 ったり，応待

係を務めたり， また夫が急用で呼び出され

た時には，家にいてその穴をうめなければ

ならないでしょう。時には，たまたまそこ

にいたために，内密事項を知 ってしまうこ
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/
と もあります。 そのような時にはその情

を自分の心 の内にとどめ， だれにも口 し

ないようにしなければな りません。 督の

妻が偶然耳にした，あるいは目 ，・たワー

ド部の内密事項を人に話して まうことほ

ど，監督の信用を失わせるものはほか にな

いと言えるで しょう。

監督の妻は，夫 と協 力して，ワー ド部の

若 人や若い夫婦の模範になる責任がありま

す。理想的な結婚生活を営 み，会員たちが

その模範 に従 って努力できるようにして下

さい。皆さんの助 けは深い感謝 と理解 をも

って迎えられます。夫を支持する妻の助け

ほど，監督を不安 や重荷から解放できるも

のはあ りません。

第2は ，監督遼)子供 たちに向かってお話

したいと思います。皆さんは時々，周囲の

目にさ らされた金魚ばちの中で生活 してい

るように感 じていることで しょう。何か悪

いことをした り，言ったりしないかと観察

されているように思えるでしょう。 また，

ワー ド部の急用で，せっか くの休 暇や計画

していたことが台無しになった時に，皆さ

んの心の中に怒りが込み上げることもある

で しよう。

私 は，父が監督を解任される前夜に大切

なことを学びました。 その時初 めて，私は

父の涙を見 ました。 父は家族を集めると，

監督として奉仕 する期間の終わったことを

告げました。そして涙でほおをぬらしなが

ら，時には重荷に感 じ， 多くの時間を取ら

れはしたが，その召しを解任されることが

どんなに寂 しいことか話 しました。父は教

会の奉仕がもたらす真の喜 びを，身をもっ

て教えてくれました。私はその時初めて，
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がい とう

父の肩にか け られ た監 督 とい う外套 によ

り，家族がどれほど祝福を受けてきたかを

理解 したのです。

子供の皆さん，監督はその重い責任を果

たすに当たって，母 親に次いで子供である

皆さんの支持 と協力を必要としています。

第3に ，神権定員会の皆さんにお話 した

いと思います。定員会は特異な役割を担 っ

ています。主は主の組織の中にあるひとつ

の機構を明らかにされ，それを通して神権

者が教会員を見守 り，強められるようにさ

れました。定員会の指導者は，定員会会員

の家を訪れて，優れた点をほめ，必要に応

じて祝福と励ましを与え，福音 を教え，家

族全員が戒めを守って義 しい生活ができる

よう励 ましを与 えます。 また， ワー ド部の

各家庭がホームティーチングプログラムを

通して，毎 月最低1回 ホームティーチャー

の訪問が受け られるように手配します。

ホームティーチャーは，定員会会長を代

表し，定員会会長を通 して監督を代表する

ために召されています。 したがってホーム

ティーチ ャーは，定員会指導者を助けて，

父親や家族 を初めとする定員会会員を見守

り，強めるために召された神権の代表者な

のです。

神権 ホームティーチャーの務めについて

次の ように記されています。「各会員の家庭

を訪れ，彼らが声を挙げてもひそか にて も

祈 りをなし，またすべて家庭の務めにいそ

しむ ように勧め，……常 に教会員を守護 し，

・また教会員の中に蔀曲なきよう，互 い
かたくな

の間 に頑 固なることのなきよう，また虚言，
カぜデ くずち あ っ こう

蔭口，悪 口などもなき様注意すべきものと

す。

また教会員のしばしば集会す ることをは

か り，またすべての会員にその義務 をつく

すようになさ しむ。」(教 義 と聖約20：47，

53-55)

父親 は家族の管理役員 として支持されま

す。 父親には，家族 に王国の基本的な教義

を教え，家族が王国建設の手助 けをするよ

うに見守 り，家族を永遠の生命へ と導 く責

任があります。

このようにホームティーチングプログラ

ムが行なわれると，家庭の問題点がすぐに

発見でき，早めに手を打つことができます。
わずら

こうして，監督の手を煩わせることなく問

題を処理することができるのです。 これ に

よって監督の重荷は軽減 し， その時間を監

督として人に委任できない事柄に充てるこ

とができるようになります。定員会は担 当

する会員の世話をするという責任を十分 に

果たさなければならないのです。

第4に ，一般の会員の方々にお話 したい

と思います。皆さんに理解 していただきた



いのですが，ほとんどの監督は精神科病医

で はあ りません。 またケースワーカーでも，

熟練した経済ア ドバイザーでもありません。

しかし監督はワー ド部 の会員である皆 さん

に仕 えるために，主の霊感によって召され

ています。

私たちは 自分が監督 にどれだけ時間的な

負担を課 しているか考えてみる必要があり

ます。 そうすれば，監督は与え られている

責任を完全に果たせるようにな ります。 ま
めい

た十分 な時間をとって計画し，準備 し，瞑
そう

想 し，考えられるようにな り，その重大な

管理の職において主から霊感と導きを受け

ることができるようになります。 もし私 た

ちが 自分で解決できる問題を相変わらず監

督室に持ち込むならば，監督は委任できな

い責任 を果たすのに必要な貴重な時間を奪

われることにな ります。監督に対して，教

会員が守るべきルールを幾つかあげてみた

いと思います。.

1.監 督 の元へ行 く前に，必ず霊感 と解

決策を求めて主 に祈 る。監督に問題 という

重荷を背負わせ るために監督室へ行かない

で下さい。 しばしば教会員は問題について

話すためだけに監督室へ行 き， その解決方

法に耳を傾けよ うとしません。

2.ホ ームティーチャーや定 員会が処理

できることに監督を巻 き込 まない。

3.監 督やその家族の悪 口を言ったり，

うわさ話を したりしない。この偉大 にして

重要な召しを尊重して下さい。

4.福 音 にそった生活をして，監督か ら

責任を与えられた時に，それを受け られる

ように自らを備 える。召されたら，熱意 と

精力と活力とを発揮 して，献身的に仕 えて
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下さい。 また割 り当てられた責任を忠実に

果たして下 さい。

5.家 族 の祈 りの中で，監督のために祈

る。監督の上に必要な力と恵みが与えられ，

その大 きな責任を果たせるように主に祈 っ

て下さい。

監督の職 には偉大な力が伴います。監督

はワー ド部に平安 と安全 と幸福とをもたら

すことができます。 しか しそれには，監督

が召されている責任 に専念できるようにし，
わず ら

小 さなことに煩わされないようにしなけれ

ばなりません。監督が 自分の時間を計画通

り使えるようにしましょう。そ して，責任

を果たすための貴重な時間を奪わないよう

にしましょう。忘 れないで下 さい。監督 も

すべての家長と同じ責任を負っているので

す。第1に 良き夫であること，第2に 良き

父親であること，第3に ，家族を扶養する

責任 を果たすことです。私たちは，監督が

家族のために使 う時間を邪魔した り，職場

にあって成長 し，達成 し，成功するのを妨

げてはな りませ ん。監督は家族 に対するこ

れらの責任 を果 たして初めて，監督 として

仕えることができるのです。

私は兄弟姉妹の皆さんにお約束 します。

私たちが監督を支持 して助け，監督の福利

に関心 を持つようになり，すべての面で掌

督が成功できるように祈るならば，私たち

は監督の下 にあって霊感による指導を受け

ることができ，私たちの生活に恵みが もた

らされるでしょう。

皆さんの上 に神の祝福があって，これが

監督 との新しい関係の始ま りとなりますよ

うに，へ りくだってイエス ・キ リス トのみ

名により祈 ります。アーメン。
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7人 のキリスト

十二使徒定員会会員 ブルー ス ・R・マ ・ソコンキー

私
は7人 のキ リス トにつ いてお話 し

たいと思います。正確 に言えば，み

業とみ言葉 を7つ の方法で表わされたキリ

ス トについてお話 したいと思 います。

私たちは混乱 と争いの時代 に住んでいま

す。クリスチャンたちが 「見よ，ここにキ

リス トがいる」また 「あそこにいる」，すな

わち 「見よここに救 いの道がある」また 「あ

そこにある」と叫ぶ時代です。

私たちの耳には，滅びの声と栄光 の声が

聞こえます。相対立する宗派の教義や信条

が互いに争 っているのです。そして，私た

ちにとて も向意できないような教理を信 じ

させ，曲がった道を歩ませようとしています。

その話は耳ざわ りで，くだらないおしゃ

べ りが絶え間なく続き，伝 えるメッセージ

は矛盾しています。最 も狂信的で目先 の見

えない人にとっても，互いに対立する宗教的

な見解がすべて正 しいわけではないことは

明らかです。

「この言葉の争い と信念の動揺の真最中

に」(ジ ョセフ ・スミスの著2：10)， 私 たち

は真理 に基づいた平隠な声 を挙げています。

それはラッパの音と共に告げられる声であ

り，みたまの力によって，罪を悔 い改める

人々の心の中にささやかれる声です。

またそれは，今ここで永遠の生命 に関す

る言葉を語る声であり，来るべき永遠の王

国において不死不滅の栄光を得 られるよう

に人々を備 えさせる声です。

私たちは主の僕です。主が私 たちを造ら

れたのは，すべての人々をキ リス トの下 に

招 いて，主にあって完全 になれるようにす

るためです。私たちは唯一まことのキ リス

トについて，唯一 まことの福音 について，

唯一まことの救いについて，証するために

遣わされているのです。

すべての人々が私たちの証 に耳を傾け，

心を留めるようにお勧めします。私 たちが

教え，証するキリス トは，・以下の7通 りの

御方として知られています。

第1に ，創造主と してのキ リス ト

天におられる神は，完全で清く，昇栄 し

た聖 なる御方で，全人類の御父であられま

す。神は聖なる御方で，骨 肉の体を持 って

おられ，霊の御父であられ ます。

主イエス ・キ リス トは長子であり，御父

の継承者 として， また御子 として出て来 ら

れました。主は，霊におけるすべての兄弟

たち と共に 自由意志を授か り，律法 に従わ

れ ました。

従順 と，義 と，信仰 とにより，長い年 月

をかけて，神の長子，私たちの長兄であら

れる御方は進歩 と成長を重ね，ついに力と

能力 と支配 と知恵において神 に似た者にな

られたのです。そして，「現在 この世 を治め

たまい， また無限の過去か ら無限の将来に
わた

亘 ってまします全 能の主」(モ ーサヤ3：

5)に な られたのです。 こうして主 は御父

の下で 「無数の世 界」の創造主 になられま

した。

御父は神の福音 と呼ばれ る救 いの計画を
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定めて確立されました。 これによってキ リ

ス トを含むすべての神の霊の子供たちは，

死すべき肉体 を得て，試 しの世で生活 し，

死を味わい，不死不滅の栄光 のうちによみ

がえり， そして もしすべてのことに忠実 で

あるならば，御父が得ておられる輝か しい

昇栄 にあずかることができるのです。

また，御父か ら愛 され，選 ばれた御方が，

救 い主，貝費い主 として予任され，御父の偉

大な永遠の計画におけるあらゆる条件を満

足するために，貝費いの犠牲を捧げることに

な りました。

第2に ，私たちの先祖の神としてのキリスト

私たちにはただひとりの父なる神がおら

れ，ただひとつの永遠の救いの計画があ り，

ただひとつの天に帰 る道があ ります。そじ

てイエス ・キ リストとは，「御 父より賜わ り

たる御名」であり， この名によって人類 に

救 いが もたらされます。すなわち過去，現

在，未来の人々に救 いをもたらす 「天下 に

与えらるる唯一の名」なのです。(教 義 と聖

約18：23;モ ーセ6：52参 照)

永 遠の福音 はただひとつであり，神 と人

との間の仲保者はただひとりであ り，堕落

した人をその創 り主 に和解させるために来

られた御方 もただひとりです。あらゆる時

代のあらゆる人々が，同一の力，同一の律

法，同一の救 い主により救われるのです。

そして， その救い主 こそキリス トです。

聖典 にこう記されています。「イエス・キ

リス トは，きのう も，今 日も，いつまで も

変わることがない」(ヘ ブル13：8)。 イ エ

ス ・キ リス トは主なるエホバであ り，大い

なる 「われあり」の神であり， イエス ・キ

リス トの外に救い主はおられません。

キリス トは，アダム， エノク， ノアを初

め，洪水以前のすべての聖徒 の神でした。

また，アブラハム， イサク， ヤコブなど，

すべてのイスラエルの民の神 でした。主は

聖徒 の道/1983年1月 号

「イスラエルの聖者」であ り
，過去のあ ら

ゆる時代のあらゆる予言者の神でした。彼

らは，主のみ名に対する信仰 により，すべ

ての力ある業 を行なったのです。

キリス トはジェレドの民 とイスラエルの

民と二一ファイ人の神 でした。モーセは 「キ

リス トのゆえに受けるそしりを，エジプ ト

の宝 にまさる富 と考 え」(ヘ ブル11：26)，

キ リス トに従 う道を選びました。

キリス トは，モーセの言葉通 りに紅海を

分けた御方であり， ヨシュアの言葉通 りに

太陽 と月を止めた御方であり，エ リヤの願

いに応えて， やもめの息子を死からよみが

えらせた御方です。

すべての予言者，すべての族長，すべて

の古代の聖徒 たちは，主の聖 なるみ名によ

り天父を礼拝 しました。 それ以外に方法は

なかったのです。

アダムの時代から今 日に至 るまで，真の

信仰 を持つ忠実な人々や，信仰を通 して義

を行 ない救いを得た人々は，すべて例外な

く， キリス トのみ名をその身に受け，心 を

尽くしてキリス トに従いました。

キリス トは私たちの神 であ り，私 たち先

祖 の神なのです。

第3に ，約束されたメシヤとしてのキリス ト

アダムがエデンの園から追放された時代

から， ヨパネがベタバラでバプテスマを施

した時代 に至 る4千 年 という長い間，すべ

ての予言者 とすべての聖徒たちは， メシヤ

の降臨を待ち望んでいました。 一

彼 らはキリス トについて語 り，教 え，説

き，予言しま した。彼 らの生活の中心 と，

あらゆる望みの中心 は，キリス トが降臨さ

れるという約 束にありました。

彼 らは，キ リス トが神の御子 としてひと

りの処女か らお生まれ になり，無限無窮の

贈いを成就されることと，キ リス トによっ

て不死不滅 と永遠の生命がもたらされるこ
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とを知 っていました。

すべての教義，すべての儀式，すべての

礼拝が，主のみ名 を御父御 自身のみ名に結

びつけていたのです。

モーセの全律法は， そこに示されている

あらゆる象徴 と予言 とによ り，主 の民を救

うために来られる御方を証していました。

例えば，モーセの時代 の大祭司は貝費いの 日

に，一頭の山羊にエホバのみ名を負わせ，

人々の罪のための犠牲としました。 これは

エホバ御 自身が十字架 につけられ，世 の人

人の罪のために殺されることを象徴 してい

ます。

第4に ，死すべき肉体 をもつメシヤ とし

てのキ リス ト

私たちの聖なる主は，ユダヤのベツレヘ

ムでマ リヤから生まれ ました。 そうするこ

とによって主は 「おのれをむなしうして僕

のかたちをとり，人間の姿 になられた」(ピ

リピ2・：7)の です。

キリス トはひとりの人間として，完全な

生涯を送 られ，万事において天父のみここ

ろに従われました。

福音を教え，教会を組織 し，人々を教会

の役職に召されました。
いや

また，病人を癒 し，死んだ人をよみがえ

らせ， 多くの力ある奇跡 を行なわれました。

そして人々か ら拒 まれ，悪の力に支配さ

れた人々か ら罪の宣告を受け，十字架 につ

けられて悲惨 な死を遂げられました。

第5に ，十字架につ けられよみがえられ

た御方 としてのキ リス ト

ここでは，死ぬためにこの世 に来 られた

キ リス トについて，人々の罪のために十字

架の上 で亡 くなられたキリス トについてお

話 します。ま た，死 か らよみが えられた

キ リス トについて，さらには栄光 に満ちた

不死不滅の状態で，私 たちが主に従 って生

命と死とよみがえりを受けるように求めて
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おられるキ リス トについてお話したい と思

います。

ゲツセマネにおいて，キ リス トはだれ に

も耐えられない重荷を負われました。 そし

て，悔 い改めを条件に全人類 の罪を負われ
け あな

た時， すべての毛孔から血の汗を流されま

した。

カルバ リの丘で，3時 間にわたってこの

世 で最後の苦難を受け られた時，ゲツセマ

ネの苦 しみが再びよみがえり，キ リス トは

天父か ら与えられた杯を完全に飲みほされ

たのです。

ゲツセマネと十字架 において，キ リス ト

は代価を支払い，賦いの業 を完了されまし

た。 そして3日 目の早朝， キリス トは死の

なわめを断ち切 って墓か らよみがえり，天

と地におけるすべての力を受け継がれたの

です。

主が私たちのためにして下さったみ業の

素晴らしさを言葉で言い尽くすことはでき

ません。現在，主は，私たちをとりなす者，

仲保者 として，天において永遠の住 まいを

得 ておられます。

次のように語 られる主のみ声が聞こえな

いでしようか。

敬いあがめ 頭 をさげて

救われ し者

血の汗 をもて

なんじらの罪

わがわざ思え

十字架の上に

贈いにけり

(讃 美歌67番)

第6に ，今 日のメシヤと してのキ リス ト

私たちは，過去におけるキリス トだけで

はなく，現在における，そして未来の世 に

おけるメシヤについても証 します。

また，昔 の人々に知 られていた亡 くなら

れたキリス トだけでなく，古代 と同じよう

に今 日も主の民を導いておられる生ける救

い主について語 ります。

私たちは，古代 において福音を知 り，奇



跡を行ない，救 いを得た人々について喜 ぶ

だけでなく，今 日の福音 について， また先

祖の人々に注がれたものと同 じみたまの賜

の中に栄光を得ている人々についても喜 び

ます。

神に感謝 します。回復 の時代が始 まりま

した。 それは，古代のすべての予言者の語

ったことが回復され る時です。

神に感謝します。天の幕が裂かれ ました。

そして御父と御子が ジョセフ ・スミスの元

を訪 れ，啓示 と示現，賜，奇跡がまことの

聖徒 たちの間に豊か にみられます。

神に感謝 します。現代 において多くの人

人が御子のみ顔を拝 し，非常 に大勢の人々

にみたまの賜が注がれました。

これは， まことのキ リス トの知識 と，永

遠の福音が人々に宣べ伝える最後の時代で

す。

また，大 いなる神がみ言葉を送 って，人

の子 の再臨に人々を備 えさせる時代です。

さらに，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会

が組織され，救 いを もた らす聖 なる福音を

管理運営するという使命が与えられた時代

です。

第7に ，福千年のメシヤとしてのキリス ト

私たちは厳粛 な言葉を もって，主イエス，

永遠のキ リス ト，あらゆる時代 の救 い主が

間もなく再臨されると宣言します。

マ リヤか ら生 まれた御子が確かに当時の

人々と共に住まわれたように，神の御子は

確か に御父の王国のあらゆる栄光の中に再

臨され， 入の子たちを治められるのです。

その恐 るべ き 日に，現在 の世界 は終わ り

を告げるで しょう。邪悪はやみ，あらゆる

腐るべきものは焼き尽 くされます。 そして，

太陽が昇 ってか ら西の空に沈むまで，主の

栄光が一 日中，すべての人々の上に輝きわ

たるでしょう。

人の子の再臨の 日に耐 える人々は，尽き

聖 徒の道/1983年1月 号

ることのない喜 びと平安 とを得 るでしょう。

忠実 な聖徒たちは主と共に千年の間この地

球を治め，その後， 日の光栄の王国に入っ

て休息を得るでしょう。

邪悪で不信仰 な人々にとって，人の子の

再臨 は悪行の報 いを受けて焼き尽くされる

悲しみの 日となるでしょう。

しか し，主を愛 し，その律法 に従 って生

活している人々にとって，それは平和と勝

利と栄光 と誉れの 日であ り，主が来 られて

「宝の珠 を飾」 られ る日となるでしょう
。

(マ ラキ3：17参 照)

さて， これまで語 ってきたことをふまえ，

みたまによる確かな知識 に基づき，私たち

は声をあげて主を讃美 し，主イエス ・キ リ

ス トについて証 します。私たちはその証人

であ ります。

私たちの信仰は，生けるまことのキリス

トに中心をおいています。キ リス トは私た

ちの友であ り，主であ り，神であり，王で

あられます。私たちは主を礼拝 しているの

です。

キ リス トは全能の神の御子であり，福音

を通 して，生命 と不死不滅とを もたらされ

ました。そして主 を信じるすべての人は，

生ける予言者を通 して啓示されているよう

に，御父の王国に主 と共に救われるのです。

あらゆる場所に住む，あらゆる国民，あ

らゆる血族，あらゆる国語 の民，およびあ

らゆる人々にお勧め します。キ リス トの下

に来て，キリス トにあって完き人になって

下さい。

主 を代表 し，主のために働 く僕 として，

私たちは義の業 を行 なうすべての人々に約

束 します。 そのような人々はこの世では平

安 を得，来たるべき世では永遠の生命を得

るでしょう。

イエス ・キ リズ トのみ名 により申し上げ

ます。アーメン。
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10月2日(士)神 権部会

アロン神権者の活発化

オパイオ州デイトン東ステーキ部
ビーバークリーク ・ワード部監督

C・ フレデ リック ・ピ ンゲル

兄
弟の皆 さん，今晩私は皆 さんと共に

集 う機会 にあずかれたことを心から

感謝 しております。 また， このような機会

と経験をお与え下さった天の父にも感謝 し

たいと思います。これから申し上げますこ

とが青少年たちを強め，その人格を築きあ

げて行 く上で皆 さんの役 に立つもの となる

よう，祈るものです。

私は， 自分のワー ド部での若いアロン神

権者 を活発にさせるために， どのようなこ

とをしているかお話する責任をいただいで

おります。

第1に ，すべてのワー ド部がマクマナー

姉妹のよ うな人を必要 としているというこ

とです。

マクマナー姉妹のことにつ いてお話させ

ていただきたいと思います。彼女 は私たち

のワー ド部の若い女性会長をしています。

監督の皆 さん，皆 さんのワー ド部にもマク

マナー姉妹に似たような人がいらっしゃれ

ばと思います。マクマナー姉妹 は，監督の

最 も大切 な責任はワー ド部の青少年にある

ということを何か で読み，それ をその通

りに信 じました。私にそのことを指摘して

くれましたので，私 もそう信 じていること

を告げました。すると 「で も， とてもそう

は見えませんわ」 と言うのです。

「どういうことでしょうか。」

「だ って監督さんは
，青少年 と一緒 に何

もして下さらない し，面接だってなさった

ことあ りませんわ。開会行事には一度 もお

見えになったことがない代わ りに，始めか

ら終わ りまで成人の方々 と面接 をしていら

っしゃるんですもの。」

そんなある日のこと，マクマナー姉妹が

監督室の扉をノックして入ってきました。

「監督 さん，はいっ，この本。監督さん に

読んでいただきたいと思 います。全部 お読

みにならなくても，私がアンダーラインを

引いた所だけでも結構です。」それは，「素

晴 ら しき世代」(AG6彫 名読oη φ 翫6泌

伽66)と 題 した，ボーン ・フ ェザース トー

ン長老の本で した。

私はまず下線の引いてある箇所 に目を通

し，続 いて全部を読みました。その本は私

に大きな衝撃 を与 えました。時間をかけて

この本を著わして下さったフェザース トー

ン長老に感謝 したいと思 います。 と同時 に，

青 少年を愛するがゆえに，「監督 さんはこの

本を読む必要 があ ります」 と言ってくれた

マクマナー姉妹 にも感謝 したいと思います。

私 はかつて，ひとりの素晴 らしい老婦人

のホームティーチャーをしてお りました。

彼女は思ったことは，はっきりと言う性分で

した。 ある晩私は，私 にとって彼女が大切

な存在であ り，愛している という思いを伝

えました。すると彼女は，「言うはやす しで

すからね」 と言い，私はや り込め られてし

まいました。考 えてみると私は青少年 に対

しても，言葉だけの，実のない態度だった
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のかも知れませんでした。

第2に ，神権役員会と扶助協会を活用す

ることです。

私たち監督会が青少年 に目を向けるよう

になるにつれ，神権役 員会や扶助協会の果

たすべき責任やその影響力の及ぶ範囲は広

がっていきました。特 に長老定員会会長の

場合がそうでした。私たちのワー ド部 におけ

る彼 らの貢献の度合は，過去2年 間で家庭

訪問が90パ ーセ ントを超え，ホームテ ィー

チングにしても着実な進歩を見せながらや

はり90パ ーセン トに達 したことからもはっ

きりわか ります。 そうした助けなくして，

監督会が青少年に対するプログラムを最優

先させ ることはできなかったと思 います。

第3に ，青少年のプログラムに優れた人

材 を召す ことです。

新 しいワー ド部 を組織するに当たっては，

最 も優れた人をまずスカウ トマスターに召

すとよく言いますが，私たちのワー ド部で

は，前監督が スカウ トマスターを務めてい

ます。若い男性 の会長 には，元高等評議員

が召されており，指導 の任 に当たる人は全

員専任宣教師の経験を持ち，神殿推薦状を

保持しています。監督の皆 さん， この点で

手 を抜かないでいただきたいと思 います。

どこを手うすにしてよいということは申し

上げられませんが，この点 において手 を抜

いてはいけません。真 に優れた指導者 を青

少年プ ログラムに召して下 さい。

第4は ，初等協会をなおざりにしてはな

らないということです。

どうか，初等協会をなおざりにしないで

下さい。若い男性の組織 同様，カブスカウト

や開拓者指導者の選択 に当たっては細心の

注意と関心 を向けでいただきたいと思 いま

す。

聖徒 の道/1983年1月 号

少年 たちがいずれ12歳 を迎 える時 には，

すでに神権についてある程度のことを学ん

でいます。 さらに， カブスカウ トプログラ

ムによって， その上のスカウ トヘの下地 も

つくられています。彼 らは11歳 のスカウ ト

としてイーグル(訳 注 ：日本のボーイスカ

ウ トで 『富士』にあたる)へ の大切な一歩

を踏み出したことにな ります。

第5に ， イーグルスカウ トの伝統を守る

ように励ます ことです。

小さな成功がさらに大 きな成功 を呼ぶも

のです。私 たちのワー ド部におけるイーグ

ルスカウ トの伝統 は，ワー ド部が初めて組

織 された時までさかのぼります。 これは私

が感謝 して受け継 いできた貴重な伝統 です。

教師や祭 司たちが各々のイーグルを 目指

して頑張っている姿を 目にするのは喜 ばし

いものです。祭司定員会の第一補助のひと

りは，18歳 の誕生 日を迎える直前 に， イー

グルスカウ トになりました。彼の努力のた

まものだったのです。感激的で した。私は

イーグル賞の渡される名誉会議の場で彼ら

を抱きながら，「よく頑張 ったね，立派だっ

たよ」 と言 いました。 その時だけは私 の言

うことを聞いてくれたようです。

第6は ，専任宣教師として伝道 に出ると

い う伝統を強めることです。.

イーグルスカウ トになった人 と伝道 に出

た人の数はほ とんど同じです。 もちろん，

改宗 してか ら1年 半 も満たない内に，専任

宣教師 として伝道 に出ているダグ ・ブ リン

コー長老やカレン ・ボーマン姉妹のような

例外もあ りますが，伝道の精神は青少年プ

ログラムを強化するのに大 いに役立ちます。

第7に ，それぞれの管理の職 を見直すこ

とです。

青少年 の指導者 に， 自分 の管理の職 につ
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いて報告する機会を与えるのは大切 なこと

です。神権個人面接 は，，普通そのクラスま

たは定員会担当の副監督が行ないますが，

3カ 月に1度 は各定員会会長 と管理の職，

つまりその責任 について私が話 し合います。

こうすることで，彼ら自身の成長の度合 を

知 ることができると同時 に，会長 を強め，

励まし，指導することもできるのです。 ま

た，会長 を召したり，聖任するに当たって

は，監督である私が 自ら行なっています。

第8と して，定期的に面接 を行なうこと

があげられます。

ワー ド部内の青少年を知るうえで最 も効

果的な方法のひとつに面接があ ります。す

べての青 少年 と，年 に2回 ，質の高い面接

を行なう必要があります。1回 は監督が，

残 りの1回 はその年齢層を担当する副監督

が行ないます。いずれ も，欠くことのできな

い重要な面接で， その中において彼 らの 目

標や進歩の度合を知ることができます。必

要な助言を与 えることもできます。

不活発な会員に対 してもためらわずに面

接を行なって下さい。良い結果が出て驚い

たこともたびたびありま した。実際， この

面接が活発化への重要な引き金となった こ

とが何度かあ りました。

9番 目として，セ ミナ リーヘの参加を奨

励することです。

イエスがキリス トであるという知識を青

少年に もたらす最 も効果的な方法 はセ ミナ

リー以外にはないと私は確信 しています。

私の話の後で， マイク兄弟が活発化の鍵

についてお話 しますが， その前 にマイク兄

弟 に言いたいことがあ ります。私はあなた

のことを心から誇 りに思っています。 また，

ともに働 く機会のあることに本当に感謝 し

ています。 この活発化への鍵 とは，愛 と，
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関心 と，忍耐 時にはかなりの忍耐を要

求されることもあります をもって，間

題を抱えた若者 の心 と人生 に触れることな

のです。

この重要 な活発化への鍵と共に用いること

のできる手段は様々あると思います。今晩

は，そのうちの幾つかをお話 してまい りま

したが， どのひ とつを取 り上 げてみて も，

鍵 その ものに代わるものではありません。

私たちのワー ド部では良い活動 に恵まれま

した。カー トラン ド市からデイ トン市への

自転車旅行などもその一例です。1834年 ，

一部 の聖徒たちがカー トラン ドの町か らジ

ャクソン郡へ進 んだ時の道程を，危険の伴

わない範囲で再現 してみました。毎 晩，そ

の頃の聖徒 たちの書いた 日記を読んで話 し

合いました。一 日80キ ロもの道のりをペダ

ルで こいで行 った彼 らは，初期の頃の聖徒

の苦労を身をもって感じたことと思います。

この体験によって，多くの成果が得られ

ました。全員がチームワークの大切 さを理

解し，証 を強めました。 しかし，それ以上

に意義深か ったことは， これまで定員会 の

活動 にあまり活発でなかった数人の少年 た

ちが心か ら打ち解けたということではない

で しょうか。

私たちのワー ド部では，それ以外にも，ち

ょっと変わったことを試みてみました。ふ

たりの祭司が 日曜 日の朝，なん としてもベ

ッドから起きられず，神権会 に出席するこ

とを非常 に難 しく思 っていました。 もし，

どうしても彼らが神権会 に来られない と言

うのなら，神権会の方から彼らの所 に出か

けて行 くことに決めました。 ふた りの内，

まずだれの所に行 くかを決めた後，私たち

は教会を出て，最初の少年の家を訪問 しま

した。
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兄弟の皆さん，実の ところ私は， こんな

に大勢の少年 たちが朝の8時 から訪問 して，

その男の子の父親がなんと言うか本当に心

配でした。実際，戸口で待 っている間，前

の晩にでもどんなことをする予定か父親に

電話 しておけばよかった と反省の念に駆ら

れていました。

父親が戸口に表われ，私 たちは訪問の 目

的を告げました。 この父親は本当に親切で

した。2階 へ行 くと，例の兄弟はぐっす り

眠 っていました。ベッ ドの周 りに皆が集ま

っているのに気づ いた時のその子の驚きよ

うは決 して忘れることのできないものでし

た。私 たちはそこで， ビジネスや レッスン，

活発化 に関わる幾つかのまとめについての

話 し合 いを含む，素晴らしい集会を持 つこ

とができました。

かな り効果的な活発化の方法を思いつい

た ものだ， と味を しめた私たちは次の週に，

別の少年 の家でもう一度同じことをしよう

と決 めました。 ところが，私たちの計画は

その週の内に漏れてしまい，次の 日曜 日に

は，私が監督 に召されて初めて，100パ ー

セ ントの会員が神権会 に出席 したのです。

この内のひとりは現在専任宣教師 として伝

道 に出ており， もうひとりの兄弟 も間 もな

く伝道 に出ようとしていることを付け加 え

ておきたいと思います。

先程，私が ホームテ ィーチングをしてい

た高齢 の姉妹 のことを述べました。「言うは

やす し」 と言 ってくれたその姉妹のことで

す。兄弟の皆 さん，言葉のうえだけで若い

男性のことを言 うのではな く，専念 してみ

て下さい。活発化を進め，彼らと1対1の

関係を築 くのです。 これこそ活発化への重

要 な鍵だと思います。 イエス ・キ リス トの

み名 によって申し上げます。 アーメン。
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僕たちの活発化

オハイズ州デイトン東ステーキ部

ビーバニクリーク ・ワード部
ミッシェル ・ニ コフス

先
月，監督が僕の家を訪問して下 さっ

たのですが，まさか総大会でお話 を

することになろうとは夢 にも思いませんで

した。その晩監督は，総大会で12分 間のお

話 をするように割 り当てられたことを話 し

て下さいました。それを聞いて僕は，恐ろ

しいですねと言いました。すると監督は，

その半分の時間だったらどうかとおっしゃ

るので，その方がはるかにいいでしょうと

言うと，その分の時間を僕 に話してほしい

とおっしゃいました。僕は驚 きの余 りあん

ぐりと口を開けて，返す言葉 もあ りません

でした。 しかし，今晩このようにお話でき

る機会を心から感謝 しています。

これから少しの間，僕 自身のことや，監

督，定員会のア ドバイザー，そしてアロン

神権定員会で活発化 を促 すために行 なった

幾つかの事柄についてお話したいと思います。

まず，僕たちの監督は大変忙しい人です。

時には僕と一緒に楽しい時間を過 ごして下

さいます。特に面接の時間は楽しい時間で

す。定員会の活動にも参加 してくれます。

またピンゲル監督は，素晴らしいアドバイザ

ーを時間をかけて慎重に召 して下 さるので，

とてもうれ しく思います。例 えば， コネル

兄弟のようなア ドバイザーです。

コネル兄弟は改宗 したばか りで したが，

教師定員会 のア ドバイザーに召されました。

その時僕は14歳 で，定員会。の一貝になった

ばか りでした。短気でかん しゃく持 ちで，

その性質 を抑 えるのは大変でした。 しかし，

そんな僕が会長 に召されたのです。

ある時，僕 たちワー ド部の若 い男性は，

家から約300キ ロほどの， インディアナ州

にあるほら穴に探険旅行に行きました。10

月の肌寒い気候 の頃でした。僕はある事で

とて も腹を立ててしまい，歩 いて家に帰 る

と言い張 って，長 い道のりを歩き始めまし

た。 しばらく歩いて行ったのですが，僕 た

ちのグループの車はみんな僕 を追い越 して

行 きました。僕の所 を通過する時 も， スピ
あ

一 ドも落 と し て く れ ま せ ん で した 。・僕 は 唖

ぜん

然 として 「何てこった。 みんな，僕 を置い

ていく気なんだ」 と思いました。その時う

しろを振 り返ると，コネル兄弟が追いかけ

てくるのが見 えました。僕は，決 まりが悪

くて， もじもじしていましたが，立ち止 ま

って， コネル兄弟が追い付いてくるのを待

ちました。彼は，僕をひとりで家にかえす

わけにはいかないから一緒 についていって

あげようと言いました。ふた りで8キ ロほ

ど歩きました。 その間 にコネル兄弟は，僕

が自分の興奮しやすい性質に気づき素直 にな

れるよう助けて下さいました。前 もって打

ち合わせをしたらしく，一台の車が戻ってき

て僕たちを乗せてくれました。この時から，
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コネル兄弟 と僕 との素晴らしい友情が始 ま

ったのです。 コネル兄弟はア ドバイザーの

責任 にある間中，僕 に短気を抑えることや，

エネルギーを建設的なことに向けることを

教えて くれました。 また，彼の家の屋根の

張 り替えを手伝わせて もらったり，子守 り

をさせてもらったこともありました。 コネ

ル兄弟は，福音 について，そして どの よう

に，他の人々に心を配るかについて教えて

くれました。

ある時，会長会の集会で，コネル兄弟は

ひとり不活発な会員がいることを指摘 し，

どのようにして彼を活発にすることができ

るかと僕 たちに問いかけました。僕 たちは

その会員を次回のほら穴探険旅行に誘 うこ

とに決めました。 マイクは僕 たちの誘いに

応 じ，みんなでとても楽しい時を過.ごしま

した。また，僕たちはマイクをその外の活

動 にも数 回招 きました。彼は野外活動を一

番喜んでいました。その後マイクはカ リフ

ォルニア州に引っ越 してしまいましたが，

今夜の話 を聞いてくれていると思 います。

この夏，僕たちのワー ド部 の執事定員会

はふた りの会員 を活発化し，3人 の非会員

を教会に導きました。また， シオ ンの陣営

の通過 した道をカー トラン ドか らデイ トン

まで430キ ロ， 自転車で走破 しました。執

事 やア ドバイザーを初め，監督や大勢の両

親たちまでもが一隊となって土曜 日にはカ

ー トラン ドに到着 しました。翌 日は教会の

集会に出席 し，教会の史跡を見学 しました。

夜には フ ァイアサ イ ドを して，翌 月曜 日

の朝には再び自転車 に乗 って帰途 に着きま

した。デイ トンまで戻るのに1週 間かかり

ました。 キャンプを張って一夜を過 ごした

聖徒 の道/1983年1月 号

り，雨の中を走行 した り，車と競走 したり

しましたが， 中で も一番素晴らしかったの

は，彼 らの中に身体障害者の少年がひとり

いたのですが，その少年が最後までグルー

プと共に長い道の りを完走 したことでした。

僕たちのワー ド部では早朝セミナリーが開

かれています。僕は毎朝5時15分 に起きま

す。ですか ら学校 で寝てしまうということ

のないように，夜は早 く床 に就かなければ

な りません。 また，読書クラブがあるので

聖典 を読 み，教会や予言者 について学ぶ助

け とな っています。僕の通 うパイスクール

には3年 生が約750人 ほ どいて，モルモン

は僕 を含めてふた りしかいません。ですか

ら毎朝セ ミナ リーで，ワー ド部の同年代の

青 少年 と顔を合わせることは，僕にとって

教会の標準を維持 していくための大 きな力

となっています。また僕は，セ ミナリーの

会長会や定員会の会長会の責任 を持つこと

によって，集会の司会の仕方 も覚 えました。

セ ミナ リーを初め，定員会活動，定員会 ア

ドバイザー，監督のお陰で，僕は 自分の興

奮 しやすい性質 を抑 え，あり余 ったエネル

ギーを建設的に使 うことができるようにな

りました。 こうしたことは，伝道期間中も

その後結婚 して，親になってからも役立つ

ことだろうと思います。

アロン神権 と若い男性 のプログラムは人

を動か し，変えるプログラムです。 このプ

ログラムによって僕 自身の生活が変わ りま

した。そして僕は他の若い男性の生活が変

わるのを見てきました。以上 のことをイエ

ス・・キ リス トのみ名を通 して申し上げます。

アーメン。
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アロン神権者に新たな活力を吹き込あ

七十人第一定員会会員 ロバ ー ト・L・バ ックマ ン

キ
ンボール大管長は次のように宣言さ

r』

れ ました。

「アロン神権定員会を活発化 し
， メルケ

ゼデク神権定員会を目覚めさせることによ

り，教会のすべてのプログラムに良い影響

を与えることができる。」

ではどうすればアロン神権定員会 を活発

化できるでしょうか。

まず第1に ，定員会 自体の援助手段 につ

いて考えることです。

神権者はすべて，定員会 に属する特権 と，

その活動に参加する権利を持っています。

私たちはその権利を拒むことはできません。

しかし手を差 し伸べずにいるならば， その

権利を拒んでいることになります5

神 権定員会が組織された 目的は，兄弟愛

をはぐくみ1奉 仕 を行ない，福音の原則や神

権者としでの責任を学ぶための場 を提供する

ためです。私たちはこれ らの目的について

思いめぐらし， 自分のユニッ トの定員会が

正 しく組織され，運営されているか問い正

してみる必要があ ります。

会長会は正 しく組織され， その責任につ

いてよく教えられ，同年代の若い男性を導

く責任を自覚 しているでしょうか。会長会

は毎週集会を開き，意義 のある定員会活動

を企画 じ，実行 しているでしょうか。

「アロン神権定員会ガイドブック」は
，

定員会会長会 とア ドバイザーのための訓練

用資料 として出版 された ものです。定員会

ア ドバイザーは，毎週開かれる定員会の会

長会で，この10課 からなるレッスンを教え

る必要があります。

会長会が各々の責任 について 自覚 すると，

定員会の会員 と共 にプログラムを企画して

実行するようになります。 その中には特別

な助けを必要 とする人々の活発化 も含まれ

ます。定員会の活発会員 を使 って良い意味

での仲間意識 に働 きかけ，不活発な会員を

愛といたわ りをもって包むようにするのです。

活発化 を促進するために，定員会会長会

は特定の会員に，不活発 な若 い男性をフェ

ローシップする割 り当てを与 え， その結果

を報告 して もらいます。 賢明な会長会は，

全員の興味を引くような活動 を計画 します。

また，定員会の若い男性の家庭を戸別訪

問 します。

「マーク ・ピーターソンは今年の3月 に

執事 に聖任 されました。 その 日教会か ら戻

ると，電話が鳴りました。執事定員会の会

長からで，定 員会の会長 がマ ーク と両 親

を訪問したいということでした。訪問の時

間が決められ ました。約束の時間になると，

玄関のベルが鳴 りました。玄関には，会長

会の4人 が背広に白いシャツ，ネクタイと

いう姿 で，聖典を持って立っていました。

彼 らはマークや両親と共に座ると，まず

祈 りを捧げ， それか らアジェンダを手渡 し

ました。

会長は聖典 を開き，マークと父親 に聖句
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を読むように言いました。それはアロン神

権の権能 と執事の義務に関するもので した。

それが終わると，会長はマークの責任 と

義務 について説明しました。服装や聖餐の

パスの仕方， メッセンジャーとしての態度，

断食献金の集め方などについて話 しました。

そ して，何か質問がありますかと尋ねました。

最後 に，マークを定貝会に歓迎すること

を伝 え，援助が必要な時には喜んで助けま

すと言いました。彼らが帰ると，マークは

目を皿のように大きく開いて父親 に言いま

した。『素晴らしい人たちだね』。」

実 に， アロン神権定員会はいずれも強い

兄弟愛で結ばれていました。 だれ もがこう

言いました。「私には，私のことを本当に思

って くれる兄弟，私 をかばい，支持 して く

れる兄弟，私の誤 りを正 して くれる兄弟が

います。」

第2に ，ア ドバイザーを務 める兄弟が，

アロン神権者の人生 にどのような奇跡をも

たらすか ということです。

若い男性とアロン神権 ア ドバイザー との

関係がどのような状態にあるかにより，若

い男性 の生活にもたらされる結果の多くが

決 まります。 この関係は，若 い男性が神権

昇進を受けるごとにますます大切 になって

きます。事実 それは，祭司の年代の若い男

性の宗教心と経験の程を最 も的確 に表わし

ています。

父親や家族から独立しつつ ある若い男性

に，理想的なイメージを与えることのでき

る人をア ドバ イザー として選ぶことは非常

に大切 なことです。

若い男性 は，心か ら関心を示 してくれ る

人に対 して，一夜にして反応 を示します。

しかし，若い男性 と親 しい関係を築 き，彼

らの信頼を得， 自分に従 ってくるようにさ
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せ るためには，ある程度の時間が必要です。

ア ドバ イザーは効果的な訓練を必要 とし

ています。「アロン神 権定員会 ガイ ドブッ

ク」には，監督会が施す訓練のための情報

や資料，予定表などが記載されています。

ど うかア ドバ イザーの訓練を行なうように

して下 さい。

第3に ，主は監督をアロン神権の会長と

して召された ということです。 キンボール

大管長は監督に対 して，この召しが第1の

最 も大切 な責 任であると勧告 しています。

すべてのアロ ン神権者は，主が監督を頭 と

し， また模範 として召されたことと，何事

において も安心 して監督の模範 に従 うこと

ができることを理解する必要 があ ります。

監督はアロ ン神権 の会長 として， アロン

神権者一 人一人に個 人的な注意を払う必要

があります。 自分はひ とりぼっちで，だれ

からも相手にされないなどと思 う若 い男性

がワー ド部にいてはなりません。 アロン神

権者 は，監督が近づきやすい，人の気持 ち

のよくわかる僕であり，信頼のおける人，

尊敬できる人であることを知 る必要があり

ます。

監督は，教会 という限られたわくの中だ

けでアロン神権者を知るだけでは十分では

あ りません。監督は，説教壇 を降 り，ネク

タイを外して，アロン神権者たちを生の姿

で知る必要があります。

私の親 しい友人で，監督として立派な働

きをした人がいます。彼が監督 として在任

中に，ステーキ部長が各 ワー ド部か ら少年

少女を呼んで，監督 との関係 について話 し

合 いました。 ステーキ部長が 「何か とて も

深刻な問題があったら監督に相談しますか」

と尋ねると，ほとん どの青少年が 「しない

と思います」 と答えました。 その理由を聞
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いてみると驚いたことに，「監督はまじめす

ぎる」というのです。一方 これは私 の

友人の名誉 になることですが 友人のワー

ド部の青少年は，「私 たちの監督は違 います。

まじめなだけではあ りません」 と答えたそ

うです。

監督が若人に与える大きな影響は，非公

式な場や活動，スカウティング，奉仕， ス

ポーツなど，ひとりの人間として知 り合 え

るような場所で与えられ ることが多いので

す。

最近， ステーキ部 とワー ド部の神権指導

者の主催でキャンプが行 なわれ ました。私

はある若い男性 に，指導者 についてどう思

うか尋ねてみました。彼は次のように答え

ました。

「ぽくはステーキ部長や監督のそばに行

くといつ もびくびくしていました。 どうい

う訳か，いつで も面接されているような気

持ちがしたのです。で もキャンプ しながら

一緒に生活 しているうちに友達になりまし

た。 この次の面接の時は，キャンプの思い

出について話 します。」

主が，監督を祭司定員会の会長 として働

くように召されたことに注意 して下さい。

その会長会の特権 として監督は，他の人に

は委任することのできない，特別 な鍵 を与

えられています。監督 は，一 人一 人の祭司

と友人にな り，彼らが個人としてまたグル

ープ として何を必要としているかを常に察知

し，祭司との間に兄弟愛 と友情をはぐくむよ

うに求められています。監督がその鍵を行

使 して，教会の教義 と標準を祭司に守 らせ

るならぼ，横道 にそれるような祭司はひと

りもいなくなるで しょう。

デビッド・0・マ ッケイ大管長は監督 に対

し，注意深 く言葉を選んで，祭司の会長 と

68

しての召しと責任の重要性を次のように説

いています。「監督の皆さん。祭司定員会と

は何 なので しょうか。定貝会の会長 である

皆さんにとって定員会は，ワー ド部内の友

好的な雰囲気を切望 し，皆さんが誉れと信

頼 と信仰の道に導かねばならない若い男性

を，身の回りに引き止めてお くためのもの

にすぎないのでしょうか。」

監督の皆さん， どうか各々の祭司と少な

くとも年 に2回 ，教師や執事 とは少なくと

も1回 ，ふさわしさと霊的成長を図るため

の面接をして下さい。 目標を設定できるよ

う助 けて下さい。メルケゼデク神権 の誓詞

と誓約が理解できるよう教 えて下さい。伝

道 と神殿結婚の備えができるよう援助 して

下 さい。不活発な少年 とも面接をし，定員

会 に活発 に参加するようチャレンジを与 え

て下さい。また副監督たちが，執事や教師

と少なくとも年に1回 面接するように手配

して下さい。

面接を個人的な ものにして下さい。意義

のある ものとして下さい。 あなたが思いや

りを示 して下さい。1対1の ，心 と心を通

わせる機会は，若い男性を導 くうえで計 り

知れない価値を持つものです。

皆さんの素晴らしい影響力が青少年 に及

ぶように願っています。皆さんが，青 少年

を愛するならば， その愛は彼らの心に永遠

に残ることでしょう。

第4に ，アロン神権定員会のプログラム

は，教会の教義を学ぶだけでなく，神権の

目的に添った，バランスの とれた活動を通

して，教義を実践する機会を提供するとい

うことです。「アロン神権定員会ガイドブッ

クJに は，実 りある経験をするために効果

的な計画の立て方が教 えられています。

若い男性の活動はすべて定員会が主体 と



なったものでなければなりません。すなわ

ち定員会が指導し，計画するのです。

これ らの活動を定期的に行なうことが天

切 です。教会の手引きによれば，定員会は日

曜 日以外の 日に毎週活動を行ない，また少

な くとも月に1度 若い女性 との合 同活動を

行ないます。これ らの指示に従うと良い習

慣 がで きます。 しか し活動が，時々あるい

は必要な時 にだけしか行なわれなかったり

すると，プ ログラムの成功 に欠くことので

きない継続性が失われて しまいます。前 も

って計画して下さい。少なくとも3カ 月前

から，できれば1年 前か ら計画を立てて下

さい。慎重 に行事予定 を立て，十分計画を

練ることにより，立派に事 を行なう時間的

な余裕が生 まれ，若い人を引き付けること

になります。

若い男性の持ついろいろな興味や，技術，

性格 を考慮 に入れながら，すべての援助手

段 を利用して一 人一人の少年に手 を差 し伸

べることは絶対に必要 なことです。

援助手段の中で も， スカウテ ィングは，

若い男性 を教会に引き付けるプログラムと

してすでに多くの成果 をあげています。ス
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カウテ ィングは少年たちの興味を引くもの

であ り，イーグル(富 士〉の階級への道は

価値ある目標を立て， それを実現する助け

となるものです。 どういう訳か， イーグル

の階級に到達する若い男性 と伝道 に出る若

人との間には相関関係があるようです。

この夏ア リゾナで行 なわれた地域キャン

プで，1，150人 の スカウ トの栄誉をたたえ

る会が催されま した。 その会で， イーグル

のスカウ トの一人一人が伝道に出るという

決意を表明しました。

キ ャンプやパイキングや冒険は，若い男

性が人との交流を楽 しみ，成人指導者 との

健全な関係 を築くうえで，素晴らしい機会

となります。それは今 日ではめったに経験

できないものです。一 人前になるにはただ

年 を取ればよいというものではありません。

一 人前になるには
，若い男性にある男らし

そな

さを具 え， 忍耐力を養 い，世の中に挑み，

そして 自分にできると思っていたこと以上

の成果 をあげなければなりません。それが

人格と男らしさを築 くのです。

あるひとりの小柄なスカウ トが，持 ち上

げるのも難しそうな重 いリュックサックを

背 負って， 山中の80キ ロハイキングに出か

けました。彼は苦労 して進みながら何度か

あきらめてしまおうと思いましたが， とう

とう最後まで歩き通 しました。 パイキング

の後，彼は額に入った地図の前に立つと，

自分の通って来た道を指でたどりながら叫

び ました。 「おまえを征服 したぞ ㌧

どれほ どの若い男性が競 技会を通 じて教

会 に改宗 しているで しょうか。またどれほ

ど多くの人がスポーップログラムを通 して

不活発か ら救われているのでしょうか。若

い男性が成長する・と，教会で最 も人気のあ

る活動は， チームで行 なうスポーツだそう
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です。だからといって活動の 日に成人の指

導を受けずに，バスケ ッ、トをしていいとい

うのではありません。スポーツ活動 は，若

い男性の興味に合わせて幅広く行なうこと

ができます。例 えば，バスケ ットボール，

ソフ トボール，バ レーボール，サ ッカー，

レスリング，ボクシング，サイクリング，

水泳などがあ ります。 スポ7ツ を通 して不

活発な若い男性 のほとん どの関心 を引くこ

とができます。 また，定員会の会員がチー

ムとして競う時に兄弟愛が築かれることに

な ります。

若い男性の中には，同じ太鼓の音で踊ら

ない人もいます。運動 を好まないところか

ら，仲間はずれにされる若人がいます。 ス

ポーツマンではないが演劇に優れた才能 を

持つ若い男性がいました。ワー ド部 の劇 や

ロー ドショーの時など，私たちはいつで も

その少年マイクの優れた演技に期待 した も

のです。

マイクは若くしてワー ド部の回転 ステー

ジ劇 の演出に携わ りました。現在彼は大き

な大学で演劇 を教えてお り，教会の忠実な

会員でもあります。特別な人にな り，何事

か に秀でるあの機会がなかったな ら，彼を

失 っていたか もしれません。故意 にではあ

りませんが，最近文化芸術がおろそかにさ

れてきています。ワー ド部や ステーキ部は

教会本部から指示 を受けるのではなく， 自

分 たちで活動 を選べるようにな りました。

これは教会の世 界的な発展により必要にな

ったことなのですが，中には文化芸術をも

はや奨励 しなくてよいと受けとった人がい

るようです。 ワー ド部やステーキ部の活動

委員会は，監督会や定員会，若い女性のク

ラスが，監督会青 少年委員会を通 して企画

された音楽や演劇，・弁論，ダンスなどの文
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化関係の活動 を遂行するのを助けるために

あ ります。これ らの文化活動もまた幅広く，

アロン神権定員会の活動や兄弟愛を促進す

るうえで貴重な援助手段 のひ とつです。

どうか若い男性に，奉仕活動 によって身

と霊 を強化する機会を与えて下 さい。私た

ちは もてなすことばか りして，若い男性を

観客としての役 にまわしてしまうことが 多

いようです。彼らは活動に参加 することに

よって成長します。奉仕を通 して同胞に対

する愛 をはぐくむと同時に，自分の欠点やも

ろさを忘れることができるのです。若い男性

は，意義ある奉仕 に携わる機会が早ければ

早 いほど神権者としての責任 を早く理解す

ることができます。また真に兄弟を守る者

となるために自分にどれだけの能力がある

かを知 り，永遠の幸福への鍵 を見いだすこ

とができます。奉仕することによって， す

べての定貝会の会員は 自分が必要とされて

いることを知 るで しょう。たとえ不活発な

会員であって も，ほかの人の生活に祝福を

与えるように という招きには応じるでしょ

う。

これ らの活動はすべて健全な環境を与え

る ものであり， そこから人間関係 も確立さ

れてくるのです。 これは大切なことではな

いでしょうか。 デビッ ド・0・マ ッケイ大管

長は次のように述べています。「ワード部の

霊性は，その ワー ド部の若人の活動に比例

す る。」

ここで費用 につ いて少 し申し上げなけれ

ばなりません。教会幹部の方 々は，聖徒 た

ちのお金の使 い方について特 に注意するよ

うにと勧告 しています。私たち，若人の活

動 に携わっでいる者は， ステーキ部やワー

ド部の予算のかな りの額と家族が負担する

教会関係 の出費のうち，予算外の出費のほ



とん どが，競技 会や スカウ ティ ング，ダ

ンス，演劇， ユースカンファレンスなどの

若人の活動に関係 したものであることを知

っています。事実，若人の活動 にはお金が

かか ります。

か といって若人の活動 をなくそうとする

意図はまったくあ りません。 もしそのよう

なことをしたら，私 たちは大変な誤 りを犯

すことにな ります。 この問題について， ヒ

ンクレー副管長は総大会で次のように述べ

ています。「私 たちはお金を惜 しむのではあ

りません。 賢明に使 いなさいと言っている

のです。」1ド ル費用 をかけるごとに，若 い

男性 の価値ということを是非考えて下さい。

適確な判断力を働かせて下さい。若 人の必

要を満たすのに多額のお金を費やす必要は

ありません。たとえ高度な屋外活動であっ

て も，豪華な，お金のかかる旅行 をする必

要はないのです。ユースカンファレンスだ

か らといって，遠 く離れた場所で開 く必要

もあ りません。 スカウディングや競技会，

その他のプログラムのための費用を若い男

性にかせがせるのは，悪 いことで しょうか。

若人は働 きながら，人生の現実について価

値 ある教 訓を学んでいくに違いありません。

デルワース ・ヤング長老は亡 くなられる少

し前 に，私たち若い男性中央管理会に対 し，

若人に何でも与 えることの危険について話

をされました。 ヤング長老はテン トやリュ

ックサ ック，ス トーブ，寝袋， 食器などを

作るための型紙 を広 げて，若人たちが 自分

の手でキャンプ道具一式を作ることによ り，

心の成長 と誇 りとを得たことについて話さ

れたのです。

可能な限 りあらゆる援助手段 を利用 して，

アロン神権定員会に活気を与えるよう・にす

れば，私たちは必ず若い男性 と心が通うよ
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うになります。さらに， このようにしっか

りした若い男性がある年齢に達 して，メル

ケゼデク神権 に属ける誓詞と誓約 を交わ し，

その信仰 と献 身と忠実さを長老定員会に伝

えていくならば，メルケゼデク神権定員会

が 目覚めることになるでしょう。 ひいては，

教会のすべてのプログラムが良い影響を受

けることになるのです。

教会の若い男性の会長会として，私たち

はここで，ステーキ部長，監督， ア ドバィ

ザー，成 人指導者，定員会会長会および定

員会会員の方々に，現在不活発の定員会会

員を3人 選ぶようにチャレンジします。 定

員会が小規模の場合は，会員でない人を3

人選んで下さい。 これか ら1年 間に3人 ，

ということは4カ 月ごとにわずかひ とりと

いうことになりますが，あらゆる援助手段

を使って3人 の若い男性を活発化，あるい

は改宗 して下さい。 来年度，ひとつの定員

会か ら3人 とは，定員会一づ一つを取 りあ

げてみた らわずかなことかもしれ ませんが，

教会全体から見れば，現在定員会の助けな

くして暗やみでつまずいている約10万 人の

若い男性が活発にな り，定員会に参加する

ことになるのです。私は若い男性の会長に

召された時 「この世代の青少年 を救 い主の

再臨に備えさせるプログラムを計画するよ

うに」 というチャレンジを受けました。私

は成人指導者 と若人の皆さんに，同じチャ、

レンジを したいと思います。青少年 という

世代 は，特別な任務 を負った素晴らしい世

代であることを証 します。私たちがこれ ら

の高貴な若人に十分 な時間と関心と思いや

りを注いで，彼らを前途 に横たわる様々な

経験 に， とりわけ伝道に備えさせることが

できますように，イエス ・キ リストのみ名

を通 してお祈 りします。アーメン。
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息子の心を備えよ

管理監督会第一副監督H・ バ ー ク ・ビー ター ソン

神
権者の皆 さん，今宵まず初めに，数

年前首都 ワシン トンのダウンタウ ン

からダレス空港 までタクシーで向かった時

の貴重な経験をお話 してみたいと思います。

御存 じの通 り，短い距離ではありませんの

で，かな りの時間，運転手 と話 をすること

になりました。

この黒人の運転手から忘れ難い教訓 を得

たのです。が っしりとした体格 で100キ ロ

はゆうにあるというこの人は，14歳 を頭 に

3人 の息子の父親で した。郵便局 に勤めて

いる彼は，家計の足 しにと仕事が終わると

タクシーの運転をしているということです。

「これでも夕食までには毎晩 ちゃん と家 に

帰るんですよ。」

「奥さんはさぞか し料理が上手なんでし

ょうね」 と私が言うと，

「ええヨ という返事 でした。でもそれが

理由で早 く帰 るわけではないようでした。

遅 くなっても食べられるはずだからです。

その人は言いました。「私が早 く家に帰るの

は，息子 と一緒にいられ るからです。14歳

の息子は私 と同じくらい背が伸びてきてい

るんですよ。 あと2，3年 したら私を追い越

してしまうでしょう。その時が来たら，私

の愛と尊敬が通 じて，むこうも私に対 して

愛 と尊敬 の念を抱いている時 しか， あの子

は私の言うことを聞いてくれない， そんな

気がするんです。だか ら，今私は毎晩， ボ

ール遊びをしたり
，宿題を一緒 にしたりす

るし，そうでなければその日にあったこと

を聞いてやるんです。今 は，子供 と一緒に

過ごすひと時が，お金や，お金で買える何

ものにもまして大切 に思えるんですよ。」

最近，私たちの示 す模範が，良かれ悪 し

かれ，子供たちの行 ないや人生にどのよう

に反映されるのか考えていました。例 えば
けん か

父親が母親 と喧嘩 したり，乱暴な言葉 をは

いた り，母親を傷つけるようなことを言った

りするのを耳 にする子供はどんなことを考

えるのか心配 になります。 父親が日曜 日に，

ハンティングに出かけたり，庭仕事をした

り，安息 日に買い物に出かける時，子供は

どこに価値観 を置くのでしょうか。父親が

監督やホームティチャー， 日曜学校の教師，

果ては予言者 に至 るまで批判 しているのを

聞いたとしたら，子供の心にいつまでも消

えることのない印象を残 しているのではな

いで しょうか。たとえそれがわずかであっ

ても，影響を及ぽしているのではないでし

ようか。

父親が制限速度40キ ロのところを60キ ロ

で，あるいは50キ ロの ところを75キ ロで走

る時，14歳 のアロン神権者は国の法律をど

う思 うので しょうか。不正直な行ないで，

子供の注意を引くことのないほど小 さいも

のなどあり得 るのでしょうか。父親が，神
ぽうとく

のみ名をみだ りに唱 えた り，神を冒漕する

言葉 を連発するのを聞いて育 った子供は，

成長 した時それが真 の男の姿， メルケゼデ
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ク神権者の姿であると思うようになるでし

ょうか。

神権者の標準 に反する行ないがあっても，

ふつう、自、子は父親を愛 し，父親 こそ一番偉

大な人だと思 っているのではないでしょう

か。ですか ら息子 は，父親のようにな りた

いと思 うのかもしれません。 そう考えてみ

ると， そのような少年 は神権や権威や従順

を尊重するようになるので しょうか。 もし

父親が間違 った シグナルを常 に送っていた

としたら，信仰や証，献身，神権指導者 に

対する信頼 を伸 ばすことができるでしょう

か。

少年は皆， 自分の父親は間違ったことを

せず， 自分 も父親のようになりたいと思う

時が必ずあります。 そこに悲劇があ ります。

父親があまりよくない模範 を示して も，そ

れ どころか問違 っている時でさえ，息子に

とって父親は 「お父さんだからこそ」，依然

として偉大な人なのです。

多くの場合，信仰の篤い息子は信仰の篤

い父親から生まれ，不信仰な息子は不信仰

な父親から生 まれます。 これを聞いて皆 さ

んは驚かれますか。 もちろん，信仰の強い

改宗者がた くさんいますか ら，例 外もあり

ます。 これは喜ばしいことです。 しか し，

十 中八九，、息、子は父親の模範 に従 うことに

なるのです。

時には，6歳 の子供が愛犬 を洗うために

父親のお気に入 りのアフターシェーブ ・ロ

ーションを使 ったり
，12歳 の子供が， ボー

イスカウ トで習った縄の結び方を練習する

の に父親の新品のネクタィを3本 も使 った

り，初めてのデー トか ら帰ってきた16歳 の

息子が車のへこんだフェンダーを見せ なが

ら 「父さん。 なんでこうなったのかな」 と

言ったりします。そんな時には， この子供

聖 徒 の道/旧83年1月 号

たちは本当に天からの授か りものなのかと

疑いたくなることもあるでしょう。 しかし，

私は皆さん に，子供 たちが本当に祝福 であ

ることと，皆 さんには子供 に対 して神聖な

責任があることを理解 していただきたいと

思 います。そのために，幾つかの提案 をし

たいと思います。

もし信仰や証や従順 が，予言者の言うよ

うに大切な ものであるなら，私たちは息子

にこの確信を植えつけようとする時， その

方法についてもう一度考えてみる必要があ

るで しょう。 このことをいつ も心 に留めて

おくことが大切 です。 なぜなら，、自由意志

は最 も基本的な福音の原則だからです。無

理や りに信 じさせ ることはできません。信

仰や，証や，従順 を押 しつけることもでき

ません。信仰へ導 くことはできて も，信仰

を強要することはできないのです。

私が，英雄 と考えるモルモン経中の偉大

な宣教師は，この永遠の原則を理解 し，実

践 しました。 アンモンは大成功 を収めまし

た。ほかに数 ある例 の中でも， ヒラマ ンの

率 いた2，000人 の 若者は，彼の努力の結晶

と言えます。 ヒラマンは，人は改宗する前

に，すなわち真実の言葉 を信じる前 に， メ

ッセー ジを受 ける備 えができていなければ

ならない， と教えました。 こうしてみると，

息子を改宗へと導くために， 父親にできる

ことは数 多くあります。父親が大切な原則

を心に留めてこれを実践するならば， お互

いの心が和らぎ， 父親と息子の間にあった

障害は取 り除かれるでしょう。ここで，私

たち父親の言葉を素直に受け入れられ るよ

う，子供の心 を備 える方法について考えて

み ましょう。

まず第1に ，皆さんの示す模範がもたら

す影響 について考 えて下さい。兄弟の皆さ
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」

ん，私たちのことをじっと見ている人々の

ことを思う時，神権の力というものを忘れ

ないで下さい。祝福 と，導きと，教 えを与

える力，赦 し忘れる力，家族 に 、怠、子 に

積極的な指示を与える力，これが神権の力

であり，これは義 しい行 ないから生 じるも

のです。按手を受 ければそれでよいという

ものではありません。神権の力というもの

は，義 しい生活を送 った結果 として，それ

を受ける備えのできた人々に もた らされま

す。

今晩を境 に，私たちそれぞれの生活の中

にある小さな矛盾 した事柄を抜 き取 って し

まおうではありませんか。一人一人が，ど

のようなことになって も，生活の中でその

清めの道を歩み続けようではありませんか。

もし，私たちの言葉 に行動 と矛盾 したとこ

ろがあれば，その言葉は行ないのけたたま

しい音にかき消されて決して人々の耳 に届

くことはありません。

第2に ，子供の心は話に耳を傾けてくれ

る父親がいた ら， もっと備 えられ，素直に

なるということです。私 が子供だ ったら，

自分の父親にどんな人になって欲 しいと思

うでしょうか。説教ばか りするのではなく，

こちらの言うことをも っと聞いてくれ る人

だといいなと思うことでしょう。世 の中の

父親というものは長々と説教をするばか り

で，教えるのは片時という人が多いようで

す。父親に自分の話を聞いて もらった少年

の心には，時 として素晴らしい変化が生 じ

ます。 自分が特別な存在なのだ， 自分が ど

こにで もいる平凡な12歳 ，あるいは16歳 の

少年ではないのだと思 い始め ます。 自尊心

を植え付けることができるのです。現在教

会が早急に必要としていることのひとつは，

正 しい自尊心を持つ若 い男性 を増やすこと

です。彼らこそこれか らの神の王国を担う

人々です。父親と、息、子の語 らいの時には，
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どちらが多く話 していますか。息子 と非常

に上手なつき合 いをしているある父親は次

のように言っています。「父親は息子に，口

ではなく，もっと耳をかす必要があります。」

第3に ，父親が息子のために時間をとっ

て初めて，子供は聞く心構 えができるよう

になるということです。すで に申し上げた

ワシン トンのタクシーの運転手の言う通 り

です。 リチャー ド ・L・ エバ ンズ長老は次

のような意義あることを言っています。

「……物 には必ず優先順位 というものが

ある。子供が しきりに尋ねて くる時， これ

に返答することは非常 に大切なことである。

子供は私たちにいつでもたずねてくるわけ

ではないし，いつでも素直に教えを受け入

れるわけでもない。 またいつでも耳を傾け

るわけで もないか らである。往々にしてこ

ちらの都合や時間はまったく無視 して，相

手の都合と時間に合わせなければならない。

しかし，誠実に真心込めて答えたならば，

その後 も続けて質問してくるだろう。つま

らない質問で も，相手 に信頼のおけること

がわか ったな らば，後 日さらに大切 な問題

が もち上った時にも信頼を寄せてくること

だろう。」(Tho%g競sヵ70%6H%η4形4ρoフs，

5vols.，SaltLakeCitylPublishersPress，

197～，5：114-15)

子供 の心 を備 える道はほか にもあ ります。

批判することのない父親の姿を、冑、子に見せ

て下さい。直接息子に対する批判であれ，

教会の指導者，教師，隣人，さらには自分

の妻に対する批判であれ，人を批判する姿

を見せ ることのないようにして下さい。特

に，少年の母親を批判することは絶対 に慎

んで下 さい。父親が息子に与えることので

きるものの中で，母親 を愛していると伝え

ることほど貴いものはあ りません。 人の批

判をするのは難しいことではありません。

あら捜 しは簡単 です。反対に，だれしもが



持つ弱点に目をつぶり，必ずそこにある光

ったところを捜 し出す ことは，主の真の弟

子でなければできないことです。

少年には忍耐のある父親が必要です。怒

るにおそく，赦すに早 い父親， そして自分

もかつて子供だったことを覚 えていて小さ

な息子 に大 人のように振る舞うことを期待

しない父親，そんな父親が必要 とされてい

ます。

最近の土曜 日の夕方 のことですが， ある

若い家族が レス トラ ンで食事をしていまし

た。父親 と母親， そして6歳 と10歳 くらい

のふたりの男の子の4人 家族で した。6歳

の子供が失敗を しました。 する と父親はそ

の、憩、子 をなじったり，小突いた りして，は
しか

た目もはばからぬけんまくで叱 りつけまし

た。1それから食事が済むまでというものは，

他のテーブルは どこも休 日の楽 しい雰囲気

で華やいでいるのに，彼らのテーブルでは

だれ もしゃべろうとはしませんでした。 そ

の子供はひと口食べ るごとに，そっと父親

の方をのぞき見ては顔色をうかがうのです。

その少年の顔には心配 と恐れの色が表われ

ていて，態度にはおよそ子供 にな似つかわ

しくない重々し苓がありました。

子供には必要 な時注意してくれる父親が

必要です。 しかしそれ以上 に， どのように

振る舞おうとも母け入れ，かわいが り，..愛

してくれる父親，、十代の若者を大人のよう

に扱うけれ ども，大人のように行動 するこ

とは期待しない父親というものが必要なの

です。少年期の振る舞 いの向こうに立派な

成人としての将来を見，さらに進んで永遠

の行 く末をかいま見ることは，立派な父親

でなければできないことです。

「エルバー ト・ハバー ドのスクラップブ

ック」か ら私たちに・とって模範 とすべき一

節を引用 しましょう。

聖徒 の道/1983年1月 号

「入の真価 を測る場は
，仕事場でもなけ

れば，教会でもなく， ましてやいかがわし

い場で もありません。 人の値打ちは家庭の

中で測 られ ます。そこで仮面をぬいだ彼を

見て，いたずら小僧か天使か， やくざか王

か，はたまた英雄かぺてん師かがわかりま

す。 その人が世間の人か らほめたたえられ

ようと，腐 った卵を投げつけられ ようと，

私は一向に気にしません。 ある警察官がど

んな誉れを受けようと，何の宗教 を信 じよ

うと，私にはどうで もよいことです。 しか

しその人の子供が父親の帰 りを恐れ，妻が

5ド ルのお金を夫 に願 う度にび くび くしな

ければならない としたら，たとえその人が

朝な夕なに祈 ったとしても， その人は最 も

たちの悪いぺてん師 と言えましょう。 ……

一方
，子供 たちが先 を争 って父親を出迎 え，

夫の足音を聞いた妻の顔が晴れやか に輝く

としたら，その男性は汚れがなく， その家

庭は天国であることがわか ります。……私

は女性 を泣かせ るよりは，男性 をののしる

人間を赦 します。妻 にあなどられるよりは

全世界を敵 にまわ した方がましです。子供

に恐れられるよりは、王の怒 りを買った方

がよいと思 っています。」(W・C・ ブラン，
"AMan'sRealMeasure"

，inEめ 醜 撫 δ一

卿 薦So吻 δooた，N.Y.lWm.H，Wise&

Co.，1923，p.16)

兄弟 の皆 さん，神権が聖 なる ものである

ことを証 します。 この神権は，私 たちの生

活は もとより，他の人々の生活をも祝福す

るために与えられています。聖なる真理を

教える時に，心 を備えることの大切さを忘

れないで下さい。私たち一人一人が清めの

道を歩み，愛する者たちの妨げ となるので

はな く，力となることができるようにしよ

うではありませんか。イエス ・キリス トの

み名により申し上 げます。・アーメン。
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アロンの神権

副管長 ゴー ドン ・B・ ヒンク レー

「汝纏魏騰讐論
にアロンの神権を授 く。 こは天使の導きと

ゆる

恵み，悔改めの福音， 罪を赦すために水に

沈むるバプテスマなどの鍵を握る神権 にし

て，まことにレビの子孫が主の御前に再び
ただ かな

義 しきに適いて捧物 を捧 ぐる時まで， この

世より決して再び取 り去らるることなし。」

(教義 と聖約第13章)

御存 じのように，これは教義 と聖約 第13

章 の言葉です。1829年5月15日 ， バプテス

マのヨハネは ジョセフ・ス ミスとオ リヴァ・

カウ ドリの頭に手 を置いて・ この言葉を宣

言し，アロン神権 を授 けたので した。

私は，執事への聖任を間近 に控 えた12歳

の時に，父か らこの聖 句を暗記するように

言われ，実際そうしました。以来，私はこ

の聖句を忘れた ことがありません。

今晩， この会場 には大勢の青少年が集っ

ています。では皆さん， このタバナクルに

集っている皆さん も，他の会場でこの大会

の話に耳を傾 けている皆さん も，・立ってこ

の言葉を暗唱しましょう。

「汝 ら
，われ と同じ業に働く僕 らよ。救

世主の御名 によ りて，われ汝 らにアロンの

神権を授く。こは天使の導きと恵み，悔改

めの福音，罪を赦すために水に沈むるバプ

テスマなどの鍵 を握る神権 にして，まこと

にレビの子孫が主の御前に再び義 しきに適

いて捧物を捧 ぐる時まで，この世 より決 し

て再び取 り去 らるることなし。」

この言葉を知っていて暗唱できた人を，

ほめたい一と思います。 暗唱できなかった人

は家へ帰 ったら教義 と聖約を開き， この言

葉 を読んで暗記するようにして下さい。 こ

れは，皆 さんが保持 している神権の憲章 で

あ り，アロン神権が正当かつ真正であるこ

とを明らかにしている聖句なのです。

さて，それでは，バプテスマの ヨハネが

この神権を回復した時 に言 った言葉の中か

ら，幾つか特別なものを取 り上げてお話 し

たいと思います。皆さんに授けられている

神権には， それに伴う力があります。 もし，

まだ気付いていない人がいたら， この力に

つ いては是非 とも知っておいていただかね

ばなりません。

まず，「われと同じ業に働く僕 らよ」とい

う言葉に注 目しましょう。

アロン神権 を保持 し，それを行使する時，

皆さんはバプテスマのヨハネと同じ業に働

く僕なのです。そのことを理解 していまし

たか。このバプテスマのヨハネこそ，この

世 に生きていた時にヨルダン川で，世の救

い主であ り神の御子であるイエスに水でバ

プテスマを施したその人なのです。興味深

いことですが， ジョセフとオリヴァはまだ

年若く，世の人々からさほど注 目されてい

なかったにもかかわらず， ヨハネは 「われ

と同じ業に働 く僕 らよ」と語 りかけていま

す。 ヨパネは，王が臣下の者 に話す時のよ
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うに上からものを言うような調子では話し

ませんでした。 あるいは裁判官が被告 を前

にして話すような調子で も，学長や校長が

生徒 に上か ら下の者へ，ものを言う時のよ

うな調子でも，話 しませんで した。 それど

ころか，復活 したヨパネは，このふたりの

若者を自分 と同じ業に働 く僕 として話しか

けたのです。私にとって， このことはとて

も素晴 しいことです。 そこには，私たち神

の神権者のすべての者を結ぶ素晴らしい真

の兄弟愛の精神が言い表わされているから

です。私たちは皆，僕です。教会や社会で

の地位 や役職 にかかわ らず， また貧富の差

や肌の色にかかわらず，私たちは皆等 しく

僕 であ り，聖なる神権政体の一端を担 う者

として，互いに兄弟同士であ り，神の息子

なのです。

このことは，私たち一人一人にとって意
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味のあることです。いかなる場合において
いや

も，私たちの品位を傷付けた り，卑しめた

りするものではあ りません。それ どころか，

主の教会にあって主のみ業 に働 く責任を遂

行するすべての人を高めてくれるのです。

皆さんも私 も，このタバナクルの壇上 に席

を占めている兄弟たちも，様々な場所で教

会 に集 っている兄弟たちも皆主砂僕であり，

聖なる神権 を有し， 自分の携わる業の中で

神権を行使 する権限を持 っているのです。

皆 さん，特 に青少年の皆さん，このことを

決 して，忘れないで下さい。

次に， ヨハネが何の権威によっ.て語って
メ シ ヤ

いるかに注 目して下さい。 彼は 「救世主の

御名 によりて」 と言いました。私たちが生

まれつき備えている力や権能 によってこの

神権を行使することはできません。神権 を

行使する時は，常 にメシヤの権能によって

行使するのです。 では， メシヤとはどなた

のことでしょうか。 メシヤとは，神の御子，

イエス ・キリス トです。 ヨハネも，私たち

がいっ も言うように，「イエス・キリス トの

み名により」と言ったものと思われます。

青少年の皆 さん，決して忘れないでほしい

のですが， たとえ聖餐のパスであれ， ホー

ムテ ィーチャ・一の責任であれ， また聖餐の

祝福をする時やバプテスマを施す時であれ，

神権を行使する時はいつ も，主の聖なるみ

名の下 に，主の聖なる権能によって，主の

僕 として働 いているのです。

このことをいつも心に留めておくならば，

皆 さんの生活に大きな変化が起 こるでしょ

う。神権を持つ者として，イエ ス ・キ リス

トのみ名により仕えるべきことをさとるなら

ば，不正直なことはできません。また，麻

薬やアルコールやタバコで体を汚したり，

みだりに主のみ名を唱えたり，不道徳な行
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ないをしたりもで きません。皆さんは神権

を有し，イエ ス ・キ リス トのみ名 によって

働 くことを許されています。 どうか，今晩

この時か ら，いつ いかなる時にも、この神権
ね

を行使するに、ζ・さわしい生活をするように

して下 さい。

この権能を賦与するに当たって，次 にバ

プテスマの ヨハネはこの神権の力につ いて

語 りました。ほか にも幾つかあげています

が，ヨハネは 「天使の導きと恵み……の鍵

を握る」ということを言っています。

ウイルフォー ド・ウッ ドラフは非常に長

命を保 ち， 多くの経験を重ねた人でしたが，

大管長時代に，アロン神権を持つ青少年に

向かってこう語 りました。「諸君 に知ってお

いてほ しいのです。全力を尽くして自らの召'

しを遂行す るならば， その人が祭司であろ

うが使徒 であろうが，何ら変わ りはあ りま

せん。祭司は天使の導 きと恵みの鍵を持 っ

ています。私は使徒 として，七十人として，

長老 として働いてきましたが，祭司の職 に

あった時ほど主から多くの守 りを受 けたこ

とはあ りませんでした。」(M昭6%勉 観S如 ろ

53：629)

愛 す る青少年の皆 さん， よく考えて下さ

い。皆さんが持 ってし、る神権には，天使の

導きと恵みの鍵 を伴うものなのです。すな

わち，私なりに言い換 えれば，神権者とし

て・ζ・さわ しい生活をするなら，実に天の軍

勢の導きと，守 りと，祝福を受けることが

できるのです。 思慮深い人なら，この素晴

らしい祝福を拒むようなことは決 してしな

いでしょう。

同じ説教の中で， ウッ ドラフ大管長はこ

う言っています。「私 はこの峡谷の地に足を

踏み入れてから，またウインター ・クウォ

ーターズに戻 りました。ブ リガム ・ヤング
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大 管長の命によってボス トンに派遣された

のです。……旅の途中，ある晩，私はウィ

リアムズ兄弟の庭 に馬車を止めました。オ

ルソン ・ハイ ド兄弟 も，私の馬車の横に彼

の馬車を止めました。私の馬車の中には妻

や子供たちがいました。私は馬を馬車から

解いてや り，夕食をすませ，馬車の中の床

へ もぐり込みました。 ところが数分とたた

ない内に，みたまが私 に語 りかけました。

『起きて，馬車を移動させなさい。』私 は妻

に，起きて馬車を動かさなければならない

ことを話 しました。妻は 『何のために』 と

尋 ねましたが，私 は 『わか らない』 と答え

ました。妻はそれ以上何 も尋ね ませんでし

た。『わからない』という答えで，彼女には

十分だったのです。私は起 きて馬車を30メ

ー トルほど動かし
，前輪を家の角に向けて

止めました。それからあたりを見回 り，ま

た床につきました。 すると，さっき と同じ

ようにみたまの声がしました。『樫の木につ

ないである馬を移動させなさい。』馬は，馬

車か ら200メ ー トルほど離れた所につない

でありました。私はそこへ行 き，馬を ヒッ

コ リーの茂みに連れて いって，つなぎまし

た。 そして また床にもぐ り込みました。

それから30分 ほどして，たつ まきが起こ

り，樫の木は根元から60セ ンチメー トルほ

どの所で折れてしまいました。 その木は垣

根を3，4箇 所なぎ倒 し，前庭のオルソン ・

ハイ ド兄弟の馬車のすぐそば，前に私の馬

車が止めてあったちょうどその所に倒れ ま

した。 もし私がみたまの声に聴き従 ってい

なかったなら， どうなっていたことで しょ

う。 もちろんのこ，と，私 も妻も子供 たちも，

間違 いなく死んでいたでしょう。それは静

かな細い声で した。一 地震が起 こったわ

けで も，雷が落ちたわけでも，稲光がした



わけでもあ りませんでした。 ただ静かで細

い，神のみたまのささやきでした。その声 ・

が私 の生命を救ったのです。それは，私に与

え られた啓示のみたまでした。(M薦6ηn宛l

S畝53：642-3)

これ は，後に教会の大管長になった，偉

大で賢明な信仰深いひ とりの人の証です。

神権 を受け，「天使の導きと恵み」を受ける

資格を持 っている人なら，この話の中で彼

が語ったと同じ祝福を受けることができます。

もちろん，皆 さん御存じでしょうが，神

権 を持っ末 日聖徒 として、ζ・さわしい生活を

していなければ，この素晴 らしい祝福 にあ

ずかることはできません。

次 にヨハネがジョセフ ・スミスとオリヴ

ァ ・カウ ドリに語 った言葉は 「悔改めの福

音」です。

この中の大勢 の方々は教師か祭司であり，

聖 徒の道/1983年1月 号

ホームティーチングの割 り当てを受けてい

ます。皆さんには， この責任の中で悔い改

めについて教える権能があるのです。すな

わち，担当する末 日聖徒が福音の原則に対

してさらに忠実 に生活できるな うに励ます

ことができるのです。私の家にも，祭司の

職を持 っている青年が父親 と一緒にホーム

テ ィーチャー として来てくれています。彼

には，回復 され たイエス ・キ リス トの福音

の原則に対 してこの私が もっと忠実 に生活

するように励ます機会 と責任があるわけで

す。

悔い改めを教 えるこど， 罪に文ち向かい，

主のみ前に正 しく歩むよう励ますこと，そ

れは主のみ業 に働 く私たちの大きな責任で

す。私たちの福音は，悔い改めの福音です。

皆さんには， 自らの持てる神権の下に，こ

の悔い改めの福音を教 える責任と権能があ

ります。 もちろんもうおわか りでしょうが，

その責任 をよく果 たそう1とするならば， 自

分 自身が模範 となるような生活をしなけれ

ばなりません。

次にバプテスマの ヨハネは，「罪を赦すた 、

めに水に沈むるバプテスマ……の鍵」を握

るアロン神権 について語 っています。

祭司の皆さんは御存じのことと思います

が，祭司は罪を救すために水に沈めるバプ

テスマを施す権能を持っています。皆さん

は，;の 権能の素晴らしさにつ いて考えた

ことがあるで しょうか。

男女を問わず自らの罪を真に悔い改めた

人は，それ らの罪が赦されて，新たに生 ま

れ変わることができるのだという気持ちで，

水に沈め られるバプテスマを受 けるに、玄・さ

わしい者 とされるのです。

人にバプテ スマを施す ということは，小

さなことでも， ささいなことでもあ りませ
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ん。若い祭司の皆さん，皆さんは主 のみ名

によって聖なる権能の下 に， バプテスマ と

いう驚 くべき方法によって，人を過去の罪

か ら清め，新たなよりよい生活へ と導 き入

れる働きをするのです。皆さんにはこの神

聖な権能 を行使するにふさわ しい生活をす

るという非常に重大な責任があります。

それでは最後に， ウイルフ ォー ド・ウッ

ドラフ大管長の言葉を， もう一度取 り上げ

たいと思います。

1897年2月28日 ， 日曜 日の午後の ことで

した。 その 日，ウッドラフ大管長の90歳 の

誕生 日を祝 う会がタバナクルで開かれたの

です。 この大きな建物の席は一杯 にな り，

通路という通路 に人があふれました。き ょ

うもこの会場は一杯ですが， これどころの

、騒ぎではあ りませんでした。 おそらく1万

人以上の青少年，皆さんと同じ年頃の， も

のすごい数の青年男女がつめかけたものと

思われます。 ウッ ドラフ大管長の体は衰弱

し，声 も力強くはありませんでしたが，今

私が立っているこの説教壇の前に立ち，特

に青少年 に向かって話 し始めました。

「私はこれまで
，少年期，青年期，そ し
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て老年期と人生 を生 きてきました。皆さん

と一緒にいられ るのも，もうそう長 くはあ

りません。皆さんに，幾つか勧告を残 して

おきたいと，思います。[皆さんは教会， そし

て神の王国の中で役職 に就 き，聖なる神権

の権能を授か っています。 天の神は，今 日

この時代 に皆さんを指名 し，召 し出され ま

した。 この点に注目して下さい。青少年の

皆 さん，幹部の兄弟たちの勧告に耳 を傾け

て下さい。神 に近 く生活 し，若い時から祈

り，祈ることを習慣 とし，神の聖きみたま

を求め，度々交わるようにして下さい。 そ

うすれば，皆さんは神のみたまにより啓示

を受 け，霊性を磨 いていくことができるで

しよう。・

天の神 は，みこころにより，今 日まで私

を生き長 らえさせて下さいました。神は私

に，悪 に導 くあらゆる言葉や行 ないを拒絶

する力を授けて下さいました。皆さん， タ

バ コやアルコールを初め心身をむしばむ も

のを口にしてはいけません。神 を敬 って下

さい。 そうする時に，皆 さんは世の人々の

知 り得ない，皆 さんの頭に授けられた使命

を遂行 していくことができるでしょう。神

の祝福がありますように，アーメン。」(マ

サイアス・F・カウリー，四ψb74聯4剛 ガ』

Fo%z∫hP76s歪46錫 ♂(ゾTh(ヨCh%π=1z`2プノお%s

Chガ 訂(ゾL`zμ67-4`ηS`z〃z置s，SaltLake

CitylDeseretNews，1909，pp，602-3〉

今 宵，私はウイルフォー ド・ウッ ドラフ

大管長の素晴 らしい勧告 を繰 り返しお話 し，

永遠の父なる神が生 きてお られること， イ

エス ・キ リス トは神の愛 したもう御子であ

ること，今までお話 してきた神権が確かに

この地上 にあること，そして私たちはその

祝福 にあずかっており， その権能 と責任を

授かっていることを証致 します。



神がアロン神権を持つ青少年 を祝福 した

まい，天の神の慈悲と親切 によって与 えら

れた神聖な素晴らしい召 しと権能の尊厳を'

守 りつつ生活できますように。

さて，ここでまったく話題を変えて，年

輩の兄弟たち，特に監督会で働 いている兄

弟たちに少 しお話 したいと思います。聖餐

会について，少々お話 したいと思います。

私たちには聖餐会を執り行なう責任があ

りますが，聖餐会が霊的なものであり，福

音が教 えられ，証，特に世の救い主に関す

る証がなされる場であるという点を見逃 し

てしまうと，人々からその大きな祝福を取

り上げてしまうことになります。

聖餐会は娯楽の時間でもなければ，福音

にかかわ りのないお話 をする時間で もあり

ません。聖餐会は私たちの霊性をはぐくみ，

永遠の計画 に関する驚嘆すべき主の啓示と，

私たちの救 い主であ り瞭い主である主御 自

身にっいて理解 を深める時間です。

聖餐会では，主 について証 し，主の生涯

とその歩み，特に貝費いの犠牲につ いて教え

るべきです。

1831年8月7日 にジョセフ ・ス ミスに与

え られ た啓示の中で，主が御 自身の教会に

集うすべての人々に次のように言われ たの ・

は，聖餐会のことを心 にかけてお られ たか

らではないで しょうか。

「汝なおさら充分に世の汚れに染まざる

様，祈 りの家に行 きてわが聖 日に汝の聖式

を捧 ぐべし。……され どこの主の聖 日に於

ては，いと高き者 に汝の捧物と聖式とを奉

りて，兄弟たちに向い主の前に於て汝の罪

を告 白するを忘 るべからず。」(教 義 と聖約

59：9，12)

主 の 民が 自らの内に，今 日至 る所で荒れ

狂う誘惑に抗する霊的な力と能力をはぐく

聖徒 の道/1983年1月 号

んでいなければ，どうして世 の汚れに染ま

らずにいられるでしょうか。 そして，その

ような力をはぐくむには， どこへ行けばよ

いので しょうか。 この啓示が言わんとして

いることは，はっきりとしています。主の

民は聖餐会で主を礼拝 し，主 と交わること

によって， 自らを訓練 し，世の汚れに染ま

らずに生 きたいという望みをは ぐくむので

す。

聖餐会は常 に，霊的な意味での祝宴でな

ければなりません。また，瞑想 と内省の時

間，主に讃美の歌 を捧 げる時間，主や永遠

の御父と交わした誓約 を新 たにする時間，

そして，敬凄な態度 と感謝 の心をもって，

主 のみ言葉に耳を傾ける時間でなければな

りません。

聖餐会に責任を持っている皆さんにお願

いします。聖餐会が今 お話したような会と

なるよう，プログラムの作成に もう少し力

を注いで，皆さんの聖餐会が霊を活気づけ

るような会になるようにして下さい。 また，

聖餐会 に出席する皆さん，特に青少年の皆

さんにお願 いします。 この聖なる集会が敬

慶な雰囲気の中で行なわれ るようにして下

さい。

世の汚れに染まらないようにすることは，

決 して易 しいことではあ りません。私たち

は皆，あらゆる助けを必要 としています。

主は， そのために必要な指示を与えて下さ

いました。その指示は，はっきりとしていて，
あいまい

曖昧なところはまったくありません。私た

ちがその指示に従うことができるようお祈

り致します。聖なる神権を持っておられる

兄弟の皆さん， この業は神様のみ業です。

皆さんの上 に主の祝福がありますように。

私たちが仕える御方，主イエス ・キリス ト

のみ名により祈る ものです。 アーメン。
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神の神権

第二副曹長 マ リオ ン ・G・ロムニー

私
は皆さんと共にこの大会 に臨んで，

数々の説教に楽 しく耳を傾けてきま

した。 その間中，私は主のみたまが私たち

と共にあるのを感 じています。

神の神権 を有するということは，重大な

ことです。私は今宵この神権者大会におい

て，このことをお話したいと思 います。神

の神権 とは，力です。 それは， この世と，

来るべき世 にあって，効力のある神聖 な儀

式を執 り行 なうために，主が私 たち神権を

持つ者に天よりお与え下さった ものなので

す。また， この世 における最 も偉大なカで

あります。私は長年の間，神権 を有 し，執

事の時か ら現在召されているこのメルケゼ

デク神権の職に至 るまで， その特権を享受

して こられだことを非常にうれしく思 って

います。との世 を救うものは神権です。人

の作 った組織で もなければ，人の立案 によ

る組織でもありません。神権は天か ら啓示

され，私たちに与 えられた力であり， 人が

永遠の生命を得て天の御父のみ前へ立ち戻

るための助けをするものです。

この建物が神権 を持 つ人々で一杯になっ

ている光景は，まったく見事です。メルケ

ゼデク神権を持っておられる私 と.同じ蜻 、う

な年配の方々，アロン神権を有 している若

い皆 さん もいら っし ゃい ます。私は皆さ

んが，主が授けて下さった神権の権威の重

大さを心に留め，御 自分が持っておられる

神権の職 の中で主に仕 えられるよう，願っ

てやみません。

私は，執事の時代か ら，現在 メルケゼデ

ク神権を持つに至るまで，4分 の3世 紀の

間，神権を保持 してきましたが，いつ もそ

のことに喜びを感 じてきました。神権は私

にとって昔からずっと神聖なものでしたし，

今 も神聖なものです。 どうか，皆さん も神

権について私と同 じ気持ちを持 たれますよ

うに。皆さんにとって恥になるようなこと，

また主のみ前で話すことができないような

恥ずべきことを してはなりません。私 たち

は，主とまみえるにふさわ しぐ，福音に従

った生活を したならば，いつの 日かその特

権 にあずかれるのです。 自分 自身の生活が，

福音の教え と神権 につける義務にふさわし

いものであるということを，主が知 られる

ように自分で認識できるとしたら，大きな

感謝の念が湧いてきます。

本当に楽 しい集会でした。 ここに来るこ

と、ができ，、合宵こ子歪 多くの説教 に耳を傾

けることができてうれしく思います。青少

年の上 にも，成 人の神権者の上にも，また

・老い.顔、ム滋犀 も若・!、】恭々にも主の祝福 があ

るように。 そして，今宵 ここに集 った皆さ

んの上 に主の祝福があって，福音の教えに

従 って生活し，主が与えて下さった神権 の職

82



務を遂行することについて意識 を持 ち，そ

れを実際に行なうという決心をされますよ

うに。 この世 でなした行ないについて報告
し

するよう呼び出された時，主が私たちの行

ないを嘉納 した もうに違いないという確信

を持つ ことができるなら， その 日は私 たち

一人一 人にとって素晴 らしい日となるでし

・
，1，よう。 その 日には，神権を保持 し，忠実 に

その義務を果たし，主を求める青少年 と成

人の神権者 は， この世 を越えて永遠の世 に

入り， さらに進歩することができるのです。

前にも申しましたように，今宵，私は楽

しくこの集会を過 ごしました。皆 さんが出

席 して下さったことをうれ しく思っていま

す。 どうか，明 日もひとり残らず大会にお 一

いで下さいますように。

皆さんに私の祝福を残 していきたいと思

います。また，神権の力は神の力であるこ

とを皆 さんがよく理解 なさいますようお祈

り致します。 自分 自身，また愛する人々や

主を落胆させるようなことをしたり，生涯

神権の義務 に忠実 な人々に与えられる祝福

を受ける権利を 自ら損 なうようなことをし

ないで下さい。皆さんに私の祝福と証 とを

残し， イエス ・キ リス トのみ名により申し

上げます。アー メン。
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10月3目(日)午 前の部会

神への感謝

第二副管長 マ リオン ・G・ ロムニ ー

兄
弟 姉 妹 の 皆 さ ん ， 本 当 に 申 し訳 な い

の で す が ， 私 に は 皆 さ ん の 姿 が あ ま

り よ く見 え ませ ん 。 し か し ， 前 の 方 に だ れ

か が い る と い う の は わ か り ま す 。 目 は 見 え

な く と も， 感 じ る こ と は で き る の で す 。 き

ょ う は ， 少 し の 間 ， 感 謝 と い う こ と に つ ¢】

て 部 話 し た い と思 い ま す 。 恩 を 感 じ る こ

とは 徳 高 い こ と で あ っ て よ ぐ 称 賛 の 的 に な

』りま すが
，、忘 恩 の 罪 は 非 難 の 的 に な り ま す 。

げ 次 の よ う な 言 葉 が あ ります
。「恩 知 ら ず な

一7
。人 間 と い う も の は ， 木 の 下 で ド ン グ リ を 食

べ る イ ノ シ シ の よ う だ 。 上 を 見 上 げ て ， そ

れ が ど こ か ら 来 た の か 知 ろ う と も し な い 」

(デ イ モ シ 」 ・デ ク ス タ ー ，Th召 飽 ωZ)拓

蕗o%グ型1げTho%gh云s，GardenCity，N，Y.

Standard3Q・ κCo・P1961，P・308〉
いや曹イ

エスは10人 のライ病人を癒 してやった

のに1ひ とりしかお礼 を言いに戻 ってこな

かったのを見て，恩を感 じない人について，

御自分 の気持ちを述べ ておられます。 ルカ

はその時の様子 をこう記 しています。「イエ

界は手ルサ レムヘ行かれるとき，サマ リヤ

とガリラヤとの間を通 られた。 そして，あ

る村にはいられると，十入のらい病人に出

会われたが，彼らは遠 くの方で立ちとどま

り，声を張 りあげて，『イエスさま，わたし

たちをあわれんでください』 と言った。 イ

エスは彼 らをごらんになって，r祭 司たち、の

ところに行 って，からだを見せなさい』 と

言われた。 そして，行 く途 中で彼らはきよ

められた。 そのうちひとりは， 自分が いや

・されたことを知 り
，大声で神をほめたたえ

ながら帰ってきて，イエスの足もとにひれ

伏 して感謝 した。 これはサマリヤ人であっ

た。イエスは彼にむか って言われた，『きよ

められ たのは，十人ではなか ったか。ほか

の九人は， どこにいるのか。神をほめたた

えるために帰ってきたものは，この他国人

のほかにはいないのか』」(ル カ17：11-18)

キ リス トは最後 の晩餐 の折 に，感謝を

するということの模範 を示 されました。「一

同が食事をしている とき， イエスはパンを

取 り，祝福 してこれをさき，弟子たちに与

えて言われた，『取れ，これはわたしのか ら

だである』。また杯 を取 り，感謝 して彼らに

与えられると，一同はその杯から飲んだ。」

(マ ルコ14：22-23)

古代 の聖典に も近代 の聖典 にも，主 に対

する嘆願， そして賞賛と感謝の言葉が数 多

く見られます。

詩篇の作者は，こう歌いました。「主こそ

神であることを知れ。……感謝 しつつ，そ

の門に入り，ほめたたえつつ，その大庭に

入れ。主に感謝 し，そのみ名をほめまつれ」

(詩 篇100：3-4)

(モ ルモン経のモーサヤ書 に登場する)

ベ ンジャミン王は，人々にこう諭 しました。

・「お前たちはどのようにお前たちの天の

王に感謝を捧 ぐべきであろうか。私の兄弟

たちよ，よく言っておく。 お前たちがたと

86

k



え全身全霊の力をつくして感謝 と讃美 とを

捧げ，お前たちを造 りお前たちを助けてお

前たちを養い，お前たちを守 りお前たちを

喜ばせお前たちが互いに平和に暮 すことを

許 した もうた神をたたえて も， また，たと

え始めからお前たちを造 ってこれに息を与

え，以て毎 日毎 日お前たちを生か し，生 き

て動き意志のままに行うことを許 し，時々

刻 々お前たちを支えておりたもうお方に全

身全霊 の力をつくして仕えても， お前たち

はそれ でもまだ益 にな らない僕 である。」

(モ ーサヤ2：19-21)

大分 前のことですが， ジョセフ ・F・ ス

ミス大管長 はこう言いました。

「今 日の地に住む者の最も大きな罪のびと

つは，恩を知 らないという罪である。 また，

神 と神の統治する権利 を認めないことであ

る。私たちは，並はずれて賜に恵 まれ た人

や，優れた知性 を持 った人を見ることがあ

る。 このような人は，偉大な原則を進展さ

せる器である。 その人も世間 も， この人の

偉大な才能 と知恵を，当人の誉れに帰 して

いる。彼は自分の成功を自分の活力と労力

と知力による もの と考える。 彼はすべての

成功に神のみ手があることを認めない。神

を全 く無視 して自分 自身の誉れ にする。 こ

れはほとんど全世 界に共通 したものである。

科学，芸術，機械学，そして現代の物質文

明の発達 における近代のすべての大発見に

対 して，世間はこの，ように言う。『私たちが

やったのだ。』個人 も，『私がやった』と言

って，神に誉れを帰そうとはしない。今，

私は予言者ジョセフ ・スミスを通 して与 え

られた啓示 を読 もう。上記のことのため神

は，地上の民を喜んでお られない。すべて

のことに神のみ手を認めないので，人々に

怒 りを示 しておられる。」(「福音の教義」p.

聖徒 の道/1983年1月 号

263)

〔ロムニー副管長は， この箇所まで準備

した原稿を読 んできたが，ここか ら次のよ

うに話 した〕

皆さん，私 はよく準備 して書いた原稿を

持 ってきているのですが，読 むことができ

ません。 しかし，機関誌に載せる時には残

りの部分 も入れていただくようにします6

私 たちは， 自分の才能 や達成 してきた事柄

は主の恵みによるものであることを認め，

主が与 えて下 さったすべてのものに感謝し

なければならないと，啓示の中で教えられ

てきました。原稿の残りの部分を読 めば，

それらの啓示の言葉を通 して，私が皆さん

にお伝 えしたいと思った事柄をよく理解 し

ていただけるはずです。私は，主のみ業に

働 く特権を感謝 しています。また，私は今

自分 に与えられている機会の重大さを思 い，

多少なりとも主のお役 に立ち，残 りの人生

を通 して感謝の思いを表わしていければと

願っています。 イエス ・キ リストの御名に

よって，皆様方すべての上 に私の祝福を残

していきたい と思います。アーメン。

〔以下 は，ロムニー副管長が準備され た

説教の残りの部分である〕

偉大な人は常 に，神の偉大さと， 自分が

神 によって生かされている存在であること

を認め， そして絶 えず神 に感謝を捧げます。

1863年 の アブラパム ・リンカーンが書い

た決議文の言葉について考えてみましょう。
あずか

「我々は最 も素晴 らしい天の恵みに与っ

てきた。平和 と繁栄のうちに長い年月を過

ごし，教 と富 と力において，他のいかなる

国 も成し得なかったほどの発展を遂げた。

しかし，我 々は神 を忘れてしまった。・平和

の うちに我 々を守 り，繁栄 と富と力とを も

たらして くれた慈悲深い御方のみ手を忘れ
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も う

てしまった。そして， 自らの心 を欺 いて妄
そう

想に、竺・け り，すべての祝福は我 々自身の優

れた知恵 と徳 によって生まれたと思い込ん

でしまった。揺 るぎない成功を勝 ち得 たた

めに有頂天にな り， 自己満足に浸 りき り，

主の購いと慈悲の心要性を感 じなくなって

しまった。また，高慢 になって，我々をお

創 りになった神に祈らなくなってしまった。

今，我々は，憤 っておられ る御方の前 に

へ りくだり，……罪を告 白して，哀れみと

赦 しを願い求 めなければな らない。」(ジ ョ

ン ・ウェスレー ・ヒル，ノ1加αhα駕L初60加

一 ル勉n(ゾ θ04Fourthe(i ，，p.391〉

予言者ジ ョセフ ・スミスは， リバティー

の牢獄 に苦悶の日々を送っていた時に受け

取った何通かの手紙 に，次のような返事を

書いています。

「昨晩
，数通のお手紙を受け取 りました。

・いろいろお知 らせ下さって，あ りが と

うございます。長 い間，連絡がありません

で したので，お手紙を拝読 した時 には，さ

ながら私共の心の中にさわやかな風が吹き

ぬけるような思いでした。」(H魏o理 げ 漉6

Ch%名6h，3：293)

私 もそうですが皆さんも， これらの文 を

読んで心を動かされたことと思います。 し

かしながら，感謝 の念を養 う上で， これら

の引用文が最 も強力な動機づけとなるわけ

ではありません。私たちは，感謝 の念 を忘

れないように，主から命 じられているので

す。

1831年 の3月 ，教会が組織されてから1

年 とたたない時に，主はカー トラン ドの聖

徒たちに次のように言われました。
おし

「すべて何事 も惜むことなく与 えたもう

神に願うべ し。 また，『みたま』の汝 らに証
な まさ

したもうところを汝 らの為すはわれ正 しく
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望 むところな り。すなわち，汝ら全く聖 き
も っ

こころを以てこれを為 し，わが前 に正 しく

歩み，汝らの救 いの末 に就 きて考え，祈 り

と感謝 とを以て何事をも為 し，か くして悪

霊 または悪魔の教 えまたは人の造 りたる戒

めに陥 らざる様に為さんことを。 そはある

教 えは人よ り出で，また他の教えは悪霊よ
い か

り出ずればなり。……汝ら如何なる祝福 を受

くるとも，『みたま』によりてこれを神に感

謝せざるべからず」(教義 と聖約46：7，32)

それ から5カ 月後，主は ミズー リ州 ジャ

クソン郡の シオンの教会員 に次の戒めを与

えられました。

「汝心 を尽し，勢力 と思いと体力とを尽

して主なる汝の神を愛すべ し』 また， イエ

ス ・キリス トの名によりて神に仕 うべ し。

汝己れの如 く汝の隣 りを愛せよ。汝盗むな
かんいん

かれ。 また姦淫を犯すなかれ。 また， 人を

殺すなかれ。また何事 にてもこれ に類する
つ

ことを為すことなかれ。すべての事に就き

て，主なる汝の神に感謝すべし。」(教 義 と

聖約59：5-7)

この聖句からも明 らかなように，すべて

の物事 について主に感謝するということは，

単 なる儀礼的なことではなく，他の戒めと

同様，その実行を求め られる戒めなのです。

後の啓示の中で，主は次のように述べて

おられます。

「およそすべてを感謝 して受 くる者 には
しか

栄光 を与えられん。而 して，この世の もの

もまた彼に加えらるることすなわち百倍よ

りも多からん」(教 義 と聖約78：19)

「われ誠 に汝らに告 ぐ，わが友よ」 この

呼びかけにはいつ も心 を打 たれます。主は

皆さんや私 を友 と呼んでおられるのです。

「われ誠に汝らに告 ぐ，わが友よ，怖 るる
しか

なかれ。汝ら心に慰めを得よ。 然り， 汝ら



いよいよ喜びて何事にも感謝すべし」(教義

と聖約98：1)
う た

「もし汝心楽 しき時は歌 を唱い楽を奏 し

ま い

舞踊を舞い，讃美 と感謝 の祈 りをもて主を
ほ たた

讃め称えよ」(教 義 と聖約136：28)

今 私 が読んだ最後の戒 めは，ウインター ・

クォーター ズで予言者ブ リガム ・ヤングを

通 して与 えられた ものです。 当時，聖徒た

ちは大平原を横切 る途上 にあ り，非常な苦

難にあえいでいました。 しかし，主は聖徒

たちに賛美 と感謝 の念で心を満たすように

命 じられたのです。

私が読みあげてきたこれ らの戒 めは，感

謝 する心 をはぐくむという厳粛 な義務 につ

いて教えています。私たちは，すべての祝

福 に対 して感謝の念を持 ち，それを表わさ

なければな りません。

私たちのために大きな代価を支払って下

さった主イエスに対 して，私たちはいくら

感謝 して も感謝 しきれ るものではあ りませ

ん。死すべき弱い肉体 しか持たない私 たち

には，私たちのために死に打ち勝 とうとし

て，主が十字架上で耐 え忍ばれた苦 しみを

完全に理解することはできません。私 たち

に罪の赦 しを得 させるために，ゲツセマネ

で受け られた苦 しみについてはなおさらで

す。主は，こう言っておられます。「その苦

しみたるや，われ神，すなわちすべての中

最 も大いなる者な りといえども痛苦 のため
あな

に身をふるわせ，あらゆる毛の孔より血を
わ ふた

湧かせ，身 と霊 と両つなが らを苦 しめ，す
の

なわちこの苦 きさかずきより呑 まずしてし

りごみする も可ならんことを欲 したり」(教

義 と聖約19：18)

しか し，主は私 たちのためにその苦 しみ

に耐えて下さいました。主以 外に，そのよ

うな苦 しみに耐えられる人はいません。 こ

聖徒 の道/1983年1月 号

の世 のいかなる人も， また何人束になって

かかって も，その苦しみに耐えることはで

きないのです。 イエスが私 たちのためにし

て下さったことを理解する人は皆，主を愛

し，その、恩に報 いるために何らかの形で愛

を表わさなければな りません。

リチャー ド・L・ エバンズ長老は，かつ

て次のように語 りました。「私たちは感謝 し

て創造主の限 りないみむねを学び，感謝 し

て什分の一 と献金を捧げ，神が与えて下さ

ったすべてのものに感謝 しつつ，熱心 に終

始一貫 した働 きをしなければならない。ま

た，創造主の愛 と摂理 と目的とを心にとめ

て，その戒 めを守らなければな らない。こ

の創造主は我 らすべての者の父にして神，
つかさと

そ し て 天 と地 と を 組 織 し， 司 る 御 方 で あ る。

こ の 御 方 な し に こ れ ら の も の は 何 ひ と つ 存

在 し得 な か っ た 。 す べ て の もの に つ い て 神

に 感 謝 せ よ 。 生 命 と そ れ を 支 え て くれ る も

の につ い て ， 人 生 を 意 義 あ る も の に し て く

れ る 最 愛 の 人 々 に つ い て， 信 仰 と ， 現 世 に

生 き る 目 的 と ， 現 世 に 生 き 永 ら え る こ と に

つ い て ， 常 に ， そ し て ， と こ し え に感 謝 せ

よ。 す べ て の も の に つ い て 神 に 感 謝 せ よ 。

深 く， さ ら に 深 く 感 謝 せ よ 。」("Thanks：

fortheOrganizationan(iOperationofthe

Earthl'Z卿 ρ妬o∂6吻6窺E名o，Feb.1968 ，p.74;

KSL`TheSpokenWord"broadcast，Nov，

19，1967，)

兄 弟 姉 妹 の 皆 さ ん ， 私 の 証 を 述 べ た い と

思 い ま す 。 主 は 感 謝 を 捧 げ る よ う に 求 め て

お ら れ ま す 。 も し 主 の こ の 勧 告 に従 う な ら

ば ， 私 た ち は こ の 地 上 で 最 も幸 福 な 民 と な

る こ と が で き る で し ょ う。 主 に 感 謝 を 捧 げ

る こ と こ そ 天 の 御 父 の み も とへ 帰 る 道 を 開

く方 法 だ か ら で す5心 を 込 め て ，イ エ ス ・キ

リ ス トの 御 名 に よ り証 致 し ま す。 ア ー メ ン 。
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聖 典

十二使徒定員会会員 ボイド・K・パ ッカー

)の 真 の教会の中で，人に知 られるこ

㌧一 となくひそかに押し進められたある業

について，お話 したいと思います。その業

はすでに旧約の時代に始まっていましたが，

エゼキエルが予言したように，今 この時代

に成就 したのです。エゼキエルは次のよう

に述べています。

「主の言葉がわたしに臨んだ
，『人の子よ，

あなたは一本の木 を取 り， その上 に 「ユダ

およびその友であるイスラエルの子孫 のた

めに」と書き，また一本の木を取 って，、そ

の上に 「ヨセフおよびその友であるイスラ

エルの全家のために」と書け。 これはエフ

ライムの木である。 あなたはこれ らを合わ

せて，一つの木となせ。 これ らはあなたの

手で一つになる。』」(エ ゼキエル37：15-17)

木 とは， もちろん記録，すなわち書物の

ことです。'古代 イスラエルでは，木版や棒

に巻きつけた巻物に物事 を記録 しました。

エゼキエルは，ユダの記録 とエフライムの

記録が私たちの手の中でひとつ となると予

言しました。 この予言の成就 に関わる、ζ・た

つのことが，印刷所の中で起こったのです。

まず最初は，ニ ューヨーク州パルマイラ ・

村の大通りに面 したある建物 の2階 でのこ

とでした。1829年6月 ， ジョセフ ・スミス

とマーテン ・ハ リスは印刷所の経営者エグ

バー ト ・B・ グランデ ィン氏 を訪ね，新 し

い聖典の出版 について話 し合いました。当

時グラディン氏は23歳 ， ジョセフ ・ス ミス

より3カ 月年下でした。彼はわずか3カ 月

前 に本の印刷 を請 け負うという広告を出し

たばか りで， その上，彼の小 さな店には手
ちゆうて つ

動式の鋳鉄製印刷機 しかなかったので， ジ

ョセフ ・ス ミスらの注文に応ずることは大

変 なことでした。 、

他の印刷所では，その書物の印刷を引き

受けてはくれ ませんでした。1それ に， この

年若いグラディン氏 も宗教心は持 っていま
さい ぎ

したが，とて も猜疑心の強い人でした。 し

か し，マーテン ・ハ リスの農場 を担保 にす

ることで契約がまとまり，契約書が取 り交

わされて，1829年8月 に印刷が始まりまし

た。

この仕事が始 まると間 もなく，オバ ダイ

ヤ ・ドグベリー ・ジュニアという人が この

書物の一部を盗んで，ザ ・リフレクターと
あざけ

いう週刊新聞に嘲 りの記事 と一緒に掲載 し

始めました。

こうして1830年3月 ， モルモン経が印刷

所からジョセフの手元へ届けられ，発売 の

広告が出されました。人々の反応はひどい

もので本は一向に売れず，マーテン ・ハリ

スは農場 を失 う結果 となりました。

これが聖典 にかかわる新たな時代の幕開

けで した。予言者 ジョセフ ・スミスと彼 に

従 う人々は，今 日に至るまで，このモルモ

ン経がイエス ・キ リス トを証するもうひと

つの書物であると主張しています。 しか し，

異なった霊 に動か されて，オバダイヤ ・ド
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グベ リー と彼 に同調する人々は，今 日まで

モルモン経を非難 してきました。

こうしてそれから148年 後 の1977年6月 ，

ある印刷所でこのふたつの木を合わせてひ

とつにする作業が，再び始まったのです.

聖 典出版に長年 の経験 を持つジェームズ・

モチマー氏 とブリガム ・ヤ ング大学宗教学

部 の学部長エ リス ・T・ ラスムッセン博士

が，英国のケンブ リッジにあるケンブ リッ

ジ大学出版部を訪 ねました。 この由緒ある

出版部では， エグバー ト・グランディンが

パルマイラに印刷 店を開く293年 も前から

聖 書の印刷 をしていました。

彼らは宗教関係の出版の理事 をしている

ロジャー ・コールマン氏と会い，従来の も

の とは非常 に異なった編集の方法 をとった

欽定訳聖書の出版について話 し合いました。

この出版社の人々 も，約150.年 前 のエグバ

ー ト・グランディンとまったく同じように

彼 らの要請 に対して懐疑の目を向けました。

ケンブ リッジ出版部は，1611年 に初版を

出して以来，今 日まで欽定訳聖書の出版を

手がけていましたが， それまで一度 もこの

ような注文 を受けたことはありませんで し

た。彼 らは，本文 にはまったく手 を加 えな

いけれ ども，脚注，引照，章の序文.索 引

などは全部入れ替 えると言ったのです。 し

たがって， そのまま使 えるのは66の 書の章

と節の番号 だけでした。

それだけではあ りませんでした。 そのよ

うなことは注文のほんの手始 めで， この版

には，他の3つ の聖典 すなわちモルモ ン経，

教義 と聖約，高価 なる真珠 との引照も組み

込 むということで した。モルモン経，教義

と聖約，高価 なる真珠 など， 出版社の人々

にとっては，1聞いたこともないような本で

した。

聖 徒の道/円83年1月 号

注文はまだあ りました。彼 らは，新 しく

考案した方法で脚注をつける，すなわち，

従来は各章毎 にアルファベ ット順 について

いたのに対し，今度は(各 節の最初の言葉

から)数 えきれない程の節に，たくさん脚

注をつけるというのです。

技術的 な問題が山ほ ど出てくることは，

目に見えていました。コンピューターの助

けを借 りることも可能でしょう。 しかし，

それにして も常に人の手が必要です。他の

聖典 との引照 を，聖書にどうやって入れれ

ばよいのでしょう。3つ もの聖典 との引照

ができるようにするためには，何万という

脚注が必要 になります。 ということは，何

十万 もの情報の組み合わせができるという

ことです。考えるだけで も大変な仕事です。

技術的な問題ひとつをとってみて も大変な

ことで、これが正確 に，正 しく対観できる

ように，しか も聖書と矛盾がないようにで

きるとは到底考えられ ません。

ところが，その会合 には非常に敏腕なデ

レク ・ボーエ ンという編集校訂家が出席し

ていました。彼は第こ次世界大戦 の際に聴

力 を失 っていたので，その後は聖書の編集，

植字，印刷などに専念していたのです。彼

は，おそらく， このような企画を指揮でき

るただひとりの人物であったと思います。

これまで私は印刷 に関する問題 ばか り述

べてきましたが，実際に何万もの脚注を収

集 し編成するためには何百人という人を要

します。実は， この仕事は数年前から始め

られていました。 コンピューターなしでは，

明らかに不可能な仕事でした。

注文 はまだ続きました。 この聖書 には，

用語索引，何百 もの項 目を取 り上げた項 目

別索引，聖書辞典，'地図をも入れ， その上

体裁が従来のもの とは違うのです。章毎 に
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見出し文が入ります。 この見出 し文 には，

新旧約両聖書 との矛盾があ りません。

この企画が実行 に移されてか ら数年して，

私たちは，進行状況を尋ねてみました。集

積 した項 目をアルファベッ ト順に並べると

いう，うんざ りするような骨 の折れる作業

が，どの位進んでいるか知 りたかったので

す。すると，「天 国(Heaven)と 地 獄(Hell)

(Hの 項 目)を ，通過 し，愛(Love)と 肉欲

(Lust〉(Lの 項 目)を ものともせず，今 は

悔 い改め(Repentance)(Rの 項 目)に 向か

って前進中です」 と返事 をしてきました。

項 目別索引の項 目も，2倍 位あった リス

トを半分 に削 って，やっとの ことで750に

しました。 それは，実用性 を考慮 してのこ

とでした。 この聖書は毎 日使用す、るのに手

ごろなサイズでなければならなかったから

です。

この仕事の上には，みたまの助 けがあり，

参画した人々は， この仕事がいかに祝福 さ

れたものであるかをよく口にしました。 そ

こには， 人を謙遜 にする霊的な経験があっ

たのです。

黙々 と，7年 以上 もの間この業に力が注

がれ続け，'やっとのことで末 日聖徒版欽定

訳聖書が世 に出ました。 モルモン経，教義

と聖約，高価なる真珠 についでも，すでに

同様の作様が始め られていました。 多くの

年 月をかけて原稿を作 り上げ，初期の頃の

版の誤字誤植 も訂正 することができるよう

にしました。

この3つ の聖典 も，モルモンに関心 を寄

せる研究家や熱心 な教会員だけではなく，

その他 多くの人々の 目に触れ ることでしょ

う。 また，聖書研究家 たちは冷静 で公平な

目をもって研究 し，末 日聖徒 に敵対 し末 日

聖徒を非難する人々は怒 りの目を注 ぐでし
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よ う。ですか ら，微細な点まで も訂正 され

ていなければならなかったのです。

末 日聖徒版聖書が出版 されてから2年 の

後， この3つ の聖典は今 までに例のない正

確 なものとなって世 に出ました。

そして，その3カ 月後，聖書編集 の長 を

務めておられたデ レク ・ボーエン氏が英国

の地で亡 くなられました。

また，御存 じのことと思いますが，幹部

の兄弟たちの指示により，今後モルモン経

には 「イエス ・キリス トに対するもうひ と

つの証」 とい う副題が付 くことにな りまし

た。

ユダの木，すなわち記録(新 旧約聖書)

それにエフライムの木すなわ ち記録(モ ル

モン経 イエス ・キ リス トに対するもう

ひとつの証)は ， このような過程 を経てひ

とつに合わせ られたのです。一方 を読 めば

他方 も読むことになり，一方から得た知識

は他方を読むことによってよ り明確なもの

になります。2本 の木は，本当に私たちの

手の中でひとつになりました。こうして今

日，エゼキエルの予言が成就 したわけです。

年 月を経るに従って， この聖典 に触れる

人々は，次々 と主イエ ス ・キ リス トを知 っ

て主のみこころに従 う忠実なクリスチ ャン

となっていくことでしょう。

古き世代の人々は， このような聖典には

触れることな く育 ってきました。 しか し，

今では次の世 代の人々が成長 してお り，彼

らは，歴史上かつてだれ も目にし得なかっ

た啓示 に触れることができます。今や，ヨ

セフの木 とユ ダの木が彼 らの手に置かれま

した。彼 らには，過去 の人々には到底なし

得 なかった研究ができるのです。彼 らはイ

エスがキリス トであるという証を持ち，そ

のように宣言 し，主を擁護する力を持つ よ



うになるでしょう。

何百人という人々の献身的な働きがなか

ったら，このような業はなし得 なかったで

しょう。 このような人々の中には，ヘブラ

イ語，ギ リシャ語， ラテ ン語，新 旧約聖書

を研究する学者 たち もいました。その上彼

らはこの業 に携わるに.ζ・さわ しい人々であ

って， イエス ・キリス トの福音から多大の

影響 を受 けていました。 その業 は，彼らに

とってはこの世 でな した最 も偉大な貢献 と

なることでしょう。

世代を経 るにつれて，この業はキ ンボー

ル大管長が教会を管理された時代の輝か し

い業績 として， 史上 に残るようになるで し

ょう。

聖典を世 に出す業の中でも，非常に直接

的な業ですが，教義 と聖約の中に新 しい啓

示がふたつ加えられました。このようなこ

とは，百年以上 もなかったことでした。そ

れ に， この作業が終わらないうちに，神権

に関する栄光ある啓示が与えられ，この時

満ちたる神権時代 に主が聖徒たちにお与え

になったその他のすべての啓示に加えられ，

製本されるべ く間に合 ったわけです。

しかし， これはまだほんの手始めなので

す。 なぜならまだ英語の版しかできていな

いからです。 スペイン語への翻訳は，すで

に始 まっています。他の言語への翻訳もお

いおい始められることと思 います。

この出版事業と同時に， もうひとつ偉大

な業が続けられていました。教会のカ リキ

ュラム全体の組み替えがなされたのです。

子供用のテキス トも，青少年や成人用のテ

キス トも，聖典 中心， イエス ・キ リスト中

心 に改め られました。著作活動， カリキュ

ラム，教授法，その他 このような業に関連

ある仕事の専門家が大勢加わ った真の義勇

聖徒 の道/1983年1月 号

軍が，長年の間働いて下 さり，ついにこの

業が完成したのです。

私 たちが聖典 に錨 を降ろし自らを聖典 に

つなぎとめようとしているか と思えば，逆

にやっきになって自らをつな ぐ錨の鎖を断

ち切 ろうとしている人がいます。そのよう

な人々は波の間に間に漂いながら河を流れ

下るかのように，思想をあちらへこちらへ

と変 え，聖典を人の哲学に合うように解釈

し，改訂 していっています。その反対に私

たちは，同じ河を流れ に逆 らって上流へ上

流へと泳ぎ上がってきました。私たちは神 と

相交わ り啓示を受けるために，河の水源に

まで泳ぎ上がろうと決意を固めています。な

ぜなら，教義 と聖約 の中で主が求めておら

れるように，「あらゆる人々」が 「主なる神

すなわち世の救 い主の名によりて語」(教義

と聖約1：20)る こ とができるように努 力

しなければな らないからです。

内にも外にもこの教会を監視 している人

がいて，私たちのすることに非常な興味を

示 しています。 そのような人々は教会をつ

ぶさに観察 して，組織力，教会の財源，組

織の変更，政治的社会的論点などについて

考え， 自分の観察から結論 を引き出 します。

そして， 自分の見解を書いては新聞雑誌な

どに発表 し，それが教会の現況に関する正

確で客観的な報告だ と主張するのです。 し

か し，そのように教会を監視 し決めつけて

いるうちに，彼らは私 たちが ここ数世代の

間に行なった最 も重要 な事柄を見落 として

しまったのです。

彼らの中には，私たちは道を外れてお り，

クリスチ ャンではないとする人々もいます。

彼 らは，彼ら自身がほとんど関心 を持たな

かったもの，したがってほ とんど知 りもしな

かったもの，すなわち聖典と啓示に目を向け
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るべきでした。そうすれば，項 目別索引に

はイエス ・キ リス トに関して58の 項 目があ

り，18ペ ージにわたって小 さな活字でぎっ

しりと文字通 り何千もの参照聖句が載って

いることがわかったでしょう。

その参照聖句は4つ の標準聖典か らのも

のであ り，この標準聖典 には世界史上一度

も収集し得なかったほどの量の主 イエス ・

キ リス トの使命と教えに関する聖典か ら得

た情報が収められているのです。

この4つ の聖典 は，私 たちが主イエ ス ・

キリス トを受 け入れ，敬慶な聾度で礼拝 し，

証を持っていることを断言 しています。参

照聖句を一つ一つ読んでいく時 に，皆 さん

は部屋の ドアを押 し開けて部屋の中を見る

ように，そこが どなたの教会であり，だれ

の権威 によって何が教えられているかを知

ることができるで しょう。1そこでは， すべ

てがイエス ・キ リストのみ名 に，すなわち

神の御子であり，救い主，貝費い主であ り，

私たちの主である御方 に基を置いているの

です。

私はユダの予言者エゼキエルの予言を引

用して，この話を始めました。旧約聖書の

この2節 には，10の 脚注がついています。

そのうちのひとつは，私たちを 「モルモン

経一 イエス ・キ リス トに対する もうひと

つの証」へ と導いてくれます。聖書世界か

ら見て地球の裏側 では， ヨセフの血統の予

言者リーハイが，次のような予言をしてい

ました。

「それ故に
，汝の子孫は記録 を書き，ま

たユダの子孫も記録を書くべし。 しかして，
り しる

汝の子孫の書き誌す書 と，ユダの子孫の書

き誌す書とは，相合 して偽 りの教 えをうち
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破 り，争論を鎮め，汝の子孫の中に平和を

起 し， また末 日に於て汝の子孫にその先祖

とわが誓約 とを知 らしめん。」(II二 一フ ァ

ィ3：12〉

このひとつの脚注が，ふたつの聖典 を堅

く結 んでいるように思われます。 しかしな

がら，10の 脚注のうちの5つ は， それを読

めば項 目別索引を引かざるを得なくなりま

す。項 目別索引には，その外に611も の参

照聖句が出ており， この一論点に関 して私

たちの知識を広げてくれます。まさに， ち

りの中から語る声のようですポ

何本 もの糸がよ り合わされて，私たちの

手の中にあるユダの木 とエフライムの木，

すなわち主 イエス ・キリス トに対する証 の

書物 を縛 ることのできるような縄ができた

のです。

重ねて申しますが，主イエ ス ・キ リス ト

の使命 と教 えに関 して，これほどの量の情

報が聖典から集められ たことは，世 界史上

例を見ないことで した。

私たちが主 につ いて軽々に語らず，余 り

度々口にしないか らと言 って，誤解 しない

で下さい。主 につ いて余 り度々口にするこ

とは，主を知 らない人のすることです。

ユダヤの兄弟たちも，昔，主を知ってい

ました。ユフライムの，私たちの兄弟たち

も同じです。主の聖徒，予言者，使徒 らに

とって， もう主は遠い存在ではあ りません。

主は生 きておられます。 イエス ・キ リス

トは私 たちの救い主，賦 い主であ り，主で

あ ります。私 は使徒 として，以上のことを

イエス ・キリス トのみ名により証致します。

アーメン。



成熟の意味.

七十人第一定員会会員 デ レク・A・カスバー ト

主
はギベオンで，ソロモ ンの夢の中に
■

あらわ

顕れて，こう言われました。「あなた

に何を与えようか，求めなさい。」(列 王上

3：5)ソ ロモンは主に答える前に， 自分

に とって最 も必要 なものは何 なのか，深 く

考えました。 それ は権 力や威光でしょうか。

それとも，富や財物，名声や栄光でしょう

か。

ソロモ ンの答えについて， よく考えてみ

ましょう。「わが神，主よ，あなたはこのし

もべを，わたしの父ダビデに代って王 とな

らせられ ました。 しか し，わたしは小さい

子供であって，出入りすることを知 りませ

ん。 ……それ ゆえ，i聞きわける心をしもべ

に与えて，あなたの民をさばかせ，わたし

に善悪をわきまえるこ とを得させてくださ

い。」(列 王上31719)そ こで，「神はソロ

モンに非常に多くの知恵と悟 りを授け，ま

た海べの砂原のように広い心を授けられた」

(列 王上4：29)の で した。

知恵，悟 り，広い心は，成熟した人のし

るしです。このような特質を求めた時，ソ

ロモンはもう 「小さい子供」ではあ りませ

んでした。

しか しなが ら，成熟するということは，

単 に知恵を得るということではありません。

救 い主は， このようにおっしゃらなか った

で しょうか。「心 をいれかえて幼な子のよう

にならなければ，天国にはいることはでき

ないであろう」(マ タイ18：3)こ の ことを

考 え合わせてみると，成熟するということ

は，私たちに必要な幼な子の特質を取 りも

どすとともに，子供にはない成人の特質を

伸ばしていくということになります。き ょ

う，私は，成熟というものの10の 特質につ

いてお話 したいと思います。その中の5つ

は幼な子の持つ特質，残 りの5う は大入に

なるにつれては ぐくんでいく特質です。

1.罪 がないこと 生 まれたばか りの赤

ん坊やほんの小さな子供 に罪がないことを

否定で きる人が， どこにいるでしょうか。

救 い主は次のように教えておられます。「幼

な子 らを一D…わた しのところに来るのをと

めてはならない。天国はこのような者の国

である」(マ タイ19・：14)末 日の啓示の中で

も，主は・さらにこのことを明らかにしてお

られます。「人のあらゆ る霊は，太初に罪な
しか』き ものなりき
。而 して神 は堕落ぶ り人を蹟

いたもうたるにより，人はみな再び幼児の

有様 となり，神の前に罪なしとなりぬJ(教
ぎ

義 と聖約93：38)そ うです。 この不和と欺
まん

隔 に満ちた世 の中にあって，私たちは皆，

清 くなり罪のない状態になるようにチャレ

ンジされているのです。

2.謙 遜 「この幼 な子のように自分を

低 くする者が，天国でいちばん偉いのであ

る」(マ タイ18：4)子 供 の謙遜 な祈りや証

を聞くのは，何と素晴 らしいことでしょう。

アフ リカの南部で，'柱と屋根 だけのアフリ

カ式の家を借 りて集会 を開いた時のことで
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す。私は，小さな男の子がホサ語でジョセ

フ ・スミスの物語を詳しく話 し，証 を述べ

るのを聞きました。その時のことは，今 も

，忘れることができません。

私たちの住む世 の中では， 人々が大挙し

て正義に背を向け， 自己の快楽を追い求め，

己れのプライドや空しい野心を満たそうと

やっきになっています。私たちに与 えられ

ているチャレンジは，神のみ前 に謙遜にな

り，ベンジャミン王の言葉 にあるように 「幼

児のように従順で謙遜で忍耐で愛情 に富み，

幼児がその父に従うように，主が負わせた

もうすべてのことに喜んで服従」(モーサヤ

3：19)す る ことです。

今では世界中の至る所で，人種や文化的
い ん しのう

背景の異なる様 々な人々が各々の国の因襲

を打ち破って真理を受け入れ，へ りくだっ

てバプテスマを受けています。 彼らが困難

や苦難を克服していく様を目にする時，私

たちの霊は何 と活気づけられることでしょ

うか。少し前のことで したが，私はジンバ

ブエの教会の立派な青年と面接 しました。

彼の国か ら最初の宣教師を送 り出すための

面接でした。その青年はピ」ター ・チャヤ

長老 というて，小児麻痺のために生涯松葉

杖をっいて歩かなければならない体でした

が，喜び勇んで伝道の召 しを受 けたので し

た。

3.純 真であること 子供は物事を複雑

に考えません。 また， ものを遠回しに言っ

たりしません。使徒パウロは， コリントの

聖徒に次のように勧告 しています。「ただ恐

れるのは，エバがへびの悪巧みで誘惑され

たようヒ， あなたがたの思いが汚されて，

キリストに対する純情 と貞操 とを失いはし

ないかということである。」(IIコ リント11：

3)パ ウロは深い学識のある人であ ったに
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もかかわらず，改宗 した後に次のように語

りました。私はこのくだりを読む度 に深い

感動を味わいます。「……わたしはイエス ・

キ リスト， しか も十字架 につけ られたキ リ

スト以外の ことは，あなたがたの間では何

も知 るまい と決 心 した……」(1コ リン.ト

2：2)最 近 のことですが，私はガーナを

訪れ，同じ感動を味わいました。 そこでは

地方部大会が開かれていて，現在地方部長

を務 めている優れた外科医のエマニュエル・

キッシ博士が，福音の単純な真理 を教えて

おられたのです。

そうです。私たちは子供のように純真で

あれるよう努力しなければな りません。 そ

して， 自分の子供たちにも，イエス ・キ リ

ス トに対する純真で揺るぎない証を持てる

ように教えなければならないのです。そう

するならば，子供たちは，このまっすぐで狭

い道か らそらせ るような誘惑に陥ることは

ないでしょう。マ シュー ・カウ リー長老は

よく次の言葉を口にしました。「人生とは美

しいまでに純真であ り，純粋なまでに美し

いものです。」("LeamtoLive"，address

deliveredatBrighamYomgUniversity，

19June1953)

4.信 仰 我が家の子供たちは病気の時

や，慰 め や助 言が ほ しい時，祝 福 を求め

てきます。つま り，信仰を表わして来るわ

けですが， そのような時はいつも，私 も妻

も，とて もうれしく思 います。.そのような

ことは，これまでに何度 もあ りましたが，

一例をあげれば
，子供が耳の痛 みを訴 え始

め，ひどく苦 しんだことがありました。私

が祝福 を施す と，娘はお となしくな り眠 り

始めました。そしてそれからは，耳の痛み

などまった く訴えませんでした。本当に素

晴 らしいことですが，主が福音を完全 に回
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復 して下さったので， 父親は様々な方法で

家族 を祝福することができるようになった

のです。私 たちの愛するキンボール大管長

がチ ャレンジされたように，幼な子の信仰

をもってすれば，「見果てぬ夢 も夢ではなく

なり」「手の届かぬ星にも手が届く」ように

なるのです。主の持ちた もうた強い信仰は

山々を動かし，その幼 な子のような信仰は，

何 とたくさんの奇跡を起こしたことで しょ

うか。

5.愛 無条件の愛，無私の愛です。幼

い子供 に顔 を見上げられ，「お父さん，大好

き」 と言われて， いやな気持ちになる父親

がいるで しょうか。また，枕の上 に 「お母

さん大好きよ」と書いた短いメモを見つけ

て，心 にほのぽのとしたものを感 じない母
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親がいるでしょうか。 多くの国々で，私は

子供たちの愛らしい声を聞 く特権に恵まれ

てきました。「わたしがあなたがたを愛した

ように，あなたがたも互いに愛し合いなさ

い」(ヨハネ13：34)と い う救い主の言葉が，

今 も私の耳にこだまします。

イェ スは，罪がなく，謙遜で，純真であ

り，強 い信仰を持 った完全な模範でした。

イエスは私たちの罪をその身に引き受け，

貴い命 を投げ出され， 自ら墓の中からよみ

がえって，偉大な愛を示されました。「神は

愛である。愛のうちにいる者は，神 におり，

神 も彼にいます。J(1ヨ ハネ4：16)世 界 中

至 る所へ宣教師たちはふたり一組 となって

出かけていき，主 イエス ・キ リス トを信じ

る信仰 と悔 い改めを宣べ伝 えます。今まで
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述べてきた幼な子の5つ の特質をすべて失

わずにいう人はほとんどいないかと思いま

す。しか し，悔い改めて生活を変 えることに

より，だれ もが これらの特質を取 りもどす

ことができるのです。

自分の生活にそのような変化 をもたらし

たならば，主のように成熟した人になるた

めに，私たちは前 に述べた5つ の特質を土

台としてさらに5つ の特質を身に着けなけ

ればな りません。

6.知 恵 ソロモ ンは正しい裁 きができ

るように知恵を求 めました。私たちも同じ

ように知 恵を求める必要があ ります。私 た

ちの中に，本当に賢い人はあまりいません。

自分を取り巻 く物質的な世界に目を奪われ

ているからです。知恵 というものは物事 の

真の価値と，何が大切であり何が大切でな

いかを悟ることによって得られます。知恵

は霊的な特質です。 なぜなら，識別と理解

力の上に築かれるからでする 深遠 な知恵，

それは予言者の知 恵です。予言者の知 恵に

耳を傾ける人は皆，祝福を受けるのです。

・ 主はこう勧告 しておられます。「富を求め

ずして智恵を求めよ。」(教 義 と聖約6：7)

私 た ちはこの総大会で，みたまに導かれた

方 々の説教の中か ら知恵の真珠 を手に入れ

ました。すべての人がここで話された数 々の

真理を研究 し実践していかれることでしょう。

知識は， それ 自体危険なものになる可能

性を秘めています。知識を求める人は，同

時に知恵を求めなければな りませ ん。知恵

は成熟のしるしです。知恵 というものは，

普通，年齢 と経験を重ねることによって得

られるものですが，.必ずしもそうとは限り

ません。私がスコットラン ドで伝道部長 を

していた時のことです。主が 多くの若い宣

教師の理解力を増 し加 えられたので，彼ら
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は年齢に似合わない素晴 らしい成長を遂げ

ました。それからまだ5年 も経っていませ

んが，今ではその中の6人 が英国諸島で監

督とな り，ふたりが ステーキ部長会 に入り，

優れ た指導力を発揮 しています。

7.指 導力 これは教会内ばか りではな

く，すべての面での誉れある指導力を指 し

ています。子供は， 言葉にしても行 ないに

しても親を見習うものです。 主はモーセを

通 じてイスラエルの親たちに， こう言われ

ました。「きょう，わたしがあなたに命じる

これらの言葉 をあなたの心に留め，努めて

これをあなたの子 らに教 え，あなたが家 に

座 している時も，道を歩 く時 も，寝る時 も，

起きる時も， これについて語 らなければな

らない。」(申 命6：6-7)

子 供 を正 しく教え導 くには， この聖句に

あるように，親は成熟 していなければなり

ません。 家族は社会の基本単位であり， 国

の基です。子供たちは，全能の神御 自身か

ら私たちの手にゆだねられた神聖な授かりも

のです。私たちは親として，そのことを認

識 しなければなりませ ん。私たちの息子や

娘 は，神の霊 の子供です。神は私 たちに，

子供たちを愛し， いつくしみ，教え，導 く

ように望んでおられるのです。

両親 と子供が定期的に神のみ言葉を読ん

で研究することは，あるいはそこに書かれ

ている基本的な原則に従って生活 し，天父一

が私たちに期待しておられ ることを果たし

て行くことは，何 と大切なことでしょうか。

8.責 任感 子供は8歳 になるまで， 自

分 の言葉や行ないに責任を持つことができ

ません。 この8歳 という年齢は主が定めら

れたものですが，ほとんど，どこの国の法律

でもそれが認められています。 しかし，責

任が持てるようになったということは，成



熟したということではありません。責任 を

持つ ということは，他人の信頼に応えられ

るようになる，責任のある行動ができる，

自分を管理する人々に対 して，最終的には

主御 自身に対 して 自分の言動 に責任が持て

るということです。

救い主は伝道 してお られた時に， この原

則について教えられ，私たちは自分の言葉

に対 してさえも責任 を持 たなければな らな

いと言われました。「あなたがたに言うが，

審判の 日には， 人はその語 る無益な言葉 に

対して，言い開きをしなければな らないで

あろう。」(マタイ12：36)敵 は 絶えず私たち

の気をそらし，正 しい生活 を妨害 し， 自分

の行動 に対 して責任を負えるようになるの

を妨げ ようとします。私たちは絶 えず強く

あるべきです。決 して警戒 を怠った り，主

か.ら与 えられた原則を曲げるようなことを

してはな りません。

9.信 頼される人になる 子供 というも

のは.今 笑 っていたかと思うと，次の瞬間

には泣いています。また周囲の情況や環境

の変化 によって，す ぐに友達を変 えたり，

世の中に対する見方を変えたりします。 し

か し，成熟した人は， そう簡単に意見を変

えた りは しないので， 人からも信頼されま

す。使徒パウロは，成熟した人にっいてこ

う言っています。「もはや子供ではないので，

だまし惑わす策略によ り，人々の悪巧 みに

よって起る様々な教えの風に吹きまわされ

たり，もてあそばれた りすることが」(エペ

'ノ4：14)な し】
。

私たちは，子供たちが精神的に，あるいは

実際に連れ去 られてしまうことがないよう

に，警告 を与え，教え，外敵 を追い払い，

守ってやらなければな りません。世の中に

は，主のものではない声や教えが氾濫 して
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います。 しかし， 「キ リス トを確 く信 じて

疑わず，…・一強く進む」(II二 一 ファイ31：

20)な らば，私たちは信頼される人になる

ことにおいても，堅実さや霊的な忍耐力に

おいて も成熟することができるのです。以

上 に述べた特質を身をもって 示 して下 さる

キンボール大管長に，私は深く感謝してい

ます。キンボール大管長の模範は，私に と

って素晴らしい助 けになりました。ごれか

ら霊的な成熟を目指 そうとする皆さんにと

っても，その模範は大きな助 けとなること

で しょう。

101自 制 心 さて，10番 目の特質， 自制

心についてお話 したいと思います。二一フ

ァイ人の予言者アルマは， こう勧告 してい

ます。「一切の欲を抑 えて愛に満ちよ。」(ア

ルマ38：12)神 の御子 イエ ス ・キ リス トは，

世 に打 ち勝 たれて，私たちの救 い主，蹟い
あ

主 となられ ました。サ タンの試みに遭って

もびくともせず，あざけられ，ののしられ

て もくじけず，そして死に臨んで も，動揺

されることはあ りませんでした。主は完全

に成熟しておられたのです。 噛

私たち も主のように，清く，謙遜で，純

真で，確固とした信仰と愛を持つ ことがで

きますように。 また，知恵を備え、人から

信頼され， まず 自らを制 し，人々に対 して

も指導力を持つことができますように。そ

して，主が来られる時にそのみ前で， その

意にかなう申し開きをすることができます

ように。私たちの主こそ，生きてまします

キ リス トです。 この教会は活動を続けてや

まない主の教会です。主は生ける予言者を

通じて，語 っておられます。 この喜ばしい

証を私たちの主であり救い主であるイエス・

キ リス トのみ名 によって申し上げます。ア

ーメン。
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決意の時は今

十二使徒定員会会員 ハ ワー ド・W・ハ ン ター

恥 典 を読んで研究してみると，従順 に里

樋 ように，正 しい生活をするよう

にと主が何度 も民を励まされ，それを条件

に多くの約束をして下さっていることがわ

か ります。 イスラエルの歴史は，様々な誓

約 に満 ち満ちています。 誓約は旧約聖書の

中核をなすテーマのひとつであ り，神が予

言者や民 と交わしたもうたものであります。

主は， ノアと誓約を交わしたまい， その

時から，全人類に対する誓約 のしるしとし

て空に虹がかかるようになりました。(創 世

9：13参 照)

ア ブラパムとその一族は，割礼を聖なる

儀式として受け入れ，割礼 によって誓約を

交わしました。(創 世17：10-11参 照)ま た，

シナイ山では全イスラエルに大いなる誓約

のしるしとして，安息 日が与えられました。

今 日，私たちはヨシュアの生き方から大

切 な事柄を学ぶことができます。 それは，

主と交わした誓約を守 り，主の命令 と指示

に従うことがいかに大切か ということです。

ヨシュアは主の命に従い，モーセ亡き後，

イスラエルの民を約束の地へと導き， イス

ラエルの支族を指導しました。40年 来の指

導者モーセを失ったばか りの膨大な数の流

浪のイスラエルの民を導 く責任を負ったヨ

シュアに，主はこう言われました。これは

ヨシュアと民への慰めの言葉ではなかった

かと思います。

「わたしは
，モーセと共にいたように，

あなたと共におるであろう。わたしはあな

たを見放すことも，見捨てることもしない。

強く，また雄 々しくあれ。あなたはこの民

に，わたしが彼らに与えると，その先祖 た
え

ちに誓 った地を獲させなければな らない。」

(ヨ シュア1：5-6)

さ ら に続けて，主はこう言われ ました。

「ただ強く
，また雄 々しくあって，わた

しの しもベモーセがあなたに命 じた律法を

ことごとく守 って行い， これ を離れて右 に

も左に も曲ってはならない。 それはすべて

あなたが行 くところで，勝利を得るためで

ある。」(ヨ シュア1：7)

ま た，主はモーセに与えられた律法 につ

いても言われました。

「この律法の書をあなたの 口か ら離すこ

となく，……ことごとく守 って行わなけれ

ばならない。そうするならば，あなたの道

は栄え，あなたは勝利を得るであろう。」(ヨ

シュア1：8〉

そしてヨシュアとの語 らいを終えるに当

たって， ヨシュアに慰めを与え，神の律法

に従うならば祝福が得 られることを思い起

こさせる意味で，すでに言われたことをも

う一度繰 り返 して言われたのでした。

「わ たしはあなたに命 じたではないか。

強 く， また雄々しくあれ。 あなたが どこへ

行 くにも， あなたの神，主が共にお られる

ゆえ， 恐れてはならない，おののいてはな

らない。」(ヨ シュア1：9)
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ヨシュアには， その使命を果たすための

勇気が必要 でした。一々，主の助 けが必要

だったのです。上記の聖句にあるように，

主は助けを与えると約束なさいました。そ

の主を信 じて，主がすべきことを教えて下

さると信 じてヨシュアは前進 したのです。

ヨシュアは主に従順であれば，万事首尾よ

く事が運ぶことを知っていました。 どのよ

うな経過でそうなるのかは，はっきりとは

わかりませんでしたが，今や，必ずそうな

る という確信を持つことができたのでした。

聖典 には，イスラエルの支族はヨルダン

川へと旅し，川岸 に3日 の間野宿 し，対岸

の市エ リコヘ行く準備 を整えたと記されて

います。 その時， ヨシュアは民にお もしろ

いことを言いました。

「あなたがたは身を清めなさい
。 あす，

主があなたがたの うちに不思議 を行われる

からである。」(ヨ シュア3：5)

ヨ シュアは，戦に勝てるか否かは，民が

喜んで主のみこころに従うか否か にかかっ

ていることを知 っていました。この時，主

はヨシュアに言われま した。

「き ょうからわたしはすべてのイスラエ

ルの前にあなたを尊い者 とするであろう。

こうしてわたしがモーセと共 にいたように

あなたとともにおることを彼らに知らせる

であろう。」(ヨ シュア3：7)

そ して，ヨシュアは，モーセがイスラエ

ルの指導者であった時と同じように， これ

か らも主が奇跡を行なわれることを知 りま

した。民の先頭を祭司たちが契約の箱 をか

ついで行き， ヨルダン川に足を浸すと，川

が干上が り，「すべてのイスラエル」は 「か

わいた地を渡 って行」(ヨ シュア3：17)き

ま した。'

ほ どなくして，主はヨシュアに，行 く手

に立ちはだかるエリコの市を滅ぼすように
がんほ う

と命じられました。 エ リコの市は頑丈な城

壁 に囲まれていて，それを攻め落 とすなど

ということはとても無理なことで した。少

な くとも，無理なことのように思われまし
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た。 しかし， どのような軍略 を用いたらよ

いか もわからないままに，必ず勝てると信

じ， ヨシゴアはすでに受けていた主のみ使

いの指示 に従 いました。 ヨシュアはどのよ

うなことにも従順であろうと，決意してい

たのです。 ヨシュアは指示されたことを行

なうこと以外，何も考えてはいませんでし

た。 それに，主が必ず約束を果た して下さ

る ことを知 っていました。主の指示はどう

考えてみても奇妙でしたが，ヨシュアは胸

の内にある信仰 に駆 り立てられて，それを

実行したので した。 その結果は，もちろん，

勝利でした。イスラエルの民は長い間モー

セの指導の下にあった時 も，ヨシュアやそ

の他主の命令 と指示に従った多くの予言者

たちの指導の下にあった時も，同じように

奇跡を経験 してきました。

エリコに近づいたヨシュアとその民は，

主の導きに忠実に従いました。聖典 には次

のように記されています。 「石 が きは くず

れ落ちた。 そこで民はみな，す ぐに上って

町にはいり，町を攻め取 った。」(ヨ シュア

6：20)

記録 によれば，イスラエルが諸々の敵 と

の戦いを終えた後，すでに年老いたヨシュ

アは全イスラエルを呼び集めました。死を

前にして， ヨシュアはイスラエルの民に，

これまで戦いに勝つことができたのは神が

味方して下さったためであること， しかし

もし，主に仕えず，その律法に従わないな

らば滅ぽされるであろう一ことを話 しました。

また， イスラエルの主なる神がどのように

してアブラハムにカナンの地を旅させ，「そ

の子孫を増」(ヨ シュア24：3)さ れ たのか

も話して聞かせました。 ヤコブとその子ら

がエジプ トヘ向かったくだ りも話 しました。

主がモーセとアロンをどのようにとりはか
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らわ れたか，彼 らの先祖たちがいか にして

エジプ トを脱出したのか も語 り聞かせまし

た。そ して， それまで剣 も弓も使わずにど

のようにして戦いに勝ち，国を征服したの

かも話 しました。(ヨ シュア24：12参 照)彼

らを勝利に導いて下さったのは，ほかなら

ぬ主で した。剣や弓に頼らぬ勝利でした。

ヨシュアは，民に言いました。

「それゆえ
，いま，あなたがたは主 を恐

れ， まことと， まごころと，真実 とをもっ

て，主 に仕 え，あなたがたの先祖が，川の

向 こう，およびエ ジプ トで仕えた他の神々

を除き去って，主に仕えなさい。」(ヨ シュ

ア24：14)

そ して，偉大な軍人であり霊的 な指導者

であったヨシュアは民の決意を促す と共に・

自分と自分 の家族の決意を明 らかにしまし

た。

「あなたがたの仕える者を
，きょう，選

びなさい。 ただし，わたしとわたしの家 と

は共に主に仕えます。」(ヨ シュア24：15)



この言葉には，すべてを神にゆだねる人と

して，主の望みたもうことを行なう予言者

として，従順なるがゆえにこれまで幾度 も

祝福を受けてきた神の人としてのヨシュア

の全き決意がうかがわれます。

ヨシュアは，イスラエルの民がどのよう

な決定 を下そうと， 自分は 自らが正 しいと

信ずることを行なうと言いました。民がど

う決心 しようと， 自分は主に仕えると宣言

したのです。人に惑わされることはあ りま

せんで した。主のみこころを行なおうとい

うヨシュアの決意は，何が起ころうと，だ

れがどうしようと変わらなかったのです。

ヨシュアは意志の強い人で，その目は常に

主の戒めをじっと見つめていました。彼は，

従順 に徹 すると心 に決めていたのです。

主は何にも増して，主の勧告 に従おうと

いう揺るぎない決意を喜ばれます。

旧約聖書の偉大な予言者たちの物語を読

めば，心 を揺るがせることなく従順 に主に

従 うことが， いかに大切かがわか ります。

アブラハムがひ とり息子のイサクを犠牲

として捧げるよう命じられて，疑いを持っ

ことも心を揺 るがせることもなく主の命に

従 った時，主はどんなに喜ばれたことでし

ょう。聖典には， アブラハムに対する主の

み言葉が記されています。

「あなたの子
， あなたの愛するひとり子

イサクを連れてモ リヤの地に行き，わたし
はんさい

が示す山で彼 を播祭 としてささげなさい。」

(創世22：2)

次の 節には，ただこう記されています。

「アブラハムは朝はやく起 きて
，……そ

の子 イサク……を連れ，……神が示された

所に出かけた。」(創 世22：3)

ず っ と後の ことですが， リベカはアブラ

パムの僕から， 自分と一諸 にアブラハムの
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家へ行ってイサクの妻になって下さい と頼

まれた時，その僕の言葉 と行ないには主の

み手があることを悟って，何の疑 いも抱く

ことなく，ただこう答え ました。「行 きま

す。」(創 世24：58)

それか ら一世代後のことです。ヤコブは

カナンの地へ戻るようにとの命を受けまし

た。そのためには，長年働 いて得たものを

残 して行かなければなりませんで した。ヤ

コブは羊の群れを放 してある野にラケルと

レアを呼び，主が語られたことを話して聞

かせました。ラケルの答えは単純率直で，

その言葉の裏には並 々ならぬ決意が現われ

ていました。「何事でも神があなたにお告げ

になったことをしてください。」(創 世31：

16)

聖 典 の中には，いかに主の戒めを重んじ

るべきかを教えてくれる言葉 や物語がたく

さんあ ります。 ヨシュア，アブラパム， リ

ベカ，ラケルの模範 に従いたければ，ただ，

主に従っていき，そのみこころを行なえば

よいのです。

今，主 に仕 えようと決意することは素晴

らしいこ とです。 なぜな らこの 日曜 日の

朝 に，世 の煩 いや誘惑か ら幾分か離れ，

よ り深く永遠の事柄に思いを馳せる時，私

たちは普段にも増して， 自らの生活に大き

な幸福 をもたらして くれるもののことを，

はっき りと考 えることができるからです。

夜の暗闇が襲 い来り，誘惑の嵐が吹きすさ

ぶ時にどう対処すべきかを，今， この朝の

陽光の中で決めておこうではあ りませんか。

何をなすべ きかにつ いて今決める力を持

つ ことができるよう，お祈 り致します。 ま

た，今，主に仕えようとの決心ができるよ

うお祈 り致しますξ イエス ・キ リストのみ

名 により申し上げます。 アー メン。
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家族を永遠のものとするために

十二使徒定員会会長 エ ズラ・タフ ト・ベ ンソン

結
婚 は文明の強固な基であり，か しら

石であ ります。国家が個々の家庭の

水準を上回るものになることは決 してない

でしょう。

結婚，そして家庭生活は，神が定めた も

うたことであります。

永遠の見地 に立 って見れば，救 いは家族

で行なう事業です。神 は親に子供 を養育す

る責任をお与 えになりました。この責任は，

最も神聖な責任です。

今 日，私たちを取 り巻 く社会には問題が

たくさんあ ります。中でも目立つのは，性

倒錯，同性愛，麻薬，アルコール中毒，破

壊行為，ポルノグラフ ィー， 暴力などです。

このような容易ならぬ問題は，皆，家庭

の失敗の産物です。r世の初めから神が打ち

建てた もうた原則 と，その原則を踏み行な

うことを軽視した結果，起きてきた問題な

のです。

世 の親たちは幸福 と成功を得るため に主

が与えて下 さった原則から離れていき，今

や世 界中の家族が問題 にあえぎ，傷を負っ

ている有様です。家族 に対する責任を放棄

し，とらえどころのない， いわゆる 「自己

充足」 を追い求める親が少なくありません。

また，親 としての責任 を放 り出して物欲に

身をゆだね，子供のために 自分の楽 しみを

後回しにすることをしぶる親すらいるので

す。

私たちは，今，家族 を人間の価値観によ

って作 り変えようとする謀略がめぐらされ

ていることに気付かなければなりません。

テ レビや映画に描 かれる家族 や愛のあ り方

が，神の戒めとは正反対であることも， よ

くあります。

皆さんは，家族 というものに今まで と何

も変わ ったところはないとお考えでしょう

か。 それでは， どうか次の事実 に目を向け

ていただきたいと思います。

現在では，3組 の夫婦のうち1組 が離婚

しています。

また，伝統的な家族形態，すなわち夫と

主婦専業の妻 と子供たちという形 を守 って

いる家族は，アメリカ全体でわずか14パ ー

セン トに過 ぎません。(1980年 国勢調査)

現 在，全労働者の約半数 は女性です。

加えて， これら女性労働者の56パ ーセン

トが就学前の子供 を抱 えており，60パ ーセ

ン トが10代 の子供の母親です。

アメリカ合衆国一国をとってみても，6

歳以下の幼児が8百 万人から1千 万人 も保

育所な どに預け られています。

さらに，全ア メリカの5分 の1近 くの子

供 が片親の家庭で育てられています。

子供を育てる母親がいなくなれば，社会

は立ち行かなくな ります。母親の手は，子

供の正常な発育に欠くことのできないもの

なのです。

今 日の社会では，耳ざわ りのよいキ ャッ

チフレーズが罪深い行為 を正当化するため
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かんいん

に用いられています。 姦淫や同性愛を 「性

の自由」，堕胎を 「選ぶ 自由」，婚 外交渉を

「有意義な関係」 と言ってみたり 「自己の

充足」 と言ってみたりといった具合です。

この傾向が続けば，若者の情緒障害，離

婚， うつ病， 自殺などは増える一方で しょ

う。

家庭は，永遠の価値を持つ事柄を教える

最適の場所です。家庭生活がしっか りした

ものであ り，イエス ・キ リス トの福音の原

則に基づいていれば，このような問題は，そ

う簡単に起 こることはあ りません。

今朝，私が皆 さんにお伝 えしたいと思っ

ているメッセージは，私たちの家庭 に愛と安

らぎと幸福 を約束する，神が定めた もうた

原則に立ち帰ることについてです。幸せで

強い家族関係を築 くための3つ の原則につ

いてお話 したい と思います。

第1に ，夫婦は目標，望 み，行動 におい

て正 しい思いを持 ち，しか も一致し，ひと

つ とならなければなりません。

結婚 は神のみ前に取 り交わされる神聖 な

誓約であるという認識が なければなりませ

ん。 夫婦はお互いに対してだけではなく，

神 に対して も義務 を負っているのです。神

は，その誓約を重んじる夫婦に祝福 を約束

され ました。

愛 と信頼 と平安 のためには，結婚 の誓約

を堅 く守 ることが是非 とも必要です。神は

姦通 をはっき りと禁 じておられます。

互 いに愛 し合 っている夫婦であれば，愛

と誠実さ とは，相関関係にあるということ

に気付 くはずです。そして，この愛が，子供

の情緒をはぐくんでいくのです。家族 生活は，

幸福 と喜びに満ちた ものでなければなりま

せん。子供が過去を振 り返る時，心温まる

思い出や交わ りが浮かんでくるようでなけ
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ればなりません。

結婚の誓約にも当てはめることのできる，

主の簡潔な教えに耳を傾けて下 さい。まず
むさば

「汝 ら互いに相愛するように心がけよ。 貧
しか ごと

るなかれ。而 して福音の命ずる如 く，互い
わか や

に物を頒つようになれ。……不潔なるを止
さか

め よ。 互 い に 欠 点 を 探 す を 止 め よ。 ・… 一」

(教 義 と 聖 約88：123-124)
ま こ こ ろ も

次 に，「汝 ら誠心 を以て妻を愛 してこれ

と結び合 うべし。 その他の者に愛着するこ

となかれ。 ・…一汝ら姦淫することなかれ。」

(教 義と聖約42：22，24)

3番 目に，「争いを好む心ある者はわれに

属く者にあらずして悪魔 に属くものなり。

悪魔は争 いを生む親 にして……」(III二一フ

ァイ11：29)

聖 典 の中には，他 にもたくさんの訓戒が

あ ります。

夫婦 の関係を維持するには，是非 とも忍

耐 と自制が必要 です。夫婦は，言葉 と感情

を抑えることを学ばなければなりません。

家庭 における祈 り， また夫婦がふたりで

する祈 りは，皆さんの絆を強 くすることで

しょう。そしてお互いの考えや目標，意見

がだんだんとひとつになっていき，やがて

は同 じ目的，同じ目標 を目指すようになる

ことでしょう。

主 に信頼し，予言者の教えや聖典から導

きや助けを受 けるようにして下さい。特に

見解の相違が深刻 になった り，問題が持ち

上が った りした時には， そうすることが大

切 です。

逃避するのではなく，共 に難関を乗 り越

える時にこそ，霊的な成長が得 られます。

今 日の社会では，むやみに個 人主義が強調

されていますが，そ れはエゴイズムや分裂

を助長するばかりです。「一体となる」よう
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』

に と い う 主 の 教 え は ， 今 日 も な お 生 き て い

ます 。(創 世2：24参 照)，
ひ けつ

幸福な結婚の秘訣は，神に対 して，また

夫婦が互いに仕 え合 うことにあります。結

婚の 目標には，個人の成長だけではなく，

一致
，すなわち夫婦がひとつとなることに

もあるのです。一見矛盾しているように感

じられるかも知れませんが，相手に仕えれ

ば仕えるほど， 自分 自身の霊性が高まり，

私たちは情緒的にも成長することができる

のです。

最 も重要なのは，正 しい一致 を目指 して

努力することです。

第2は ，主の愛 と教えによって子供たち

を育てることです。

今 日のような世の中で，心の明るい温和

な子供を育てることは，生易 しいことでは

ありませんが，できないことではあ りませ

ん。現にそれをしている親はいます。

親が己れの責任を 自覚 すること，それが

鍵 となります。

子供にとって何 にも増 して必要なことは，

自分が愛され，必要とされ，価値 を認め ら

れているということを心で感 じ，理解する

ことです。

子供は，永遠という視点か ら見て， 自分

がどのような存在であるかを知 る必要があ

ります。そして， 自分 には永遠の父なる神

がついていて下さり， その方に頼 り，祈 り，

導きを受けることができることを知 ってお

く必要があ ります。 また， 自分がどこか ら

やって来たのか， 人生の意味は， 目的は何

なのかを知ることも大切です。

主に祈ること，主に導きを求めること，

受けた祝福に感謝 す るこ とを親 は子供 に

教えなければなりません。子供たちがまだ

小さかった頃，ベッ ドの傍らにひざまずい
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て， どう祈ったらよいか教えてあげた時の

ことが思い出されます。

また親は，善悪を見極 めることも教えな

ければな りません。子供 は神の戒めを学 ぶ

ことができます。また，学ばなければな り

ません。盗み， うそ，人をだますこと3む

やみに人の物を欲 しがることが悪であるこ

とも学ばなければな りません。

また，家で働 く方法 も学ぶ必要がありま

す。正直に働くならば高潔さ と自尊心が得

られることも学ぶ必要があります。 また，

勤労と，良い仕事をすることの喜び も学ば

なければなりません。

また，余暇を健全に建 設的に過 ごすよう

に導いてやらなければな りません。 テレビ

の見過ぎは有害 です。特にテ レビのわいせ

つな番組に気を許 してはなりません。今の

育ち盛 りの子供 たちは，週25時 間以上 もテ

レビを見ていると推定されています。

地域社会には，家族 にとって健全な娯楽

を振興するという責任があります。 地域社

会が容認するものが，今 日の若者が成人す

る頃には，社会的な標準 となってい くので

す。

家族は，共に働き，遊ぶ時間をもっと増

やさなければいけません。家庭 の夕べを毎

週開 くようにして下さい。 そして，遊んだ

り，家族みんなで家の仕事 をしたりすると

よいでしょう。 また，寸劇をしたり，ピアノ

を囲んで歌ったり，ゲームをしたり，特別

に作ったおやつを食べた り，家族みんなで

お祈 りしたりして下さい。家庭 の夕べの こ

のような活動は，あたか も鉄の鎖のように

家族を，愛と，誇 りと，家風 と，道徳心 ど，

忠実さで結び合わせます。

安息 日には，家族そろって聖典 を勉強す

ることを習慣 にしましょう。



毎 日家族が集って，聖典を読んだり，讃

美歌を歌ったり，家族の祈 りを捧げた りす

るひとときを持つのもよいでしょう。

第3に ，親は，子供 が福音の儀式を受け

ることができるように教えなければな りま

せん。

家庭で教 える最 も大切な事柄は，霊 に関

わる事柄です。両親は， 自分の子供たちが

福音の儀 式，すなわちバブテスマ，.確認，

神権への聖任，神殿結婚などの儀式を受け

られるように教えるよう，命 じられていま

す。 また，安息 日を尊び，大切 にし，聖く

過 ごす ことも教 えなければなりません。と

りわけ大切な親の役割は，子供たちに何に

も増 して永遠の生命を得たいという希望を

持 たせ， 熱心にその 目標を追い求めるよう

にさせることです。

永遠の生命は，福音の律法 と儀式に従っ

た時に初 めて得 られるものです。

両親が自らその救 いの儀式を受け，神殿

結婚の模範を子供たちに示すならば， 自分

たちの結婚生活を幸福なものにするだけに

とどまらず， やがては子供たちもその模 範

に従うようになるでしょう。

そのような家庭 を築 く両親は，主が言わ

れ たように 「祈 りの家，断食の家，信仰 の

家，学間の家……秩序の家，神の家」(教義

と聖約88：119)を 築 くの です。 たとえど
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んなにっましい貧しい家庭であっても，そ

のような家庭 には愛 と，幸福 と，平安 と，

喜 びが満ち満 ちていることでしょう。 そし

て，子供たちは正義 と真理の内に成長 し，

主 に仕 えたいという望 みを持つようになる

でしょう。

ある大管長は，両親に対して次のような

助言を与えています。

「毎 日
，家族と共に一 日に二度祈 り，家

庭 を変 えるようにしなさい。……あらゆる

食物を祝福した もうよう祈 りなさい。……

10分 間主のみ言葉 を読むようにしなさい。

・あなたの家庭 を
，愛，平安，.主 のみた

ま，親切，慈愛，他人のための犠牲で豊か

に満たしなさい。粗野 な言葉…… を退け，

心の中に神のみたまを宿 しなさい。霊 と力

により，実践によってこれらを力あるもの

とし，子供 に教えなさい。……家庭環境(が)

・・福音の真理 に添っているならば
，百人

の内ひとりとして迷 う子供はいないであろ

う。」(ジ ョセフ ・F・ ス ミス 「福音の教義」

P.292)

この教 えと模範に従 うならば，家庭内に

深刻な問題が起こるわけがないこと，それ

にたとえ起きたとして も，それを解消する

ことができることを，私 自身 も証致 します。

家族生活 という喜びを与えて下さったこ

とを，神 に感謝 しましょう。何度 も申し上

げてきましたが，良き家庭なくして真の幸

福 はあ り得ません。 人生において，人に最

も素晴らしい感化を与えてくれる場所， そ

して，最 も素晴 らしい人と人との交わ りを

教 えてくれる場所，それは家庭なのです。

皆さんが神 の教 えに従 う時，神 の祝福が

あ り，愛 と一致により皆 さんの家庭が強く

な りますように。 イエス ・キ リス トのみ名

により，お祈 り致 します。アーメン。
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高価なる真珠

七十入第一定員会会員J・ トー マ ス ・ファイア ンズ

愛
する兄弟姉妹の皆さん，皆さんの前

に立 って，イエスがキ リス トである

ことを証す るのは何 という素晴らしい特権

で しょうか。

東洋の古 い伝説に，高価 な真珠を売ろう

とした宝石商の話があります。 その宝石商

は高価な真珠を見栄 えがするように展示 し

ようと思い，最 も美しい木材を使 って，特

別な宝石箱 を作 ろうと考えました。彼はそ

のような木を捜 し求め， 自分の手元へ届け

てもらい，美 しいつやがでるまで磨かせま
よ すみ

した。そ して，箱の四角には真ちゅう製の

上品な留め金を取 り付けて補強 し，内側に

は赤いベルベ ットを張りました。そ して最

後に，ベルベ ットに香水をふきつけ，高価

な真珠 をその箱の中に入れました。

こうして真珠 はショーウイン ドーに飾 ら

れました乙 しばらくすると，金持 ちの男が

やって来ました。男はショーウイン ドーを

見て心 を引かれ，店の中に入って宝石商 と

交渉を始めました。やがて宝石商はその男

が真珠 よりも宝石箱を求めていることを知

りました。 その男は宝石箱の美 しさに見 と

れて，高価な真珠が 目に入らなかったのです。

最近のことですが，教会員でない友人が

数 人，遠方から私の家を訪ねてきて，一週

間ほど滞在していきました。その中のひとり

は，非常 に高い教養の持ち主で した。彼は，

初めは聖職 に就 くことを志していましたが，

後にそれを断念 して心理学者になることを

決意 し，その分野で博士号をとりました。

やがて彼は卒業して，診療所 を設立 し，

その診療所 も今では数名の精神科医と多く

の心理学者，それにソーシャルワーカーを

擁するまでになっています。彼はまた，州

の教育委員会や州立大学の顧問にもなって

おり，その上大学の学位取得試験の審査に

も加 わっているような人です。

そのような非常に学識のある人がわが家

にやって来ることを知 って，私 たちは， 自

分たちが信 じていることについて何を見せナ

どう説明 したらよいか戸惑 いました。

まず初めに，私たちはこの堂 々たる建物

に彼を連れてきました。ちょうど日曜日の

朝のことで，彼はこの素晴らしい聖歌隊の

芸術的な力に感嘆 していました。それから

訪問者セ ンターを訪れて， そこに展示され

ているものを見て回 りました。

私はまた教育委員長 と会って もらうよう

手はずを整えました。私たちの教会が，教

育の分野にも力を注いでいることを知 って

もらいたかったからです。 それから彼をブ

リガム ・ヤング大学へ案内し，同じ分野で

働いている何人かの人々 と会 ってもらいま

した。私たちは彼にこの立派な大学から何

らかの感銘を受けてほしいと願っていたの

です。 そして思った通 りになりました。

それか ら私は彼を舞台裏へ連れて行き，

きょうパ ッカー長老が話された教会のカリ

キュラム計画の様子を紹介しました。彼は
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教育関係の研究をしていたので， あらゆる

段階の人々を対象とするカ リキ ュラムの計

画 に携 わった経験があ りましたが，私 たち

の計画を見て大変驚いて， こう言いました。

「こんな素晴 らしいものは見たことがあり

ません。 これはカ リキ ュラム計画のノーベ

ル賞 ものですよ。」

このようにして，彼はた くさんのものを

見て回 りました。 そして，最後の晩に，私

は，「何か疑問に思われたことはありません

か」 と尋ねました。

すると彼は言いました。「肉親 を失 った

人々には， どの ような慰めを与えるのです

か。」

私 たちは 旧約聖書を開き，それから新約

聖書を読 みました。 さらにもうひ とつの証

の書であるモルモ ン経 もひもときました。

アルマ書や他の書を開いてイエスがキ リス

トであることを示 しました。次に近代の聖

典をとリ出し，教義と聖約の76章 と138章

を読 んで研究しました。高価なる真珠 も読

みました。

そしてこれ らの聖典が互 いに関連があ り，

聖句を照らし合わせることができることに

ついて話をしました。聖典 は決 して個 々別

別の ものではあ りませ ん。全部 がまとまっ

て初めて完全な もの となるのであり，すべ
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てひとつの源，すなわち主なる神とその御

子イエス ・キ リストか らもたらされた もの

なのです。主はあ らゆる時代に予言者を通

じてそのみ こころを人々に示し記録させた

もうたので，私 たちはかの高価な真珠のよ

うな英智を持つに至 りました。

この教会 には素晴らしい教えがたくさん

あ ります。いずれ も私たちの生活を高め，

素晴らしいものにして くれる教 えです。私

たちが周 りの飾 りに目もくれず，その核心

を見るならば，そこにひとつのメッセージ

があることに気づ くでしょう。 そのメッセ

ージとはすなわち，主イエス ・キリス トが

時の絶頂に来 られたというメッセージです。

その時，主は主のみ業 を助 ける使徒や七十

人を召されました。そして十字架 にかけら

れ，墓 に納められ，3日 目によみがえられ

たのです。主は今 も生きておられます。主

が今生 きておられ るので，私たちは明 日も

生 きることができるのです。私はその友人

に，、このようにして私たちは肉親を失った

人々に慰めを与えるのだと話 しました。

兄弟姉妹 の皆さん，私の証 を述べたいと

思 います。 イエ スはキ リス トであられます。

この教会は イエス ・キ リス トの教会です。

そして そ こには， イエ ス ・キ リス トを証

するもの1がたくさんあります。 旧約聖書，

新約聖書，そしてモルモン経として知 られ

るイエ ス ・キ リス トを証す るもうひとつの

書物です。 このような証の書物か ら湧き出

る水を思うさま飲んで，皆さんが心の中に

持っておられる証を支 えることができます

ように。 そして，その証を他の人々と分か

ち合い，この地上に神の王国を築き，天の

王国をも来たらすことができますように。

へ りくだり， イエス ・キリス トの聖なるみ

名により祈 ります。アーメン。
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10月3日(日)午 後の部会

清い信心

十二使徒定員会会員 マ ー ビン ・J・ア シュ トン

数
週間前に，友達 と会 う約束があって

神殿の近 くまで来ます と，見知 らぬ

若い女性が近づいてきてこう言いました。

「モルモンが本当はどういう人か知 りたい

と思いませんか。」

私は答えました。「本当のところを少しは

知っているつ もりですが。」

するとその女性は激しい口調で言い返 し

ました。「モルモンはキリス トの教えに従 っ

て生活していないんです。」

「それは一体だれのことですか」 と言っ

て，私はその場 を引き上げました。

私は訪問者センターに向かって歩きなが

ら， 自分と異なる宗教を持っ人々を中傷し，

あざけり，恥ずかしめ， その信用を落 とす

ために時間とお金を費やしている人々の行

ないについて考 え始 めました。時にはその

ような行為 によって，攻撃され た人々は一

致し，強くなることもあ ります。 しか し，

かなりの場合， 内輪 もめの種が植えつけら

れ，時には義人が中傷の犠牲になります。

そのような行為がクリスチャンにふさわ

しいと言えるでしょうか。 イエス ・キ リス

トは，中傷的で破壊的な批判に時間を使う

ようにとは一度 も言われたことがあ りませr

ん。主が教えておられるのは，賞賛に値す

る価値あるすべての事柄を捜 し求め，学び，

人と交わる時にそれ らを分かち合うという

ことです。つむ じ曲がりで執念深い人に限

って，否定的で不愉快 なことを捜し出し，

言い広めるものです。

私が宣教師 としてイギ リスに着いた時，

伝道部長が貴重 な勧告 を与 えてくれました。

私は終生その勧告に感謝するでしょう。伝

道部長 はこう言いました。「アシュトン長老，

この国の人々は長い間，この国で生活して

きました。 もしあなたが 目と耳 と心 とを開

くな らば，この地でたくさんのことを学べ

ます。 よきことを捜 し求めなさい。そして，

あなたのや り方 と異なるものには寛大であ

りなさい。」

イギ リスでの生活を重ねるにつれて， こ

の勧告の有 り難さが しだいにわかってきま

した。 日に日に，偉大な国 イギリスとその

国民 に対する愛 と理解が深まっていきまし

た。例えば，冷湿な冬の 日には凍えないよ

うに，イギリス人と同 じことをしました。

寒い寒いと不平 を言わずに， もう1枚 セー

ターを重ね着したのです。

ロバー ト・ウェス トはこう記しています。

「あら捜しほ どたやすいことはない。不平

をこぼす という仕事 には，才能 も， 自制 も，

頭脳 も必要でないからである。」(甜6勉 葱

L，E∂α%s'(?麗o彪Booた ，p，221)

非 難や当てこす り， 中傷，うそな どが陰

でささやかれた り，大々的に騒がれたりし

ても， イエス ・キリス トの福音は私たちに

報復や争いをしてはいけないことを思い出

させてくれます。「愛 する兄 弟た ちよ。 こ

のことを知っておきなさい。 人はすべて，
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聞 くに早く，語るにおそく，怒るにおそく

あるべきである。人の怒 りは，神の義 を全

うするものではないからである。」(ヤ コブ

1：19-20)

いか なる宗教 も，団体 も，個 人も，あら

捜 しを基盤 にしていては永く繁栄すること

はできません。世の中の人々，特に末 日聖

徒 イエス ・キ リス ト教会の会員にはっき り

申し上げます。争っている時間はありませ

ん。「もし人が信心 深い者だと自任しなが

ら，舌を制することをせず， 自分の心を欺

いているならば，その人の信心はむな しい

ものである。」(ヤ コブ1：26)

詩 人 ロバー ト ・フロス トは，教育を 「平

静 と自信 とを失うことなく， ほとんどどの

ようなことでも聞くことのできる能力」で

あると定義しています。 おそらく私たちは，

公然 とモルモンに反対する人々から解放さ

れ ることはないでしょう。ですから，すべ

ての教会員はモルモンに反対する人に反対

する者になってはいけません。古 くからの

格言に 「生 き生かしめよ」(ヨハン ・シラー，

Th8飾"z6βooセ の「(2z`o云`zガo，z&p.1119〉と
タ ド

あるように，私たちは互いに相手のことを

考えて生きていく必要があるのではないで

しようが。

神から与 えられた特権のひ とつ に，様々

な状 況の中で 自分のとるべき態度を選、ζミ権

利があります。すなわち，周囲の状況が私

たちの行ないを決めるか，あるいは 「清い

信心」の原則に基づいて私たち自身が生活

を管理 し治めるかです。「清い信心」とはイ

エス ・キ リス トの福音を学んで，それを実

行することです。 自身の生活の一部となっ

てはじめて， 本当の祝福がもたらされるの

です。

歴 史を振 り返 ってみると，救い主の教え
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られた 「清い信心」が今ほど必要 とされて

いる時代はないと思います。 この信心とは，

仕返しをすることではありません。また悪

い行 ないや不親切 な言葉を返すことでもあ 、ρ

りません。清い信心 とは，いつ くしみ，築1

き上げる能力であ り，そしられ打ち負かさ
ほお

れそうな時で も，ほかの頬を向ける力です。

主や主の僕を非難することなく，一生懸命

主に仕える人々は幸いです。

私たちが完全でないのに，他の人々に完

全であることを期待するのは矛盾 した考え

方 です。聖書 にはこう記されています。

「なぜ
，兄弟の目にあるちりを見ながら，

はり

自分の 目にある梁 を認めないのか。

自分の目には梁があるのに，どうして兄

弟 にむか って，あなたの 目か らちりを取ら

せてください，と言えようか。

偽善者 よ， まず自分の 目か ら梁を取 りの

けるがよい。そうすれば，はっきり見えるよ

うになって，兄弟の 目か らちりを取 りのけ

ることができるだろう。」(マ タイ7：3-5)

本 当の意味で成長するには， 自分の 目か

ら梁を取 り除き，裁きは天の御父にゆだね

て，義 しい生活をしようとひたす ら努める

ことです。

清い信心の定義にそぐわない行為が頭 に

浮かんだ時は，次の聖句について考 えると

よいでしょう。「父なる神のみまえに清く汚

れのない信心 とは， 困っている孤児や，や

もめを見舞い， 自らは世 の汚れ に染 まずに，

身を清 く保つことにほかならない。」(ヤ コ

ブ1：27)

実 に簡潔な言葉ですが，この中に基本的

な公式が明らかにされています。すなわち，

困っている人を助け，イエス ・キ リストの

福音 に従 って生活 し，この世 の誘惑を避け

ることです。.
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最 も簡潔 なこれ らの公式 を元に，私たち

は自分 自身の生活を分析し，知恵 と自由意

志 とを使って福音の基本原則を応用しなけ

ればなりません。 イエスは次のように言わ

れました。「われまことに，まことに汝らに

告 ぐ，以上 はわが福音 なり。わが教会に於

てなすべきことは，汝らすでによく知れ り。

すなわち， 汝らが見たるわが行いを汝らも

せよ。 これらのことは汝らも行うべきこと

なればなり。」(III二 一 ファイ27：21)

今年 の夏に，友 人の家を訪れた時のこと

です。 まだ小さい男の子が新 しい三輪車 に

乗ってしき りにわめいていました。両親 も

私たちもその子に注意を向けなかったから

です。男の子は小さな足で思いき りペダル

をこぎなが ら，「ほら，見て!」 と声を上げ

ました。 ところが前 を見ないで私たちの方

を見ていたために，その子はベ ンチにまと

もにぶつか ってしまいました。母親は子供

を慰め，泣きやませ ようとしてこう言いま
い す

した。「あの腕 白な椅子が悪いのね。 あの椅

子 におしおきしましょうね。」

母 親の言葉は一時的に子供の気持 ちをま

ぎらすと思います。 しかし同時 に， この事

故の原因を子供 自身にではなく，何かほか

のものに転嫁することを教 えてしまってい

ます。

私たちは自分の行ないの責任を自分以外

のものに求 めることはないで しょうか。 自

分の内面を見つめ， 自分 自身に責任がある

ことを認めるのはつらい ものです。

自らを世 の汚れに染まらないようにする

には， 自分の生活を内面から治め， 自分の

行動 に対 して責任 を持つ ことです。 そして，

たとえ周囲の人が批判やうそを言い・ζ・らし

て も，仕返しをせず，平和をつくり出す者

としての役割 を果たすことです。 また地上
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での神のみ業が弱点を持つ人間によって行

なわれることを認め，人間 としての欠点が

表われても幻滅せずに，その人の良い所を

捜すことです。 さらに，そういった欠点を

強調す るあまり，基本的に善なるものを見

失わせ，証 を揺 るがせ るような主張には反

対することです。

清い信心 は， 洗練された知的な情報 と福

音の実際的な原則とのバランスを保ちます。

末 日聖徒は，あらゆる分野の学間を求める

ように勧められています。 しかし，優れた

知識 と学問上の業績は，知 恵と正 しい判断 ，

それに霊的な導きによって高める必要があ

ります。それは学んだすべてのことを活用

して，個人 と同胞に利益をもたらすためで

す。

ある人々は，被造物を鑑賞することによ

ってのみ神を知ることができる と考えてい

ます。 山や川，花，鳥，獣， これらは皆，

楽しみ賛美すべきものです。 しかし，それ

だけでは十分ではあ りません。真の教会で

は，福音の真理を分かち合い，新 しい概念



を 自分の もの とし，新たな経験を積 み重ね

ます。そうすることによって， 自尊心 を高

め， 人を助けるより良い方法を身に付ける

のです。

「清い信心」を実践するならば
， 人を落

ち込 ませ るよ りも高めることの方がはるか

に報いが大きいことにすぐに気づくでしょ

う。幸福は人を助 けることと切 り離せない

ものです。 人の評判を落 とそうとする人々，

無知な人や無学な人を利用する人々，信心

深いふりをして人を巧み にあやつり富を築

く人々，こういった人々は清い信心のもた

らす喜びを逃 しています。

多くの人は， 周囲の人々に温かい思いや

りの手を差 し伸べることにより喜びを得て

います。感謝の言葉 を述べることさえでき

ない病人を見舞 う友を見るのは，何 と心強

いことでしょうか。 中には，多くの人が快 ・

復の見込みのない肉体的，精神的な障害や

苦痛 に悩 まされているのを見て，それを放

っておかれる神 に疑問を抱 く人もいます。

しか し，そのような事態が起こると，私た

ちは人々の温かい奉仕と忍耐か ら多くのこ

とを学びます。教会の指導者として，伝道

や神殿での奉仕はもちろん様々な役職を歴

任 し，今は特別な責任のないある会員は，

月に一度，養護施設を訪問しています。彼

はよくこう言います。「毎 月これらの素晴 ら

しい人々 と会うたびに，心が満たされるの

です。」

清い信心 とは，伴侶 を失 って，ひとり寂

しく暮 らしている人々に愛と関心を示すこ

とです。最近私 は，60人 以上の未亡 人を抱

えるワー ド部の監督 に会いました。彼は顔

を輝かせて 「あの方 々をみんな愛 していま

す」 と言いました。 その監督と副監督は，

少なくとも週 に一度，ホームティーチャー
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の訪問 とは別に，未亡人の家を訪れ ます。

彼は 「あの方々は私 たちの生活の喜びです」

と繰 り返 し言っていました。「これは私たち

の手 に余 る責任だと思いませんか2」 と言

うこともできたでしょうに。

清い信心に、ζ・さわしいもうひとつの行な

いは，隣近所で外に出られない人に毎 日電

話 をすることです。穏やかな年老いた未亡

人の方が こう言いました。r毎 日電話をすれ

ば，彼らの気持ちを高めることにな ります。

そして，もし電話にだれも出なければ，私 の

訪問を必要 としていることがわか ります。」

彼女の友人の中に電話 を持っ余裕のない人

がいました。そこで彼女は自費で電話を取

りつけて もらい，毎 月その料金を支払って

いるということです。

清い信心には，忍耐 と根気が求め られ ま

す。 アルコール中毒か ら立ち直 ったある父

親が，よくこの ように言いました。「私が立

ち直れたのは家族があきらめないでやって

くれたか らです。妻子だけです。私を見捨

てないでいて くれたのは。」「私が立 ち直れ

たのは家族があきらめないでや って くれた

からです。」何と素晴らしい言葉でしょう。

清い信心は，恵まれない子供たちの世話

をする時 にも表われます。神の選ばれた霊

たちの中には，貴い親からの世話を受けら

れない人々がいます。その場合，一定期間

の世話をする里親によって，あるいは養父

母によって，多くの人に家族関係が提供さ

れます。

清い信心 は，正 しいことを行 ない，その

結果に従う勇気を持つことです。正 しいこ

とを正 しい動機から行なうのです。 たとえ

義 しい生活をし，奉仕 を行 ない，愛を示し，

神の戒めに従 っても，人からほめられ認め

られるためにするのであれば， それは清い

〆
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信心ではありません。清い信心は，仲間か

らあざけられ，受け入れられなくとも， そ

れに耐えます。 自分が何者で，何を目標と

しているか知っているからです。私 たちの

若人や年輩の人々の多くは，そのような内

面的な強さをはぐくんできました。 そして，

周囲の人々に大 きな良い影響を及ぼしてい

ます。

周囲の人々を愛するには，他人の気持ち

を思いやることです。 よく見かけることで

すが，聖餐のパ スを終えた執事が，司会者

から家族 と一緒の席 に座 るように勧められ

ました。するとひとりの執事 は外に出て，

玄関のところに腰かけていました。 それに

気づいたある父親は，次の週に， 自分たち

と一緒に座るように勧めました。その執事

は自分の家族が教会に来ていなかったので，

いつ もばっの悪 い寂 しい思いをしていたの

です。 この父親は司会者の言葉を批判せず
こた

に，少年の必要に応えました。 このような

行ないこそ，すべての教会員に広が って実

践されるべきものです。

一 人一 人の
，特に子供たちの安全 と保護

については，すべての人が関心を持つべ き

です。私たちは互いの安全を確保するため

に助け合うことができます。起 こり得る危

険 を察知 し，子供や老人に限らず人を傷つ

け，盗み，虐待する者に対 して進んで立ち

上がるのです。

清い信心は議員などの選挙の中でも実践

することができます。問題について説明 し，

討論はしても，つ まらない事柄や中傷は し

ないことです。選挙における真の勝利者は，

人身攻撃 をせずに敗北を受け入れ る人々な

のです。

清い信心の表われは，身の周 りの至る所

で見られます。1カ 月程前の葬儀 の席で，
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私は異国の地で伝道 している勇気ある女性

について知 りま した。 その女性は，母親が

不治の病で危とく状態に陥る直前に，涙を

流して主に祈 り求めながら次のような手紙

を書きました。「すぐにでもお母さんのそば

に行きたいのですが，お母さんの教 えに従

って伝道地にとどまります。 そして与えら

れた責任を果たし，福音を求めている人々

を捜 します。」

清い信心を定義する簡潔な聖句か ら，大

切 な指針が得られます。世 の汚れに染まら

ないようにするには，世の人々を惑わすサ

タンの邪悪な計画を避けなければなりませ

ん。復讐，あら捜し，欺 まん，卑劣，偽善，

人を裁 くこと，排斥，これ らの行為はいず

れ も清い信心とはかけ離れた ものです。

感情移入は， 自分 自身 と同胞に対 する真

心からの愛です。ヘンリー ・デビッド ・'ノ

ーローは
，「ちょっとの間，互いに相手の 目

を通 して見ることほ ど素晴らしい奇跡があ

るだろうか」 と言っています。 もしこれが

できれば，私たちは未亡人や孤児は もとよ

り，キ リス トの純粋な愛 による助けを必要

とするすべての人の元を訪れて，援助し，

隣人の必要に応えるようになるでしょう。

私たちの上 に神の助けがあって，清い信

心の原則を学んで実践できますように。互

いに高め合 うというこの仕事 は，全時間を

かけて行なう仕事です。卑劣な人，偏見を

もった人，争い好きな人，同胞の必要 に無

頓着な人， このような 人に清い信心と言っ

て も，わかってもらうことも，実践して も

らうこともできないでしょう。清い信心 と

は救い主の教 えに従うことです。 イエス ・

キ リス トは生 きておられ ます。この教会は

主の教会です。これ らのことをイエス ・キ

リス トのみ名によ り証します。アーメン。



喜びをもって生きなさい

十二使徒定員会会員 二一 ル ・A・マックスウェル

兄
弟姉妹の皆さん，私 たちは素晴らし

い もの と恐ろしい ものの両方を目に

する時代に住んでいます。 それらの ものを

目にすることなく末の 日を生きることはで
かかみ

きません。 しかし，私たちは主であ り鑑で

あるイエ ス・キ リス トから，「喜 びをもって

生きなさい」と教えられています。(教 義 と

聖約61：36;78：18参 照)

イエスは先の時代の人々にも同じように，

試練 の時には 「元気を出 しなさい」 と前 も

って教 えておられ ます。例 えば，主が最初

の十二使徒 に勇気 を出す ように言われた時，

一見して，勇気の出るようなものは何ひと

つあ りませんでした。(ヨ パネ16：33参 照)
く もん

ゲツセマ ネでの言葉に表わせ ない苦悶が差

し迫っていました。ユダの裏切 りが間近 に

ひかえていました。イエスの逮捕 と罪状認

否 も近づいています。十二使徒たちは羊の

ように散 らされ， イエスがまね事 ばか りの

不正な裁判にかけられて，ひどい苦難をお

受けになる時が数時間後 に迫 っていました。

「イエスではなくバラバをゆるせ」 という

群衆の激 しい叫び声が もうすぐこだまし，

カルバ リでの最後の恐ろしい時が来 ようと

していました。

それでは， イエスはなぜ十二使徒たちに

勇気を出すように望まれたのでしょうか。

その理由を救 い主はこう答えておられます。

「あなたがたは
， この世ではなやみがある。

しかし，勇気を出 しなさい。わたしはすで

に世に勝っている。」(ヨ パネ16：33)

キ リス トが世 に打ち勝たれたので，贈罪

はまさに成就され，死は最終的に打ち負か

されようとしていました。サ タンは明 らか

にされた救いの計画を阻止することに失敗

したのです。そして，全人類は神の恵みに

よって不死不滅を授かることになりました。

しかもそればか りでなく，得 ようとする人

には，永遠の生命 という豊かな賜が備えら

れるのです。 このように十二使徒 に喜びを

もたらしたものは，輝か しい真実 と根本的

な事実で した。つかの間の厳 しい現実では

なかったのです。福音についての貴重な見

通 しが，この福音の喜びを与 えてくれるの

です。

同じことが別の場合にも言 えます。 それ

は投獄 されていたパウロに，復活 されたイ

エスが臨まれ た夜 のことです。イエスはパ

ウロに 「しっか りせよ」 と言われました。

(使 徒23：11)こ の時，パウロはアナニヤ

の命令により衆人環視の中で口を打たれた

ばか りでした。40人 のユダヤ人が彼を殺そ

うと陰謀 をめぐらし，パウロは扇動行為で

裁判にかけられようとしてしていました。ま

た，間もなく難船 を経験 します。 このよう

な時に， どうして元気でいることができる

のでしょうか。それは， イエスが言われた

ように，パウロは悪条件の中にもかかわ ら

ず，やがてローマに福音のよきおとずれを

伝 えることになるからです。
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」

また別の時代の教会員は，予言が成就す

るまで人質に取 られ， もしその予言が成就

すべき時に成就 しなければ命を奪 われるこ

とになっていました。 しか し主はこの時に

も，「元気を出しなさい」と言っておられま

す。なぜでしょうか。それはイエスが 「わ

れは明日世の中に来らん」 と宜言されたか

らです。(m二 一ファイ1・：13)そ の誕生と

共に， メシヤのこの世 での使命が，ついに

始 まるのです。

福音 に対する喜びは，予言者 ジョセフ ・

スミスの態度に見られ ます。1842年 の秋，

武装した暴徒が ノーヴーに向かっていると

いううわさが広 まりました。ジ ョセフの愛

するエマはしばしば病 に倒れ，快復が危ぶ

まれていました。一方，ジ ョセフはジ ョセ

フの町 に追われていました。この時期， ジ

ョセフはどのような心境にあったのでしょ

うか。 ある時，家に帰 ったジョセフは次の

ように記 しています。「エマは病 に伏 してい

た。…'・・男の子 を産んだが，死産であった。J

(H乞s渉o勿y(ゾ孟ん6Ch%π6h，5：209)

この ような激しい苦悩 と苦難の中でさえ，

予言者ジョセフ ・スミスは神殿活動につい

て次のように記しました。「さて，われらの

受けたる福音の中にわれら何を聞 くや。喜

びの声なり。……生ける者 と死にし者 との
うれ おと

ための喜びの声，大いなる喜びの嬉しき音
ずれ

信なり。一一汝ら喜べ大いに喜べよ。一

山々は喜びの声を挙げよ。汝 ら谷よ，皆声

高く叫べ。」(教 義 と聖約128：19，22-23)

世 の 中から受 ける失望 に比べて，イエス・

キリストの福音からは，本当に大切なこと

について何と貴重な見通 しを得られること

でしょうか。

1820年 代 の後半，まだ回復された福音 に

触れていなかった青年 ブリガム ・ヤ ングは，
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いくらか落胆していました。世の中で 目に

する多くのことに不満を感 じ， 自分はすべ

きことをしていないのではないかという思

いにかられていたのです。その時，彼の愛

する兄弟フ ィニアスが，先見の明あるこの

ような勧告を与 えました。「たゆまず頑張 り

なさい。主は私たちのために何かを備えて

下さっているのですか ら。」(ヒ ーバー ・C・

キ ンボ ー ル，1845年1月8日 ，Brigham

YoungPapers，HistoricalDepartment，The

ChurchofJesusChristofLatter一(玉ay

Saints)そ こか らモーセに匹敵する彼 の歴

史が始まったのです。

兄弟姉妹の皆 さん， このように私たちは

根本的な理由から，すなわち差 し迫った状

況にはまったく左右されない理由から，喜

びを得ることがおわか りになったと思 いま

す。例えば， もし私たちの生活態度が人の

賞賛や利率の水準，選挙あるいはスポーツ

競技の結果 によって変わるようであれば，

私たちはあまりにも人や環境に左右されて

いることになります。 またこの人生での恵

みに対する感謝 の気持 ちは，死を迎える時

の状態 によって変わるものではありません。

なぜなら， イエスの前 に進 み出て行って，

自分が どのように死んだかを話 す人はよも

やいないからです。

そうではなく， イエスが私たちに求 めて

おられ ることは，神が全人類のために，ま

た個人のために明らかにされた 目的を熟慮

した上で信頼することです。私たちは主 に

よって明らかにされた過程 を歩むことに喜

びを得 るべきです。

とはいえ，末 日に起 こる苦難を過少評価

してはなりません。ヨエルとゼパニヤは と

もに，末 日を 「薄暗い日」(ヨ エル2：2;

ゼパ ニヤ1：15)と 呼 んでいます。これか



らの時代は絶望 の時代 となるでしょう。な

ぜで しょうか。 それは，モロナイが述べて

いるように，絶望は悪 い行 ないから来るか

らです。(モ ロナイ10：22参 照 〉悪い行 ない

が増えるにつれて，ますます絶望の淵 に沈

んでいくのです。 そして，広 く悔い改めが

行なわれない限 り，絶望は，福音の喜びを

知 らない人々の間に深まり，広がっていき

ます。

悲 しいことに，私たちは平和をつ くり出

すように求められていながら，地 より平和

の取 り去 られた時代に生きています。(教 義

と聖約1：35参 照)現 代の人々はほ とん ど

絶 え間なく戦争を経験 してきました。1945

年 に第2次 世界大戦が終結してから今 日に

至 るまで，大小合わせると，141の 戦 争 が

起きています。 南北戦争が今 にも始 まろう

としていた時，主は，戦争がすべての国民

の上に押 し寄せ，「多くの人々の死と苦悩 と

に終る」(教 義 と聖約87：1)と 宣言され ま

した。

さらに，戦争は続いてその極に達 し，「す

べての国々の最後」(教 義 と聖約87：6)と

な るでしょう。その間に， もしも世の人々

が望むならば，武器 に頼 らせ ましょう。 し

かし私 たちは，「神の武具で身を固め」(エ

ペソ6：11)る の です。 そして，このよう

な苦難の最中にあっても，私 たちは義 しけ

れば，死ぬ時は主にあって死 に，生 きる時

は主 にあって生 きるで しょう。(教 義 と聖約

42：44参 照)

悲 しいことに，私たちはまた多くの人々

の愛がしだいに冷ややかになる時代 に生 き

ています。(教 義 と聖約45：27;マ タ イ24：

12参 照)し たがって，恐れが増 していくで

しょう。 なぜ なら， 人が恐れ るのは，愛が

全うされていないか らです。(1ヨ ハネ4：

聖徒 の道/1983年1月 号

18;モ ロ ナ イ8：16参 照)愛 が 冷 え る に つ
まんえん

れて，戦争だけでなく恐れ も蔓延していく

のです。

しか し，パウロが述べているように，私

たちは途方 に暮れても行き詰まることはあ

りません。(IIコ リン ト4：8参 照〉なぜな

ら，霊的な備えがあれば恐れる.必要はない

か らです。(教 義 と聖約38：30参 照)

それ にして も，主は聖徒たちの信仰と忍

耐を試そうとしていることを少しも隠 して

はおられません。(モ ーサヤ23：21参 照 〉私

たち人間は主を実に早 く忘れてしまいます。

聖典 にこうあります。「また主がいろいろの

銀難でその民をこらし……たまわないと，

民 は主 を思 わないことも明らかである。」

(ヒ ラマ ン12：3)

しか し，主は私たちの苦難に対処し，理

解 し得 る能力を知 っておられるので，私 た
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ちには耐 えられないと思 えても，実際に耐
あ

えられないような銀難に遭わせることはな

さらないのです。(教 義 と聖約50：40;78：

18参 照)私 たちは逃れられない，あるいは
あ

耐えられない誘惑に遭うことはあ りません。

同様 に，耐えられない試練に遭 うこともな

いのです。(1コ リント10：13参 照)

これまで喜びを持つ大切な理由を幾つか

あげましたが，果たして私たちは周囲の圧

迫や環境にかかわ りなく，喜びをもってい

られるでしょうか。

ブ リガム ・ヤング大管長は， 目的の地を

指 して 「ここがその場所である」 と言いま

した。神の救いの計画についても， その最

終目的を知っていれば，「これがその道であ

る」 と言うことができます。

試練や苦難を経験 しただけでなく， 人の

高遠な行 く末についても熟知 していたヤ ン

グ大管長は，主が私たちにそうした経験を

させるのは，私たちを神の真の友 とするた

めであると言っています。個々の能力を伸

ばし，自由意志を賢明に使 い，神 を信頼す

るならば た とえ見捨てられて独 りにな

ったと感 じることがあっても一 ヤ ング大

管長が語づているように，私たちは 「暗闇

の中で も義しく」生きることができます。
あんたん

(SecretarゾsJoumal，28Jan.1857)暗 澹

たる苦難の中にあっても，私たちの 目に入

る福音の光は，喜びを得て，光輝く人々か

ら発せられるものです。

人々が絶望する時 に喜びをもって生き，

人々がつまずく時に信仰 を保 ち，見捨てら

れたと感じる時 にも主を信頼する これ

らの ことはすべて，私たちを愛するがゆえ

に与えられる神の思慮深 い訓練の結果 とし

て深 く望 まれていることです。(モ ーサヤ

3P：19参 照)こ れらの経験を神の冷淡さと
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誤解 してはなりません。 乙うした訓練 は神

の計画の一部なのです。

しかし，信仰を持つ人であっても，カプ

セルに包まれた出来事 に携わっている時に

は，おそらく周囲にうず巻 く事柄をすべて

理解することはできないで しょう。例えば

遠い昔 のベツレヘムでのあの夜，ヨセフと

マ リヤは生まれたばか りのキ リス トの足を

見て，やがてその足が聖地をくまなく歩く

ことを理解 していたで しょうか。またその

後， その足 にくぎが打たれることを知って

いたで しょうか。それは考 えられないこと

です。

愛情の深いマ リヤはその小さな手 を握 り

しめた時， また数カ月して幼な子がその小

さな手で抱 きついてきた時 に， その手がや

がて最初の十二使徒 を聖任 し，後に粗.末な

十字架を運ぶことを知 っていたでしょうか。

マ リヤは幼な子の泣 く声 を聞いた時， イ

エスがラザロの死に嘆かれる声や，二一フ

ァイ人の子供たちに祝福を与えた後に涙さ

れる声を耳 にしたで しょうか。(ヨ ハネ1!：

35;III二 一 ファイ17：21-22参 照)

また幼な子の柔 らかいひざが， ゲツセマ

ネでの壮厳な喪備を感じさせる祈 りの時を

含めて，頻繁 に捧げる祈 りのために堅くな

ることを先見していたで しょうか。(マ タイ

26：36-56参 照)

また幼な子 を入浴させ，体 をきれいに洗

ってあげる時，後にその全身か ら血を流さ

れる日が来ることをマ リヤは予測できたで

しょうか。(モ ーサヤ3：7参 照)

喜 んで，信仰をもって歩むとはこういう

ことなのです。たとえ完全に理解すること

はできなくても，皆 さんも私もその事柄 を

心 に留 めて，思 いめ ぐらすのです。(ル カ

2：19参 照)



私 たちが苦難の中にある時，主 とその予

言者 は私たちに平安 を与えて下 さいます。

ある時代の主の民がそうでした。彼らは近

づいて来る敵に恐れをな していましたが，

予言者が主 を思 い起こすように言 って安心
しず

させたので，「その恐れを鎮め」(モ ーサヤ

23：28)ま した。苦難の中を牛車で横断 し

た若 き日のエライザ ・スノーのように，私

たちはいつも 「事 をありのまま」 に見通 し

て，彼女の言葉 を借 りれば，「とても恵まれ

ていることに感謝」できるのです。(ヤ コブ

4：13;ケ ネス・W・ゴ ドフリー， 肋 駕6腐

%舵s，p.147)兄 弟姉妹の皆 さん， このよ

うな平安 と見通 しを持つ ことが必ず必要 に

な ります。なぜなら，主がはっき りと指摘

されているように，人々を清め，ふるい分

ける裁きは，まず神の家から始められ， そ

れか ら世 界に及ぶか らです。(1ペ テロ4：

171教 義 と聖約112：25参 照)こ のふるい

分けが どのようなものであるかは， まだ明

らかにされていません。「日々自分の十字架

を負う」ようなやむことのない，途方もな

い苦 しみ と共に何か特別な苦難が来るので

しょうが，正確 には私たちにはわか りませ

ん。(ル カ9：23参 照)私 たちにわかってい

ることは， イエ スが明らにしておられるよ

うに，誘惑，迫害，苦難 という誘惑者の3

つ の道具が容赦なく使われるということで

す。(マ タイ13：21;ル カ8：13参 照)

そ して， もしそのような環境の中で太陽

の熱が縁の木さえも枯 らしてしまうとすれ

ば，その熱はまさ しく現実のものです。(ル

カ23：31;教 義 と聖約135：6;ア ルマ32：

38参 照)

多 くの人が，義 しい行 ないの中にも悔い

改めないでいる過ちによってふるい分けら
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れるでしょう。ある人は最後まで耐えるこ

とを薦きらめてしまうで しょうし，信仰を

捨 てた人に欺かれる人もいるでしょう。ま

たつまずく人もいるでしょう。 どの神権時

代にもつ まずかせる石はたくさんあるか ら

です。ある人は世の煩いに気をとられて，

ランプの油を持 っていないためにつまず く

で しょう。また霊の糧 を食べることを繰 り

返 し拒否する人々1よ 世 の中のことに一生

懸命になっているうちに勝利を逃すでしょ
らようしニう

う。世の中の嘲笑 に恥ずかしくなって鉄の

捧を離す人もいるでしょう。(1二 一ファイ

8：28参 照)真 の聖徒でない，通 り抜ける

だけの単なる観光客は，この道か ら離れて

いくで しょう。また喜びを失 って，神に向

か って愚かなことを言う人もいるで しょう。

(ヨブ1：22参 照)

兄弟姉妹の皆さん，すでに非常 に多くの

教会員が誓約を破 り，約束を守 らなかった

ために失意に陥 り，家庭の崩壊を招いてい

ます。これは事実です。快楽を追求する社

会の風潮が高 まるにつれて，いわゆる私た

ちの文明は，エデンの園ならぬソ ドムとゴ

モラに近づいていくのです。

そこで，私たちは備 えをしようとする時，

両親や神権，原則，聖典，神殿，指導者を

心 して信頼するようにすべきです。プログ

ラムを足場とするような過ちは犯さないよ

うにしましょう。

心に喜びがあるならば，過去への郷愁 に

悩んで もむだであることがわかるでしょう。

たとえ次のような嘆きの声が理解できたと

してもです。

「ああ
，'私の先祖二一ファイがエルサ レ

ムの地から出てきたその昔 に私 む生きてい

たならよかったものを。 ……その時二一フ
た や ヤ

ァイの民は容易く勧めに従 い，神の命令を
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堅 く守 り，罪悪 に誘 われることは遅く……

ところが見よ，今私は生きて……生涯 とな

ってしまった。」(ヒ ラマ ン7：7，9)

兄 弟姉妹の皆 さん， これが私たちの時代

です。 これが地上 における私 たちの一生で

す。 これが私たちがしなければならない務

めなのです。

そして， このような時代にあって喜びを

得るには，雄々しくイエ スについて証 をす

ることが必要です。(教 義 と聖 約76：79;

121：29参 照)

最 後に，幸福をもたらす計画に苦痛は不

可欠なものですが，その ような苦痛を感 じ

る時，私たちはその計画が最初に明らか に

された時のことを思い起 こす ことができま

す。 その時，優れた霊 たちはひそかにでは

なく，声を張 り上げて賛成し，喜び呼ばわ

ったのです。(ヨ ブ38：7参 照)そ の時どん

な気持 ちであ ったかについては， ここでは

触れません。なぜなら，私 たちはその時，

今経験 していることをもっとはっきりと見

ているか らです。

神の助けがあって皆 さんの心に喜びがあ

りますように。 これは，私 たちが完き喜び

を受 ける時の楽しい状態に先駆ける気持ち

です。(教 義 と聖約93：34参 照)

歩 むべき道を完全に知っておられる御方

が次のように約束 して おられます。「汝 ら

・心安 かれ。われ汝らを導きて行けばな

り。王国は汝 らの ものな り。…… また，永

遠の富 も汝らのものなり。」(教義と聖約78：

18)

私 たちを抱えようとして両手を広げて待

っておられる御方(モ ルモン6：17参 照)，

イエス ・キリス トのみ名 によ り申し上げま

す。アーメン。



救 い主 の友 ，1僕， 息 子 と な る

七十人第一定員会会員 ロバ ー ト・E・ウエル ズ

)の 教 会は末 日聖徒イエス ・キ リスト

」 教会です。私たちはク リスチャンで

す。私たちは前の世，すなわち前世 におけ

る救 い主の役割 にっいて一般の人々よりも

詳 しく知っています。 またこの世の創造の

時に，救い主が天父の指示の下 に果たされ

た役割 について も新たな知識を得 ることが

できました。それ に救 い主が イスラエルの

予言者たちと言葉 を交わされた旧約聖書の

中のエホバであることも知っています。私

たちにはイエス・キリストを証するもうひ と

つの書物であるモルモン経が与えられてお

り，それ には救い主 に関する輝 くばか りの

知識と教義が記されています。近代の予言

者たちは，私 たちが罪の赦 しを得るために

捜 し求める賄 い主であるキリス トについて，

啓示により説明と教 えと光明と知 識を受 け

ています。私たちはキ リス トを信 じる他の

すべての教会に比べて非常に価値ある知識

の宝庫を持 っています。 かと言って，他の

人々が抱いているキ リストヘの信仰 を軽んじ

た り，けなしたりしているのではあ りません。

ただ小羊であ り羊飼であ り，そしてイスラ

エルの聖者である御方(詩 篇71：22参 照)

に対する新たな知識を 彼 らの救いと祝

福のために一 分かち合いたいと望んでい

るだけなのです。

昔の二一ファイのように，「私たちはもと

よりキリス トを信」 じ 「確く信じてキ リス

ト・り・…を待ち望んでい」ます。 また，「私た

ちはキリス トを信ずる信仰によって生かさ

れて」おり，「キリス トのことを話し，キリ

ス トのことを喜び， キリス トのことを説教

し……キ リス トの与えたもう生命を待ち望」

んで います。(II二 一 ファイ25：24-27参

照)

これを読んで，私たちが正真正銘のク リ

スチャンであることをい、玄ミか しく思う人が

どこにいるで しょうか。

以前，南アメリカのコロンビアの密林地

帯の上空を飛行機で飛んだことがあ ります。

その飛行機の中で，私は隣の席にいた人に

教会について説明 してい ました。私が熱心

に福音について説いていると，その友人が

話の腰を折ってこう言いました。「モルモン

は確かジョセフ ・スミスの墓の ところに立

派な聖堂 を建てたんでしたね。」

私は驚 いて非を唱えました。「どんな聖堂

を建てたとおっしゃるんですか。 それにど

の墓地のことですか。」

「ほら
，ソル トレーク ・シティーにある

黄金の天使をてっぺんに載せたあの高い建
れいぴロ

物ですよ。あれは霊廟か聖堂で，予言者を

礼拝する所なんでしょう。」その人が言って

いるのはソル トレーク神殿のことでした。

私はいささか困惑しながらも，その人が

誤解していることがわか りました。私はな

ぜそのような誤解が生 じたのかについては

何 も言わずに， ただ彼が誤解 している点を

一生懸命に正 そうとしました
。
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私はその友人に言いました。「ちょっと説

明させていただきますが，私たちはまぎれ

もないク リスチャンですよ。私 たちは父な

る神とその御子 イエス ・キリス トを礼拝 し

ています。昔も今 も，予言者や聖人を拝ん

だことはあ りません。予言者 ジョセフ・スミ

スを拝 むこともありません。 もちろん愛 し，

尊敬 してはいますがね。しかし彼 に祈ったり

はしません。私たちの教義 や哲学の中で も，

実生活の中でもジョセフ ・ス ミスが仲保者

のような人であるという教えはあ りません

し，ほかのどの予 言者あるいは聖徒 も仲保

者 にな り得ることは教えていません。 キリ

ス トのみが天父 との仲保者なのです。」私は

強調 して言いました。「マリヤもヨセフ も，

ペテロ，ヤコブ，ヨハネも，そしてアダムや

モーセやアブラハムのような古代 の予言者

たちも決 して仲保者 とはな り得ないのです。

ましてや ジョセフ・ス ミスやブ リガム・ヤン

グのような近代の予言者に向かって祈 った

り，拝んだりすることは決 してありません。」

さらに続けて，私は，ソル トレークの神
あが

殿は予言者 ジョセフ ・スミスを崇めるため

の ものでもなければ， ジョセフ ・スミスが

そこに葬られているわけでもないことを説

明 しました。 そして，私たちが予言者 たち

を礼拝 していないことをさらに明確にする

意味で こう言いました。「私た ちは ジ ョセ

フ ・ス ミスが埋葬されている所に巡礼する

こともありません。 第1， この私はジ ョセ

フ ・スミスがどこに埋葬 されているのかも

知らないのです。」

ジョセフ ・ス ミスの埋葬されでいる墓 を

知らないという私の言葉はその友人にとっ

てはそれまで聞いたこともなかったほ どの
あ ぜん

強烈な説明になったようです。彼は唖然と

して， 自分が教会に対 して理解 していたこ
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とが 完全 に間違っていたことを知ったので

した。 それを契機 に，私たちが本当にはど

のように.して救い主を礼拝 しているかにつ

いて気軽にざっくばらんな話 し合いができ

るようにな りました。 その結果，私たちは

正真正銘のクリスチャンとして認め られた

のでした。

私たち教会貝は皆，救い主を通して得 ら

れる購いを受けたいと望むクリスチャンで

あるということに友人や仲 間や知 人たちが

少しの疑いも持たれることのないような生

活をし，福音 を宣べ伝えなければなりません。

そして，救い主の友とな り，僕 とな り，

、息、子，娘 と言われ るようにならなければな

らないのです。この3つ の事柄について，

もっと詳 しく説明してみたいと思 います。

まず第1に ，救 い主の友となることにつ

いてお話 したいと思います。キンボール大

管長は救い主の友 として， ・言・さわしい人だ

と思います。数年前，キンボール大管長が

病院で心臓の切開手術 を受けた時のことで

す。キンボール大管長は手術台に乗せ られ，

廊下を通って手術室へ と運ばれました。そ

ば にそれを手伝 っているひとりの若い看護

人がいたのですが，すでに，鎮痛済を打たれ

て横たわっている予言者のベッ ドの取手と，

ドアの外枠 との間にふ とした拍子に指をは

さんで しまったのです。 この若者は痛さの

あまり，思わず救い主の名前をみだりに唱

える言葉 を使って しまいました。 大管長は

驚いて 目を開け，優 しくこの看護人をたし

なめました。 「君，そん な風 に言 わないで

下さい。救い主は私の最良の友なのですか

ら。」

私たちは救 い主の名前が誤って使われて

いるのを正すほどの関係を 自分 と救い主 と

の間に持 っているで しょうか。イエスは，



キンボール大管長が救い主に対して抱いて

いる気持ちと同 じような気持 ちを私たちも

抱 いていることを御存じでしょうか。

キンボール大管長が真の弟子であること

を示す例が もうひ とつあります。数年前の

ク リスマス ・イブのことでした。 キンボー

ル大管長は私に電話を下さり，私が忙 しい

か どうか尋ね られ ました。私はす ぐに，「い

いえ，何かご用でしょうか」 と答 えました。

するとキンボール大管長は初等協会小児病

院へ行 って祝福をしたいのだが， そのため

の同僚が必要 なのだとおっしゃいました。

キンボール大管長はアメリカ ・インデ ィア

ンの子供 と，南米の子供が何人かこの小児

病 院に来ていることを耳にしていたのでし

た。私たちは各階を訪れ，南米の国々の子

供やレーマン人やそのほかの子供 たちにも

全員に祝福 を授けました。私はキンボール

大管長の愛と，子供たち一 人一人に寄せる

優 しい友情に深 く心を動かされました。キ

ンボール大管長は病 人の友，遠 く家を離れ

た子供 たちの友でした。 また救い主であれ

ば私たちに示して下さったであろう愛 と優

しさの模範でした。 だからこそキンボール

大管長は，「救い主は私の最良の友です」と

言えたのです。

さて 第2に ，救い主の僕 になることにつ

いてお話 したいと思います。 このことに関

して，ベ ンジャミン王は次のように述べて

います。「人はどうしてまだ仕 えたこともな

く，見も知 らず思いもかけない主人を知 る

ことができようか。」(モ ーサヤ5：13)

主 に仕 えたこともなく，主も知 らず，毎

日心や思いの中か ら主を遠 ざけているとし

たら， どうして主の僕 となることができる

で しようか。

パロル ド・B・ リー大管長は救い主を知
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っており，長い間その僕として働いた人で

した。 リー大管長はどのような時 にも，救

い主がどう言い， どう行なわれるかを知っ

て行動していました。

例えば，大管長 となって間もなく教会の

新 しい予言者 として初めて記者会見に臨ん

だ時のことです。記者たちが リー大管長 に

向かって，難しい質問を投げかけました。

「ベ トナム戦争 についての見解 をお聞かせ

下さい。」御存 じのように，当時はべ トナム

戦争の真っ最中で，参戦支持派もいれば反

対派 もいました。

リー大管長が， もし 「私は政府の見解を

支持 します」 とでも言っていたなら，記者

たちは，「それはおか しなことですね。霊の

指導者 ともあろう御方が戦争に賛成すると

は」 と言ったことでしょう。

また逆に， リー大管長が 「私は米国の参

戦に反対です」 とでも言おうものなら，記

者たちはいぶかしく思 い，「これはまた異な

ことをおっしゃいますね。 この教会の指導

者は政府を支持するふりをしていなが ら，

実際はそうでないのですか」 と言ったこと

でしょう。

ところが リー大管長は新聞記者たちの質

問に対 して，主の僕 にふさわしくこう答え

たのです。 リー大管長は霊感を受けて主御
す へ

自身が語られたその言葉を語る術を知 って

いたのです。彼の答えは記者たちの心を静

め，感動を呼び起こしました。 リー大管長

はこう言ったのです。「私たちは世界中のキ
い きら

リス ト教徒 と同 じように，戦争を忌み嫌っ

ています。救 い主は， 『この世ではなやみ

がある』と言われました。 しか し同時にま

た，『わたしにあって平安を得る』(ヨ パネ

16：33参 照 〉とも言われ ました。」リー大管

長はさらに白ハネ14章 か ら引用して次のよ
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うに言いました。「わたしは平安をあなたが

たに残 して行く。'わたしの平安 をあなたが

たに与える。 わた しが与えるのは，世が与

えるようなものとは異なる。」(27節)

そ して， リー大管長は偉大なひ とつの原

則を教えました。「救い主が語っておられる

平和とは，陸軍や海軍， あるいは武力など

によって勝ち取る類の ものではあ りません。

また議会で交渉を重ねて作 り上げるような

もので もありません。救 い主が語っておら

れる平和 とは，主の戒めを守って生活 し，

主が自分のことを喜んでおられることを知

った時にのみ，心の中にもた らされる平安

です。」リー大管長は平和の君の真の僕とし

て霊感によって答えていました。

第3に ，救 い主の息子，娘 となることに

ついてお話 します。

誤解のないように言っておきたいのです
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が， 天父は私 たちの霊の父です。 また，イ

エスの霊の父でもあります。三体 同位 とい

うことは，決 しておぼろげな仮説ではなく，

3人 の別個の御方がおられるということな

のです。天父はその子供たちを御子 に託 さ

れ，天父の子供たちが御子の御名をその身

に引き受け，罪を悔い改め，聖なるバプテ

スマの水 に入って救い主への信仰 を現わし，

神 の王国において永遠に確固たる歩みを続

けられるようにして下さいました。

ベ ンジャミン王は次の ように説明してい

ます。

「お前たちの結んだ誓約のためにお前た

ちはキ リストの子 と呼ばれ，キ リス トの息

子や娘と呼ばれる。 それは今 日キ リス トが

お前たちの精神を新に生みたもうたからで

ある。お前たちはキ リス トの御名 を信ずる

か ら自分の心が改 まった と言 う。従って，

お前たちはキリス トにより生れてその息子

や娘となった。」(モ ーサヤ5：7)

どうか，この末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト

教会の全会員がふさわしく生活し，たとえ

私たちをク リスチ ャンではないと言う人が

いたとしても，私たちを知る人々がそのよ

うな言葉を信 じることがありませんように。

皆さん，この教会の会員と会った人がだれ

で も，私たちが救い主のよい友とな り，無

私の奉仕ができる主の僕となれるよう， 日

日努力していること，また聖なるバプテス

マの水 に入り， そのみ名を引き受けること

によって御父から救 い主にゆだね られた息

子，娘 になれるよう毎 日励んでいることがわ

かるような生活を しようではありませんか。

以上のことを，心か らへ りくだ り，愛を

込めて，私たちの主であ り，贈い主である

イエス ・キリス トのみ名を通 して証致 しま

す。 アーメン。



いかにかすかな光であろうと

七十入第一定員会会員 ボー ン ・J・フェザ ー ス トー ン

愛
する兄弟姉妹の皆さん。 きょうここ

で大いなる希望 と慈悲に満ちたひと

つのた とえ話についての私の思いを語 って

みたい と思います。救い主はこう言われま

した。 「ある人に，ふたりの むす こが あっ

た。」(ル カ15：11)、 ζ・た りの息子の内，弟

の方は幾分大人に近い兄の陰に隠れて， い

っも冷飯を食わされていたようです。兄だ

けがいつもほめ られているようでした。年

や体っきか らいっでも兄の方が上であ り，

当然仕事 も兄の方ができます。弟はいつ も

兄と競争 しますが，かなうわけがありませ

ん。仕事 も全部終えることもなく，す ぐに

飽 きてやめてしまいます。おそらく，いつ

も引け 目を感じていた と思います。結局，

弟は 「体制」が悪いのだか ら，いくら頑張

っても自分は正 しく評価 されないと決めつ

けてしまいます。 そして家を出，新 しい所

で生活を始めることを決心するのです。

たとえ話はこう続きます。「弟が父親に言

った，『父よ，あなたの財産のうちでわたし

がいただく分をください。』」(ル カ15：12)

明 らかに，父親は以前遺産相続 について、怠

子 たちと話 し合 っていたのでしょう。遺産

は父の 自由意志 による贈 り物でした。息子

たちが 自分たちの生活を切 り盛 りできるほ
かせ

どの働 きを稼 ぎ出していたとはとても思え

ません。それで も，父親は，「その身代をふ

た りに分けてや った」(ル カ15：12)の です。

このことは事実上，弟が分け前で 自分の道

を歩んでいくことを承諾したことを表わし

ています。 父親は息子 を愛していました。

息子がこの財産をどうするかということも

大体の見当がついていました。弟は，「自分

のものを全部とりまとめて遠い所へ」(ル カ

15：13)行 って しまいました。1

初 めは人からほめられるような生活をす

るつ もりでいたのか もしれません。しかし，

この遠方の地へ来てみると，人々はす ぐに

彼を歓迎 してくれませんでした。友達 も知

り合いもない苦 しい状態に置かれました。

真の友達はなかなか得にくいものですが，

普通の友達ならお金で買うこともできます。

甘い ものに群がるハエはどこにもいます。

息子は 自分の財産 を見せびらかし始めまし

た。ハエがたかってきました。息子はお金

を投資するわけでも，賢明に使うわけでも
ほ う と う

なく，放蕩に使い果 してしまったのです。

(ル カ15113参 照)酒 に酔う者，悪事を働
かんいん

く者，罪深 く姦淫を行なう女な ど，その友

情 もお金がなくなると同時にどこかへ飛ん

でいってしまいました。

「何 もかも浪費してしまったのち，その地

方 にひどいききんがあった。」(ルカ15114)

普 通 の人ですら苦しい時ですか ら，財産を

使い果たしてしまった者にとって事態は最

悪 だったに違 いありません。家で教えられ

たように，仕事を見つけようとしたに違い

あ りません・ まだお金があ、った頃の友達の

ところをあちこち尋ね歩いたことで しょう。
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放蕩 息子 はますます窮し始め・「その地方

のある住民のところに行って身を寄せたと

ころが，その人は彼を畑にやって豚を飼わ

せた」(ル カ15：15〉 のです。彼はただ貧 し

いというよりも，最 も卑 しい仕事 につかな

くてはならなくなっていたのです。その困

窮状態 といったら，「豚の食べるいなご豆で

腹を満たしたい と思うほ どであったが，何

もくれる人はいなかった」(ル カ15：16)の

です。救い主が貧困の厳 しさと息、子が落ち

る所まで落ちなければならなかったことの

必然性を対比して述べていることは疑うべ

くもあ りません。 お金があった頃は自分 に

群がってくる多くの友達 と興 じることもで

きました。 しか し今はそのような友達のだ

れひとりとして，豚 に食わせるいなご豆す

らくれる者 もいないのです。

このような失意のどん底の状態を経て，

初めて謙虚な気持ちになり，清めが始まる

のです。見栄ははぎ取 られ，はるかかなた
ともしぴ

にぼんやりと我が家の燈火が見えてくるの

です。

心をへりくだらせるこの失意の中で，若者

は 「本心に立ちかえって言った，『父の とこ

ろには食物のあり余っている雇 人が大ぜい

いるのに，わたしはここで飢えて死のうと

している。立って，父のところへ帰って，

こう言おう，父よ，わたしは天 に対して も，

あなたにむかって も，罪を犯しました。 も

う，あなたのむすこと呼ばれる資格はあ り

ません。どうぞ，雇人のひとり同様にして

ください』。そこで立って，父のところへ出

かけた。」(ル カ15：17-20)

息子 は父にいう言葉 を，何度 も，何度 も，

繰り返し練 習したに違 いあ りません。父親

は生涯を忠実に，そ して熱心に働いた人で，

倹約 と誠実の人でした。そのような父親が
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息 子 を見捨てた りするでしょうか。 息子は

立 ち上がって，父の元にやって来たのです。

それ も決 して短い旅ではなかったと思 いま

す。

兄の方は弟が家 を出てから，父がいつ も

弟のことを心配していることがよくわか り

ました。仕事 にもあま り身が入らず， ちょ

っと働 いては手を休めて，遠 くの道をなが

め，ぼんや りした目で再び帰 ってくるとい

った ことの繰 り返 しでした。兄は自分の仕

事のほかに弟の分 まで働き，その上これま

で父が行なっていた仕事までしなければな

らなくなりました。弟が家を出るまでは，

皆 はいつ も兄の働 きに対 して感謝 しました。

しか し今はそんな家族 の団らんはなく，歌

も踊 りも消え，家族で話 し合 うこともなく
い す

なりました。夜になると，父と母 は椅子 に

腰をおろし，ただぼんやりと暖炉の火を見

つめているだけです。 こうして，数 日が過

ぎ，数週間が過ぎ，そ して数 カ月が過ぎ去

っていました。

救い主は こう述べておられます。「まだ遠

く離れていたのに，父は彼をみ とめ，哀れ

に思 って走 り寄 り，その首をだいて接吻し

た。むすこは父に言った，『父よ，わた しは

天に対 して も，あなたにむかっても，罪を

犯しました。 もうあなたのむす こと呼ばれ

る資格はありません。』 しか し父は僕 たち

に言いつけた，『さあ，早 く，最上の着物を

出してきてこの子に着せ，指輪 を手にはめ，

はきものを足にはかせなさい。』」(ルカ15：

20-22〉 おそらく，長い旅路を履物も履か

ずにやって来たのでしょう。着物を着せ，

履物を与えなければなりませんでした。 さ

らに父親は，息子の手 に指輪を持ってきて

はめました。 まったく予期せぬ贈 り物で し

た。 それは，息子が帰 ってきたことに対す



る父親からの感謝のしるしでした。

「また
，肥えたる牛を引いてきてほ、ζ・り

なさい。 食べて楽しもうではないか。この

むす こが死んでいたのに生き返 り， いなく

なっていたのに見つかったのだから。』それ

から祝宴がはじまった。 ところが，兄は畑

にいたが，帰 ってきて家 に近づ くと，音楽

や踊 りの音が聞えたので，ひとりの僕を呼

んで，『いったい，これは何事 なのか』と尋

ねた。僕は答えた。『あなたのご兄弟がお帰

りにな りました。無 事に迎えたというので，

父上が肥えた子牛をほふらせ なさったので

す。』兄はおこって家 にはいろうとしなか っ

た。」(ル カ15：23-28)

これ まで何週間も何カ月も弟の分までも

働き，父親の注意が届かなか ったところま

理、灘 蝋灘灘戴灘 蕪.灘.譲.

で穴埋めまでして， しかもそれに対 して何

らのほめ言葉 を受けたわけでもありません

でした。 その上，父親はといえば弟のこと

で頭が一杯だったのです。兄 も弟のように

財産 をもらっておけばよかったと考えたか

もしれません。きっと無駄使 いもせずに，

利殖 していたで しょう。 それで も兄は家に

とどまり，忠実に仕えたのです。 この兄の

義 しい生活に対 しては音楽も踊 りもないの

に，弟が帰ってくると， これほど盛大な歓

迎ぶりです。

父は息子が外にいて，中に入ってこよう

としないのを聞いて，「出て きてなだめ」

(ル カ15：28)ま した。父親は 自分の無神

経さに気づき，謝 ったのかもしれません。

弟にばか り気 をとられていて，ほかのとこ
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医

ろまで考える余裕がなか ったのです。 いつ

ものように兄をほめることもなかったので

す。兄の努力に対して，踊 りや音楽で労 を

ねぎらうことも，宴会を開 くこともあ りま

せんでした。心の中はいつ も弟のことで一

杯だったか らです。

「兄は父にむかって言った，『わたしは何

か年 もあなたに仕 えて，一度でもあなたの

言いつけにそむいたことはなかったのに，

友だちと楽しむために子やぎ一匹も下 さっ

たことはありません。それだの に，遊女 ども

と一緒になって，.あなたの身代を食いつぶ

したこのあなたの子が帰ってくると，その

ために肥えたる牛をほ、玄・りなさいました。』」

(ル カ15：29-30)

父 親は初めて兄の気持 ちに気づいて，こ

う答えました。「子 よ，あなたはいつもわた

しと一緒にいるし，またわたしのものは全

部あなたのものだ。」(ル カ15：31)父 親 は

ずっと前から自分の持 ち物のすべてを兄に

与えようと考えていましたが，この時その

ことを初めて口に出したのでした。

父親はこう言 っています。「しかし，この

あなたの弟は，死んでいたのに生き返 り，

いなくなづていたのに見つかったのだから，

喜び祝 うのはあたりまえである。」(ル カ15：

32)

先 日，ラジオの番組である牧師が放蕩息

子のたとえ話をしていました。 その牧師は

このたとえ話をこう結んでいたのです。「弟

は悔い改めたことによって主の前に義 とせ

られ，兄の方は もっと大 きな罰をこうむる

であろう。」 この言葉 を聞いて，私は，「愚

か者よ1ど うして主の教 えがわからないの

か」と嘆きました。兄は無視され，感情 を

害し，放蕩に身をくず した弟に愛 と憐れみ

の心を示さなかったことも事実です。 しか
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し心ある人ならば，兄の罪が浮かれ女 と放

蕩で，ぜいたくな生活をした弟と比べるべ

くもないことはすぐにわかるはずです。

私は， この素晴らしいたとえ話 の中で，

主が教えようとされていることがわかるよ

うな気がします。 それは万人に対する希望

の灯です。救い主は主の元に来る者はすべ

て受 け入れ，赦すため に両手を広げて立っ

ておられるのです。 ゲツセマネとゴルゴタ

の丘でなされた購いと救いの苦しみほ ど偉

大な愛はあ りません。

エラ・ウイーラー・ウイルコックスは 「ゲ

ツセマネ」という詩の中で次のように述べ

ています。

昔 も今 も， こ の 世 の す べ て の 道 で

ゲ ツ セ マ ネ を 通 ら ぬ 道 な し。

遅 か れ 早 か れ ， 旅 す る 者 は す べ て

こ の 門 を く ぐ ら ん 。

ひ と り 暗 闇 に ひ ざ ま づ き ，

恐 ろ し き 絶 望 と 闘 う 。

「わ た し の 思 い で は な く， み こ こ ろ が

成 る よ う に」 と 言 え ぬ 者 ，

「こ の 杯 を わ た し か ら 取 りの け て く だ さ

い 」 と し か 祈 る こ と が で き ず ， ゲ ツ セ マ ネ

の 目的 の 見 え ぬ 者 ，

彼 ら に 神 の 憐 れ み を。

(ジ ェ ー ム ズ ・ ドル トン ・モ リ ソ ン編 ，

M召 吻 ゆ 諺66sげR6」 ゆo%s陀 駕6，NewYork

an(iLondon：HarperandBrothers，1948，

P.184)

死，離婚，背罪，孤独，落胆などによっ

て，私たちはゲツセマネの園へ と導かれま

す。主は両手を広げて，すべての人を受け

入れて下 さいます。放蕩息子のたとえ話は

主の愛を美 しく描いています。主の愛と憐



れみは地上のすべての人々を永遠 に包むも

のです。老若 男女 を問わず，放蕩 の旅を終

え，不活発な生活か らたち帰 る者 は救い主

が両手を広げて待 っておられ ることを知る

に違いあ りません。救 い主の腰いは正義を

全 うし，「彼に来 らん」すべての人に憐れみ

をもたらすものです。(教 義と聖約18：11参

照)

教会 に活発に集 っている人ならだれで も，

不活発で，見捨て られた り，あるいは罪に

汚れた衣を身にまとっている人を知ってい

る と思います。彼 らは情け深い両親や優 し

い兄弟姉妹の心温まる変わらない愛を必要

としているのです。 イエスは外に出て行っ

て不活発な会員たちを教会に連れ もどすす

べての教会貝たちを祝福 して下 さいます。

J・ ルーベン ・クラーク ・ジュニア副管

長は次のように述べています。

「人はだれでも
，ちょうど聖壇の光のよう

に，心の中ではぐくんでいく信仰の光 を持 っ

て生 まれてきました。この光が燃え始める

と，主は私たちが責任をとれる年齢 に達す

るまでの間， その光が燃え続けるように見

守って下 さいます。 そして責任をとれる年

齢に達すると，私たちはそれぞれ， その光

をどう養 い育てていくか 自分で決めなけれ

ばならないのです。私たちが義 しい生活を

するならば， その光は全身に満ちあ、ζ・れ る

まで輝くようにな り，健康と力の糧 となり，

肉体的な健康 だけでなく，霊的な光 を与 え

るものとなるで しょう。 しか し，義 しくな

い生活をすれば，光は弱 くなり，最後には

ほとんど消えかかるまでに小 さくなるでし

ょう。 しかし，これは私が信 じ， また望ん

でいることですが，主は信仰の光 を，いか

にかすかな光であろうとも完全に人々の心

の中から消してしまうことはないと思って

聖徒 の道/田83年1月 号

います。主はいかに心が暗くなるようなこ

とがあったとしても，正義のみたまと愛と

優 しさにより，また教えと模範と福音にそ

った生活をす ることによって再び輝きを増

す ことのできる光 を与えて下さっているの

です。 もしこのような信仰の弱くなってい

る人々に手を差し伸べることができなけれ

ば，私たちは主が私たちのみ手にゆだねて

お られる最 も大切なことのひ とつを怠って

いることになるのです。」(ConferenceRe-

port，Oct.1936，p.114)

私 たちはこのような光を守る者です。 こ

の場 に集っているすべての人々が不活発な

人に手を差 し伸べ， 彼らを祝福 して下さる

ようお勧めします。予言者の言葉に聞き従

って下さい。 スペ ンサー ・W・ キンボール

大管長は次のように述べています。「私たち

は今 この話を聞いておられるすべての方々

を，水潤 う庭，心地 よい木陰へ，また不変

の真理の下へと心から招 きたいと思 う。私
あんねい

たちと共 に，確信と安寧 と一致を得ていた

だきたい。ここには冷たい水が湧き出てお
か

り，その泉は澗れることがない。

来て予言者 の声に耳を傾け，神のみ言葉

を聞いていただきたい。」(「大会報告1970-

1972」P.169)

こ こに集っていない方 々に再び家に戻っ

てくるようにと，お勧めします。私たちは

皆さんが登ってこられる道をじっとながめ，

皆さんの帰 りを待ち兼ねています。そして，

両手を広げ，愛にあふれる心でかけ寄 って

迎 えたいと思 います。覆物も着物も，指輪

も，肥えたる牛 もみなそろえてお迎えした

いと思います。どうぞ私たちの家に帰 って

きて下 さい。 そして共に喜び合おうではあ

りませんか。 イエス ・キリス トのみ名によ

って申し上げます。アーメン。

131



「わが喜ぶ愛子を見よJ

七十人第一定員会会員 ジ ョー ジ ・P・ リー

， の邪悪 と混乱 と懐疑に満ちた時代 に，

㌔一 真理を知 り
，イエスがキ リス トであ

り，生ける神の御子であるという謙遜で深

く， しかも神聖な確信を持つことは非常に

価値 あることです。私は聖霊の働きと力に

よって，救い主が神の御子であるという証

を得ることができました。他のいかなる確

証 にもまさるこの証を，私は自分の心の中

に抱 くことができたのです。 それは私の心

の中に，贈い主イエ ス ・キ リス トの存在を

克明 に記すことになっています。

この静かな，そして安 らかな確信 は私が

子供の頃，みすぽらしい小屋の中でひざま

づいて祈った時，そして居留地 内の熱い砂

漠で羊の番をしながらモルモ ン経を読んで

いた時に与えられた ものです。私は 自分の

人生が誕生によって始 まり，死によって終

わるもので ないことを知 っています。 同様

に，キ リストの生涯 もベツ レヘムに始まり，

そしてカルバ リで終わった ものでないこと

を確かに知っています。主イエ ス ・キ リス

トは御 自身のことを次のように述べておら

れます。

「わたしは
， わたしにさせるためにお授

けになったわざをな し遂げて，地上であな

たの栄光をあ らわしました。

父よ，世が造られる前 に，わたしがみ そ

ばで持っていた栄光で，今み前にわたしを

輝かせて下さい。」(ヨ パネ17：4-5)

イエ ス ・キ リス トは霊 において神の生み

たまいし最初の子であることを，私は証 し

ます。御父 と同 じように，イエ ス ・キ リス

トは宇宙の偉大な力と英知を持ちたもう御

方です。 この世が造 られるずっと以前 に，

イエス ・キ リス トは前世 で霊として天父 と

共に住み，統治しておられ ました。主 イエ

スは私 たちがこの世 に生まれてくる前に，

私たちの成長 と訓練のために数 々のことを

行 なわなければなりませんでした。御父の

指示の下 に， この地球 を創造され， この地

上に来て貝費い主 となられる責任を引き受け

られたのです5天 上の大会議 に現われて，

「われここに在 り
，われを遣わ したまえ」

(ア ブラパム3：27〉 と言われたのもイエ

ス ・キリス トでした。
みこころ

またこうも言われました。「父よ，御旨の

成らんことを，栄光 とこしえに父にあれ，

と。」(モ ーセ4：2〉

天父はその愛する子 について次のように

言われました。「われは，無数 の世 界を創
しか

りたり。而 して，またこれらはわれ 自らの

目的あ りて造 りしなり。而 して，わが子 に

よりてこれ らの世界を創 りた り。わが子 と
ひとり ご

は ， わ が 生 み た る独 子 の こ と な り。」(モ ー

セ1：33)、
あがな

罪を購い，天への門を開け，私たちを導

き入れられる御方は主のほか にいません。

(讃 美歌82番 参 照)イ エ ス ・キ リス トこそ，

この偉大で崇高な犠牲にふさわ しい資格 と

能 力を具 えた完壁な唯一の御方なのです。
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購 い主がベツ レヘムでお生 まれ になるこ

とは，大勢の天使 たちと神のみ前か ら遣わ

された権威と権能 を持 ちた もうひとりの天

使によって告げ知 らされたことを証 します。

「わたしは神のみまえに立つ ガブ リエルで

あって，この喜ばしい知 らせをあなたに語

り伝えるために，つかわされたものである。J

(ル カ1：19)

ア ダ ムの時代から古代の予 言者たちはキ

リス トの降誕についてよく知 っていました。

キ リス トの名前，属性，良き働きはキ リス

トが降誕するずっと昔から知 れわたってい

ました。 この世 に生まれる前，キ リス トは

霊 の御方で したぎ そして誕生と同時に骨肉

の体が与えられました。 しか も死 に打 ち勝

ち，復活された後は，死ぬことのない栄光

に満ちた肉体と，不滅の霊 とを併せ持 たれ

る御方 となられたのです。 イエス ・キ リス

トはこの地上での生涯 を人々に平安と祝福

を もた らすことに捧げられました。邪悪 と

罪悪のただ中にあっても完全な生活を送 ら

れました。

ゲツセマネの園での耐えられないほどの

苦痛は肉体 や霊の苦 しみだけでなく，神の

みが経験することのできる霊的な苦 しみで

もあ りました。この測 り知 ることもできな

いほど大きな苦痛の中で，救い主はアダム

か ら世 の終わりに至るすべての人々の罪の

重荷をその身に引き受けられたのです。 人

人はその救い主を最 も非人道的な残酷な方

法で十字架にかけたのです。 そして当時の
くぎ

慣例 とはいえ，両手両足に釘まで打ち込ま

れたのでした。苦 しみの中で，キ リス トは，

言われました。

「見よ，われは神なるに，人もし悔 い改

むるな らばこの苦 しみを受けざらんがため

に，すべての者 に代 りてこの苦 しみをわが

聖 徒の道/1983年1月 号

身に受けた り。 されど，人もし悔い改めず

ば誠にわれと同じ苦しみを受げざるべから

ず。その苦しみたるや，1われ神，すなわち

すべての中最 も大 いなる者なりといえども

痛苦のために身を、ζ・るわせ，あらゆる毛の
あな わ ふた

孔 より血を湧かせ，身と霊と両つながらを
の

苦 しめ，すなわちこの苦きさかずきよ り呑

まずしてしりごみする も可ならんことを欲

したり。」(教 義 と聖約19：16-18〉

この無限無窮の愛 と憐れみの中で，キリ

ス トは 自分を十字架 にかけた人々のために

祈 られたのです。 自分を薦ざけり，はずか

しめた人々を赦 し，祝福 を与えて くれるよ

う天父 に願われたのです。そして，苦痛 と

苦 しみの中で， こう叫ばれ ました。「父よ，

彼 らをおゆるしください。彼らは何をして

いるのか，わからずにいるのです。」』(ルカ

23：34)

この十字架にかけられた同じキリス トが

霊界で大勢 の人々と会 って交わ り，その霊

は再び肉体 とひとつとなり，3日 目に墓か

らよみがえられたことを，私は証 します。

そして地上 の人々に姿 を現わされてから，

復活され，栄光に満ちた御方 として天父の

元へ昇って行かれたのです。ひ とりの天使

がイエスについてこう証 しています。

「もうここにはおられない
。かねて言わ

れたとおりに， よみがえられたのである。

さあ，イエ スが納められて いた場所をごら

んなさい。そして，急いで行って，弟子た

ちにこう伝えなさい，『イエ スは死人の中か

らよみがえられ た。見よ，あなたがたより

先にガリラヤヘ行かれる。 そこでお会いで

きるであろう。』」(マ タイ28：6-7)

ア ダムの時代か ら，キ リス トが十.字架に

かけられるまでの数千年の間に，何百万と

いう人々が暗き墓 に入り，死 と生命の終わ
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りに甘ん じていました。この数千年間，だ

れも， そこか ら立ち帰ることはできません

でした。 ところが，贈 い主が復活 した不死

不滅の体を持って墓からよみがえられた時，

死のとげも墓の勝利 もなくなってしまった

のです。(1コ リン ト15：55;モ ーサヤ16：

7-8;モ ルモン7：8参 照〉人は罪の獄

屋から解き放たれ，死 に打 ち勝 って， キリ

ス トは勝利者となられたのです。(モーサヤ

15：8;モ ルモン7：5;ア ルマ27：28参

照)こ うしてキ リス トは天への門を 自ら開

けて下さったのです。

キ リス トが復活されてから，す ぐに大勢

の人々の復活が始ま りました。マタイ伝に

こう記されています。

「また墓が開け
，眠っている多くの聖徒

たちの死体が生 き返った。 そしてイエスの

復活ののち，墓か ら出てきて，聖なる都に

はい り，多くの人に現われた。」(マ タイ27：

52-53)

こ う してよみがえられた主は，私たちが

永遠の生命と完成への道をたどる時の最後

の障害 を取 り除いて下 さったのです。 ちょ

うどイエスについて，「もうここにはおられ

ない。……よみがえられ たのであ る」(マ

タイ28：6)と 宣 言されているように，や

がて私 たちも皆そのようになるでしょう。
なきがら

なぜなら， イエス ・キリス トの亡骸を失 っ

た墓は単なる象徴ではなく，私 たちの復活

と不死不滅の体 を保証するものだからです。

イエスを単 に偉大な教師，偉大 な人道主義

者 と考 える人がいるならば，それは大 きな

誤 りであ り，悲しむべ きことです。 イエス

のゆえに，生命は永遠 に続 き， イエスのほ

かに天下のだれ にも， 人を救い，昇栄 させ

る名前は与 えられていないからです。(使徒

4：12;II二 一フ ァイ25：20参 照)
ま と

私はまた，復活され，栄光の衣を身に纏

われた主が，古代アメリカのバウンテフル

の地 にある神殿の周りに集 まって来た二一

ファイ人やレーマン人に，その御姿を現わ

された ことを証 します。永遠の父なる神は
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人々に向かってこう言われました。「わが喜
よ

、ζミ愛子を見よ。われはこれに由りてすでに

わが名の栄光を示 しぬ。 わが愛子に聞け。」

(III二一 ファイ11：7)

人々 は，主イエ ス ・キ リス トが 白い衣を

召して，天から降 りて こられるのを 目撃し

ました。 イエス ・キ リストは群衆の真 った

だ中に立ってこう言われました。

「見よ，われはイエ ス ・キ リス トなり。

予言者らがこの世 に来ると証をしたるその
い の ち

者 なり。われは世 の光にしてまた世の生命

なり。 われは御父がわれに授けたまいしか

の苦き杯 をすでに飲み，世の人の罪をわが

身に引き受けて御父の栄 光 を示 した り。」

(皿 二一ファイ11：10-11)

群 衆 はイエスの足もとにひれ伏 して， イ

エスを礼拝 しました。それから立ち上がり，

イエスに近づいてその手足にある釘跡を目

で見，手で触れたのです。さらに脇腹の傷

にも触れ ました。 そして再びイエスの足も

とにひざまづいて，喜びに満ちあふれたの

であ ります。 人々は実際にその目と手で確

かめ， 言葉では言い尽くせない喜 びと感謝

の思いに満たされたのです。 それは栄光 に

満 ちた出来事 であ り，すべての人々にとっ

て霊的な喜びで もありました。

私はまた， この最後の時満 ちたる神権時

代が永遠の父なる神の 「こはわが愛子な り，

彼に聞け」(ジ ョセフ ・ス ミス2：17)と い

う言葉によって開かれたことを証 します。

1820年 の春，永遠の父なる神 とその御子

イエス ・キ リス トは若き予言者 ジョセフ ・

ス ミスにその御姿 を現わされました。長 き

背教の夜の闇は取 り除かれ，栄えある顕現

によって世 に光明がもたらされる時代がやっ

てきたのです。そのほかにも天からの使 い

が幾度か予言者 ジョセフ ・ス ミスを訪れま

聖 徒の道/1983年1月 号

した。そして 多くの啓示が与えられました。

これらの啓示を与えられたのは，ほかなら

ぬよみがえられた主 イエス ・キリス トだっ

たのです。これ までのすべての祝福，鍵，

権 利，特権を持つ福音は回復され，神のみ

名によって教えと導きを施す権能 を持つ聖

なる神権 も回復されました。 キリス トの名

前を持ち，啓示の岩の上 に建てられた教会

が回復されたのです。

今 日主が回復された福音の原則や律法は，

かつて明らかにされた律法や原則と異なる

ものではありません。 末 日聖徒はいにしえ

の聖徒たちがそうであったように，まず神

の国と神の義 とを求めるものであります。

成功 と完成に至るために救い主が与えられ

た定理は，「まず神の国 と神の義とを求めな

さい。そうすれば，これ らのものは，すべ

て添えて与えられるであろう」(マ タイ6：

33)と い うことです。

主イエ スは，まず私たちが義しく，勤勉

で，誠実な生活をし，よい人格を築くよう

に望 んでおられます。そ して，ほかの人に

も同じことを教えるのです。すなわち，全

世 界の人々，家族に福音 を教 え，バプテス

マを施 し，彼らを完全にすることによって

イエス ・キリス トを助けるのです。

今 日でも私 たちが完全 になることのでき

る分野はたくさんあります。例えば，私た

ちはコーヒー，お茶，タバコ，お酒を断つ

ことにおいて完全 になることができます。

什分の一 を納めることにおいて，私たちは

完全になることができます。 また聖餐会に

出席することにおいて完全になることもで

きます。正直，貞潔，愛，時間厳守，信頼

などの徳やその外の 多くの徳 においても完

全 になることができます。 きょうひとつの

福音の原則を完全に実行できたら，あすは
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し

ふたつを完全に実行できるようにな ります。

あることに完全となることによって， それ

がほかのことを完全に行なうための踏み台

になるのです。

私はまた，よみがえられた主，腰い主が

復活された不死不 滅の体 を持 ち， 日の栄

の栄光 と力を持ってこの地上 に戻ってこら

れることを証 します。最初にこの地上にこ

られた時，救い主は誤解され，非難され，

侮られ，悲 しむ ことの 多い人でした。(イザ

ヤ53：3参 照)そ して この最初の訪れの時

に，世の人々の罪を贈われ ました。 しかし

2度 目に訪れる時には，救い主 は勝利者た

る王の中の王，栄えある主の中の主として

現われることでしょう。(黙 示17：14参 照)

そ して救い主は悔い改めなか った罪人たち

をさばく裁きの座 に立たれるのです。 また

全能の神 としてこの地球 を清め，栄えある

福千年の統治を始め られるのです。(信仰箇

条第10条)こ の福千年の間，主イエスは復

活された聖徒 たちと共にこの地球を治めま

す。(教義 と聖約29：11参 照)サ タンは縛ら

れ，人々を誘惑する力 もあ りません。(教義

と聖約43：31参 照)そ の千年が終わると，

サタンはしばしの間解き放たれ，地球の終わ

りがやってくるのです。そしてサタンとそ

の軍勢は永久に追放 されるのです。 すべて

の人は復活して，裁きを受 けるために神の

前に立たされます。 やがて主イエス ・キ リ

ストは栄光 の冠を受け，永久に統治するよ

うになるのです。(教 義と聖約76：108参 照)

最後 まで耐え忍び，永遠の生命を受ける者

は 日の光栄の王国においてイエ ス ・キ リス

トと天父と共に永遠 に住 むようになるので

す。

私 はまた，イエス ・キ リス トが 「きらめ

くものから美しいものに至るまでの万象，
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小 さ き もの か ら 大 い な る も の に 至 る ま で の

あ ら ゆ る 被 造 物 」(セ シ ル ・フ ラ ン シ ス ・ア

レ キ サ ン ダ ー ， ジ ェ イ ム ズ ・ ドル トン ・モ

リ ソ ン 編 ， ル血s彪 ゆ1606sげR6♂ 彰o%s%鴬6，

NewYork：Harperan(iBrothersPublishers，

1948，p.17)を 造 ら れ た 御 方 で あ る こ と を

証 し ま す 。 イ エ ス ・キ リ ス トは 空 と 海 と 地

と を 治 め る 人 で あ り， 約 束 さ れ た メ シヤ で

あ り ま す 。 ま た 死 と， そ し て墓 に 打 ち 勝 た

れ た 御 方 で も あ り ま す 。 イ エ ス ・キ リ ス ト

は ま た ， 平 和 の 君 で あ り(イ ザ ヤ9：6参

照)， き の う も，き ょ う も ， い つ まで も変 わ

る こ と が な い 御 方 で す 。(ヘ ブ ル13：8参

照)永 遠 と は イ エ ス の 名 の こ と で あ り， 永

劫 と は イ エ ス の 名 で あ り ま す 。 ま さ に 基 督

イ エ ス な の で あ り ま す 。 こ れ ら の こ と を 聖

き み 名 に よ っ て 証 し ま す 。 ア ー メ ン 。



愛と親切の手を差し伸べよう

副管長 ゴー ドン ・B・ ヒン クレー

ッ。 こで リグラン ド ・リチャーズ長老か

」 らお話 を聞く予定でしたが， リチャ

ーズ長老は この場 に出席することができま

せん。 この集会の前 に電話でお話をしまし

たところ，是非 とも大会に出席 して，いつ

もの ように， この偉大な神聖 なみ業 に対す

る最後の証を述べたいと願 っておられまし

た。96年 間の彼の人生の中で偉大で神聖 な

主のみ業ほ ど重要 な位置を占めてきたもの

はあ りません。御存 じのように， リチャー

ズ長老は先頃，大手術を受けられ， その傷
い

が今 もって癒 えておりません。きょうここ

に集っている方々は皆， この回復された福

音 を擁護 し， この福音を回復 して下さった

主 に対 する証 を述べる彼の声を聞くことが

できなくて，残念に思っておられることと

思 います。

教会幹部の皆さんの勧めにより， タナー

副管長 が話をされる前に，この大会の要約

を少 し述べてみたいと思 います。

昨 日から，私たちは素晴 らしい大会を開

いてまいりました。朝早 く開かれた福祉部

会では， ロムニー副管長が 自立 ということ
じ き

についてお話 をしました。まことに，時宜

を得たメッセー ジだったと思 います。今 日

のこのような生活環境の中で，私 たちは皆，

さらに自給 自足を推 し進め， 自立の精神 を

はぐくみ，物心共，自分の生活を自分で守る

ように努力 していかなければなりません。福

祉部会 で話されたほかの話 もそうですが，

祝福 を受 け，益 を得 るためにこのロムニー

副管長の話を何度 も繰 り返 し読んで下さい。

次 いで昨 日の朝， この大会の開会 に当た

り，ヘイコック兄弟の代読 によって，スペ

ンサー ・W・ キンボール大管長の感動的な

メッセージを聞 く素晴らしい機会を得るこ

とができました。それは，私 たちの心 に触

れるもので した。私 たちは本当に祝福 され

ました。 この説教はすべて 「エンサイン」

に掲載されますので，できるだけ早い機会

にお読 みになるようにお勧めします。 きょ

う午後の大会で，私 たちはこの教会独 自の

素晴 らしい讃美歌を歌いました。「感謝 を神

にささげん 予言者の導き」(讃 美歌170番)

と。私 たちは心からそう思 っているでしょ

うか。 もしそうならば，予言者の言葉 を読

み，それに聞き従わなければなりません。

私 たちが予言者を通 じて与えられる勧告に

忠実 に従おうとする時，神は助けて下 さい

ます。

その後の部会でも，私 たちは福音の教え

を受け，励まされ，信仰 を堅固なものとす

る』ことができました。そして確信 を強め，

このみ業 を一層 よく理解 し，教会の頭 とし

て立 ってお られる主 に対 してより確かな知

識を得ることができました。

予言者 ジョセフ ・スミスは多くの素晴ら

しい，意味深い言葉 を残していますが，「こ

れほ どの多種 多様な人々をどのようにして

治めるのですか」というある旅行者の問い
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に 対 し て 答 え た 言 葉 ほ ど 大 切 な も の は な い

と思 い ま す。「私 は 人 々 に正 し い 原 則 を教 え ，

人 々 に 自 ら を 治 め さ せ る 。」(ジ ョ ー ジ ・Q・

キ ャ ノ ン，Lz膨 σ 力56ρhS鯛 露h漉6P名oヵh就

SaltLakeCity：DeseretBookCo.，1958，

P，529)

兄 弟 姉 妹 の 皆 さ ん ， 私 た ち は 正 し い 原 則

を教 え ら れ ま し た 。 で す か ら ， そ の 原 則 に

添 っ て 自 ら を 治 め る 決 意 を し て 帰 途 につ こ

う で は あ り ま せ ん か 。

今 の 世 の 中 に は 非 常 に悪 が は び こ っ て お
ド

り，善なる者が悪を打 ち破 らなければなら

なくなってきています。2，3日 前の新聞

を読み，ラジオやテ レビのニ ュースに耳を

傾けていた人ならだれで も，親切な治療が

受けられるところを劇毒 を与えられ，腐敗

堕落 していったひとりの人の改心の話 に心

を動かされたことと思います。 これは人が

落ち込んでいく深みが どんな ものか示す も

のであり，同時 に善 をもって悪 に打 ち勝つ

ことが今この世の中で非常に必要 とされて

いることを教えるものであ ります。私たち

はさらに善いことを行なう必要があります。

善い影響 を及ぼす者 とならなければな りま

せん。真善美，そして徳が全世界に広がる

よう，世の光 とならなければならないので

す。
かん

私 たちの中にも，悪 に屈し，サタンの妊
けい

計に陥る人々がたくさんいます。 ここでポ

ルノグラフ ィーにっいて一言 申し上げてお

きたいと思います。 ポルノグラフィーは食

い止め難い，卑 しい，邪悪 なものです。あ

る時は映画に，そしてテ レビを通 じて家庭

に，新聞の売店に登場 し， そのほかいろい

ろな方法を使って， その誘惑に屈する人々
わな

を罠にかけ，だまし，堕落させていくので

す。兄弟姉妹の皆さん，末 日聖徒であれば，
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この ような食い止め難い悪 に対 して何の抵

抗 も感 じずに 目をや り，読み，そのような

行為 に走るはずがないことに，私は満足し

ています。神 は，必要 とあらば私たちがこ

の，人を破滅に追い込む有害で食い止め難 い

力を打ち砕き，断ち切 って 自由になれるよ

う自らを訓練 しようとするならば，力を与

えて下さいます。

私たちは家族を強め，家庭 にいつ も主 の

みたまが宿るようにし，家庭の中に愛と尊

敬 と感謝がはぐくまれるようにしなければな

りません。時折，幼児虐待の話を耳にします

が，これは恐ろしいことです。 これ も全世
まんえん

界に蔓延 しつつある罪悪です。私は先 日，

教義 と聖約を開き，この幼児虐待のことに

思いをはせながら，予言者 ジョセフ ・ス ミ1

スを通 して与えられた主の言葉 を読 んでい

ました。 ジョセフ ・ス ミスはこの時， リバ

ティーの牢獄で悲 しく寂 しい日々を送 って

いました。この言葉 は教会 に対 して反対の

手を挙げる人について書かれたものですが，

もっと広 い意味 に解釈すれば，救い主が幼

な子 を虐待する人々に対 していった言葉 で
わざわい

もあるのです。「実に彼 らは禍 なるかな。彼
おと

らわが小 さき者たちを罪 に陥したれば，わ

が宮居の儀 式より除かるべき者なればなり。
み

彼 らのかごは充つることなく，その家 も
かつ

納屋 も破れ果て 自らは嘗てこびへつ らいし

者共に見下げられん。」(教 義 と聖約121：

19-20)

幼 な子に危害 を加 える者たちに対する何

という厳 しい言葉でしょうか。

同様 に神権を保持 する神権者の中に，い

かなる方法であっても妻を虐待 し，子供た

ちの母親であ り生涯 の伴侶であ り，永遠 の

伴侶 となる女性 を辱 め，傷つけ，不 当な扱

いをする者がいるならば，た とえその人が



かつて大きな祝福を受けたことがあるにせ

よ，結局は悪い状態に陥っていくことにな

るでしょう。主が私たちに責任 を課してい

る人々 に対 して，親切 に， そしてその存在

を大切に思いつつ接 しようではあ りません

か。マ ッケイ大管長が しばしば引用される

言葉の中に，ないがしろにすることのでき

ない深い意味の言葉があります。「父親がそ

の子供たちのためにできる最 も大切 なこと

は，母親 を愛することである。」(彫ohσ 曜

E槻%s'(?%o渉6βoo為SaltLakeCitylPub-

1ishersPress，1971，p.11〉

次 に，政治的な事柄について一言申し上

げます。今年 は選挙の年 ですが，政治運動

に関 していろいろと耳ざわ りな声があがっ

ているようです。 人々は自分 たちを代表す

る政府の議員を自由に選挙によって選ぶこ

とができます。これは健全な素晴らしい制

度 です。政治に関わる方々は個人を攻撃す

るのではなく，政策を論 じ合 うようにして

いただきたいのです。政策については 自由

に，公然 と， しかも率直 に力強く意見を交

換するようにして下さい。しかし，繰 り返

し申し上げますが，個人の人格を中傷する

ことは決 してしないようにしていただきた

いと思 います。

「オセロー ヴェニスのムーア人」の

中で， シェイクスピアは次の ように述べて

います。

「これが財布 なら
，盗んだ奴も詰らん話

で，……まあ下らん物です。

ところが，いい評判 を盗 まれたとなると，

盗んだ奴は一向得をしないのに， こちらだ

けは大損 ということになりますからな。」

(第3幕 ，第3場 ，木下順二訳)

私 たちに対 して悪 口を言う人々に対 して，

愛 と親切 の手を差 し伸べましょう。 アシュ
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ト ン長 老 が 指 摘 さ れ た よ う に ， 確 か に そ の

よ う な 人 々 が い な い わ け で は あ り ませ ん 。

そ の よ う な 時 ， 私 は い つ も エ ドウ ィ ン ・マ

ー カ ム の 次 の 詩 を思 い 出 す の で す 。

人 は 丸 い 円 を 描 き ，

僕 の こ と を 閉 め 出 し た 。

異 端 者 ，反 逆 者 ，あ ざ け ら る べ き 奴 だ と さ 。

しか し愛 と い う もの に や

こ の 僕 と い う 人 間 に ゃ

そ い つ に 打 ち 勝 つ 機 智 が あ る 。

僕 と愛 と で 円 を 描 き，

奴 ら も円 に 入 れ て や ろ う。

(ヘ イ ゼ ル ・フ ェ ル マ ン ，Th6B6S渉 ゐ0肥4

Po6ηzsげ'h6/1別 召ガo卿zP60弼6，Gar(ien

City，N、Y.：GardenCityPubhshingCo.，

1936，p.67)
ほお

私たちは，「だれかがあなたの右の頬を打

つなら，ほかの頬をも向けてやりなさい」
なら

と言われたキ リス トの精神に倣い，善をも

って悪 に打ち勝 とうではあ りませんか。

私たちは非常に困難の多い時代 に住んで

います。オマー ・ブラッ ドリー将軍が引用

した言葉を読んでみましょう。「私 たちは原

子力の神秘 は理解するが，山上の垂訓は受

け入れない。……私たちの世 界は核 という

巨人と倫理 という幼な子の住む世 界である。

平和よりも戦争を，人を生かすよりも殺す

ことを私たちは教 えられている。」(ル イス・

フィッシャrTh6乙 舵`ゾ ハ4∂h碗窺αGσn畝

NewYork：Harperan(iBrothersPubli-

shers，1950，p，349)

この福音の力を世 界中に広めるためには，

なすべきことがたくさんあ ります。皆さん，

私たちに課せれた使命を喜んで果たそうで

はありませんか。

主はこの福音をあらゆる国民，あらゆる

血族，あらゆる国語の民，およびあらゆる
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世の人々に(教 義 と聖約133：37参 照)宣

べ伝えるようにと命じられました。これは

必ず果たさなければならない義務であると

私 たちは感じています。福音を宣べ伝 える

時には，無理 じいするのではなく，愛と思

いやりをもって宣べ伝 えて下さい。この思

いや りと愛の精神 こそ，私 たちが証をする

御方の本質をなす ものだからです。

私たちは，これからも世 界中の国々に住

む人々を強めるこのみ業を推進 してい くつ

もりです。信仰の弱い者に励 ましを与え，

言葉 と模範 によって彼らを教 えます。慈愛

の精神 と互 いに愛 し合 う心 をもって共に働

きます。●また，今後 も，人々が集 まり，心

をひとつにして主 を礼拝 し，互いに強め合

うことのできる礼拝の場を全世界に建 てて

いくつもりです。

加 えて，私 たちはこれか らも死のとば りの

向こう に去 って行 った人々 に手 を差 し伸

べるという他に類するもののない愛のみ業，

すなわち神殿のみ業を行なっていきます。

これほど大 きな愛の行為がほかにあるでし

ょうか。このことは，私たちすべての者の

ために身代 りの犠牲 となって命を捧げられ

た主の精神 に，他 のいかなる業よりも近い

ものです。 この愛のみ業はキリス トのみ名

によってなされるものであ り，その救 いは

万 人に及ぶ ものです。

神がすべての人々を祝福 され， その 目と

耳を開いて，私たちが証 しているこの偉大

な永遠 の真理を見，聴 き，学び， そして理

解 し， その真価を知ることができますよう，

イエス ・キ リス トのみ名 によってへ りくだ

りお祈 り致 します。アーメン。
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与えられた勧告を実践する

第一副管長N・ エ ル ドン ・タナ ー

兄
弟姉妹の皆さん，本当に素晴 らしい

1日 でした。私はこの有名なタバナ

クルで開かれた末 日聖徒 イエス ・キリス ト

教会の総大会に出席して，説教を聞きまし

た。 ラッセル ・バラー ド兄弟が捧げた祈 り

が， この大会において確 かに答えられたと

思います。

祈 りについて非常に大切なことは，私た

ちがどなたに対して祈 っているか理解 し，

その祈 りが私たちにとって最善 の方法で答

えられると確信することです。主 に祈 りを

捧げる時，祈 りによってこの教会が地上 に

・もたらされたことを思い起こしましょう。

ジョセフ ・ス ミスは少年の時に，次の聖句

を読みました。

「あなたがたのうち，知恵に不足してい

る者があれば， その人は， とがめ もせず惜

しみなくすべての人に与える神 に願い求め

るがよい。 そうすれば，与えられるであろ

う。」(ヤ コブ1：5)

私 た ちは，祈 りが答えられること， また

必要なものを主に願い求めることができる

ということがどんなに素晴らしい祝福か理

解 しているでしょうか。

大会の初めに，キンボール大管長の美し

いメッセージがD・ アーサー・ヘイコック兄弟

によって代読されました。そのメッセージ

か ら考えさせ られることは，私たちがこの

地上において救い主の教えに従うために努

力しなければな らないということです。長

年 にわたりキンボール大管長と共に交わり，

大管長か ら学び，霊的な影響を受けてきた

ことは，私にとって大きな喜びです。

美しい合唱団の歌声を聴 く時に，全世 界

に知 られ， 多くの聴衆のために歌う合唱団

を持つことが， どんなに恵まれたことかと

思います。

兄弟姉妹の皆さん と親 しく交わり，今は

この場 に集い，みたまを共に受けることが

できて感謝します。 この大会からお帰りに

なったら，一 人一 人の方がこの場で聞いた

ことを思い起 こし， それがよ りよい生活の

助 けになることを理解されるよう祈 ってい

ます。この大会を契機に前進しようではあ

りませんか。 この大 きなタバナクルで語ら
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れた勧告 を実践 しようではあ りませんか。

主は私や私の家族や教会員である私たち

に豊かな祝福 を与えて下 さいました。それ

らすべての祝福 に心から感謝 します。きょう，

この場 で聞いた ような説教のできる組織は

世 の中にはありません。 それらは最高の説

教であ り，私の知 るかぎり最 も素晴らしい

ものでした。

このような大会に出席できることを感謝

します。また， 自分の生活を改善 し，世の

人々に良い影響を与えようという決意を持

ってこの場 を離れられることを感謝 します。

これが主のみ業であることを証 します。福

音は真実です。私 たちがその教えに従って

生活するならば，他のいかなる方法で も得

られない大いなる喜びにあずかることがで

きます。

主の祝福が最後まで私たちと共 にありま

すように， イエス ・キ リス トのみ名を通 し

て祈 ります。アーメン。
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で もあ りませんでした。準備 は今 日の問題

に対処できるよう慎重に,し か も組織立て

て行なう必要があ ります。主の霊感に従っ

て,ひ とつずつ着実 に準備 していかなけれ

ばなりません。

デビッド･O･マ ッケイ大管長はひ とり

の鉄道技師の話をよくしていました。ハロ

ル ド･B･リ ー大管長の話の中か ら,そ の

話を引用してみたいと思 います。

｢あ る闇夜に
,運 転手が汽車 をある駅に

止めました。 する と,ひ とりの臆病者の客

が来て,『 あなたは400人 か ら500人 ほどのお

客の命をあずかって,こ の暗闇の中に汽車

を走らせて怖くなることはあ りませんか』

と尋ね ました。運転手は明るく光を照 らし

出しているヘッ ドライ トの方を指差して答

えました。『お客 さん,一 旦 この駅を出たら,

1フ ィー トとして暗い所を走ることはあ り

ません。ヘ ッ ドライ トの光が1,000ヤ ー ド

も先を照らしているのが見えるで しょう。

あの光 が届 く最先端 の所 まで私 がこの汽

車 を運転します。そうして汽車がその地点

まで来ると,ヘ ッ ドライ トはそこからもう

.1,000ヤ ー ド先 を照らしているんですよ。』

マッケイ大管長はさらにこう付け加えまし

た。『そこで申し上げたいのですが,こ の不

確実な暗闇の時代 にあって も,こ の福祉プ

ログラムは一時として暗闇を走ることはあ

りません。来る10月 が,私 たちの光の第一

到達点です。私たちはこれか ら6カ 月間,

何 をしたらよいか話をしてきま した。 そこ

に着 く頃には,光 は私 たち.のもっと先を照

らしてくれるでしょう。こうして私たちが

歩く所はいつ も光 に照らされています。 ど

うか皆 さんは人々にこの光 に従うよう指導
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して下さい。 そうすれば,た とえ破壊者の

力がこの世 に及ぶ ことがあって も,人 々は

シオンの丘で安全 に暮 らすことができるで

しょう。』｣(WeifareAgriculturalMeeting,

5April1969;

私 た ちが教会幹部の勧告 に従って,毎 日

を質素倹約 に努め,正 しい生活をするなら

ば,い つかやって来る試練 に対 して大きな

調整をする必要もないはずです。

福祉活動プログラムは｢終 わ りの 日｣の

ために計画 されたものであると考えている

人が大勢いますが,こ れは正 しくありませ

ん。福祉活動プログラムの原則は,私 たち

が よく備えられた生活をし,人 生に伴 う重

大な問題を上手に乗 り越えていくための支

えとなるように意図された ものなのです。

おとめたちは 自分たちの明か りが必要な

晩 に,花 婿 が着くということを知 りません

でした。同様 に,私 たちも病気や失業など

の大きな試練がいつ待ち受けているかわか

りませ ん。

今 日の新 聞やテレビの報道を見ていると,

世 の終わりがすでに来ているような錯覚 に

陥ることがあります。例 えば,地 元の新聞

の見出しや記事を見てみますと,殺 人や戦

争,倒 産,失 業など世 の中の問題を描いて

いるものが全体の3分 の2を 占め,よ い影

響 を与える記事を掲載する欄などほとん ど

ないほどです。現状は抜き差しならない状

態であるとすでにあき らめてしまってい.る

人もいるようです。

私たちが困難な時代に直面していること

は確かです。失業者は増加 し,個 人や会社

だけでなく,国 家まで も破産の危機に遭遇

しています。戦いと戦いのうわさがちまた
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どう備えたらよいか考えてみましょ.う。特

に両親の皆さんには,ど のようにすれば子

供たちが適切 な教育 を受 けられるか教える

責任があることを強調 しておきたいと思い

ます。

次の聖句か ら見ても明らかなように,主

の教えは極めて明確 です。

｢ま た
,シ オンまたは組織せられたるシ

オンのステζキ部内にて子供を有する両親

あらば,そ の子供八才の時,悔 改め,生 け

る神の子キ リストの信仰,バ プテスマと按

手による聖霊の賜 などの教義 を教 えて理解
こうぺ とどま

せしめざれば,罪 その両親の頭に留るべし。

また両親はその子供たちに祈ることと,

主 の前に正しく歩むこととを教えざるべか

らず。｣(教 義 と聖約68:25,28)

主の 前に正 しく歩む ということの中には,

生 活のあらゆる面において,信 頼できる人

間になるということも含まれます。子供が

学校,特 に高校 に行 く時期 になったら,多

少難しく思えても将来の教育や就職のため

のよき備えとなる選択 をするように勧める

必要があ ります。

どの段階までの学校教育を受けるにして

も,子 供たちは,自 分が行なうすべてのこ

とにおいて,最 善 を尽くすことの大切 さを

学 ばなければな りません。どの会社で も上

層部には空いている役職があるのですが,

下 の方にくると人がひしめいています。配

管工,医 者,教 師,弁 護士,農 業.経営,大

工など,職 業 としてどのような分野を選ぶ

かは問題でありません。若い内に最善を尽

くすということを学んでおけば,人 生の様

様な責任を果たすための,非 常 に良い備え

をすることになります。
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私 たちは子供たちに,も のの考え方,学

び方 を知 るための場 としての学校教育の大

切 さを教えなければなりません。正規の学

校教育だけが教育でない ということを,子

供に教えると共に,自 らも思い起 こす必要

があ ります。教育 には終わ りζいうことが

あ りません。それは一生を通 じて続けられ

るべきものなのです。.

世 界的に有名な教育者モーティマー･ア

ドラー氏はあるインタビューの中で,自 分

の教育が始まったのは,わ ずか25年 前 から

のことであると答えたそうです。 質問者は

いささかの驚きを込めて,こ う聞きました。

｢し かし,先 生がシカゴ大学に長 くお られ

たことは,良 く知 られていることです よ｣

と。

｢そ の頃は学校で学んでいましたが ,自

分 自身で勉強することを始めたのは,正 規

の学校教育を終えてか らなんです｣と ア ド

ラー氏は答えたそうです。

教義 と聖約88章 の中で,主 は私 たちにこ

う教えておられます。
いま しめ あと

｢ま た われ汝らに一つの誠命を与う。す

なわち汝ら互いにこの王国の教義 を教ゆべ

し。
め ぐみ

汝ら熱心に教えよ,さ らばわが恩恵は汝

らに伴 い,か くして汝らの理解する必要 あ

る理論 と原理 と,教 義 と福音 の律法 と,神
つ さ ら

の王国に就けるすべての事は更 に完全に教

えらる。
かか

また天 にも地に も地の下にも関わ りある
おこ あ

こと,ま たすでに起りたること,今 有 るこ

と,近 く必ず起らんとすること;ま た国内

にあること,国 外にあること,.ま た戦争,
カレっ と う さ は　き しカロ

諸国民の葛藤,地 上 に下る審判,而 して国
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p.114)

霊 的 な備えをするにも,こ れまで述べて

きたと同じ,一 定の順序 というものがあ り

ます。私たちの将来は,今 得ている事柄の

上にしか築けないのです。 しかし,現 在の

霊的成長の結果 を味わうために,将 来まで

待っ必要 はあ りませ ん。 もし常 に主の教え

に従うならば,闇 の中を歩む必要はあ りま

せん。それ どころか,命 の光を持つ ことが

できるのです。(ヨ ハネ8:12参 照)

私 たちは両親として,物 質的な備 えと霊

的な備えにっいて教え,自 らも実践 しなけ

ればな りません。主 と油注がれた僕 の勧告

に従わないで自責の念に苦 しむというよう

なことのないように,最 善を尽くして努 力

しましょう。 キンボール大管長の｢実 行｣

という教 えと模範に従おうではありません

か。

主もこのように言われました。｢わ たしに

むかって 『主よ,主 よ』 と言 う者が,み な

天国にはいるのではなく,た だ,天 にいま

すわが父の御旨を行う者だけが,は いるの

雛 』

､｢懇

濁
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慧
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虜
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である。｣(マ タイ7:21)

20年,30年 後 に,｢1980年 代 に,与 えられ

た勧告に従 っていさえしたら,今 抱えてい

る問題の 多くは避けることができたのに｣

な どと言って,現 在を振 り返 ることのない

ようにしましょう。教会幹部の言葉 に従 い,

今 日の問題に対して福祉活動の原則を応用

し,明 日への備えとしようではあ りません

か。 それ によって,幸 福 と喜 びと自信を持

って前進することができるのです。

イエスは言われました。｢も しだれでもわ

たしを愛するならば,わ たしの言葉を守る

であろう。そして,わ たしの父はその人を

愛し,ま た,わ た したちはその人のところ

に行 って,そ の人と一緒に住むであろう。

これ らのことは,あ なたがたと一緒にい

た時,す でに語ったことである。

しか し,助 け主,す なわち,父 が私の名

によってつかわされる聖霊は,あ なたがた

にすべてのことを教え,ま たわたしが話し

ておいた ことを,こ とごとく思い起させる

であろう。

わたしは平安をあなたがたに残 して行く。

わた しの平安 をあなたがたに与 える。わた

しが与えるのは,世 が与えるようなもの と

は異なる。あなたがたは心を騒がせるな,

ま たお じけるな。｣(ヨ ハネ14:23,25-27)

私 た ちの周囲のすべてが混乱していて も,

この平安 は私たち一 人一人の心の中に安 ら

ぎをもたらしてくれます。 この平安はすべ

ての物質的な事柄を超越するものです。私

たちが,今 日の試練によく対処 し,自 信 を

もって,明 日に向かって進むことができる

よう,主 イエス･キ リス トのみ名によって

祈る ものです。アーメン。
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いることにやがて気がつきました。

こうして共 に行 なう活動 を通 して親子の

絆が生まれ,や がて子供たちは,自 分の衣

服の始末や,お もちゃのあ と片づけ,昼 寝

など,彼 ナが言 う事 に喜 んで従 うように

な り,そ れにより彼女 は,他 の ことを行な

う時間の余裕さえもてるようにな りました。

また子供たちへの思いやりも深 くなり,子

供たちの心配事にも敏感になりました。 そ

して毎 日子供たちに特別な注意を向けるよ

うにな りました。 こうして家庭 に愛が,単

なる教 えとしてではなく,お 互いの必要 を

満たす手段 として存在するようになったの

です。

これまで教えられかつ学んできたように,

私 たちにとって福音の言葉 とは始まりなの

です。約束された光をもた らす上 で,単 に

｢知 っている｣と いうことは十分であ りま

せん。すべての言葉に従 って生活する必要

があります。世 界的に発展する私たちの教

会では,｢翻 訳｣と いうことがよく言われ ま

す。今 日ではコンピューターが利用され,

何 百人という言語のスペ シャリストがこの

大切 な仕事 に従事 しています。 しか し,私

たち一人一人が責任をもって行なわなけれ

ばならない翻訳 とは,福 音 の言葉 を行動や

態度や習慣 に変えていくことです。

愛という福音の原則は行動を示す もので

あり,｢互 いに愛 しあいなさい｣(ヨ ハネ13:

34)と い うこと と深 い関連があ ります。こ

の言葉が努力への決意に変わ り,今 まで 自

分を愛 して くれる人を傷つけた り,悲 しま

せたり,当 惑 させたりする原因となってい

た態度が改まったならば,こ れこそが家庭

の問題を解 く鍵になるのです。 これか ら申

し上げる手紙 はある妻 が夫 に宛 て書 いた

ものですが,原 則を言葉以上 のものにする
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必要のあることを強調 しています。

1951年 バ レンタイン･デ ー

ビルへ

これまで23年 間一緒 に暮 らしてきました

が,き ょうほどあなたを愛 している と思 っ

たことはあ りません。あなたは,い つも愛

情 を口に出して示 してくれましたが,私 が

その愛情 を確信できたのは,最 近あなたが

家族を神殿 に連れて行 く準備を始めてか ら

です。

私たちは一緒 におもしろいことをたくさ

んしま した。で も本当にひとつになってい

ないということから,私 にはいつ もわび し

さというのか,ど こかわ りきれない ものが

.ありました。で も今は,大 きな期待と喜び

で一杯 です。福音を一緒に学んだり,.共 通

の友人と楽 しく過 ごした りするのはもちろ

んですが,何 にも増 してうれしく思うこと

は,我 が子 や,孫 やひ孫 たちと共に永遠に

一緒にいられ るようになったことです
。

あなたがこれまでどうしても捨 て去るこ

とのできなか った酒やタバ コを,苦 しみな

が らもぴた りとやめたのを見て,あ なたに

対 してますます尊敬の念を抱 くようにな り

ました。

あなたの息子や娘 も私 と同じです。あな

たのことを本当に誇 りとするばかりでなく,

あ なたに対 して心から感謝 しているのです。

愛を込めて エ レン

夫婦の不幸がすべて,だ れの目にも明ら

かな悪癖から来ている とは限 りません。 日

常生活の忙 しさにかまけている間に,不 幸

がそっと,目 に見 えないように広が ってい

ることがよくあ ります。ここで,結 婚 して

からずっと教会と我が子のために献身して

きたある夫婦のことを考えてみましょう。

やがて年 月がたち,子 供たちも成長 して彼
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いう意欲 と愛,そ れ に独立独行の精神が,

問題 を解決 し,必 要を満たす上での鍵 とな

っています。

問題によっては,過 酷で人を無気力にし

て しまうものも多くあ り,恐 れや罪悪感や

心痛の原因とな ります。人が問題解決の糸

口を見いだすことができるか否かは,私 た

ちが神権会や扶助協会などの集会でいたわ

りと理解 を込めたフレン ドシップを示すこ

とにかかっている場合が多いのです。同情

を込めて肩にかかってくる腕や,励 ましを

与えるようなほほえみこそ,悲 嘆 に暮れた

心や踏みにじられた心に,や り直す気持ち

を起 こさせてくれるものであることがよく

あります。そんな時に私たちは,他 の人も,

問題 を抱 えて苦 しんでいるこζを理解 させ

ることができます。 また福音の原則に従っ

て生きることによりはぐくまれる家庭 の力や

人格の強さが,人 生の問題を乗り越える力を
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与 えていることを彼らに教えることができ

ます。

一番小 さい子供がわずか4カ 月の時
,父

親に捨てられた家族があ りました。難 しい

離婚 とあって,心 を引き裂かれるような状

態であったに もかかわ らず,勇 気のあるこ

の母親は,篤 い信仰 を持 ち,た とえ片親で

もできるだけのことを行なうのだと固く決

心していました。

他の 多くの人がそうであるように,彼 女

も,福 音が行動 に結 びついた時にそれが 多

くの問題解決への鍵 をもたらすばか りでな

く,問 題 を防 ぐ力も与 えてくれることを知

りました。 どうして も人の手を借りなけれ

ばならないような難事で も,解 消すること

は可能ですし,行 動 を伴 った福音か らは,

か えって力と幸福が もた らされるのです。

､この母親は,子 供たちをそばに呼び集め

て,現 状 を説明しました。家のローンの返

済や他の支払いが遅れているのに,収 入は

まったくありません。 もちろん他の人に助

けを請 うこともできます。 しか し彼女は,

家族が一緒 に働 く気さえあったら,家 を売

らなくて済む し,再 び明 るい家庭を取 り戻

すことができると思いました。子供 たちも

そう思 いました。働ける子供 は皆,収 入を

得る手段を見つけました。芝生を刈 った り,

新 聞配達をした り,子 守 りをした り,空 カ

ンを集めた り,家 事手伝 いをした りしまし

た。年長の子供がガス料金,別 の子供が電

気料金を責任 を持 って支払う一方,母 親は

自分の収入を家のローンの返済 に回しま し

た。他の出費は,極 力避けるようにしました。

時がたち,家 のロー ンの返済 も追 いつき,

他 の支払いも月々行なえるようになり,そ

れどころか,小 さく安価 な家屋を購 入して

修繕 し,収 入が入るまでに至 りました。 こ
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家族が共に働くことによりもたらされる祝福

ソルトレーク･ユ ニバーシティ

第2ス テーキ部ステーキ部長 デ ィー ン･ジ ャー マ ン

族が共に働 くことによってもたらさ

家 れる祝福の中には,物 質的なものと
霊的なものがあります。 アダムに与えられ

た戒めは霊的なものでした。それは,主 が

アダムに,俗 世 にかかわる戒めを与えたる

ことなしと言われたからです。(教 義 と聖約

29:35参 照)し たがって,こ の世 の初めか

ら設けられた労働 も,霊 的な原則だったの

です。

子供たちに働くことを教えたいという気

持ちが私の心に湧 き上が ってきた要因は幾

つかあります。 その第1は,子 供 の時,賢

くまた素晴ら しい両親の下で育った私が享

受 した体験です。家族が共に働 く計画が始

まったのは,私 が9歳 の頃でした。ある晩,

父が靴磨 きの道具一式を持って帰ってきま

した。壁に固定で きる靴型のついたもので

す。 父は兄と私に一生懸命働 くことの大切

さを話 し,1足15セ ン トで靴 を磨 いてお金

を得るように勧め ました。 もちろん両親の

靴はいつ もピゥピカでした。 しかし絶好の

チャンスは,両 親がお客を家 に招待 した時

で した。招待された人々の中に入 り,靴 を

磨いて欲しいかどうか尋ねるのです。 そん

なわけで,私 の家では,靴 下だけで座った

り,お しゃべ りした りしている人々の姿を

よく見かけました。

それから何年か してから,父 がある晩,

･別のア イデア を持 っ.て帰 ってきました。

｢ク リスマスの飾 りを売ってみたらどうか

ね｣と 言うのです。 このようにして,も う

ひ とつの冒険が始ま りました。一軒一軒回

って注文を取 り,業 者から安 く購入して売

るのです。 それか ら数週間,両 親は,時 間

をさいて私たちの この仕事 を助けてくれま

した。

大学時代,働 くことには単 なるお金以上

の価値がある ことに気がつきました。 私の

心に,忘れがたい印象を与えた言葉が3つ あ

ります。 その第1の 言葉は,私 がユタ大学

に行っている時に耳にし.たものです。 イン

ステ ィテユー トのデ ィレクターであったロ

ーウェル･L･ベ ニ オン兄弟が
,子 供を育

てる上での基本的な考 え方について話をし

て くれました。ベニオン兄弟は大 きな野菜

畑を持 っていました。何を育てているのか

尋ねられると,彼 のロからはあ りふれた ト

マ トや トウモロコシ,ニ ンジンなどの言葉

は出てきませんで した。 彼の答えは｢息 子

たちを育てているんです｣と いうものだっ

たのです。

第2の 言葉はブ リガム･ヤ ング大学のあ

る学生のもので,そ れは,そ の学生が高校

時代の友人の中で どうして彼だけが教会 に

今 も来ているか と尋 ね られた時 の言葉 で

した。彼は,そ れは牛のせいです と答えま

154



59i

。.ゑユω⊇μ汐与乎∩畢目石妻ゑ甲r1狙犀∋剰[呈呈;塁

;に～二}寒'ユG輩⊃1(2潟⑦車劉一｣ir(∠)コ〉醇

像[劉。4∩ユ士身畢壬尊¥埠一ギ×04∩畢

r,茸〉海宰ユ膏1･～窪⊃1(o(Σり皐⊃1身二41(ρ9《(!

刈,レy/rよ(ρ2‡ll一丑(ρ妾`=～(Σ.ゑ日ε`z

。4∩翠q寧∩ユ6塁孕｢註ユGユ∩母輩羽

`埠自=?Ω(oi削壬Q4∩ユ22(ρ豊(i≧禦

。畔∩翠

r,禦(}=～コ源'(トfgq=～〉毛多ユG…斡母渤呈呈

聖鰹白20(ト嘩`ρ郵=～¥§¢白=～･Ω`皐=｣彦

21尉一埠∩マ㌧攣鴇士罪に1幸日。写∩準早ユ埠

=～コ(Σゑ母壼弔〉∩蘇(}ユ｢凄彦。4∩拳6

望(葉=～2⊇!q燦:¥q皐1。4∩準6～潔像=?コ

G身(き蓼勲健勲身4身ユq乎豪逸自耳一身'酵

.`〉醤員ユ担(Σ禦`〉軍‡ll渤早呈塞。4∩ユ

γ吾翠自螺G首曝茸【(!源`き(≠.巨ユ(oゑ鰍母

4但…耳令4但鷺}勲4母[劉翻qi雪`⊃1中書q暑

。⊇〆∩ユ(ρ｢}⊇μ1畔甲ユγ稟些⊃1<y母劃星呈塞

〉甲罪1穿4推`⊃1ρ4(Σ*Ψ箪Q4∩宰自

彫コ(～甲曾.巨景輩荊(ρ渤呈呈塁`ユ(汐"母単

P量(ρ株姦宴}耳‡ll鼻畔窪`i彩由79(…,4り彦

。鐸∩宰白茸⊃19甲(Σ[}芳景

ρ量(〃=～コ〉鞭}(き燦毒》∩巌⊃冴ま一ア1鼻4

慰`白茸⊃19甲(iを割母Y面(}卑=¥鴇去。4

∩翠名裂曝回1叫嘩:輩尉(ρ2。=¥∩翠∩睾〔幽

牽臼=¥鵜壬6叩ユG菖孕辱重〔(ρ車54推=～塗

。⊇∫∩睾Q蓼身ユ菖ミF黎遙牢1
:壷羽(Σ茎9

老⊃壇II蔭一ン母七*姦剖耳。4∩睾宰暉ゆ12

3日麹平`阜4【字=?謁護〕算ア1啄蓼挫。ヲ∩

率宰ユG回遅輩唱曾真単胆⊃1鍾士9母操葺

⑦出割耳`ユ∩〉黎殊囲(き4り暑。4∩翠

【ヘユ茎身(}Gq螺qア(き鐸∩(ト2‡1に1(汐4

曾吾qζ琴雲母魁暑⑦｢訂目号ま目⊃1鼻=¥鴻士`9

･(μ4∩睾qユQ劉2(iを禦こ)一.=～=}【､茸>f剰

2:⊇(Σ》肴.).∩=～∩卿豪等鐸`(}挫(}星

告冒1｣ジε861/夏匹(0毒曇≡置

。=¥∩率吾皐車鯨

母=?=)(～茸･{冷β､12,⊆44･{チ目ユこv4L料ユqc

コ轟叩(ρ謁(ρ老`ユ∩髪。=¥∩ユρ量¥到

穿4鵜壬4/｢⊃{圭母首E打一士×`髄(o∠ム

×rl〃。ヲ∩睾q菖畢/(･一∠.ユ∩老`/r一

霊=～一キ×ω早中`⊃1×ム∠rl〃⑦由7(…を嘩

`ユコ妾。鐸∩翠皐ユG
§〔円『ρ曝吉1ユつ2

麗[則(ρ話瞥遅12妾⊃偉日4宰}G呈=～q4q

昆孕一キ∠遅～享鐸士(ρq『`ユ∩…}。4∩零

q}G曝qζ‡1に1⊆44推`Ψ=～コq蓼(き魚fl

り勲⇒∩畢勲[但圭(ρ十呈逸き(メ(き剃`律⊂.一⊃1(Σ

ゑ誉箪§(≠鼻⊇≠鴇去。.巨こ2.壬(ρ笛埠ユ累Y8

`令γ(き区口禦。4∩翠自章コ酵(ρ¥♪士(ρY

OIア橡マ推陰4畔毒｣聾。鐸∩拳レ準箪⊃1

鵜壬科專⊇!推`∩癖融=～割朱}(へ∩(き皐日峯

。4∩ユ(ニーε(ρ2。(Σ》劉

母穿ヲ鴇士⊃1(～甲(Σ宰､ユ燦2コ(Σ》平♪⊃鳩日

者[庫21弄'ε。(Σ.巨⊃1⊆ゴG源自準～慾字[劉

如障印目'z。(iを.巨庄1呈1母:輩羽ユ∩2～臼歩

管ユ県母鞘憂r'工D4∩零γ髪2⊆ゴ∩準

翼母劃目(ρGε料慰`翻畔∩母量4旱ま。4∩

撃雰ユ∩白宰(≒‡1に'ゑ∩φμ｢1亘〕劃(o鰯集

Qゑユ勲(宰(～q=～q茸翠ユ燦=～コ(}源工髪

コ卵選目畢輩喚`∩盈易コ･圭=丁母[劉…軸。ゑ

ユ(09q=～q源90…ξ母｣皐宰〔園⑦老(}ユ翠ユ

∩男韓鰹〉多(ρ蝉酵耳`マ(Σア⊃li瞥腿耳1割

。4∩ユ毒呈4こ
》軒(ρ智腿冥¥♪(ρ∩;～Ω鐸

宰ユG暫⊃,》瀦母寡割`捌i毒呈⑦目Gε

。畔∩ユコ～2

9q=～(Σq:).∩季腱i郵⊃1吉2欝型q轟=～(:一ゑ

峯宿坤老`嘩2律和4(ン禦(塾224G不⑦

貢艀1幸目(o髪。真ユ(ρ鐸(ン畔脅(き茸測レ自溜

∩母白捌∩1垂(o㌻2(Σ轡⊇1遙日郵罰勲誹珊

`(}鋼鐸いユ∩⊃酵畢麗[則陣(≧qgqユ∩

考ユ…斡豪謝日`潟畜呈〕難字曾4Y箪(ρ髪o=¥∩



1日 の仕事 が終わると,お かしかったこ

とや自慢話などに花が咲き,そ してみんな

ぐっす りと眠ることができました。そうで

す。私たちは楽 しみなが ら,し かも何かを

達成した喜びを味わっていました。

次に行なった仕事は,長 男が伝道 に出る

前の年 に始 めた芝刈 りの仕事で した。私 た

ちは1962年 型 の トラックと,芝 の手 入れに

使 う幾つかの機具 を購入しました。最初の

年,長 男は時折,弟 を連れて行 く以外は,

ほ とんど自分ひ とりで仕事をしました。そ

の次の年には,運 転免許証を持 った子がい

なくなったということで,私 も仕事に駆 り

出されることにな りました。広告 を出した

り,値 段を交渉 したり,照 会を受けた りし

て,客 を増やしていきま した。 私が初めて

芝を刈った 日のことです。最初,芝 の縁取

り用の機械が動かず,町 の反対側まで行っ

て修理をしなければなりませんでした。修

理を終えて帰ってくると,今 度は芝刈 り機

が1台 故障 し,再 び町の反対側まで出かけ

なければならなくな りました。 ようやく仕

事にとりかかってしばらくすると,2番 目

の子供が私を見上げて言いました。｢夏 中こ

んなことばか りすることになるのかなあ。｣

それで も私たちはこの仕事 を続け,今 年

で4年 目を迎 えようとしています。その間に,

ユーモアを持つことの大切さ も教 えられま

した。 スプ リンクラーを壊 した り,地 下室

を水浸しにして しまった り,思 わぬ雨に見

舞われたりしたこともあ りました。また ト

ラックのエンジンが焼きついてしまったり,

機 具が故障したり,私 が庭にあった大切な

盆裁を引き抜いて しまったこともありまし

た。また交通 の激 しい道路で トラックの前
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輪が ゆるんで外れたこともありました。 そ

うか と思うと,機 械が順調に動き,ト ラッ

クも調子がよく,天 気もよくて,す べて予

定通 りに運んだ というのに,だ れかが トラ

ックの後 ろの扉を締め忘れてしまい,次 の

お客 さんの所に行くまでに,機 具がひとつ

ずつ トラックか ら滑 り落 ちてしまったとい

うようなこともあ りました。

どうしてこんなことをするのか と尋ね ら

れるか もしれません。その答えはこうです。

(1)我 が家のティーンエージャーは皆,か

なりの伝道資金を持 っていること。(2)子

供 が皆,12歳 に なったら働 くものだ と思 っ

ていること。(3)日 曜 日には働 かないこと。

(4)子 供 たちが大切 な技術 を身につけてい

ること。(5)予 算 を立ててお金を使 うこと

や,欲 しい物 と必要な物を区別することを

知 っていること。(6)父 親の私が子供 と肩

を並べて一緒 に働 くことによって,子 供 た

ちにいろいろなことを教える素晴らしい機
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経済的な試練に立ち向かう人に
与えられる祝福

十二使徒定員会会員 ジェームズ･E･フ ァウス ト

年前,私 が関係したある高等評議員

数 会の,思 慮深 く優秀な一員だったジ
P

エームズ･T･エ レクソン監督は,次 の非

常 に印象に残る意見を述べられました。｢今

の世代の人々は,経 済的な逆境から来る祝

福 を知 らな過ぎる。｣今 朝私は,経 済的な圧

迫 によるチャレンジを甘んじて受 ける人々

にどのような祝福が もた らされるかという

ことについて話 したいと思います。

不況 と一時的景気後退の区別は,経 済学

者 にもなかなか難 しいようです。ある人は

このように定義づけています。｢一時的景気

後退 とはベル トを引き締める時期のことで,

不 況 とはベル トを引き締める余裕さえもな

い時のことである。｣(B昭%46ε ρ6読6γEη一

(ツ6♂oカ601勿,p,46)

世 界中の国々が,経 済的にますます困難

な時期 に入ってきています。失業したため

に,一 生懸命働 いて手 に入れた財産 を失 っ

た人 もいます。 食糧 や衣料品の欠乏 に直面

している人もいます。 しかし大抵 の人は,

一 生に一度や二度は経済的に困難な時期 に

遭遇 する ものです。伝道の書 には次のよう

に書かれています。｢… …必ずしも速い者が

競走に勝つのではなく,強 い者が戦いに勝

つのでもない。 また賢い者がパ ンを得るの

でもなく,さ とき者が富を得るので もない。

また知識ある者が恵みを得 るのでもない。

しかし時と災難はすべての人に臨む。｣(伝

道の書9:11)

救 い主は天父について語 られる時に,こ

のことを立証 されました。｢天 の父は,悪 い

者の上にも良い者の上に も,太 陽をのぼ ら

せ,正 しい者にも正 しくない者 にも,雨 を

降らして下さるからである。｣(マ タイ5:

45)

災いが転 じて祝福 となった例があ ります。

それを理解するために,福 音の神権時代か

ら例を見てみましょう。次にあげる例は,

人類一般 にあまねく意i義のあるものですが,

同時 に,私 たち個人に対 して も,入 生 にお

いて試練 に直面 した時に教訓を与えてくれ

ます。

ゲツセマネにおける救 い主のあの大いな

る苦 しみやその後のは りつけは災いでした。

しか し,人 はキリス トの贈いの犠牲 によ り,

死 と地獄から瞭われることになりました。

また散 らされた イスラエルは,忠 実 な血 を

世界中にまき散 らし,そ のために多くの国

国が今 日,福 音の計画にあずか ることがで

きるようになりました。ニーファイ人の歴

史は試練 と災いと受難の歴史ですが,そ れ

を通 して得 た経験 により,力 と発展が もた

らされました。

主は,試 練や逆境から学ぶことが どれほ

どの価値を持つか御存じです。

人は年を追 う毎 に新 しい体験 をします。

チャール 客･デ ィケンズは｢二 都物語｣の

背景 について,は しがきの中で次のように

書いています。.
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ド･リ チ ャ ー ズ,ConferenceReport,Apri1

1951,p.40)

非 常 に 教 会 に熱 心 だ っ た ジ ョ セ ブ･ス タ

ッ キ ー 兄 弟 は,し ば ら く 病 ん だ 後,奥 さ ん

と,伝 道 に 出 て い る長 男 を 頭 に7人 の 子 供

を 残 し て,1927年 の ク リ ス マ ス イ ブ の 夜,

亡 くな り ま し た。 そ の 後 ふ た り の 子 供 と,
おい

彼女が養育 していた甥 が亡 くなりました。

もうひ とりの息子 も伝道 に出て行 きました。

息子の伝道は,彼 女が,夫 の生命保険から

月々入るわずかばかりのお金で生活するか

たわら,内 職 に裁縫 をしながらや り繰 りし

たものでした。

そうした困難な時期 に,ワ ー ド部 の困っ

ている会員 に対 して小麦粉 が配給されてい

ました。その仕事 に,若 い青年が何人か携

わることにな りました。小麦粉 の袋がスタ

ッキー姉妹の家 にも運 ばれ ました。しかし

自分以上に小麦粉 を必要 としている家族が

ワー ド部にあるのではないか と思 った姉妹

は,家 族に自立の精神 を教 えるようにして

いるからと爵って,配 給を断わ りました。

教会の資格 ある会 員は,監 督による教会か

らの援助を気軽に受け取る必要があるので

すが,ス タッキー姉妹はここで,玄 関にや

って来たこの若い青年 に教訓 を与えたかっ

たようです。小麦粉 を配るこの若い青年こ

そ彼女 の実の息子だったのです。生き残っ

た子供 たちは皆大学 に行き,立 派な人にな

りました。彼 らは皆,｢あ る ものでまかなえ。

さもなければ,そ れなく.して済 ませ よ｣と

いうモ ットーに従って生活 しました。

ある賢人は,｢主 は,難 儀 の高地の 中か

ら,最 良の兵卒 を手に入れ られる｣と 言っ

ています。(C･H･ス パ ージ ョン,Sorrows

Discipline,#9)経 済 的な逆境 を克服する

ところから得 られる祝福 としては,次 のよ

isa

う なものがあ ります。

まず第1に,こ れは多分最 も大切なこと

ですが,私 たちの信仰 と証が強められると

いうことです。信仰の強い教会員は,.経 済

的な圧迫の中にあって｢早 くわれを求めし

者｣を 主が助けて下さることを知っています。

(教義 と聖約54:10)し か し,早 くか ら信

仰生活を始 めなかった人で も,も っと熱心

に主を求めようと決意することができます。

私たちは主のみ手があって私 たちを助けて

くれていることを感 じるようにな ります。

また困難な時 にあって,人 生における優先

順位を再評価 した り再 び秩序立てた りする

機会を得ることに もな ります。何が最 も大

切 なのかを知 り,信 仰 と証 を強めるために

道が開けるのです。

第2に,謙 遜 になる必要性を学びます。

主に頼ることにより素直な心がはぐくまれ,

それが謙遜さを培 う要因となるのです。

第3に,何 とか生きていくために家族全

員が団結することを強 いられることから,

お互 いに協力することや愛 し合うことを学

びます。.

第4に,個 人の威厳 と自尊心を得ること

ができるということです。 だれかが言いま

した。｢人生 に大 き.なハー ドルがあることを

喜べ。そしてまた,ハ ー ドルが,ほ とんど

の人が乗 り越えたがる高さより高いもので

あることを喜べ。 それ らがおびただしい数

にのぼることをも喜べ｣と 。

第5に,私 たちはこれまで以上 に強 くそ

して粘 り強 くな ります。エ ドマ ンド･バ ー

クは次のように述べています。｢困難 とは厳

しい教師である。 またそれは親のような守

護者であ り立法者で もあられるお方の最高

法令により定められた ものであ り,そ のお

方は,私 たち以上 に私 たちのことを知 り,
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する時にもたらされる9つ の祝福 について

すでに申し上げましたが,こ こで経済的な

圧迫を克服する上で助 けとなる6つ の方法

について提案 したいと思います。

1.ま ず神の国を求めな さい。 この求め

るという動作には,什 分の一 を納 め,断 食

献金 も惜 しみなく納めることが含まれます。

従順 になることにより,物 心両面にわたっ

て祝福されるのです。神の国をまず求める

ということは,使 徒ヤコブが言 った｢自 分

を愛するように,あ なたの隣 り人を愛せ よ｣

という｢尊 い律法｣(ヤ コブ2:8)を 守 る

ように努力することも含まれます。 また,

神 の国を求めるという.ことには,神 聖な戒

めを守ることも含まれます。霊的な力強さ

というものは,祈 りや聖典 の勉強,ま た｢主

が負わせたもうすべてのことに喜んで服従｣

(モ ーサヤ3:19)す る気持ちなどの よう

に,様 々なところから得られます。 こうし

た基準 に合致した生活をすれば,心 が平安

になるのです。

2.家 族のカおよび家族の資力を結束す

る。家族の資力となるものの筆頭は霊的な

力であり,そ れは共に祈 ることによりさら

に強められ ます。家族が協力 して予算 を立

てることは,家 族会議 を設 けることと同様

に特別 な団結をもたらします。 ス トレスが

多い時は,思 いや りの心が特に必要であり,

感謝されます。 また使 える金額 に限度があ

る時は,将 来のために貯金する必要のある

ことなど,お 金を上手 に使 うことを子供た

ちに容 易に教えられるものです。 またこの

世的な財産 や富に心を傾けることなく,永
なか

遠の見地から物事 を眺めることを家族に教
'えることができるで しょう

。 また家庭は人

を助けるために個 人の力を結集する場とも

なります。それに,親 族か らの援助 を心か

162

ら感謝 して受け入れる方法を覚えることも

大切なことです。

3.信 仰 を実践する。救い主は｢信 ずる

者 には どん な事 で もできる｣.(マ ル コ9:

23)と,ま た｢何 事 も結局は好都合 となる

べし｣(教 義 と聖約90:24)と 書 われました。

大切なのは｢何 事｣に 対 しても従う態度で

す。積極的な態度を維持 し,快 活でいるこ
よ

とも助 けになります。｢これ皆汝に善か らん

ため,汝 に経験を与 えんためのものなり｣

(教義 と聖約122:7)と 信 じることは,霊

の安定剤を服用 しているようなものです。

4.仕 事をする時 に融通性 を持つ。 セオ

ドア･ル ーズベル トはこう言いました。｢人

は働かなければならないからと言 って,同

情は必要ではない。 人生がもたらす報酬の

中で,や りがいのある仕事 を一生懸命行な

う機会ほど素 晴 らしいものはない。｣(7加

R6磁67苫D勾6s'丁 名齪s躍y(ゾA勿46彫(%o一

刎 ゴo%,NewYork:Reader'sDigestPress,

1975,p.169)経 済 的に困難 な世 の中におい

ては,少 ない賃金で も働かなければならな

いことがあります。.私たちは,他 の職場で

も働 けるだけの技術を身につけなければな

りません。過去 に訓練 を受 けた分野 とはま

ったく別の分野で第二の職業 に就 き.,新 た

な喜びと満 足感を味わっている人も大勢 い

ます。 また家族 の者は,適 切 な仕事 を見つ

けることにより,収 入を補 う道を見つけな

ければなりません。働 く機会を得る上で選

り好みをしないことは,何 とか暮 らしを維

持 していくための手段 とな ります。一 日骨

身を惜 しまず仕事 に励んだために解雇を逸

れた人も大勢 います。その ように努力すれ

ば,私 たちの威厳や自尊心 を奪 ってしまう

政府からの施 しも拒むことができるのです。

デビッ ド･グ レイソンはこう言っています。
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日の光栄に至る自立の本質

第二副管長 マ リオン･G･ロ ムニ ー

弟姉妹の皆 さん,私 は,こ れまでに

兄 何度 もこの福祉集会 で話 をするよう
に頼 まれてきました。 そのためか,か つて

私の親 しくしていたある老 人と同じような

話 し方をしなければならないのではないか

と思い始めています。 この老人は一部の人

人から話 をやめる潮時 を知 らない人だと思

われていました。あるワー ド部の集まりで

も,長 話 をす るの で意見 を求めない方が

いいと敬遠され ていました。 しかし,ワ ー

ド部の人々も,さ すがに彼だけを無視する

わけにもいかず,つ いに意見を述べてもら

うことにしました。そこで,ど うしたらそ

のように長生きをして奉仕 ができるのか一

言で話 して下さいと頼 みました。老人は立

ち上が ってこう言いました。｢息 を抜かない

ことだ。｣き ょうの私の話はこれほど簡潔で

はあ りませんが,要 点 だけを話すように心

がけたいと思います。

私は福祉の原則 に含 まれる簡潔な真理を

大切 にしています。これはこの世が始まって

以来,す べての聖い予言者たちが教 えてき.た

ものです。私はこの真理について話すこと

に飽きることを知 りません。 きょうは皆さ

んに,自 立の原則 と,そ れが霊的成長に及

ぼす影響についてお話 したいと思 います。

時の初めから,人 は自活 し,そ れによっ

て自立するように勧告 されてきました。主

がこの原則をそれほど重要視されるのはな

ぜでしょうか。 その理由を知るには,自 立

の原則 と人の 自由とがいかに密接 につなが

っているかを理解 しなければな りません。

このテーマに関 して,ア ルバー ト･E･

ボ ウエ ン長老はこう語っています,｢主 は御

自身の民に,そ れが外的な要因によるもの

であれ,精 神的 な束縛から生ずるものであ

れ,抑 圧 された状態を抜け出すように望ん

でおられるに違 いあ りません……ですから

教会は,働 く力のある人をいつまで も他 に

依存した状態に置いたままにする制度をよ

しとは しません。与えることの真の 目的は,

それとは逆 に,人 々.が自立できる地点まで

到達 し,束 縛を免れるように助けることで

あると,教 会は主張 しているのです。｣(丁加

C〃蛎碗 恥 る危名6･P彪 η,GospelDoctrine

manual,1946,p.77)

現 在,社 会の中では善意ある人々の手 に

ょって,困 窮 した人々を援助する数 多くの

プログラムが実施されています。 しかし,

こうしたプログラムの多くが,人 々の 自立

を助 けるのとは対照的に,単 に援助 を与 え

るだけの先 の見通 しを欠いた目標 を掲げて

います。私 たちは,働 く力のある人々の自

立を 目指 して努 力を続 けていかなければな

りません。

私は以前 にリーダーズ･ダ イジェス ト誌
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です。すなわち,自 立を目指 して努力 し,

自分の生活を他の入々に依存してはならな

いということです。

過 ちを犯 しているのは政府だけではあ り

ません。教会の 多くの両親たちは,家 族の

蓄えか ら与えるばかりで子供たちを甘やか

し,｢愚 かなか もめ｣を 仕立てていないで し

ょうか。子供に物をあてが うだけの両親は,

国 民に失業手当を施すだけの政府 と同じ過

ちを犯 しています。事実,そ のような両親

の態度は,政 府の対策以上 に深刻な害を及

ぼす可能性があります。

監督や神権指導者が,ワ ー ド部の会員を

｢愚かなか もめ｣に 仕立てる過 ちを犯 して

いることもあ ります。一部 の教会員は,経

済的,情 緒的に監督に依存するようになっ

ています。 その出所がどこであろうと,施

しは,施 しです。教会 や家族のとる行動は

すべて,会 員や子供たちを自立へと導 くも

のでなければな りません。政府の計画 は必

ずしも私たちの思い通 りになるわけではあ

りません。 しか し自分 の家庭や 自分たちの

集 まりであれば,私 たちが管理 できます。

もし,こ れらの原則を教えて実践するなら

ば,い かなる国にあろうと政府の対策 に潜

む好ましくない効果に立ち向かっていくこ

とができるでしょう。

私たちの中には,ど んなに自立 したくて

もそれができない人 もいます。 ヘンリー･

D･モ イル副管長は,こ うした人々のこと

を心に描きながら,次 のように語 りました。

｢こ の偉大な原則は助けの必要 な人々や

貧しい人々に援助の手 を差 し伸 べることを

拒む ものではあ りません。体を動かすこと

のできない人,老 人,病 入は配慮の行 き届
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いた世話を受けますが,働 く能力のある人

は,自 らの努力によって道を開 くことがで

きるのであれば,最 善 を尽くして働き,他

の人に依存せずに自立 します。 すなわち,

逆 境を一時的なもの として とらえ,自 己の

能力に対する信頼を もって正直に働き,自

分 と家族を自立できるまでに引き上げ,そ

してあらゆる場 において,援 助が必要 な部

分を最小限に抑 え,受 けた援助に対 しては

最大限の努 力を払 ってその埋め合わせをす

るのです。

確固たる信仰 と真の勇気を持ち,不 動 の

決意を抱き,胸 の内に自立への愛を燃え立

たせ,自 らの業績 に誇りを抱 いて歩むなら

ば,乗 り超えられない障害に出合うことな

どめったにありません。
おそ

謙遜 な心 と祈 りの気持 ちで,神 を畏れな

が ら勤勉に生活するならば,私 たちの内に

信仰が培われ,そ の力によって恵み深い天

父の祝福を呼び寄せることができます。 そ

して文字通 り,困 難は消 え去 り,私 たちの

独立 と自由は確立され,維 持されるのです。｣

(ConferenceReport,Apr.1948,p.5)

自立 は最終 目的ではなく,そ れに至るた

めの手段です。 したがって,完 全に自立 し

ている人が,そ の他の望 ましい特質をこと

ごとく欠いている場合 もあります。富を得

れば他人の援助をまったく必要 としなくな

り,自 立することもできます。しか し,そ こ

に何 らかの霊的な目標がなければ,そ の人

の身 と霊 をむしばむことにな りかねません。

福祉プログラムは霊 的なものです。1936

年,こ のプログラムが始 められ た時,デ ビ

ッド･0･マ ッケイ大管長は,次 のような

洞察力に満ちた所見 を述べ ました。
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自立 を霊的なもの とするための鍵 は,自

立に伴 う自由を用いて神の戒 めを守 ること

です。聖典 の中で明らか に命じられている

ように,貧 しい人々に与えることは,豊 か

に持つ人々の義務です。

ヤコブはニーファイの民 に向かって次の

ように言いました。

｢あ なたたちは自分 の兄弟を自分 自身の

ように思え。かれ らと皆親密にして,あ な

たたちのようにかれ らも富者になるように

惜 しまずにあなたたちの財産を与えよ。

財産 を求 める前 にまず神の王 国を求めよ。

あなたたちがすで にキ リス トに望 みをも

ってから宝を求めたならばその通 りに宝が

手に入るであろ う。 しかし,そ の時あなた

たちがその宝 を求 める目的は,裸 でいる者

に着物 を着せ,飢 えている者に食を与え,

束縛されている者を救 って自由にし,病 ん

でいる者 と悩んでいる者 とを救 うなど,お

よそ善事を行 うことである。｣(ヤ コブ2:

17-19)

主 は今 日の神権時代 において,教 会が発

足してわずか9カ 月足らずの時に次のよう

に言われ ました。
しか
｢而 してわれ汝らの救われんために一つ

いましめ

の誠命を与う。そは,わ れ汝 らの祈 りを聞

き貧 しき者の訴えを聞きたればなり。われ

は富める者を造 りたれ ど,一 切 の人はわが
かた

ものにしてわれは人を偏より見る者にあら

ざるなり。｣(教 義 と聖約38:16)

この啓示は1831年1月2日 に与えられま

した。 その翌 月に主は別の啓示 を与えて言

われました。

｢汝 らもしわれを愛すれば
,わ れに仕え

わがすべての誠命を守るべ きなり。
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見 よ,汝 ら貧しき者 のことを思 い起し,
ざいもつ

……己が財物を神 に奉献せよ。｣(教 義 と聖

糸勺42:29-30)

そ の同じ月に,主 は再びこの問題 に言及

されました。啓示を受 けた長老たちが,多

少怠慢であったことは明 らかです。彼らは

即座に行動 に移 していませんで した。

｢見 よわれ汝らに告 ぐ
。汝 ら貧しき者,乏

しき者 を訪れて救いを施さざるべか らず。｣

(教義 と聖約44:6)

貧 し い人との世話をする という私たちの

責任については,聖 典 にた くさんの戒めが

記されています。ですか ら,こ れ以上詳し

くお話するつ もりはあ りません。私 には何

か理屈 に合わないように思えるのですが,

私 たちは自分のためになるこれ らのことを

行なうのに,絶 えず主から戒めていただか

なければなりません。主は こう言われ ました。

｢自 分の命を得ている者はそれを失い
,

わた しのために自分の命 を失 っている者は,

それを得るであろう。｣(マ タイ10:39)

私 た ちは人に仕 え,人 を助けることによ

って｢自 分 の命を失｣い ます。 しか し,そ

うする時に,永 遠 に尽きることのない真の

喜びを味わうのです。奉仕 とは,日 の光栄

の王国に入る資格 を勝ち.取るために,こ の

地上でがまんして行なうようなものではあ

りません。それは,日 の光栄の王国に昇栄 し

た人 との生活を形造る大切 な要素なのです。

奉仕が天父のみ業を達成するものである

ことを知 りながら,ま た天父のおられる所

に住んで天父のようになりたいと願 ってい

ながら,な ぜ私たちは互いに仕え合 うよう

に戒めてもらわなければな らないので しょ

うか。 ああ,私 たちの心が清め られて,こ
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一
月β月月月月"月 月月月月月月月β月

海外からの末 日聖徒の音楽家が 日本

の交響楽団のオーディションに合格

し,活 躍 している。昨年7月 号のロ
ーカルページで紹介 したチェネク･

｣･ヴ ァルバ兄弟は,読 売交響楽団

のゲス トコンサー トマスター(第 一 鞭

バイオ リンの首席奏者)と して,ま

た,今 月号で紹介するロイス･シ ヨ 難i

ンソン姉妹は,新 星日本交響楽団の 鱗

第一バイオ リン奏者 として,他 の日

本人の音楽家の中でそれぞれ異彩を

放 っている。

月月月月β月月月β∫弓月月月月月月月

新星日本交響楽団のバイオリ
ロイス･ジ ョンソン姉妹の証

回
本は私 にとって特別 な所 です。最初

に訪 れたのは1982年 の5月 でした。

婚約者に会うために訪れた私は,そ の時2

カ月半ほど滞在 し,日 本の各地を見て回 り

ました。美 しい風景が大変 に印象的でした。

特異な日本の文化 と日本の民 には,多 くの

観光客を引き付ける何かがあります。私 も

すっか りとりこにされてしまいました。ま

た,伝 道活動が広 く行 なわれ,日 本の人々
ユこヒ

が真の福音 を受 け入れて,そ れ に従 って生

活している様を 目にした時 には本当に感動

しました。今,私 は短期間の滞在ではなく,

長 期間にわたってこの 日本の地 に住み,多

くのことを学ぶ機会があることを,と ても

うれ しく思 っています。

日本 に来る前,私 はカリフォルニアサク

ラメント交響楽団のバイオリニス トとして

活動 していました。そ して婚約 したのです。

彼 とはマ ンハ ッタン音楽学院 に通ってい

た時に,ニ ュー ヨークワー.ド部で知 り合い

ました。彼はコロンビア法律学校で学んで

いました。 日本仙台伝道部で伝道 して帰っ

た彼は,日 本で働きたいという強い望みを

持 っていました。そ.れはとりもなおさず,

彼 と結婚すれば,サ クラメン ト交響楽団で

の恵まれた地位 を捨 てて,東 京に行かなけ

ればならないということでした。

どちらを.とるべきか,私 は本当に悩 みま

した。天父に導 きを求 めて,真 剣 に祈 りま

した。祈ろうとする と,私 のわがままな心

170



1ム1

(到呈葦:章車割暴

夏1男學章車`律率耳油｢8961)。4Σ率【へ章⊥ユ

》肴母費購亀雰¥2雲1【へ陣宰ユ(}考}最⑦～享

4窓`コ…軸ゑ〉魯孕畢喜`ユ∩老。.巨翠η

9曾ユ!v轟9甲(Σゑ年韓`きΩ詣⊃1･り'韓埠臼

4挫`白ミ⊇⊥}∩蒋(趣字つ壕象4推‡ll等

。ゑユ9
【{!(Σ(､}G¢蜘牽蟄きG脅丁(o

⊇`雰詳4q母蟄欝(グvミ1>4掌ll容`ユG

甲⊃22(ト鶉⊃1》罐`(き陣吾脅。.巨ユ等聯

(o蓄箪〉∩孕…窪‡～1》〕薙(ρ2。=¥∩;負うミ⊇⊥

ユ》育毎尋瓢(う∩(き劉峯⑦々嫌⊃1推罪1年

。享準qユつ手膠i郵(納ψり'`<
7畢

22胃G望き娠ラ〕簿(i≧律〉}》黎母津陰¥(∂

=～2(iをゑ厚舶ゑ茎舅ま`馨型(Σ律〉ユG口量母

･り¢1阜(り単♪(o[劉…軸(グ准。;¥∩睾∩ρ廉ユ喜

昆戦母ヨ←¥⑦日12!(;9⊇!⑦老。認nユ釦⑦

聖乙ユ〉課∩φ寧1(〃尊(圏厚4q昆覆くrトkン

y`号笥(グ荏Qゑユ籔:暴鰹(ρ(Σ(圏騨毎羅聡

9【4卑(≡q豚`寧に1(Σ薄⊃1産毒畢(ρ□､乙.

。ゑ準qユ｢曜'芝へ

禦⊃1ρ量ユ吾き〉茸⊃1ユ準レ⊇§4日舞。認

∩翠∩ヨー6×豪劉弔4俵ユ章董.`罪1卑鐸激

4∩勒霧ユ灘戯/(→<4∠｣亀(阻壱(ρ』16

.。胃つ撃∩擢

畢⊃塘鮨=～白占》(o年(き螺･り一白魚コ1凶一

鰹鵬紫1'挫。=¥∩翠律(き勲皐24∩翠昭畢宙

饗⑦4;象禦ユ〕窪一営ミヲ‡ヨ,国巌ユ=}接`白Y

蝦輝〔鉤ネ圃∩遡哩?<字｢鰹一.遷.ム
⑦国蘇`=～曾qユG築母日(〃射瞬;～畢±

。翠q.率畢ユc

⑦6鰹昂立ρ量66辛》慰(}ρ量(o老=～(を

嵜⊃瞳(}ユ。4∩翠白源〉つ律(綬!白～撚¢

蛸課19･う潤減>f9§瞬宴9噛も姻
G9灘年91⑦蠣･4∩準∩瞬騨1蝉1

ユ4薗障器薪者ミヲ`⊃1(汐尊ゑ景き皐4牽⊇多立

。写∩率(汐遷⊃ト㍗;～(≡彦〉｢魯牽→×さ!アll准

告冒1虫ε861/更ω賜竈

`銘4∩ユ⊆老律ミiこΣ《6∩由仁1岳
:上⑦6翠禦

。ゑユ⑦曾自.誉景皐畢(∂9賜`∩蓮翼ユ1廻ω

を→×み一孕`ユG禦琶qゑ撃1=～4rl×孟

。4∩準∩白〉(ン
よΩ:).GY⊃14r一ヰ∠<E･で♪

託一#。鐸∩案宰}G噛鰹日(ρ…}⊃1【今c

。4∩ユ日彰

管(商率景勲範コ年別ユqゑ乳ミ1Ω`∩昆戦

像囲翻回劇ユし軍。ゑユ(郭¢螺G禦!ソ皐>

4埠[甲q源(き#捌12和脅∩一∠夕×△`白9F

ユ(ン準(二略4梨日(ρくEぐン忌一#`鋤レ彦

。4∩1)
,…肇±:⊃臓寿ヰニ‡:1慰`ユ2=:(詠へ?くE

ぐ♪去一4と⑦僻碧:(Σ勲蒼ユ国蒋。4∩ユ国

巌轟諏率日習壁罰･〈ε4ン法一#(ρ鯉書
。胃∩準白

茸コ=～コ(Σρ蚕孕･<圧ぐ♪誰一必ユ困巌愚

葦(o章車写魁`辞〉ユ∩四士⊃1◎ゑ埠難

。:¥∩ユ22(塞う2畔92畔(Σ【字G'肖癬口輩謁

ユ章車3頂普[摺(〃承｣<74し翠迅き字･㍗。=～q

章障》…E}⊃1章車ユ∩ξ鍾旱ま。⊇≠∩準q皐⊥畢

》量⊃lqG蝉翠畔》(oiギ`』r4{二L≠1聡白

塁⊃1鱒章⊃1劉i-2身ら糧4⊇≠準`⊃鴨母Y騨
。ゑユ⑦〉盛皐皐2qq埠｣皐認【今⊃1∠;コr･k

乙r〔4も勲4(}畢塵Ψつ舜翠準き(!(才`々幸目

像ユ。4∩寧律〉ユ耳百9q(2(に1推`【(〆

⑦(}q∩9旱日業⊃1茸γ2鰹劉耳ヲG源律∩(}

畔(髪毒コ12⊇(髪i無ユ章車鰹寡4'准`創剃

。鼻ユ(〃潔qユ6
…斡(}》醇身｢y暑`(Σ茸⊃1(ト

甲(i之雰ユき4噸星1巌呆ユ章車5flレ宰ユ認鶴

Ψ囎囲(ρ∩葬'Σ4`ユ∩…}。畔∩準q量?9

甲(徳4ii紐畔⑦茸圭目郭惇¥∩⊃控≠豪翼平コ県

宰螺Y(o身4∩母革鰐(o轟旱砦`(}ユくヘユ律

魏=?⊇(今智。4∩準(〕i劉景～享…斡～多【り駈9q

2q諏(き茸溜坤自障畔身⊃1章車(}ユつ92

`塗4犀駅Ψ目φ藻準翠q3り(き告歩
5字γ量

。ゑ3⑦(Σ勲丁》〕揉G-G一孝⑦(}(今⇒(き源溜

算自茸(潔(き畢禦ユG宇コ=～コ(をゑ劉霧`§(≠

一



一
日中友好の花

中国語同好会主催

｢日本と中国の

会員の集い｣

｢善 意 に満ち

純情であり

正智を持 とうとする人間

それこそは地球の花だ｣
リュウ タ ヅ コ

(劉 多鶴子著｢杭 州 の青年｣よ り)

もし,こ んな花で地球を埋め尽くせたら

どれほど素晴らしいことでしょう。去る11

月3日 の教会の一室には,こ んな花が咲き

ほこっていたのです。 その 日,私 たち町田

ステーキ部の中国語同好会の有志は,日 頃

の活動のひとつの成果として｢日 本 と中国

の会員の集 い｣を 催 しました。 そこには,

い ろいろな意味で中国に関心を持つ人々が

集まり,一 人一入が福音 を通 しての｢友 好｣

を感 じることができました。

40人 余 りの参加者 は｢美 しい中国 をたず
み

ねて｣と いう映画を観て,ひ たすらに偉大

な中国に目をみはるばか りでした。雄大 な

国土,極 められ た文化,そ の画面から見え

るものは,わ が国の古 い時代 に影響 をもた

らしたものも少なくあ りません。すっか り

中国に行 った気分 になった私 たちは,幾 人

かの方々のお話 や証を聞 いて,心 の中にじ

っとしていられない感動 を覚 えました。
シ ャ ン ハ イ シ ュ ウ ヨ シ カ

まず最初に上海から来られた周桔華兄弟

じ
セ

職ご･

』』慧
写真左:仲 原姉妹と中国語同好会講師の胡

先生。写真右 元中国駐在外交官であった

渡部祝福師の話にも熱が込もる。

の証 に,私 たちは鼓舞され,喜 びを分かつ

ことができました。 周兄弟は,御 家族 と一

緒に 日本に住んで2年 近 くにな ります。少

し中国なまりのある 日本語での証 は,彼 の

胸の内にあふれる主のみたまで満ちていま

した。｢私 は,ア メリカに住んでいる人も,

中国に住んでいる人も皆,本 当の兄弟 と姉

妹だ と思います。神様の子供です。 この教

会が中国の隅々にまで行 き渡ったら,本 当

に素晴らしいと思います。みんな待 ってい

ます。僕は,伝 道はみなさんの義務 だと思

います。私たちはほんとに兄弟姉妹 です!｣

神様の息子や娘であることを再三繰 り返 し,
シ ュ ウ

証 して下 さった 周兄弟 の心 も私 た ちの心

も,本 当に親 しい温かい思 いで一杯 になり

ました。

続いて中国留学 と元中国駐在外交官とし

ての経験をお持 ちの渡部正雄祝福師が,周

兄弟の証をさらに励 まして,力 強いお話 を

して下 さいました。渡部祝福師 と周兄弟の

肩を組んでの中国語の会話を見て,参 加者

172
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一
愛する姉妹 と共にハワイ神殿に2年,東 京

神殿に2年 奉仕させていただいた今,数 え

切れぬ恵み と証 に,感 謝 の涙にむせびつつ,

予 言者 ジョセブ･ス ミスを通 じて指示され

たこの聖句が主のみ言葉であることを強く

感 じます。

十二使徒 であったジョン･A･ウ イ ッツ

オー長老は,主 の宮居である神殿について

次のように説明 しておられ ます。

｢神 殿の中で霊的な能力が創造され,そ

れが全世 界を祝福するために送 り出される。

主の宮居からの光は,教 会内の各家庭を照

らす。神殿か ら人の家へ通ずる道は まばゆ

く.光り輝いている。神殿 に連結 している各

家庭は明る く生き生きとして平安 がある。

神殿は教会員の幸せ と啓発のためにあるの

である。神権の鍵は神殿内に現 われ,人 生
こ　た

における多くの問題 に応えるため,い と高
らか ら

きところか ら能力が与 えられている。神殿

内の諸儀式 は深遠で意義深く,人 生の真理

を完全 に包含 している。生存の神秘 を解 き,

福音の理解をより容易なものとする。｣

私 は約33年 前,仙 台の広瀬川でバプテス

マを受けて会員 となったのですが,そ の2

年前か らカ トリック教会に1年,メ ソジス

ト教会に1年 通 いました。 しかしいずれ も

改宗には至 らず,こ の教会の宣教師 に会 っ

て1カ 月目で改宗 しました。 それには3つ

の主な理由があ りました。すなわちこの教

会に神殿があり,神 権があり,生 ける予言

者がおられたことです。 それですから,改

宗以来神殿で働きたいと念願 してお りまし

た。

私は日本人 として生まれ育ち,神 道を学

び,神 社 に参拝 し,戦 時中は出征 し戦死す

るつもりでしたが,な ぜか多くの学友,戦

友が亡 くなったのに自分は不本意 ながら敗

戦の故郷に復貝しました。生 きていること

が恥ずか しく,つ らかったのです。ただ,
ヒむら

亡 き戦友を葬 いたいという気持 ちだけが念

頭 にあったのです。ですか ら死者のために

働ける神殿を知 った時 には生き返 ったよう

な喜びを感じました。私は教義 と聖約が1

番好きでよく読みましたので,改 宗 した時,

私 には3つ の念願がありました。それは,教

会の 史跡巡 りをしたいこと,で きるだけ多く

の神殿を訪ねたいこと,そ して家族が神殿内

で永遠にひ とつ に結び固められ ること,こ

の3つ です。｢求 めよ,さ らば与えられん｣

の聖句通り,改 宗 して19年 目,1968年 に こ

の夢が全部実現 しました。特 に最後の望み

は,そ の8月,ソ ル トレーク神殿において,

第11代 大管長,当 時の十二使徒定員会会長

ハロル ド･B･リ ー 長老 によって私共一家

が永遠 に一体 に結び固められるというこ と

で実現しました。今 日,自 分が直接 キンボ

ール大管長の按手によって委任 されたこの

尊い権能 をもって,こ の同じ尊い聖なる儀

式を執行 させていただいていますことを感

謝 しつつ,日 夜主の助けを祈 っている次第

であ ります。

私たちの瞭 い主,救 い主であられる主は

｢わ れにわかにわが神殿 に来らん｣(教 義 と

聖約36:8)と 告 げておられます。

愛する兄弟姉妹の皆様,共 に神殿に参入

して主の再臨に備えましょう。(わ たべ･

まさお1914年 生 まれ,横 浜 ステーキ部祝

福師)
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一
夫婦であると神殿で結び固め られた時のこ

とを思 いだして頑張って欲 しい,た とえ死

によってひと時別れることがあ っても,必

ず次の世 で会うことができる,そ れまでの

間,私 は霊界で働かせていただきなが ら待

っていると,真 心込めた手紙 を夫に書 きま

した。私の願いは聞き届けられ,夫 は明る

く立ち直ってくれ ました。 夫のその様子を

見て,私 の心には,主 は確かに生きておら

れるという強い確信が湧いてきました。

山口医大 では,ほ かにも放射線療法を必

要とする患者が 多く,治 療機器 の使用予定

がなかなか立たず,3月1日 に小野田市の

市立病院へ移 りました。 ごこでも,医 師,

看護婦 の方々か ら手厚い看護を受け,あ ま

りのもったいなさに,ひ とり涙することも

ありました。

岡本伝道部長が私の名を神殿の祈 りの名

簿の中に入れるよう手配 して下 さり,多 く

の兄弟姉妹が祈 って下 さっているというこ

とを夫から聞かされた時,私 は我が身の幸

せをつ くづ く感 じました。

3月20日 か らコバル ト照射を始 めました

が,10回 目を終 えてようやく出血が止まり

ました。主事医は夫に,普 通の人は放射線
おう と

照射 をすると,下 痢や嘔吐などの副作用が

あるが,私 の場合はそれもなく,急 速 によ

くなってお り,不 思議なくらいだと言った

そうです。

3月21日,岡 本伝道部長が遠 く岡山の地

から,わ ざわざ私を祝福するためにやって

来て下さいました。3人 の神権者 が私の頭

に手 を置き,祝 福の言葉 を述べるのを聞い

た時,世 のちりにも等 しい自分の上 に注が

れる愛を思い,涙 が止まりませんでした。

そ.してその 日か ら,下 腹部の痛みもほ とん

ど消え,ガ ン末期特有の激 しい痛み,下 痢,

嘔吐 などもなく,本 当に安 らかな毎 日を過

ごすことができるようになりました。

今私は,主 が生きておられるということ

を強く確信 し,き ょうの 日を主によって生

かされ,守 られていることへの感謝 と共 に,

この世 を去 った後 もなお,自 分のなすべ き

仕事があるという望 みと喜 びを心 の中に感

じています。(き む ら･う め こ)

信仰を確立させるために
一仕事がもたらす祝福一

牛 乳販売店経営

大阪ステーキ部大阪第りワード部

藤井 利広

國
会 に行 き始めたのは16歳 の時でした。

その頃私が住んでいたのは新興住宅

街 で,新 しい家が次か ら次 と建 ち,日 曜 日

には,い つ もたくさんの引っ越 し風景が見

られま した。

私の家は牛乳の販売店をしていましたが,

それ らの新築 の家をお得意様 とするために
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一
読者の

資料 としての｢聖 徒 の道｣

●創刊号から34年分の収集

道者の時(1973年)に,教 会員が手

求 にしているのを見 たのが,｢聖 徒の
道｣と の最初の出会いでした。おもしろそ

うだったので,さ っそく借 り,一 気 にその

日のうちに読んでしまいました。

そしてその時から,｢聖 徒の道｣の 魅力に

取 り付かれてしまいました。予言者のメッ

セージ,福 音の知識と証,福 音の実践の仕

方,世 界各地の教会員の活躍などを読 んで

いるうちに,急 に多くの霊的指導者,教 師,

友 人と出会ったような気がしました。

それ以来1毎 月｢聖 徒の道｣が 届 くのを

心持ちにすると同時 に,資 料 としての価値

にも気づき,バ ックナンバー もそろえ始め

ました。その結果,複 写 も含めて｢LDS

メ ッセンジャー｣(1949年12月 創刊。｢聖 徒

の道｣の 前身),｢聖 徒 の道｣(1957年6月 号

から｢聖 徒の道｣に 改題)が 合わせて34年

分集 まりました。残念ながら1954年1,2

月号 だけは,ま だ未入手ですが,そ のほか

は創刊号から全部そろいました。

現在,こ れらの34年 分の｢聖 徒の道｣は,

私 にとって,福 音の知識の源泉のひとつと

して,ま た,古 い.会員との共通の話題を得

る手掛か り,教 会歴史の貴重な資料,来 日

する教会幹部 についての予備知識 として威

力を発揮 しています。(新 潟地方部新潟第2

支部･大 関洋一･27歳)

｢聖徒の道｣は 紙上教会

紙 は何を意味 しているか,毎 月楽 し

表 みに見ています。1982年3月 号と5
.月号 は
,家 族をひとつにする土台となって

います。

最近ページ数の増えたローカルページで

は,各 地で活躍 している人々の経験 や証 を

知 ることができますので,う れしく思 って

います。夫の仕事にはよく転勤があ り,引

越の度に何かと不安が先 に立ちます。北上

でバプテスマを受けてからは,ま だ一度 も

転勤 していませんが,所 属する支部が変わ

ることについては,不 安 も徐々に解消して

きました。 まだ会 ったことのない人々の証

や教 えを｢聖 徒の道｣で 読 むのは,安 息 日

に教会 に集 うのと似ています。

訓練の 多い現世 において,生 きる予言者
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一
成長 しているようですね。建物な どもカナ

ダの教会 と比べて決して見劣 りしません。

時々,こ こ トロン トの教会員で日本 に行

かれた人に会うことがありますので,そ の

兄弟姉妹たちから日本 の教会員は,と ても

教会活動に熱心で礼儀正 しい民 だと聞いて

います。

自分の英語力の不足を思い知 らされる時

が多々ありますが,日 本の教会貝に遅れを

取 らないよう,出 来る限 り活動に参加 し,

とても楽 しくやっています。(さ いた･み え

こ)

霊的成長への刺激剤

つ も心 を 引 き 締 め て,｢聖 徒 の 道｣を

GJ 読 ませていただいています。中に載
せられている言葉 の一言一言が,私 の胸 を

刺します。霊の成長のためにしなければな

らないこと,身 につけなければならないこ

と,そ の他,た くさんの教えが書かれてい

て,私 は読 む度に,自 分の霊的な成長の遅

さと,日 頃の聖典 の勉強の足 りなさを痛感

しています。

そして,何 よ り私が便利 に使わせていた

だくのは,聖 餐会 での話の責任を受けた時

です。 その話の原稿を作成するに際 して,

いつ も｢聖 徒の道｣に 載せ られている指導

者の話 を参考にさせていただいています。

とても助か ります。 どうぞ,こ れか ら先 も,

私たちのために,｢聖 徒の道｣の 制作に頑張っ

て下さい。(大 阪堺ステーキ部堺第2ワ ー ド

部･北 田美恵子･20歳)

翌一セ『 編集室か らr一 国亨
コ 匡
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気 にもなれませんでした。貯金はというと,

毎 月自動的に天引きされるので途 中でやめ

るとも言えず,私 は残業 して少しでも収入

を多くしようと思 いました。今まであまり

残業したことのない私が遅 くまで会社に残

っているのを見た上司は｢平 田さんもやっ

とまじめに働 く気 になって残業 しているん

だね｣と いって笑 っておられ ました。 しか

し女子社員 ということで多くの時間残業す

ることもなかったので,思 うように収入を

増やすことができませんで した。頭 をひね

っていくら節約 して も苦 しくなるばか りの

状態の中で,私 の心の中にとて も怖 い考え

が浮かんできました。

｢神様は財政管理の中で貯金 をしなさい

と言われているのだから私が貯金を続ける

ことは間違っていないはずだわ。ふたりに

送金することも,宣 教師を助けているのだ

から結局は神様のみ業を助けていることに

なるので私は間違 ってはいないわ。

じゃあ什分の一はどうか しら……

什分の一は神様 の戒めで,そ の戒めを守

ることは当然の ことだけど,今 の私は神様

の僕であるふたりの宣教師 を助 けていて,

その余裕がないだけなのだからふた りの宣

"､い 覧

購

鞭
.･､鯉 評.
㌔ とf

L覧ド

･キ?し",

教師への送金が終わるまで什分の一は納 め

ないでおこう。 どうせ1年 半経てばまた元

のように納 めることができるのだ もの。神

様 だってきっとわか って下さるはずだわ｣

とまったく自分に都合の良い理屈をつけて

正 当化 しようとしたのです。霊の父である

神様 よりも,肉 の 目に写る身近 にいる私の

姉 と友達 と私 自身を愛そうとしたのです。

私は翌 月から什分の一を納めないでおこ

うと思い,こ れで私 も楽になれ るだろうと,

しばらくは気分 よく過 ごしていました。何

日かして,ふ っと,前 世 での私 はどうして

いたのかなあ…,私 の現世での 目的は何な

のかなあ… と考える機会があ りました。私

は私 と姉が どうして双子として生 まれてき

たのかを考えてみました。それまでは,た だ'

偶 然に双子 として生まれてきただけで,世 界

中に双子はいくらでもいるのだし,別 に不

思議がることでもないと思 っていました。

しかし,前 世 での私 を思うと,双 子の片方

である姉 を切 り離すことはできませんでし

た。きっと神様のみ側で姉 と共 に一緒 に過

ごしていたのだろうと思いました。この現

世 に送 られて来た時,神 様 は｢お 前達 は,

ふ たりで助け合 い,ふ た りでないと出来な

い何かを学んで私の元へ帰 って来るのです

よ｣と 言われたのだと思います。私は高慢

にも｢今,私 は姉 の伝道資金を援助 して助

け合 っているのだから,神 様の望み通 りに

行なっているわ｣と 思 いました。

私は頭の中で来世 での様子を 自分なが ら

に思 い巡らしていました。私は次のような

情景 を考えていたのです。

裁 きの 日に神様 とイエス様のみ前に,私
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と行 く末はどうなるかを教えて下さったこ

とを胸に刻み,末 日聖徒 として励んでいき

たいと思います。

神様の祝福は目に見えるようなものでは

なく,思 って もみない形で与えられるもの

であることを学びました。什分 の一を納め

ることにより夫 の窓が開かれ,あ ふれる恵

みを下さることを証します。

地上 に宝を蓄 えるより天 に宝を蓄える喜

びを増 し加 えていきたいと思います。(ひ ら

た･と み こ･24歳)

｢あっ!慎 吾ちゃんとお母さん

だよ｣一我が子の成長記録が

テレビに

る3月15,16の 両 日 に,NHKか ら

去放映された｢お 母 さんの勉強室｣一
子供の成長記録,ア ルバム作 り一 という番

さ と し

組に,長 男悟志の記録が採用されました。

短い時間で したが,家 族 そろって楽 しく見

ました。

病院で自分が抱っこされている写真が映

し出されたのを見て,彼 いわ く,
しん こ

｢あ っ .!慎 吾 ちゃんとお母 さんだよ。｣

皆 で,大 笑い。悟志はまだ2歳9カ 月で す

から,自 分が赤 ちゃんの時の写真を見て,

弟の慎吾 と区別がつかないの も無理はあり

ません。

この放送を通 して,熊 本の父を初め,兄

弟姉妹,各 地の友人,知 人に私 たちの顔を

見せることができました。テ レビでのお里

帰りもなかなかのもので した。
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子供たちの記録 として,私 が作っている

ものには,育 児 日誌,写 真,テ ープ,ベ ビ

ーブ ック
,ス ケ ッチブック(少 しですが,

描 いています)な どがあります。

これらの記録を作ろうと思ったきっかけ

は幾つかありますが,特 に,自 伝を書 こう

とし塒 に,幼 噸 の･と がよくわ･･ら な 受

かったこと,ま た,亡 き母への感謝 と恩返

しというような気持 ちもあったのです。 出

産 という大事 を6回 も果 たした母に対する

『御苦労様でした。 そして,あ りが とうご

ざいました』 という気持 ちを,子 供 たちに

愛を注ぐことで表わしたかったからです。

これか らも,そ の他の記録 と同様に,子

供 たちが自分の手で書ける 日が来るまで育

児 日誌を続けたいと思 っています。私が こ

うしてペンを取 っている今も,子 供たちは､

自分 たちのことを書かれているとも知 らず,

スヤスヤと眠っています。

私は,記 録することの大切さを教えてい

るこの教会が,真 実の教会.だということを

証致 します。そして,教 会員 として家族生

活を送れますことを,心 から感謝 していま
た カロ や しき た き こ

す。(盛 岡地方部盛岡支部･高 屋敷 多喜子･

31歳)

<悟 志 くん(長

男)と 慎吾くん

(次男)

レ テンプル スクエアに集 う大 会の聴 衆。左 は

タバナク ル,後 方は北訪問者 セ ンダー。
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